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はじめに 
 

 1993 年、獣医学科における教育研究への効果

を期待して国際交流の活性化のために国際交

流検討委員会が設立された。その後２年の間に

米国 5 大学を現地訪問する等、交渉を重ね検討

を行った。最終的には米国三大学（パデュー大

学、テネシー大学、ジョージア大学）と学術交

流協定を締結し、1995 年 8 月に 1 回目の学生・

教員の派遣が行われた。協定には１）獣医学科

の学生に米国の臨床教育を体験する機会を設

ける（参加学生には単位認定が与えられる）。

2）教員を招聘し、学生・教員に講義やセミナ

ーをして頂く。3）北里大学の教員の海外研修

の機会を増やす。の主たる目的がある。また、

5 年毎に行われる協定もこの度新しく更新され、

先方からもさらなる発展を望む声がある。 

 21 年目を迎える研修も無事に終わり、同行さ

れた 3人の先生（パデュー大学：前田賢一先生、

テネシー大学：前田洋佑先生、ジョージア大

学：佐々木宣哉先生）には大変ご足労をおかけ

しました。また、各大学に研修された 24 人の

学生（パデュー大学：7 名、テネシー大学：8

名、ジョージア大学：9 名）は例年通り数々の

貴重な体験をされ、この経験を将来の「糧」と

して活かすことになると思います。 

 今年度はパデュー大学から Joanne Messick 教

授を招聘教員としてお迎えし、学生や教員との

交流ばかりでなく、少しばかり日本の文化にも

親しんで頂いた。今後も各大学から招聘教員を

招く予定である。招聘教員として来られた先生

の中には毎年研修に来た学生を呼び、ホームパ

ーティを開いて下さる方もおられる。 

 この報告書も 21 回目を迎えるが、今回参加

した学生一人ひとりがこの交流の歴史を知り、

多くの方々の働きがあることを改めて理解し、

感謝することが出来たと思う。最後になります

が、学生諸君の今後の発展を期待すると共に、

この交流の一環が次世代の学生に大きな「夢」

と「希望」を与え続けることができるよう願い

ます。 

 

 

             2015 年 9 月 25 日 

獣医学科国際交流委員長 折野宏一 

  

http://www.google.co.jp/url?q=https://vet.purdue.edu/directory/person.php%3Fid%3D80&sa=U&ved=0CBQQFjAAahUKEwjz6c28lpHIAhWGdKYKHdzxCvc&usg=AFQjCNFWciwdOZT1dpBt9MLeK311M8gQ3A


 

 

これまでの米国 3 大学からの招聘教員および交換留学生 
 

Purdue University 
招聘年・月 氏名 Name 職位 Status 専門 Specialty 

1996. 6 Dr. Ralph Richardson Professor Veterinary Internal Medicine 

1997. 6 Dr. John Van Vleet Associate Dean and Professor Veterinary Pathology 

1998. 6 Dr. James P. Toombs Professor Small Animal Orthopedics and Neurosurgery 

1999. 9 Dr. Alan H. Rebar Dean Veterinary Clinical Pathology 

2000. 6 Dr. Paul Robinson Professor Immunopharmacology and Biomedical Engineering 

2001. 10 Dr. David J. Waters Professor Oncology 

(Cancelled due to 9.11 terror)   

2002. 11 Dr. David J. Waters Professor Oncology 

2003. 11 Dr. Allan Beck Professor Animal Ecology 

2004. 6 Dr. Harm Hogen Esch Professor Head of Department of Veterinary Pathobiology 

2005. 11 Dr. Sophie A. Lelièvre Associate Professor (2010) Basic Medical Sciences 

 Amanda Cole(2005.7) Student  

2006.5 Maria Littles Student  

2007. 10 Dr. Henry W. Green Associate Professor Cardiology 

2008. 11 Dr. Abdelfattah Nour Professor Basic Medical Sciences 

Director of International Program 

 Dr. Shulma I Mohammed Associate Professor Cancer Biology 

2009. 5 Dr. Willie Reed Dean and Professor Veterinary Pathology 

2009. 10 Dr. Steve Thompson Associate Professor Pet Primary Care 

2010. 7 Dr. Brenda Austin Assistant Professor Small Animal Surgery 

2011.11 Dr. Sophie Lelievre Associate Director Discovery Groups 

 Joshua Taylor(2011.7) Student  

2012. 10 Dr. Daniel Hogan Associate Professor Cardiology 

2012. 10 Dr. Norie Parnell Clinical Associate Professor Small Animal Internal Medicine 

2013. 11 Dr. Annette Lister Associate Professor Veterinary Clinical Science 

2014. 11 Dr. Tomohito Inoue Clinical Associate Professor Anesthesiology 

The University of Tennessee 
招聘年・月 氏名 Name 職位 Status 専門 Specialty 

1995. 9 Dr. Michael Shires Dean and Professor Veterinary Surgery 

1996. 11 Dr. Robert Toal Associate Professor Veterinary Radiology 

1997. 11 Dr. Robert C. DeNovo Associate Professor Veterinary Internal Medicine 

1998. 6 Dr. Dan Ward Associate Professor Veterinary Ophthalmology 

1999. 6 Dr. Michael Shires Dean and Professor Veterinary Surgery 

2000. 6 Dr. James Brace Associate Dean and Professor Internal Medicine 

2001. 6 Dr. Karen Tobias Associate Professor Veterinary Surgery 

2003. 1 Dr. Frank Andrews Professor Large Animal Medicine 

2003. 4 Dr. Michael J. Blackwell Dean Public Health and Epidemiology 

(Cancelled due to Iraq war)   

2004. 4 Dr. Michael J. Blackwell Dean Public Health and Epidemiology 

2005.11 Dr. Sarel R Van Amstel Professor  

2010. 6 Dr. Michael M. Fry Associate Professor Clinical Pathology 

2011.10 Dr. Edward Ramsay Professor Avian & Zoological Medicine 

The University of Georgia 
招聘年・月 氏名 Name 職位 Status 専門 Specialty 

1996. 6 Dr. Charles Martin Professor Veterinary Ophthalmology 

1997. 5 Dr. Jean Sander Associate Professor Poultry Disease 

1999. 1 Dr. Corrie Brown Professor Head of Department of Pathology 

2000. 11 Dr. Margarethe Hoenig Professor Physiology and Pharmacology 

2001. 12 Dr. Raghubir Shama Professor Physiology and Pharmacology 

2003. 1 Dr. Duncan Ferguson Professor Physiology/Pharmacology and Small Animal Medicine 

2004. 1 Dr. Thomas F. Murray Distinguished Professor Head of Physiology and Pharmacology 

2005. 1 Dr. Mary Ann Radlinsky Assistant Professor General Surgery 

2006. 6 Dr. Patrick Hensel Assistant Professor Dermatology 

2006. 6 Dr. Ursula Dietrich Associate Professor Small Animal Medicine and Surgery 

2007. 9 Dr. Suzan White Professor Large Animal Medicine 

2008. 9 Dr. Amie Koenig Associate Professor General Internal Medicine +CE 

2008. 11 Dr. Patrick Hensel Assistant Professor Dermatology 

2009. 10 Dr. Simon Platt Associate Professor Neurology +CE 

2010. 2 Mrs. Malorie D. Franks Student Class of 2011 

   +CE: Continuing Education (卒後教育セミナー含む) 

2014. 7 Dr. Mary Hondalus Associate Professor Infectious Disease 

 



 

 

         米国三大学研修参加者および同行教員 

 

年度 Purdue Tennessee Georgia 

 Students Faculty Students Faculty Students Faculty 

 男 M 女 F  男 M 女 F  男 M 女 F  

1995 2 3 I. Hashimoto 5 5 K. Watanabe 3 0 K. Temma 

1996 0 6 T. Ogasawara 3 11 Y. Hikasa 0 5 K. Takehara 

1997 1 4 To. Oyamada 0 7 Y. Ohnami 3 2 H. Madarame 

1998 2 4 S. Ueno 2 6 Nobu. Itoh 2 4 S. Okano 

1999 2 5 H. Itoh 1 7 S. Kawamura 3 4 S. Kurusu 

2000 1 8 Y. Hara 3 5 M. Uechi 3 4 N. Maehara 

2001 7 5 F. Hoshi 4 4 N. Susa 2 5 K. Mutoh 

2002 2 8 I. Sakonju 2 2 S. Takai 2 5 K. Orino 

2003 3 6 N. Hoshi 2 5 S. Higuchi 1 4 M. Kawaminami 

2004 3 5 U. Fukushima 3 4 M. Natsuhori 2 5 H. Ikadai 

2005 6 3 K. Taniguchi 4 5 T. Sano 2 5 O. Hashimoto 

2006 6 3 K. Watanabe 1 6 C. Baku 3 5 T. Andoh 

2007 3 4 M. Oikawa 0 8 T. Kakuda 0 8 M. Okamura 

2008 3 4 Nao. Itoh 2 4 Y. Hara 3 3 K. Takehara 

2009 4 3 T. Yonezawa 5 3 To. Oyamada 3 5 Y. Ohnami 

2010 2 4 Y. Yoshikawa 4 3 T. Kashimoto 0 8 T. Kakizaki 

2011 3 4 T. Taoda 3 5 T. Takano 4 4 T. Tanabe 

2012 5 3 Y. Shimamoto 5 2 Y. Hori 6 2 K. Yoshioka 

2013 4 5 M. Okada 4 3 S. Kurusu 3 5 K. Orino 

2014 3 2 S. Iwai 2 4 S. Chikazawa 2 2 M. Natsuhori 

2015 3 4 K. Maeda 4 4 Y. Maeda 7 2 N. Sasaki 
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The Purdue University!! 
2015.8.8 -22 

 
Dr. Kenichi Maeda,  

Kana Iguchi, Yu Inanobe, Jumpei Kosaka, Momoko Shirakura, Yasuyo Sumi, 

AKinori Tauchi, Hitomi Shimizu 
 

同校教員 ： 前田 賢一 Dr. Kenichi Maeda 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 name 所属研究室 

井口 佳那 Kana Iguchi 獣医衛生学 

稲野辺 悠 Yu Inanobe 人獣共通感染症学 

小坂 潤平 Jumpei Kosaka 小動物第 2 内科学 

白倉萌々子 Momoko Sirakura 病理学 

須見 康代 Yasuyo Sumi 病理学 

田内 昭成 Akinori Tauchi 小動物第 2 外科学 

清水 瞳 Hitomi Shimizu 獣医臨床繁殖 
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パデュー大学 海外研修報告書 
井口 佳那 

 

私 は 、 Purdue 大 学 で 、 Community practice, 

Anesthesia, Large animal surgery, Small animal 

rehabilitation, Behavior を主に見学した。それぞれの

科において、学生さんと一緒に行動し、学生さんがど

のように毎日学んでいるのかを見ることが出来た。ま

た、休日も充実した日々を送ることが出来た。 

 

8 月 8 日 Sat 

成田に無事集合後、United 航空の飛行機に乗って

シカゴへ向かった。ドリンクサービスの際、私は、ジ

ンジャーエールが好きなので、頼んでみたところ、通

じなかった。発音が悪かったのか、声が小さかったの

かわからなかったので、次のドリンクサービスで再チ

ャレンジしようと思っていたところ、それ以降日本人

のキャビンアテンダントさんしか来なかったため、帰

りに再チャレンジしてみようと思う。 

インディアナポリス空港につくと、Tomo 先生と、

Will Smith 先生、村上先生が私たちを歓迎してくださ

った。Smith 先生が思っていたよりも若くてびっくり

した。Tomo 先生は、1 年前に講義をしてくださった

ときと変わらず、お元気そうで相変わらず、とても面

白かった。 

空港から大学へは、車で 2 時間ほどであった。両側

に広がるコーン畑、日が落ちてからのホタル、右側通

行などなど車から景色を見ているだけで楽しかった。

インディアナ州との時差は、13 時間で、こちらが夜だ

と、日本は、翌日のお昼となる。インディアナ州は、

北にあるため、夜の 9:00 になってやっと日が落ちて

きた。 

寮に到着し、部屋がとても広く、綺麗で、これから

2 週間を頑張って過ごそう！と改めてやる気を出すこ

とができた。明日の観光を楽しみにして今日の疲れを

しっかり取ろうと思う。 

 

8 月 9 日 Sun 

  Tomo 先生がお部屋に持ってきてくださった朝ご飯

で一日がスタート。2 週間の流れを Tomo 先生から伺

い、より一層楽しみになった。 

 その後、Will先生が迎えにいらして、Zoo Exhibit (ご

みを材料に動物をかたどった作品が展示されていた)、

Purdue union (学食や Purdue グッズが売られている

お店、ボーリング場があるところ)に連れて行ってくだ

さった。昼食に食べた Puppy’s は、Purdue 大学に昔

からあるカフェで昼食をとった。私は、Taty Tots と

いう日本でいうハッシュドポテトを頼んだ。予想外に

たくさん出てきて、アメリカのサイズを再確認した。

少し休憩した後、Walmart というスーパーに連れて

行っていただいた大きなサイズばかりで、見ているだ

けで楽しかった。Tomo 先生のアドバイスのもと、朝

ご飯と昼ご飯用の食材を買った。朝ご飯や昼ご飯を作

るのも楽しみである。Logan’s Roadhouse というレス

トランに向かった。扉をあけると、アメリカの雰囲気

が漂う素敵なレストランでわくわくした。席に向かう

と、学長の Mimi 先生、病院長の Cathy 先生が私たち

を出迎えてくださった。私は T-bone stake を頼んだ。

22 オンスというかなり大きなステーキで、出てきただ

けで興奮した！またレストランには、Will 先生の奥様

の Candis さんとお友達もいらしていた。Will 先生は

3 週間前に結婚したばかりの新婚さんで、奥様がとて

も可愛らしく優しく素敵な方だった。 

  

8 月 10 日 Mon 

  朝ご飯に、スクランブルエッグを作ろうと、卵を割

ったところ、日本のものよりも黄身の色が薄かった。

エサが日本と違うのかもしれない。 

今日は、病理学研究室で講義を受けた。Messick 先

生にもお会いすることができ、お土産を渡すと、喜ん

でくださった。講義は、私たちの他にも学生さん 6 人

とレジデントの先生が 1 人いらっしゃった。先生の

question に対して学生さんが次々に答えているのが

印象的であった。ラクダの赤血球は、細長く、とても

特徴的だった。血液学の基本的なことも含めて話して

くださったので、前田先生や先生に助けていただきな

がら理解を進めることができた。血液塗抹のどこを見

れば何が見えるか、や、実際の症例を見せていただき

ながら講義が進んだ。顕微鏡を一緒に見て授業をして

くださったのが面白かった。 

 昼ご飯は、Purdue 大学内にある日本食レストラン

で巻き寿司を注文した。その名も PURDUE。スパイ

シーだった。味噌ラーメンを頼んでいた子にお味見を

もらったところ、お味噌汁に麺をいれたような味わい

であった。”American” Japanese food を味わうことが

できて嬉しかった。 

 午後は、Purdue 大学のツアーに参加した。今回は、

例年と異なり、徒歩で Purdue 大学を回った。キャン

パスが非常に広く、歴史を感じる素敵な建物が多くあ

ったことに感動した。宇宙飛行士の Arm Strong 記念

館では、月での足跡のレプリカがあった。小坂君が足

跡のレプリカに沿って歩いてくれて、一番の見せどこ

ろなのに、Moon jump point でなぜかジャンプせず、

案内してくれた学生さんも笑っていた。 

 夜には、Messick 先生の Home party に伺った。日

本のものが多く飾ってあったのが印象的だった。私た

ちが午前中に渡したプレゼントの風呂敷も飾ってく

ださっていたのがとても嬉しかった！お庭で CORN 

HOLEというアメリカでBBQ中によく行うゲームを

楽しんだ。サプライズで動物の指人形をいただき、と

ても嬉しかった。Mad さんも私たちに気を回してくだ

さり、とても優しい方だった。Clinical rotation で

Messick先生にお会いできるのがとても楽しみである。 
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8 月 11 日 Tue 

 今日は、集合時刻が遅めだったため、朝、アパート

の周りを散歩した。たくさんの学生のアパートがあり、

どれも素敵な寮で、寮名が全てギリシャ文字でつけら

れていた。 

 その後、Shopping Mall に向かった。Candis さん

と Panera というカフェで昼食を取った。Candis さん

が、私たちが日本から来ていることを店員さんに伝え、

わざわざおすすめのサンドウィッチを聞いてくださ

ったのが嬉しかった。 

 夕方から Dr. Thompson の講義を受けた。Dr. 

Thompson は、野生動物を専門としており、講義は、

タカなどの鳥や、ラッコ、ヘビの話など、なかなか聞

けない動物の話が多く、興味深かった。もっと英語を

早く聞き取れるようにならなければ、と同時に感じた。 

 夜は、Dr. Thompson が Home partyを開いてくだ

さり、ハンバーガーやホットドッグ、Smore をいただ

いた。どうやら、このセットがアメリカの BBQの黄

金トリオらしい。卓球やダンスのゲームをし、Dara

と遊び、アイスクリームを食べ、盛り沢山で最高の

partyだった！ 

  

8 月 12 日 Wed 

 朝起きると、ぼーっとした。時差ボケがついに現れ

たのだろうか。しかし、今日の病院見学へのワクワク

が時差ボケに勝ち、元気に病院に向かった。 

 到着すると、Salisbury 先生が Purdue 大学の獣医

学生がどのような教育を受けているのかを教えてく

ださった。 

 その後、トモ先生による病院内見学ツアーが行われ

た。病院は、まるで迷路のように入り組んだ作りだっ

た。明日から迷わないか不安だ。病院の中心には、放

射線の部屋がある。これは、Large animal、Small 

animal のどちらからでもすぐ来られるようにする為

である。 

ツアーの後は、いよいよ Clinical rotation が始まっ

た。今日は、Community practice を見学した。

Community practice は、犬猫のワクチンを行ったり、

エキゾチックを診察したりする科である。基本的に、

学生さんが診察、診断、治療方針の決定を行う。最終

的に先生がチェックを行い、その上で飼い主さんに報

告を行う。 

診察を見学すると、どの子にもマイクロチップが埋

め込んであったのが、印象に残っている。今日は、ワ

クチン接種が多かった。体温測定の際、体温計の先に、

ジェルを付けてから肛門に入れていた。このジェルは、

ひとつひとつ個包装になっていて、消毒と潤滑剤とし

ての役割があるそうだ。また、子犬には、普段の運動

量、食事、しつけに関してもカルテに記入しており、

それぞれ指導を行っていた。また、後肢において、右

側にも左側にもワクチンを投与していた子がいた。理

由を聞くと、それぞれ違う種類のワクチンを打ってい

るそうだ。これは、ワクチンへの副反応が強く起こっ

た場合に役立ち、どちらの肢が腫れているかを見るこ

とで、どの種類のワクチンに副反応が起こっているの

かを判断することが出来るのである。他には、

Malassezia による犬の外耳炎、猫の感染による目、鼻

における炎症、犬の脱臼を見ることが出来た。朝診察

を行った 9 歳半の犬で、2 週間前に他病院で dental 

clinic をした子について学生さんが説明してくださっ

た。元気がないという主訴でやってきた子で、血液検

査を行ったところ、Eosin, ALT, ALP, GGT が上昇し

ており、これにより感染が起こっているのではないか

という疑いがかけられた。 

 学生さんが前面に出て、診察を行っていることが非

常に心に残った。 

  

8 月 13 日 Thu 

 この日は、エキゾチックアニマルの診察が多く、ウ

サギの避妊、モルモット、フェレットの肥満細胞腫を

見ることができた。  フェレットの肥満細胞腫にお

いては、切除術を見ることが出来た。フェレットでは、

肥満細胞腫は頻繁に起こるものである。犬(特にボクサ

ー)においてもよく起こるが、フェレットにおいては良

性、犬では悪性が多い。 

 ランチには、私たちの自己紹介を兼ねた Seminar

があった。とても緊張してしまったが、みなさん優し

くしっかりと聞いてくださっていたのが印象に残っ

ている。また、プレゼンが終わった後、先生や学生さ

んが話した内容を覚えてくださっていて、話しかけて

くださったのも非常に嬉しかった。 

午後には、イタリアングレーハウンドの子犬が 2 匹

来た。彼らは、糸状虫に感染していないかどうかのテ

ストのために来た。Canine Gate Analysis の歩行サン

プル調査に協力していた。初めてこの歩行検査を見た

ので、興味深かった。関節にセンサーを装着し、肢の

持ち運び方、各肢への体重のかけ方を知ることが出来

る。この子たちは、もちろん正常だったが、異常な例

のデータも見せてくださり、面白かった。 

 夜は、村上先生と獣医学生の Ken さんとメキシカン

料理を食べに行った。Ken さんは、Purdue の獣医学

生で、Large animal を専攻している。とても親切で、

英語はもちろん、日本語も堪能な方だった。またお会

いして、たくさんお話を伺いたい。 

 

8 月 14 日 Fri 

 今日は、午前中は、Anesthesia、午後は、Necropsy

と Large animal を見学した。 

 麻酔科は、日本で見かけないことから、見学できて

非常に嬉しかった。多くの機械が揃っていることと、

麻酔薬が機械によって厳重に管理されていることが

印象に残った。この日は、Gun shot された子の CT 

scan、脛骨における骨折の手術を見学した。オペ室に

入ってまず驚いたのは、音楽が流れていること。しか

も有名な曲フレーズが出てくると、手術中に術者含め、

みなさんで歌いだした。なんて雰囲気が良いのだろ
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う！ 

 午後は、病理解剖を見学した。大きな解剖棟に非常

に大きな Bull と、犬猫が計 5 検体あった。異常があ

った臓器は、ホルマリン漬けと冷凍の 2 種類で保管を

行う。冷凍をする理由は、必要な時に解凍してもう 1

度診ることができるようにするためだそうだ。 

 次に、Large animal surgery でウマの腸捻転を見学

した。優しいテクニシャンの Pat が丁寧に説明してく

ださった。この子は、この前の月曜日に手術をした子

で、その手術で腹膜炎が起きた可能性があるそうだ。

洗浄しているところを見学することができた。また、

Dr. Adams のお部屋に行って、とても大きな結石を見

せていただいた。持ってみると、これが体の中に入っ

ていたとは信じがたいほどのずっしりとした重さを

感じた。 

 夕食には、前田先生がリサーチしてくださった美味

しい 9 brothers という Irish Pub のお店に行った。お

肉もパイも貝もどれも非常に美味しかった。ごちそう

さまでした。 

 

8 月 15 日 Sat 

 今日は、Indiana State Fair に向かった。終日 Dr. 

Hiltonに案内してもらって非常に充実した1日だった。 

 多くの牛、豚、ヤギが展示されており、綺麗な馬も

いた。特に印象的だったのは、ヤギの品評会であった。

ヤギは、日本では頭数が少ないので、品評会は行われ

ていないのではないだろうか。たくさんの種類のヤギ

がいて、中には、耳が非常に小さくてまるでエイリア

ンのような子もいた。かわいかった。 

 Purdue 大学獣医学部の展示もあった。なんと、避

妊去勢手術を目の前で行うという展示であった。日本

では、まずないだろう。しかも、立ち見がいるほど大

盛況であった。 

 Corn, Lemonade, Fried Oreo, Elephant ear など

Indiana state fair 名物の食べ物もたくさん食べるこ

とができたのも嬉しかった。 

 

8 月 16 日 Sun 

 Indianapolis ZooでのBack yard tour！飼育員さん

に丁寧に説明していただいた。早くて聞き取れない、

と思ったら、村上先生が察してくださって、通訳をし

てくださった。ありがたかった。サイや象、セイウチ

に触ることが出来たのがとても良い思い出である。特

にセイウチは、手のひらにキスをしてくれた。(ただ手

のひらを吸ってくれただけなのだが。) 途端にセイウ

チが好きになった。 

 麻酔の部屋や、手術室、麻酔銃、レントゲン、など

多くの設備が揃っていた。また、防疫のための部屋が

あるなど、感染症対策をしっかり行っているのがわか

った。 

 病理検査室で、ペンギンとトカゲの血液塗抹を見る

ことが出来た。ペンギンの赤血球は、細長く、トカゲ

の血液塗抹では、偽好酸球を見ることが出来た。 

 イルカショーを見たり、自由時間にトラやクマを見

たり、と充実した 1 日を送ることが出来た。 

 

8 月 17 日 Mon 

 今日は、午前中は Dental、午後は、Dr. Hilton の往

診に連れて行っていただいた。 

Dental は、この日は Community practice のメンバ

ーで行われていた。歯科手術を見学することができた。

スケーリングの子 1 頭と抜歯の子 1 頭の計 2 頭が、歯

科専用の部屋で施術が行われていた。ちょうど歯科が

テスト範囲であったため、実際に施術を見て、とても

良い復習となった。また、前田先生に解説をしていた

だきながら見ることができたので、日本との比較がで

きた。 

午後の往診は、Indiana state fair で一緒だった Dr. 

Hilton、Beth に加え、来学期から獣医学部 1 年生に

なる Sam と一緒に回った。この日は、2 件往診が入っ

ていた。 

1 件目は、肉牛を育てている農家さんだった。1 頭

左目の下に carcinoma があり、その治療を行った。枠

場に保定し、診察を始めた。Carcinoma の部分は、膿

んでおり、虫が大量に集っていた。虫が carcinoma の

部分を刺すため、皮膚に穴があき、傷が奥深くできて

いた。幸いなことに、眼球まで到達しておらず、目の

機能には異常がなかったようだ。手でなるべく膿を除

去し、生理食塩水で洗い流した後、虫が寄ってこない

ように殺虫剤を患部付近にスプレーした。あとは、様

子を見ていくようである。Dr. Hilton がエサを指さし

て農家さんに指導をしていた。質問すると、丁寧に教

えてくださった。この農家さんで与えられていたエサ

が湿っていたようだ。乾燥させていないコーンのせい

らしい。乾燥させたコーンは、非常に牛にとって重宝

するが、乾燥させていないものは、栄養価が体積にく

らべ低く、栄養不足になりやすいそうだ。 

2 件目は、豚の農家であった。ここは、品評会に出

すために飼っている豚が揃っていた小規模の農家で

あった。成長した豚は、繁殖豚にも肉豚にもどちらに

なることもあるそうだ。1 頭あたりに与えられた飼育

スペースが広く、敷きチップが清潔だった。以前日本

で見学した豚農家とは、このような点が異なっていた。

Dr. Hilton にそのことを話すと、アメリカにおける多

くの豚農家は、非常に効率化されており、厳重な感染

症対策、気温湿度対策が行われているようである。ま

た意外だったのが、油っぽくない豚肉がアメリカでは

売れるそうで、太らせないのが稼ぐコツだそうだ。Dr. 

Hilton、Beth、Sam が本当に親切で、丁寧に説明し

てくださったのが、とても嬉しかった。 

終わると、アイスクリームがもらえる販売トレーラ

ーに連れて行ってくださった。タダでフローズンヨー

グルトがもらえるトレーラーで、病院で働いている人

に、いつもお疲れさまという意味でたびたび来るらし

い。ふと、日本にもこういうのがあると面白いだろう

なぁ、と思った。 
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8 月 18 日 Tue 

 今日は、行動学の尾形先生と一緒に Behavior の診

療を見学した。行動学の診察は、初めて見たので新鮮

だった。行動学の診察も、他の科の診察と同様、学生

さんが飼い主さんと話して、時々、尾形先生からも質

問をするという形をとっていた。今日は、3 件の診察

があった。尾形先生から、飼い主さんの話を鵜呑みに

するのではなく、自分の中でその子の行動を観察する

のが大事だということを教わった。ちょうど 3 匹見る

ことができたので、行動を比較しやすく、勉強になっ

た。診察室だけの行動パターンだけでは、家庭におけ

る行動が網羅できないため、カメラを飼い主さんに渡

し、様子を撮ってもらうというお願いをしていた。木

曜日も行動学の診察を見ることができるようなので、

そこで再チャレンジしてみたい。 

 Emergency は、急患らしい急患は来なかったが、

時間外外来は、続々とやってきた。犬に噛まれた猫や、

近所の犬に悪さされた跛行している犬が来院した。

Tomo 先生の奥様のステファニー先生が非常に親切に

対応してくださったのが、嬉しかった。 

 帰りに、大学の近くのメキシカンに行った。失敗し

たのが、additional cost と言われているのがわからな

く、アボカドソースを選んでしまったことである。前

田先生、ごちそうさまでした。 

 

8 月 19 日 Wed 

  今日は、AnesthesiaとRehabilitationを見学した。 

 1 件目の手術は、肩関節のバイオプシーであった。

前田先生に解説していただきながらだったので、とて

もわかりやすく見学をすることが出来た。驚いたのは、

皮膚切開を電気メスでやっていたこと。前田先生も驚

いていた。2 件目の手術は、左耳に Carcinoma がある

猫で、1 週間前に Biopsy をしたところ、悪性だった

ため、切除が決まった。こちらも電気メスで切除を行

っていた。テクニシャンさんが、手術の見やすいとこ

ろに連れて行ってくださった。ありがたい。 

 午後は、Rehabilitation を見学した。ずっと学びた

いと思っていたことなので、非常に嬉しかった。テク

ニシャンの Mindy がバランスボールのようなものを

用いて、患部となっている肢に負重をかけたり、棒を

潜り抜けたり、歩いたり、とピーナッツバターをご褒

美にトレーニングを行っていた。 

 夜は、BBQ をしてくださった。たくさんの美味し

いごはんを用意してくださっていて、先生方とお話し

をし、とても良い思い出になった。 

 

8 月 20 日 Thu 

 今日は、Behavior と Large animal surgery、

Neuology を見学した。 

 Behavior では火曜日の再チャレンジとして犬の様

子に焦点を当てて、診察を見学した。子犬なのに大人

しすぎるという子がいて、その子には、行動学以外の

問題がありうるということを予想すべき、と教えてい

ただいた。こういった観察が何よりも必要で、見逃さ

ないのが大事なのだなと感じた。 

 Large animal surgery では、馬の Sarcoid のレーザ

ー治療を見学した。なんと 15 分で手術が終了した。

レーザーで切り取り、表面を整えるためにさらにレー

ザーを当て、終了。あまりに早く、驚いた。テクニシ

ャンのマリーさんにとても親切にしていただいた。 

  Neuology では、左に頭をかしげているブルドッグ

の診察を見学させていただいた。授業でやった神経の

検査を行っていたため、理解することができた。次に

急に歩けなくなったダックスフンドの症例を説明し

てくださった。もしかすると、目の神経炎症かもしれ

ないため、明日 MRI を撮ると教えてくださった。 

病院が終わると、Will と Candis がアパートまでい

らして、みんなでスイカ割りをした。ちょうど近くで

BBQ をやっていた大学生に応援してもらいつつスイ

カを見事割ることができた。そしてなんと Candis さ

んが夕飯を作って持ってきてくださっていた。とって

も美味しいラザニアとガーリックトースト、サラダを

お腹いっぱい食べた。夕飯後は、Boilermakers とい

う新入生歓迎のためのお祭りを体験しに、街に出た。

たくさんの人がいて、びっくりした。帰りにアイスク

リームを食べて、帰宅。Will, Candis ありがとう！！ 

 

8 月 21 日 Fri 

 もう病院実習最終日なのかと思うと、本当にあっと

いう間だったと感じる。充実した毎日だったのだろう。 

最終日の今日は、Oncology と Large animal 

medicine、午後は、Community practice を見学した。 

Oncology では、尿道において mass ができた犬を診

た。良性か悪性かを判断するための Sample の採取を

内視鏡で行っていた。Dr. Rossman に丁寧に説明して

いただいた。 

Large animal medicine では、牛の長過蹄を診察、

治療した。牛の保定をする機器が動いているところを

見て、嬉しかった。削蹄していると、蹄の間に CORN

という趾間部の繊維腫があり、それも切除した。麻酔

は、リドカインで行っていた。 

  Farewell Ceremony では、様々な Purdue グッズを

いただき、終了証までいただき、至れり尽くせりだっ

た。最後に先生方とお話しできたのも嬉しかった。 

  最後に Chocolate shop という大学付近の Bar に村

上先生、Ken さんと一緒に行き、アメリカ人の元気さ

を感じ取り、とても素敵な思い出になった。 

 

8 月 22 日 Sat ・ 8 月 23 日 Sun 

  素敵なアパート、充実した生活、素敵な先生方とお

別れして、アメリカから成田へと帰国。帰りの飛行機

は、ANA だったため、ジンジャーエールを英語で頼

むという再チャレンジは叶わなかったが、とても快適

なフライトだった。 

 

総括 
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2 週間ずっと先生方や学生さん、スタッフの皆さん

が親切にしてくださって、心からありがたいと感じま

した。何度もわかるまでゆっくり英語で説明してくだ

さる方、私の発した英語を何とか理解しようとしてく

ださる方、絵まで描いて説明してくださった方、書き

きれない程、たくさんの素敵な方と出会うことができ

ました。日本語を覚えようとしてくださったり、私の

プレゼンを覚えてくださっていて話しかけていただ

けたりしたのも、コミュニケーションがとれるきっか

けとなり、非常に嬉しかったです。 

日本とアメリカで違うと感じた点は、教育です。

Purdue では、4 年生になると、Large animal か Small 

animal を選択することができ、どちらかに特化し時

間をかけて臨床について学ぶことができます。最も印

象に残っているのが、学生さんがしっかり自信をもっ

て飼い主さんや先生と話していたことです。本当に学

生中心で診察が回っていて、それが驚きました。また、

扱っている内容が、ちょうど 5 年前期で学んだことが

多いと感じました。やはり授業で学んだことが大事な

のだと感じるとともに、アメリカのように実際に診察

する機会を学生の今は与えられないとしても、学んだ

ことを自分のものにし、いつでも外に出せるようにし

ておけば、自分もしっかり成長できると考えるように

なりました。 

1 年生の時にこの実習の存在を知ってから、このア

メリカ研修がずっと夢でした。今回叶えることができ、

そして、かけがえのない毎日を送りました。北里大学

から一緒に Purdue に行ったみなさん、前田先生、そ

して Purdue 大学の皆さまに感謝の気持ちでいっぱい

です。本当にありがとうございました。 

 

稲野辺 悠 

 

8 月 8 日 

出発の日。朝 8 時の新幹線で七戸十和田から成田空港

へ向かった。ちょうどお盆の時期ということもあり、

とても混んでいました。成田空港に着いたのがチェッ

クインギリギリということもあり、チェックイン後に

出発口の近くのカフェテリアで最後の和食。私は肉う

どんをチョイスしたが、友達は何故かタイ風焼きそば

を食べてました(笑)。行の飛行機は UNITED 航空とい

うことでとてもせまく、真ん中の列ということもあり、

人によっては 12 時間弱のフライトでトイレに行けな

かった人も。私は映画を 2 本見て、しっかり歯みがき

もトイレも済まして就寝。面白かったのは、２本目の

映画がコメディ映画で、とても面白く 1 人爆笑してい

たところ、近くのかなり威圧感のある外国人も一緒に

爆笑していて、それが個人的にツボでした。笑いのツ

ボは世界共通みたいです。不安だった機内食も美味し

く食べれたので、ホッとしました。シカゴを経由して、

インディアナ空港に到着すると、井上先生、村上先生、

そして今年から国際交流のコーディネーターとして

働くウィルに連れられ、アパートへ送ってもらいまし

た。やっぱり、井上先生は大きかったです。アパート

に到着し、軽く説明を受けて今日は早めに就寝…しよ

うと思ったのですが、何気なく自分の部屋の扉を閉め

た瞬間、扉は無情にも Lock されてしまい、鍵も部屋

の中に…その日は友達のベッドで一緒に寝させても

らいました(笑)。アパートの部屋と自分の部屋のカギ

は異なるので、来年行く人は気を付けてください。 

 

8 月 9 日 

アメリカ到着 1 日目。井上先生とウィルが朝食にベー

グルを持ってきてくれて、食べながら、軽いオリエン

テーション。もちろん、鍵は開けてもらいました。井

上先生は「毎年一人はでるからな～」と爆笑してまし

た。そこからウィルと「The Zoo」という屋外の美術

館へ。Trash で色々な動物が組み立てられていて、何

と購入もできるという不思議な美術館でした。十和田

にある近代美術館の外のオブジェに少し似ていると

思います。美術館を後にすると、大学へ。大学内を案

内してもらい、ウィルとみんなでボーリングをするこ

とに。残念ながらスコアは最下位でした笑。時差ボケ

ですね、と言い訳をしようとしたら、前田先生が 1 番

に。外科の人って器用ですね。昼ご飯にキャンパス内

のカフェテリアでベジーバーガーとチェリーコーク

を食べ、ドリンクのサイズに驚きながら大学を後に。

そこから、井上先生も合流し、Walmartという大きい

スーパーへ買い物に。スーパーのサイズもですが、ド

リンクのサイズ、アイスのサイズ何もかもとにかく売

ってるものは大きかったです。個人的にエナジードリ

ンクの Monster の味が 10 種類以上あったので、全て

飲みたかったのですが、1 本のサイズが大き過ぎたこ

ともあり、断念しました。日本で売られたら、頑張り

ます。スーパーを後にして夕食に roadhouse という映

画で見るような雰囲気の良いsteakhouseで500gほど

のステーキを食べました。アメリカの肉は日本と違い

脂身も少なく、あっさりしてるのでペロリと頂いちゃ

いました。 

 

8 月 10 日 

アメリカ 2 日目。この日は朝早く起きて、アパートの

周辺を散歩。朝は人も少なく、日差しも弱いので、散

歩にはちょうどよくキャンパス内を散策。朝食は井上

先生に教えてもらったサルサを食べ、臨床病理の授業

に参加。臨床病理学研究室には北里にも来られた

Messic 先生が所属していて、そこのレジデントが授業

を行っていました。授業は 4 年生と一緒に受けたのだ

が、先生１人に対し学生 7 人というとても羨ましい環

境で授業が行われていて、授業スタイルも先生がこま

めに生徒に質問を振り、それに学生が即座に答えると

いうもので、学生１人 1 人の知識が深いなと見てて思

いました。授業内容は Hematology でそこまで難しく

はなかったのですが、如何せん専門用語を聞き取るの

が困難でとても苦戦しました。授業が終わると、大学

の食堂でお昼ごはん。そこで、味噌ラーメンを注文（注
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文票にはミソスープラーメン）。すると、まさかの日

本でいうところの濃い味噌汁に麺を入れただけのも

のが出てきて、正直美味しくありませんでした。日本

のラーメンってすばらしい。 

 

8 月 11 日 

アメリカ 3 日目。朝は比較的ゆっくりして昼前からシ

ョッピングモールに買い物に。インディアナコルツと

いう NFL のチームの帽子とユニフォームを購入。こ

こで分かったことは、clearance と書かれているとこ

ろがセールになっていて安いということと、自分には

アメリカのキッズサイズの XL がちょうど良いという

ことが分かりました。井上先生には子供サイズやん

け！って笑われましたが、大人サイズより安いからい

いんです。。。買い物が終わると、Dr.トンプソンの

wildLife の講義を聞きました。鷹やカワウソ、ヘビの

野生での保護や野生動物への麻酔の方法などについ

て教えてもらいましたが、後々分かることでしたが、

この Dr.トンプソンは大学病院の一次診療の先生をや

っている傍らこういった野生動物の保護も行ってい

るとのことでした。特に僕はヘビが好きなので、ヘビ

を保護しているシェルターに行きたかったのですが、

願い叶わずでした。夜は Dr.トンプソンの自宅でハン

バーガーやホットドッグを食べたり、先生のお子さん

と遊んだりしました。家はとても広く庭も地下室には

卓球台もあり、トンプソン先生と卓球をしたところで、

ちょっとしたハプニングが。Dr.トンプソンと前田先

生、先生の息子と私がペアになって試合をすると、こ

っちが点数を取るたびに、トンプソン先生は本気で悔

しがっていて、誰よりもガチで卓球をしてました。そ

れに怯える前田先生が少しかわいそうでした(笑) 

 

8 月 12 日 

アメリカ 4 日目。とうとうローテーション実習初日と

いうことで、副学部長の先生から説明を受け、MRI

のビデオを見ていよいよ実習開始。とその前に Dr.ト

モに病院内を案内してもらいました。正直、迷路みた

いな作りで道を覚えるのが大変でした。案内が終わる

と、それぞれの科に配属され、クリニカルローテーシ

ョンへ。僕は内科に所属することになっていたので、

内科の学生部屋に行くと、朝の微妙な時間ということ

もあり、学生も先生もチラホラしか居らず、来る学生

もあまり自分のことを気にする様子もなく、学生同士

で盛り上がっている様子は、まさにライオンの檻に入

れられた仔鹿状態でした。ずっとそんな状態もあれな

ので、1 人の学生が診察に行くようなのでついていく

ことに。診察自体は学生 2 人で行っていて、そこから

レジデントやインターンの先生へどのような疾患が

疑われるかや治療のプランなどを話し合い、学生が考

え、カルテに記入し、そしてカルテをレジデントが最

後に判断といった感じで、学生主体で病院業務が行わ

れてることがとても新鮮でした。1 日の最後にはラウ

ンドといって、全員で部屋に集まり、今日来た症例に

ついて話し合うというもので、そこも先生から学生に

バンバン質問がとんでいて、一つの症例を深く追求す

るのだなと思いました。診察が終わった後は、five 

guys という有名なハンバーガーショップに行って、1

日を終えました。 

 

8 月 13 日 

クリニカルローテーション 2 日目。今日も内科へ。入

院管理を見たり、朝のラウンドにも参加し、そこから

technician という VT による授業を聞きました。VT

が学生に授業をしていることに驚きましたが、VT と

いってもとても知識があり、井上先生にも聞いたこと

ですが、VT がいないと病院は回らないというくらい、

ここパーデュー大学では VT が重要視されていました。

午前の診察が終わると、昼休みにプレゼンテーション

があり、みんなの前で北里大学、十和田のこと、そし

て自分達の自己紹介をみんなの前でやりました。もち

ろん英語で話したのですが、発音が思わしくなく、

所々伝わっているのか不安でしたが、発表自体は笑い

も取れたので、良かったです。個人的には自分が今お

世話になっている内科の学生がたくさん来てくれた

ことがなにより嬉しく、午後に内科の部屋に戻ると、

発表を褒めてもらえて、距離が縮まったようで、大成

功でした。午後は少しの診察とカルテ作成しか無かっ

たので、放射線のレジデント 1 年目の日本人の村上先

生のところに話を聞きに行くことに。村上先生はアメ

リカに来るまでに色々経験されてきていて、たくさん

話を聞くことが出来ました。村上先生は画像診断の先

生ということもあり、今後たくさん聞きに行くことに

なりました。この日の晩御飯は腫瘍科のレジデントで

女性の村上先生と現在パーデューの獣医学生 4年生の

ケンちゃんとメキシカンフードを食べました。メニュ

ーの写真だけで、ブイヤベースを頼むとめちゃくちゃ

辛く、かなり辛かったです。それでもケンちゃんは平

気で食べていて、身体も大きく、アメリカの食事もバ

ンバン食べるケンちゃんは同じ日本人とは思えませ

んでした(笑)。食べ終わると、スーパーにお酒を買い

に行き、アパートに戻ってから、ケンちゃんと村上先

生と軽く飲んで、就寝。 

8 月 14 日 

ローテーション 3 日目。今日は朝から外科にいくこと

に。この日のオペは gun shot といって銃創の手術、

逆行性尿路造影、椎間板ヘルニアの手術があり、導入、

導入後の MRI、手術を見せてもらいましたが、ここで

も学生が中心となって VT と一緒に行っていた。さす

がに手術は行っていなかったが、麻酔や麻酔薬の選択

などは学生が考えて行っていた。ここで思ったのは、

アメリカの手術風景はノリの良い音楽が流れ、終始和

やかなムードで手術が行われていて、かなり異様では

あったが、個人的には居心地は良かった。昼ごはんを

食べに行こうと外科の部屋を後にすると、内科の学生

にちょうど鼻腔鏡をやるところだよ、と教えてもらい、

見に行くことに。昼ごはんの後も手術を見て、1 日で
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3 件の手術を見ることができたが、手術室のエアコン

が効き過ぎてたせいかお腹の調子は終始悪かった(笑)。 

晩御飯はここの地域で一番有名だという Irish レスト

ランへ。アメリカンフードじゃないせいもあってか、

脂っこくなく、とても美味しかったが、実はチップ代

だけで 5 千円くらいとられていたらしい。そんなこん

なでローテーション最初の週は終了。 

8 月 15 日 

今日は土曜日！病院が休みということで、大動物獣医

師の Dr.Hilton と VT のべスと一緒に Indiana state 

fair というお祭りに行くことに。この祭りでは牛、山

羊、馬などの品評会やチアリーディングの大会、地元

の特産品の出店などがあり、indiana は農業、畜産業

が盛んということで、そのことを外部の人にも知って

もらおうというお祭りみたいで、たくさんの人がいま

した。そこではパーデュー大学の獣医学生も外部の人

に向けて、手術器具の紹介や避妊手術などを一般公開

していました。個人的にサークルで一般の人や学生に

向けてブース出展をすることもあるせいか、とても参

考になりました。この日案内してもらった Dr.Hilton

は子供の頃からこの祭りに毎年来ているらしく、知り

合いがすごく多く、顔がとても広くていろんな場所を

見学させてもらいました。Hilton 先生はとても元気で、

若い自分達が圧倒されるくらいで、祭りの最後の方に

は疲れた顔の人がチラホラ見受けられるくらいでし

たが、すごく熱心にいろんなことを教えてくれました。

ここで食べた elephant ear(象の耳)というお菓子がと

ても面白美味しく、後日その話を病院の学生にに話す

と、とても盛り上がりました。 

8 月 16 日 

今日は日曜日！ (笑 )ということで、休日を使って

indianapolice zoo のバックヤードを見させてもらう

ことに。到着するなり、まさかのスコールが降ってき

て、動物園内を車で移動することに。手術室や、病理

生化学検査室、感染の危険性のある動物を入れておく

場所などを見学させてもらった後、イルカショーへ。

イルカショーの建物はドーム状でとても大きく、マイ

ケルジャクソンや One Direction の音楽が流れる中、

手拍子などを交えながら、終始賑やかでした。そこか

ら、セイウチ、象のバックヤード見学を終えると少し

の自由時間でライオンやキリンを見たり、お土産を買

ったりして動物園を後に。帰りにインディアナのダウ

ンタウンを車で通ってもらうついでに、わがままを言

って NFL のインディアナコルツのホームスタジアム

の前で写真を撮ってもらいました。アパートに帰って

からは、少しのお酒を飲んで明日からまた始まるロー

テーションのために早めに就寝。 
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ローテーション 4 日目。今日からは腫瘍科に行き、移

行上皮癌で世界的にも有名なナップ先生の診察を見

学することに。ナップ先生の診察日は月曜日だけとい

うこともあり、この日は遠路はるばる来る人も多く、

腫瘍科の予約も移行上皮癌がほとんどでした。腫瘍科

の学生は 2 人いて、クリスという太めのやんちゃそう

な学生についていき、診察を見たり、超音波診断を見

たりしていましたが、腫瘍科に初めて来たこともあり、

あまりなじめずにいると、VT のおばさんが気を利か

して話しかけてくれて、分からないところも絵で説明

してくれたりと、とても良くしてもらいました。この

日の最後には、腫瘍科も少しずついやすい場所になっ

ていた気がしました。 

8 月 17 日 

ローテーション 5 日目。今日も朝から腫瘍科へ。昨日

の移行上皮癌の予約の多さに比べるとこの日は、骨肉

種やリンパ腫など他の腫瘍の患者が多かった。この日

は働いてる人を労う意味も込めたアイスクリームデ

イというものが午後にあり、無料でアイスが職員に配

られていて、腫瘍科のレジデントのドクターと一緒に

アイスをもらいに行った。こういった職員を労う特別

な日は年に数回あるらしく、そういうところはとても

良いことだなと思いました。この日の腫瘍科で一番印

象に残っているのは、移行上皮癌の患者で前立腺に腫

瘍が出来、尿を出すことが出来ず、そういう状態が何

日も経過していて、カテーテルを使って何度も試みた

が結局尿を出すことが出来ず、その場で安楽死となっ

た患者に立ち会ったことだった。学校の手術実習など

で安楽死に立ち会ったことはあったが、実際の病院で

飼い主がいる子の安楽死というものはその場にいて、

とても悲しいものであり、ドクターや学生の表情を見

てもそのことを感じ取ることが出来た。ローテーショ

ンが終わると、夕方からの救急にも出ることに。井上

先生の奥さんが救急の獣医師をやっていて、色々とと

教えてもらうことが出来ましたが、この日の救急はあ

まり患者は多くなく、疲れていたこともあり、夜 9 時

くらいに病院を後にした。 

8 月 18 日 

ローテーション 6日目。朝から白内障の手術を見学に。

そこからは神経科に行き、リハビリを見学した。リハ

ビリは VT が担当していて、バランスボールやポール

などを使い、脊椎の手術後のリハビリを行っていた。

面白かったのは、リハビリのご褒美として、ピーナッ

ツバターをあげていて、糖分などは大丈夫なのかなー

と思った。午後には馬の目の手術も見ることが出来た。

ローテーションが終わると、車で移動して晩御飯にみ

んなで BBQ をすることに。たくさんの先生が来てい

て、ケンちゃんの歌も聞けてとても楽しく過ごせまし

た。ただ、BBQ に半袖半ズボンで行ったせいか蚊に

めちゃくちゃ刺されました。アパートに帰ってからは、

行動学の緒方先生に次の日の行動学の予習をしてき

てもらいたいと予習資料をもらったので、寝る前に見

ることに。行動学の診察を受ける際のアンケートが 30

問くらいあり、患者さんの主訴などが書かれていまし

た。そういった行動学治療の問診の項目が確立されて

いることに感心しながら、2 つの予約分の予習を終え

て、眠りについた。 
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8 月 18 日 

ローテーション 7 日目。今日は朝から行動学へ。診察

が始まる前に緒方先生とディスカッションをした後、

診察へ。不安がちなサイトハウンド種の犬で、午前の

時間を丸々使って診察を行っていた。アメリカに来て

から日数が経っていたこともあり、専門的な用語が余

り飛び交わない行動学の診察は聞き取りやすく、診察

が終わった後の緒方先生とのディスカッションも深

い内容を議論できたが、自分の知識不足や予習不足を

指摘されてしまい、日本に帰ってから勉強しなきゃと

いう気持ちにさせられました。診察では、患者の主訴

だけでなく、原因と思われる疾患の可能性を一つずつ

時間をかけて潰していた。午後は、循環器に行き、心

エコーを 2 件ほど見た。5 年前期で循環器をやってい

たが、見たことのない画像も多かったので、そこの分

からない部分を村上先生に教えてもらいに行きまし

た。この日は、ローテーションが終わると、ウィルと

奥さんのキャンディスさんが料理をふるまってくれ

て、前田先生の発案でスイカ割をしようということに

なり、みんなでやることに。ウィルにスイカを割るも

のを持ってきてほしいと頼んだところ、レプリカの剣

を持ってきたので、かなりシュールだったけど、とて

も楽しく良い思い出が出来ました。 

8 月 19 日 

ローテーション最終日。朝から牛の削蹄の手術に。牛

を手術台に乗せるため、部屋に入れてから追い込み、

台に乗せ、そこからロープを使い、約 500kgの牛を 4，

5 人がかりで台に保定していた。大動物の手術はあま

り笑い声が飛ぶという訳でもなく、二人の大柄な男の

獣医師がテキパキと働いていて、手術というよりかは

工事現場みたいな感じだった。削蹄途中で膿瘍も見つ

かり、膿瘍の切除も見ることが出来た。手術が終わる

と、コミュニティプラクティスといって一次診療の診

察を見学した。この科にはトンプソン先生もいて、プ

レゼントがあると言われ、大学のポロシャツをもらい

ました。この日は自分たちのローテーション最終日と

いうこともあり、ほとんどの科で昼食が用意されてい

て、自分はコミュニティプラクティスでお昼をもらい、

金曜日ということもあって予約も少なく、学生と

Google Map を見ながらそれぞれの出身地について楽

しく話した。午後はお世話になった科へのお礼と写真

を撮る時間にほとんど充てた。お世話になった人達に

感謝を言えて、そして連絡先や一緒に写真を撮っても

らったので、とてもよかった。ローテーションが終わ

ると、Farewell Ceremony があり、自分はみんなの前

でスピーチをすることに。前日までに原稿を覚えてい

ったつもりが、いざスピーチとなると頭からとんでし

まい、散々なものに。それでも、井上先生や村上先生

から英語を褒めてもらい、成長を少しは感じられまし

た。 

 

8 月 20 日 

帰国の日。朝に井上先生と村上先生がアパートに来て

くれて皆のスーツケースの重さを量ってくれて、飛行

機のチェックインがスムーズにいくようにしてくれ

た。空港までウィルとキャンディスと 2 人の先生に送

ってもらい、空港でお別れをした。感謝を込めて、サ

プライズに Dr.Tomo とウィル、キャンディスに T シ

ャツに寄せ書きをしてプレゼントした。絵が上手い子

がいたので、似顔絵や孫悟空の絵をかいて渡すと、3

人とも喜んでくれた。特に井上先生が少し涙ぐんでい

るように見えて、そこで思わず、自分も泣きそうにな

った。帰りの飛行機は ANA だったので、とても快適

に(笑)帰ることが出来ました。 

 

小坂 順平 

 

8 月 8 日（土） 

今日から翌日の夕方にかけては移動日でした。テスト

が終わって、すぐの出発だったので慌ただしかったの

を覚えています。最初の予定では女性陣と一緒の新幹

線で行く予定だったのですが、一週間前に新幹線のチ

ケットの予約に行ったところ、行きたい時間帯の新幹

線の予約が男性陣分しかなく一緒に行けませんでし

た。なので、新幹線のチケットの予約は早めに取って

おくことを来年行く方々に伝えておきたいです。男 3

人で 8時台の新幹線に乗るために 7時に大学近くのロ

ーソンで待ち合わせをし、七戸十和田駅に向かいまし

た。空港についてから時間的に余裕がなかったのでも

う一本早い新幹線で良かったかなと思いました。飛行

機の中は想像よりは寒くありませんでした。成田から

シカゴまでは長い飛行時間でしたが、シカゴからイン

ディアナポリスへはあっという間でした。インディア

ナポリスの空港にトモ先生、ディレクターのウィルさ

ん、村上先生が迎えに来てくださいました。宿泊先の

アパートに向かう途中のガソリンスタンドで、お酒と

おつまみを買っていただきました。夜は稲野辺が部屋

の鍵を部屋の中に置いたままドアを閉めてしまいロ

ックがかかってしまったために僕の部屋で一夜を共

にすることになりました。翌日トモ生に開けて頂きま

したがこれには来年行く方々は気を付けてください。

例年起きているそうです…。 

 

8 月 9 日（日） 

朝食はトモ先生がベーグルやフルーツを買ってきて

下さってそれを頂きました。午前中は野外の博物館の

ような場所に行き、学生のつくった動物の作品を見た

後にボーリングをしました。久々のボーリングで最初

は調子が良かったのですが、終わってみれば下から二

番目のスコアでした。お昼はボーリングをやった場所

でハンバーガーを食べました。日本のものと違って味

が濃く、少ない量でも満たされました。 

夜は病院長や副学長たちとローガンズロードハウス

というお店でステーキを食べました。500g 以上の大

きさのお肉を人生で初めて食べました。とてもおいし

かったのですが、後半苦しかったです。 
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8 月 10 日（月） 

朝食は昨日の残りのベーグルやフルーツをみんなで

食べました。朝食後は、メシック先生がいらっしゃる

病理学研究室で血液学の講義を受けさせて頂きまし

た。講義の内容はスピーディーでほとんど理解するこ

とができませんでしたが、画面に映し出された顕微鏡

像の赤血球の異常は理解できました。その後、昨日ボ

ーリングを行った場所で昼食を食べました。日本食の

お店で、僕はライスカツボール（日本で言うかつ丼）

を食べました。一応かつ丼のような感じではあったの

ですが、卵でとじられてはおらず、やはり日本のもの

とは違う感じでした。昼食後はキャンパス周辺をガイ

ドさんに案内して頂きました。バスで案内して頂く？

というお話を聞いていたのですが、実際は歩いて周る

ことになりました。その道中で前田先生が田内に色々

とむちゃぶりをすることがあったのですが、田内のノ

リが悪く、全部僕が要求に応える形になりました。具

体的には、噴水に飛び込んだり、走り幅跳びをしたり

…。夕飯はメシック先生のお宅でお好み焼きをしまし

た。お酒を飲んだり、ゲームをしたりとても楽しい時

間を過ごすことができました。 

 

8 月 11 日（火） 

今日は午前中モールでショッピングをしました。ウィ

ルとウィルの奥さんのキャンディーさんに連れて行

って頂きました。ショッピングをする前に以前から前

田先生と話していたフーターズがモールの近くにあ

ったので連れて行って頂きました。テレビで見たこと

があるものよりもセクシーな感じではなかったので

すが、すごく楽しめました。妊婦さんがいたのにはさ

すがに驚きました。帰り際に店員さんと写真を一緒に

とらせて頂きました。 

モールでは今後おみやげを買う機会があるのかがよ

くわからなかったので、おみやげを少し買いました。

同じ班の人にはアメリカンフットボールのチーム T

シャツを買い、あとはアメリカっぽい毒々しいお菓子

を買いました。 

買い物が終わり約束の時間に指定の場所に行くと女

性陣が集合時間になっても現れず、キャンディーさん

が探しに行ってくださいました。前田先生が少しいら

いらしていました。さらに、ウィルがフーターズに車

の鍵を忘れるという事件も起こり、少し慌ただしい感

じになりました。午後はトンプソン先生の野生動物学

の講義を受けさせて頂きました。話すスピードが速く、

聞き取るのが難しかったです。夜はトンプソン先生の

お宅で夕飯を御馳走になりました。トンプソン先生は

ご家族が多く、日本の音楽にも大変興味のある方で気

さくに接して下さいました。お家には地下があり、そ

こで卓球やテレビゲームをしました。トンプソン先生

の娘さんがダンスゲームをやり始め、井口さんが代表

として踊ることになりました。その後でトンプソン先

生が前田先生にもダンスゲームをやるように勧め、田

内が前田先生の相手をやるはずが、田内は空気が読め

ないので拒否し、僕が踊ることになりました。人生初

のダンスでしたが楽しむことができました。 

 

8 月 12 日（水） 

今日からクリニカルローテーションが始まるためい

つもより早くに起床しました。トモ先生が学校を案内

して下さり、クリニカルローテーションで病院に降り

るにあたっての説明を受けました。説明が終わると

各々希望していた診療科へと向かいました。僕は稲野

辺と一緒に内科へと向かいました。僕はザックという

学生につくことになり、一緒に診療を見学させてもら

いました。レジデントの先生とザックとともに診療に

あたり、駆血をやらせてもらいました。エコーを見る

機会があり、その場には放射線科のレジデンスの村上

先生という日本人の方がいらっしゃり、色々と教えて

頂きました。日本と違いエコーの際に麻酔をかけると

いうことを初めて知りました。この村上先生は空港に

迎えに来て下さった村上先生とは別人です。 

 

8 月 13 日（木） 

今日はクリニカルローテーション 2 日目で、今日も内

科を見学しました。9 時から輸血に関する授業があり、

厳密なプロトコールを学びました。昨日入院した犬の

BAL の最初の部分だけを見学させて頂き、プレゼンテ

ーションの準備へと向かいました。プレゼンテーショ

ンを行う場所にはピザやジュースが用意されており、

お腹が空いていたのでそれを皆で頂きました。トム先

生に去年の人たちは緊張してプレゼンテーションが

終わってからピザを食べていたよと笑われてしまい

ました。プレゼンテーションは緊張しましたが、なん

とかやりきることができました。ザックに BAL の結

果を聞くと、細菌が分離できたと言っていました。夜

は村上先生と村上先生のお知り合いのケンさんにメ

キシコ料理のお店に連れていって頂きました。味がし

ょっぱかったものもあったのですが、おいしく頂きま

した。その後、アパートに戻りケンさんとお酒を飲み

ました。とても優しく、気さくな方で楽しいお酒の場

となりました。 

 

8 月 14 日（金） 

今日は朝から 1 日クリニカルローテーションでした。

今日から眼科の見学に向かいました。内科を見学して

いるときは稲野辺と一緒でしたが、今回からは１人で

少し緊張しましたが、トム先生が眼科のレジデントの

先生に僕を紹介して下さり、助かりました。眼科の人

たちはレジデントの先生が 2 人、学生 3 人、教授 1 人

で、レジデントの先生 1 人を除いて全員が女性の方で

学生の人たちの会話に入り辛かったです。午前中は診

療を見学したのですが、日本の診療と特に違いはあり

ませんでした。午後は眼の中に薬を注射するインジェ

クションという麻酔をかけて行うものを見学しまし

た。麻酔の効きが悪かったのか、インジェクションを

やろうとした際に、動物が動いたのには驚きました。
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それが終わると保健所の往診に同行させてもらいま

した。保健所では、保健所の職員さんが眼に異変があ

る子を先生に診ていただくという形でした。午前中の

診療で、レジデントの先生にスワブを使う検査の機会

があればやらしてもらえますか？と聞いておいたと

ころ、保健所での往診の最中に結膜スワブ染色検査を

やる機会があり実際にやらせて頂きました。 

 

8 月 15 日（土） 

今日は 1日インディアナステイトフェアーというお祭

りのようなものに参加しました。マーク先生という方

がずっと案内して下さいました。マーク先生は、とて

も元気で愉快な方でした。知り合いの人に会うと必ず

声をかけていて、とても人脈の広い方だなと思いまし

た。フェアーでは、ヤギの品評会や品評会用の牛や馬、

豚がいてとても賑わっていました。初めて品評会とい

うものを見たのですが、どういうところを見ればいい

のかがちょっとわからなかったのですが、雰囲気は楽

しめました。他にもフェアーでは、エレファントイヤ

ーというシナモンがかかった甘いものや T ボーンの

ハンバーガーなどを食べたのですが、とてもおいしか

ったです。 

 

8 月 16 日（日） 

今日は 1 日中動物園見学で、午前中はあいにくの雨で

した。動物園の裏側を見させて頂きました。サイやゾ

ウを間近で見ることができて迫力がすごかったです。

サイの角を触らせていただいたり、ゾウの尻尾を触ら

せて頂いたりしました。ゾウの尻尾を初めて間近で見

たのですが、とても特徴的な形をしていて驚きました。

その後は、セイウチを間近で見させて頂き、手にチュ

ーをしてもらいました。貴重な体験でした。お昼を動

物園内で食べた後、イルカショーを見学しました。と

ても幻想的で、きれいでした。その後は、自由に動物

園内を巡り、いろいろな動物を見ました。その後おみ

やげを買う場所で、田内とライオンのぬいぐるみを保

定して遊びました。 

 

8 月 17 日（月） 

今日は朝からローテーションで、眼科に向かいました。

午前診療が１件入っており馬の眼を診察しました。馬

は力がすごく、テクニシャンの方も保定が大変そうで

した。レジデントの先生に馬の眼底を見させていただ

きました。馬の眼底を初めて見ました。眼底を診た際

に色素沈着を確認できました。その後にアルパカの眼

の検査も見学しました。お昼に大学内のショップを開

けて頂き、そこでパデュー大学のロゴが入ったポロシ

ャツを購入しました。午後は 3 件ほど診察を見学しま

した。診察と診察の合間にアイスクリームの無料配布

があり、すごい色のアイスクリームを食べました。今

日は眼科の学生のうち 1人が彼氏なのか婚約者なのか

はわからなかったのですが指輪を頂いたらしく盛り

上がっており、話に入れませんでした。 

 

8 月 18 日（火） 

今日も朝からクリニカルローテーションで、前日から

少し喉に痛みがあったのですが、今日は痛みがひどく

辛かったです。眼科に向かうと午前中は診療が多めで、

午後はインジェクションや馬の眼底を見させて頂き

ました。前田先生に朝の段階で喉の痛みのことを伝え、

本当は 17 時までクリニカルローテーションで、その

後救急を見学させてもらう予定でしたが、辞退させて

もらいました。田内と清水さんと僕の 3 人で帰宅しま

した。アパートに戻る前に夕飯をどうするかの話にな

り、最初はマジェーズシという怪しい名前のお寿司屋

さんに入ったのですが、メニューがよくわからなかっ

たので買うのを辞め、メキシコ料理のお店でおかずに

なるようなものを買い、3 人でアパートで食べました。

22 時くらいにみんながアパートに帰って来て、翌日の

予定を確認して就寝しました。 

 

8 月 19 日（水） 

昨日の喉の痛みが悪化してしまいました。体調の悪い

ことを前田先生に告げると、トモ先生やウィルにも伝

わり大変ご心配・ご迷惑をかける形になってしまいま

した。午前中は白内障の手術を見学させて頂きました。

教授がレジデントに教えながら手術を進めていたの

で、9 時から始まり 12 時前まで手術でした。モニタ

ーに映し出されたものなら写真を撮っても良いとい

うことで、写真を撮りながら手術を見学しました。午

後は馬の診察があり、眼底を見させていただきました。

馬の診察の途中で、前田先生から今日はもう帰って休

めとのお言葉をいただき、クリニカルローテーション

の途中ではありましたが1人アパートに帰らせて頂き

ハッピーハローパークでの食事会の時間まで休ませ

てもらいました。前田先生には参加して大丈夫なのか

と言われたのですが、せっかくの行事でしたので大丈

夫ですと答え参加させて頂きました。18 時半にトモ先

生とウィルが迎えに来て下さり、その時にトモ先生か

ら色が怪しい風邪薬を頂きました。この風邪薬が救世

主になるとはこの時は思ってもいませんでした。ハッ

ピーハローパークに着くともう準備がされており、メ

シック先生や村上先生、ケンさん、行動学の緒方先生

など多くの方がいらっしゃったのですが、行動学の女

の学生さんが 1人とその方のお知り合いの情報系の男

の学生さんが一人しか学生はいませんでした。学生が

もっといっぱいいると思っていたので少し残念では

ありましたが、ケンさんが一曲歌って下さったり、ト

モ先生がハンバーガーを作ってくださったりとて楽

しかったです。夕食後にトモ先生から頂いた薬をすぐ

に飲みました。その後、村上先生とケンさんがアパー

トに来てお酒を飲みました。村上先生のテンションが

高く、とても面白かったです。寝る前に再びトモ先生

から頂いた薬を飲み就寝しました。 

 

8 月 20 日（木） 

前日にトモ先生の薬を飲んだおかげなのか喉の痛み
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は驚くほど良くなりました。今までの経験からいって、

長引きそうな喉の痛みであったはずなのにここまで

良くなるとは、アメリカの風邪薬の効果恐るべしです。

話は変わって、今日は腫瘍科の見学に行きました。僕

は内科の研究室で直属の先生が腫瘍を中心として診

療を行っているのでアメリカの腫瘍科での診療はと

ても興味深いものでした。腫瘍の治療に際してのプロ

トコールを聞いたのですが、北里大学で行っているも

のとは違うものでした。クリニカルローテーションが

終わり、ウィルの奥さんが夕飯を作ってくださるとい

うことでアパートに来て下さいました。ラザニアと自

家製のパンを用意して下さり、本当においしかったで

す。ここで、僕たちも冷凍食品ではありましたが、た

こ焼きなどを用意しました。ダチョウ倶楽部のおでん

のネタを僕と田内でやったのですが、田内のせいでし

らけてしまいました。夕飯を食べた後は、ダウンタウ

ンに連れて行ってもらい、そこで学生の歓迎会のよう

なものがやっており、学生生活で使うようなものを無

料で配布していたので頂きました。その後、人気のア

イスクリーム屋さんに連れて行ってもらい名前が面

白いアイスクリームをみんなで食べました。 

 

8 月 21 日（金） 

今日はクリニカルローテーションに行く前に宿泊代

を払うべくトモ先生に支払い場所まで連れてって頂

きました。支払いが終わると、もう日本に帰らなくて

はならないのだなと実感が湧きました。最終日のクリ

ニカルローテーションでは眼科を訪問しました。金曜

日は、休日の前日ということで診療を多く入れるよう

なことがなく、角膜疾患についての講義を 9 時から受

け、そのあとにレジデントの先生から試験問題を渡さ

れ、学生の方たちと一緒に受けさせてもらいました。

この試験は成績に入るらしく、解こうとしたのですが

難しくてほとんどわかりませんでした。午後は診察が

無く、14 時頃に家畜場で豚の往診があるということで

一緒に行こうと思ったのですが、今日は 16 時からフ

ェアーウェルセレモニーというお別れ会のようなも

のをやって頂く予定でしたので、15 時半までに帰れま

すか？と尋ねたところ帰れないとの返答でしたので

諦めました。15 時半まで時間があったので、他の科に

行こうと思って色々めぐってはみたのですが、どこも

人がいなく、偶然前田先生を見つけたので、一緒に見

学できそうなところを探していたら内科の学生が診

療に向かうところで、内科の診療を見学させてもらい

ました。診療が終わるとまだ時間があったので、お世

話になった人と写真を撮りに行き、15 時半になるとみ

んな待機部屋に戻り、スーツに着替え、セレモニーが

行われる場所に移動しました。セレモニーには眼科や

内科でお世話になった学生が来て下さり、とても嬉し

かったです。ただ、セレモニーで頂いた研修修了証の

ようなものに記載されていた僕の名前が間違ってい

たのが残念でした。 

セレモニーが終わった後は村上先生とケンさんと前

田先生、学生で大学から歩いて 15 分くらいのチョコ

レートバーという甘そうな名前のバーに連れて行っ

て頂きました。バーの 2 階に行くと、学生がどんどん

やって来て騒がしくなり、大声でも会話が聞こえない

ような状態となりました。そこで出てきた料理につけ

るソースがとても辛く、そのソースをつけて食べた後

はほとんど何も食べられない状態になりました。バー

で 2 時間くらいお酒を飲んだ後、アパートに戻り、ア

パートの冷蔵庫に残っていたお酒を消費しました。日

本のアニメや音楽の話になり、とても盛り上がりまし

た。 

 

8 月 22 日（土） 

日本に帰国しなければならない日がとうとう来てし

まいました。午前中はパデューグッズがたくさん売っ

ているお店に連れて行って頂きました。ここで、最後

のおみやげ購入時間だったので、お目当てのおみやげ

を必要な分購入しました。ただ、スーツケースの大き

さが小さかったので中にしっかり収まる量を考えて

購入しました。おみやげを買い終わるとホテルに一旦

戻り、おみやげを各自スーツケースに詰め終わると、

トモ先生が体重計を持ってきて下さりスーツケース

の重さを測ってくれました。前田先生は 1kg ぐらいオ

ーバーしていたので、移し替える作業が大変そうでし

た。アパートを出る準備ができるとインディアナポリ

スの空港へと向かいました。僕はウィルとキャンディ

ーが乗る車に同乗し、海外のミュージシャンで好きな

人の話になり、誰々が好きと言うとその歌手の音楽を

流してくれました。いよいよお別れの時間。お見送り

にはトモ先生、ウィル、キャンディー、村上先生が来

て下さいました。本当に素晴らしい時間をありがとう

ございました。インディアナポリスからシカゴまでは

あっという間で、シカゴで前田先生にハンバーガーを

御馳走になりました。アメリカでのラストハンバーガ

ーでした。シカゴから成田空港までの飛行機は行きの

飛行機よりも快適で、席の前に画面がついていて、映

画を 3 本ほど見ることができました。しかも日本で公

開中の映画も上映していてとても良かったです。さら

に、乗務員さんがみんな日本人の方で、日本食も食事

で出てきて言うことなしでした。成田空港に着き、い

よいよ解散の時が来ました。前田先生には本当にお世

話になり、感謝の言葉と共に用意していたプレゼント

を渡しました。中身はマグカップと手紙、それにあま

り言葉では言えないようなものを入れておきました。

後日、お会いした時に感想を聞いてみようと思いまし

た。 

空港で解散すると、田内と翌日一緒に新幹線で帰る予

定だったので、上野まで電車で行き、電車の中で宿泊

するホテルの予約を取りました。時間帯が遅いのもあ

って、危ない人がちらほらいました。宿泊先のホテル

でゆっくりしているとゴキブリが出現し、最悪な気持

ちになりましたが、これもまたいい思い出なのかなと

自分に言い聞かせました。 
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最後に 

短い期間でしたが自分にとってとてもいい経験にな

ったと思います。アメリカの診療を見て日本との違い

を一番感じたことは、学生が主体であることです。学

生が実際に飼い主さんからお話を伺い、レジデントの

先生と問題点を話し合って治療方針を決めたりする

ことは北里ではないことなので驚きました。それに人

数が多いということもありますが、一件あたりにかけ

る診察時間が長く、診察の流れがゆっくりだったよう

な気がしました。今回の経験を日本の診療でも生かす

ことができればと思います。前田先生をはじめ、パデ

ュー大学で多くの方々にお世話になりました。本当に

ありがとうございました。 

 

白倉 萌々子 

 
8/8/2015 Sat 

成田空港で女子４人でおうどんを食べてから皆と集合し

て飛行機へ。私は海外に行くのが初めてだったので長時

間のフライトは不安だったけれど、意外と快適だった。

シカゴ空港から乗り継いでインディアナポリス空港へ到

着するとトモ先生と Will と村上先生が迎えて下さり、

Purdue 大学敷地内にある宿泊先のアパートへと移動。

アパートは広くて綺麗で、生活に必要な最低限の品はす

べて用意して下さってあったので何不自由しなかった。

テレビで天気予報を見て気温が 70℃と表示されていて

驚いた（こちらは華氏をよく使うようである）。ここで

ひとつ来年 Purdue 大学に行きたいと考えている人に言

っておきたいのは、円からドルへの換金は成田空港で済

ませておくように、ということ。今回シカゴでもインデ

ィアナポリスでも換金できるから大丈夫、と言って先延

ばしにしていたらシカゴではタイミングが無く、インデ

ィアナポリスについたときには換金所が閉まっていて結

局後日 Will に換金しに行って頂くことになってしまっ

た。 

9/8/2015 Sun 

時差ボケもなくすっきりと起きることができ、スポンジ

ボブのアニメを見てから皆と集合し、トモ先生が用意し

て下さったおいしいベーグルを頂きながら大まかに日程

確認。そのあと Will が ”The Zoo” という野外アートの

展示場へ連れて行って下さった。続いて Purdue univ. 

Memorial union へ行きボーリングを１ゲームすること

に。ランチは同じ建物内にある puppy’s で軽くとったの

だが、ジュースのレギュラーサイズが日本のＬサイズく

らいあって驚いた。お手洗いに行きたくて店員さんに道

を尋ねたら自分の英語が通じて嬉しかった。アパートに

戻る前にアメフトの試合をするスタジアムに寄ったら、

試合はしていなかったけれど練習前の選手に会うことが

できた。からだの大きさに驚いた。アメフトは見たこと

がないし今回は見られなかったけれど、いつか機会があ

ったら見てみたいと思う。アパートに戻ると家のまわり

のあちらこちらでリスに出会えることに気づき嬉しくな

った。日本でもアメリカでも、野生動物に会うと何とも

言えない嬉しい気持ちになる。次は Walmart というス

ーパーに行って朝ごはんや昼ごはんのお弁当の献立を考

えながら買い出し。日本とは違う雰囲気の店内に興奮し

た。夕飯は Logan’s Roadhouse というレストランで

Salisbury 先生と Mimi先生と Willの奥様の Candiceな

どと一緒に過ごした。私は Salisbury 先生と Mimi 先生

の近くに座ったけれど、あまり積極的に話せなかった。

夕飯を終えて 8 時くらいになっても外が明るくて不思議

な感じがした。Purdue 大学のある場所は日の出が遅く

て日の入りも遅いようだ。 

10/8/2015 Mon 

朝ごはんは皆で料理をして食べた。今日は Messic 先生

の血液学の講座に参加させていただいた。内容は割と基

本的なものだったので、英語の意味も何となく大体理解

できた。顕微鏡がパソコンとつながっていて、大きなモ

ニター上で先生が矢印を動かしながら説明して下さって

分かりやすかった。北里大学でもこういう矢印を使いな

がら教えてくれたらもっとわかりやすいと思った。日本

よりも学生と先生の距離が近くて、学生も自分の意見を

たくさん言っていていいと思った。ラクダの血液塗抹標

本を初めて見た。夕飯は Messic 先生のお宅にお邪魔し

て、アメリカではポピュラーらしいコーンホールという

遊びを教えてもらった。アメリカのおうちを見られたし、

可愛いパピヨンに会えたし、親切におもてなししてくだ

さって楽しかった。だんだん英語で話すこと、聞くこと

に慣れてきた気がする。 

11/8/2015 Tue 

午前中は Will と Candice がモールに連れて行って下さ

ってお土産などを購入できた。見られなかったお店もあ

ったし、きっと一日いても飽きないだろうなと思った。

そのあと Thompson 先生の講義を聞いた。カワウソやヘ

ビやタカなど、普段の講義では触れることのないような

動物の話を聞くことができた。夜は Thompson 先生がお

うちに招待して下さった。家族の他に大学の学生などた

くさんの人がいたけれどなかなか話しかけることができ

なくて、もう少し積極的に頑張らなければ、と思った。 

12/8/2015 Wed 

今日からクリニカルローテーションが始まった。今日は

Medical Oncology に行った。左肘に腫瘤ができたため訪

れた子犬の症例や肥満細胞腫のイヌの症例などを見るこ

とができた。患者が来たらまず学生がオーナーに会って

面接、大まかな診察や血液、尿の採取、検査方針の計画

など一通りを行っていたのが印象的だった。肥満細胞腫

の症例では FNA や X 線撮影、エコー、骨髄生検を見せ

ていただいた。また、腫瘤を触らせてもらった。私は病

理学研究室に所属しているので顕微鏡では診たことがあ

ったけれど動物の体についている時点での腫瘤を触った

ことは無かったので、実際に触れることでイメージが膨

らませられてよかった。また、骨髄生検も初めて見られ

てよかった。専門的な英単語は普段の会話よりももっと

難しかったけれど、自分から質問しないと説明してくれ

ないので頑張って話しかけることができたと思う。ただ、

もっとゆっくり話してください、と言うタイミングがつ

かめなくてほとんど内容が分からないようなまま話が終

わってしまうこともあった。 

13/8/2015 Thu 

クリニカルローテーション 2 日目。今日も Oncology を
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見せていただいた。朝は毎日ラウンドと言って会議のよ

うなものが 8 時からあるため、朝 5 時半に起床。早起き

ではあるものの一日忙しくて眠くはならなかった。2 日

目なので昨日よりも積極的に質問できたし向こうからも

話しかけてもらえるようになった。朝のラウンドは何人

もが同時に話すし速いし専門的な内容なので断片的にし

か分からなかったけれど、努力して聞こうとすることが

今後につながると思って頑張ることができた。途中一旦

ローテーションを抜けて、北里大学と自分たちの紹介の

プレゼンテーション。台本を見ながらだったし何度も間

違えたけれど、日本人の前で日本語を使って話すよりも

緊張しなかった気がした。夜は村上先生とケンさんがメ

キシカンレストランに連れて行ってくれた。私は本格的

なメキシコ料理を食べるのは初めてだったけれどとても

おいしかった。 

14/8/2015 Fry 

今日も Oncology で実習させていただいた。今日一番嬉

しかったのは、ジャムシディ骨髄生検針を使った骨髄生

検が見られたこと。授業で習ったことを自分の目で見ら

れるとさらに理解を深められるので本当にいい経験がで

きたと思う。午後は Oncology の学生が紹介してくれて

病理解剖を見せていただけることになった。IMHA のイ

ヌ、腸閉塞のネコ、蹄葉炎のウシ、ヘルニアのイヌ、喉

頭あたりに腫瘤があると疑われるブタが今日の検体だっ

たが、私はイヌの解剖はきちんと見たことがなかったし

IMHAだとどうなるのか気になったのでその検体をずっ

と見させていただいた。今日は検体数が多いということ

もあり、学生がほとんど一人で一匹のイヌを解剖してい

て驚いた。研究室で解剖を何度も見たことがあったので

内容も理解しやすかった。やはり、はじめから大体わか

っている内容をもう一度英語で教わると理解しやすい。

解剖している学生さんに、少し迷惑かな、というくらい

こまめに質問していたらだんだん向こうから話しかけて

くれるようになって、最後は解剖以外の会話もできて、

すごく嬉しかったし楽しかった。夕ご飯は前田先生が探

してくださったアイリッシュレストランへ。アイリッシ

ュレストランも初めて行ったのだけれど、とてもおいし

かった。このころになるとアパートのルームシェアが本

当に楽しくなってきて、毎晩のように女子４人で集まっ

てのんびり休むのが幸せだった。 

15/8/2015 Sat 

Will とトモ先生が State Fair に連れて行って下さった。

会場では Mark Hilton先生と Bethが案内して下さった。

State Fair は昔から伝わる伝統的な、例えば鍛冶職人の

仕事や糸を紡いで織物をつくる仕事などを紹介したり、

ウシ、ヤギなどの品評会をしたりと日本のいわゆるお祭

りとはまた違ったものだった。品評会などで動物と一緒

に歩くのは子供たちらしく、今の日本ではきっと子供が

お肉や牛乳を作り出してくれている動物と実際に触れあ

ったり世話をしたりする機会がほとんどないと思うので、

こういう Fair があってたくさんのことを学べるのはと

てもいいことだと思う。集まった動物の世話をする獣医

も Fair には関わっていて、ケンさんがその仕事について

教えて下さった。品評会に出る動物にはドーピング検査

も行うというのが一番印象的だった。Fair にはたくさん

の屋台も出ていて、ビーフハンバーガー、ポークリブ、

シェイク、トウモロコシ、エレファントイヤー、オレオ

フライ、ポップコーン、レモネードを買った。皆でシェ

アしながらいろいろ食べられてとても楽しかった。途中

エイブラハム・リンカーンの格好をした人と出会って写

真を撮ってもらった。１週間経って感じているのは、ア

メリカでは特に知り合いでなくても気軽に挨拶したりで

きていて、とてもいいなということ。すれ違う人と目が

あったら知らない人でもおはよう、と言える文化はすご

くいいと思う。 

16/8/2015 Sun 

Willとトモ先生が Indianapolis動物園に連れて行って下

さった。動物園の裏側を見せてもらうことができて、麻

酔や注射に使う麻酔銃や吹き矢、大きな動物用に作られ

たとても太い気管チューブなどいろいろなものを見せて

もらった。また、普段は遠くから見ることしかできない

サイ、ゾウ、セイウチに、なんと触わることができた。

サイとゾウは皮膚がバスケットボールのように硬かった

し、ゾウの耳は大きなピザ生地みたいな感じだった。セ

イウチは私の手のひらにキスしてくれたのだけれど、唇

は大きくて柔らかくて吸引力が半端なかった。夜はトモ

先生と村上先生をアパートに迎えて皆でパスタを作って

食べた。 

17/8/2015 Mon 

今日も Oncology を見せていただいた。月曜日は Knap

先生による移行上皮癌（TCC）の診療が集中的に行われ

るということで、TCC の多くの症例を見ることができ、

超音波検査の様子を何回か見学させてもらった。初めて

TCC を超音波で見たけれど、カリフラワー状にもこもこ

していて特徴的だった。膀胱の大部分を占領してしまっ

ているものもあった。TCC についての知識はほとんどな

かったけれど、外科的に摘出するほか薬でコントロール

することもできるということだった。Knap 先生は TCC

についての研究を進めているらしく、免疫との関係や遺

伝子変異の話もしていたけれど知識もないうえ英語が専

門的で理解することが難しかった。Oncology は今日で最

後だったけれど、いつも顕微鏡でしか見ていなかった

MCT やリンパ腫、骨肉腫、脂肪腫などがどのように動物

についていて、触るとどんな感触、固着感なのかなどを

知ることができて本当によかった。今日は空き時間に整

形外科も見学させていただいた。北里大学で習ったばか

りの内容だったので興味深かった。今日改めて感じたの

は、アメリカの人は皆声が大きくはっきりしていて、は

きはきと自信を持っているように話すのだなということ

である。私は人に説明したりスピーチしたりすることが

苦手なので、あと数日で少しでも周りにいる皆さんのよ

うにはきはき話せるようになれたらいいなと思った。 

18/8/2015 Tue 

今日は Neurology と ICU を見せていただいた。

Neurology はまず朝のラウンドで排尿に関わる神経の話

を聞いてから、入院している椎間板ヘルニアの手術後の

ラサアプソのリハビリとマッサージを見た。食餌をしな

いらしく、いろいろな種類の餌を与えたりして工夫して

いた。他にも斜頸を示すネコの MRI、CSF の採取、後肢

の疼痛が疑われるラサアプソの CP などの神経学的検査

を見せていただいた。斜頸のネコは MRI で左の外耳から

鼓室に白いモヤが見えて、慢性炎症を起こしているらし
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かった。耳鏡を使った耳の検査も見学できた。Neurology

は日本語でも難しいと感じるので英語だと余計難しかっ

たけれど、北里大学で習ったことが実際にたくさん見ら

れたので嬉しかったし楽しかった。夕方から ICU に移っ

て、跛行を示すイヌ、イヌに噛まれたネコ、ブランケッ

トが絡まって左肢が膨らんだイヌ、血尿を示すイヌ、保

護された野良猫、跳ねたり口をくちゃくちゃさせたりと

異常な行動が見られるネコを処置する様子を見学した。

跛行のイヌでは神経学的検査、血液生化学検査などをし

てから NSAIDS を処置していた。イヌに噛まれたネコは

Ｘ線撮影をしたところ気胸、皮下のブラが見られ呼吸数

が増加していた。今日は酸素室で入院するらしい。左肢

が膨れたイヌは排液が無くしっかりと歩けていたので数

日間 NSAIDS を与えるのみで経過観察になった。血尿の

あるイヌは背中を折り曲げるようにして立っており、ど

こかに痛みがあることが疑われた。食欲、排便は正常で

嘔吐もなく、神経学的検査も正常であった。今後超音波

検査などを行うようである。異常な行動が見られたネコ

は腰部を触ると怒り、疼痛が明らかだった。今日は一旦

家に帰し、後日血液検査やＸ線撮影、疼痛管理などを行

うということだった。このネコはメインクーンで、肥大

型心筋症好発種であることも重要である。最近習ったば

かりなのに好発種などほとんど忘れていて、何度も復習

しなくてはいけないと改めて思った。ICU には昨日から

入院しているという DIC のイヌがいて、鼻出血が止まら

ないでずっと横たわっていた。呼吸をするたびに鼻から

血が溢れていて、見ていて辛かったけれど、もしも自分

が将来小動物診療に進むならこういう場面にも慣れなく

てはいけないと思った。大変厳しい状況らしいが、この

イヌが回復することを強く願う。（実は最終日に、鼻出

血が止まって外でリハビリをしている姿を見ることがで

きた。まだ横になったままだったけれど、回復して家に

帰れることを祈っている。） 

19/8/2015 Wed 

今日はまずNeurologyで昨日もリハビリをした椎間板ヘ

ルニア手術後のラサアプソのリハビリと超音波検査をみ

た。日に日に後肢の調子が良くなっているということで

嬉しかった。後肢左大腿骨の骨折でプレートを入れたイ

ヌのリハビリも見ることができた。小さなボールに前脚

を乗せてバランスをとらせたり、ポールを立てて歩かせ

たり、ポールをまたがせたりくぐらせたりしていた。ま

た、立ったり座ったりを繰り返すこともリハビリになる

そうだ。オヤツを上手に使っていて、リハビリしている

イヌも楽しそうに見えた。次に外科で白内障の手術を見

た。眼科の手術は初めて見たが、とても細かい作業で難

しそうだった。この後時間が空いたので今度は放射線科

にいらっしゃる村上先生（村上先生は二人いらっしゃっ

て、こちらは男性の村上先生。）のところへお邪魔させ

ていただいた。前十字靭帯断裂に対する TPLO について

説明して頂いた。授業で習ったことが復習できたし、よ

り詳しく画像の解説をしていただいて面白かった。村上

先生はパデュー大学に来る前に日本の小動物臨床をして

いたということで、小動物臨床の場で働くうえで大切な

ことも教えて下さった。患者に割く時間と、自分の勉強

に割く時間と、自分のために使う時間を上手に使い分け

て自分のスタイルを見つけることが大切だと分かった。

私は今のところ小動物臨床に携わりたいと考えているの

で、村上先生の言葉を心に留めておこうと思う。次に

Cardiology で心房中隔欠損と肺動脈弁狭窄をもつイヌ

のバルーンによる弁形成処置を見学させていただいた。

透視下で頸静脈から右心へバルーンカテーテルをいれて

膨らませていた。夜は Happy Hollow Park で先生方と

一緒にバーベキューをした。その後ケンさんをアパート

に招いて、日本とアメリカの違いなどいろいろな話をし

た。例えば、アメリカのトイレは壁の隙間が広い！日本

のお化け屋敷は怖い！などなど。お互い普段気づかない

けれど、外国から来た人の話を聞いて初めてわかること

がたくさんあって面白かった。 

20/8/2015 Thu 

今日の朝ごはんは自分たちでホットドックを作ったのだ

けれど、ソーセージがしょっぱくて苦手だった。アメリ

カのお菓子などの甘さは好きだけれど、しょっぱさは苦

手だ。クリニカルローテーションは眼科を回らせていた

だいた。眼球破裂のイヌの診察と、経眼瞼眼球摘出術を

見ることができた。他にも網膜萎縮のネコや色素性ブド

ウ膜炎の症例も見られた。目が見えていないらしい症例

でも動物は普通に歩いたりできているように見えて、人

間と違って言葉が通じない動物の異常を見つけることの

難しさを改めて感じる。夜は Will と Candice がアパー

トに来てくれた。Candice が作ってきてくれたラザニア

やガーリックトーストがとてもおいしかった。ご飯を食

べた後Boiler Bridge Bashという大学の新入生に向けて

様々な企業などが宣伝したり勧誘したりする行事に連れ

て行っていただいたのだが、日本の大学ではないような

雰囲気でとても楽しかった。アパートに帰ってくるころ

には辺りは暗くなっていて、新入生歓迎ムードだからか

たくさんの建物がライトアップされていて綺麗だった。 

21/8/2015 Fri 

今日でクリニカルローテーションが最後、今日は内科を

まわらせていただいた。金曜日は通常あまり忙しくない

一日らしく、今日もゆったりとした一日だった。高熱、

運動不耐性、チアノーゼ、蕁麻疹、虚脱、パンティング

という問題を抱えるイヌの診察を見せていただいた。今

日は検査入院するということでオーナーへ説明する面接

の様子にも立ち会った。実習を通して感じたのは、アメ

リカのオーナーは日本よりも自分の意見をたくさん話し

てくれている印象があるということと、北里大学で習っ

た通りはじめはオープン型の質問、次にクローズ型の質

問をしているということ。クリニカルローテーションを

終えて、今回の実習の修了書や記念品をいただいた。 

２週間、毎日初めてのことばかりで、アメリカの良さ、

日本の良さを知ることができたと思う。充実していて本

当に楽しかったけれど、もっと自分が英語を話せたらよ

かったのにという後悔も残るので、専門用語を含め今後

も勉強していきたい。また、日本語で分からないことは

当たり前だが英語だともっと分からないので、獣医の知

識をもっとつけて、まずは日本語でしっかりと理解して

身につけていこうと思う。 
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須見 康代 

 

8 月 8 日に午後 5 時半に成田空港を出発し、シカ

ゴで乗り換え、8 月 8 日の午後 8 時前にインディア

ナポリスに到着した。約 14 時間の時差があった。

車で約 1～2 時間でパデュー大学に到着した。 

 12 日まで、防疫の関係上、まだ動物病院内に入

れないのでそれまでの間は以下のようなことを行

った。 

 9 日は、スーパーへの買い出し、ステーキ店での

Welcome Dinner へ行った。 

 10 日は血液学の教室で、血液塗抹標本を顕微鏡

で観察し、それが何かをディスカッション方式で診

断していた。パデュー大学の 4 年生が数名おり、先

生が質問すると次々に答えており、各々が質問をし

ていた。この積極性が自分には足りないので、見習

っていこうと思った。授業で習っていたところだっ

たので、聞き取れなかったところは推測しながら、

理解しようと頑張った。 

 そして晩は、Joanne Messick 先生のお宅にお招

きいただき、お好み焼きをつくったりして楽しい時

間を過ごした。 

 11日はSteven Thompson先生の環境と野生動物

の治療における獣医の役割や研究についての講義

を聞いた。スライド中にヘビに麻酔をかけていたり、

レントゲンを撮っている写真があり、今まで見たこ

とがなかったので驚いた。晩は、Thonmpson 先生

のお宅にお招きいただき、ハンバーガーやホットド

ッグをおいしくいただいた。 

 12 日からいよいよローテーションが始まった。

15 日までの 3 日間腫瘍科へ行った。まず、腫瘤が

何であるかを特定するためにレントゲン撮影や超

音波検査また、FNA やバイオプシーを行い、細胞

学、組織病理学で検査し、診断を下す。結果が、局

所的にとどまっていれば外科的切除や放射線治療

を行い、全身に拡がっていれば化学療法を行うそう

だ。驚いたのが、まず初めに学生が診察室に行き、

問診や触診をし、TPR を測っていた。その結果を先

生に報告し、その後先生と学生がまた診察室に行き、

検査や治療をするというシステムであった。印象に

残っている症例は、3 か月齢の子イヌで左肩部に腫

瘤ができていた。腫瘤は柔らかかった。バイオプシ

ーや CT、レントゲン撮影などを後日行い、水嚢胞

であることが分かった。T 細胞リンパ腫を発症した

イヌのリンパ節を触らせてもらった。通常の 4～5

倍になっていたそうだ。また日本ではあまりみられ

ないピレニーズやロットワイラーなどその他、大型

犬が多く、新鮮だった。大型犬が多いことと関連し

ているのか、症例は骨肉腫や血管肉腫が多い印象を

受けた。リンパ腫も多い印象を受けた。化学療法は

個体にもよるが、週に 1 回から 2 週間に 1 回の頻度

で行っているそうだ。その時に見た症例はカルボプ

ラスチンを投与していた。その日の診察が始まる前

に、ラウンドを行なっているのだが、それにも参加

した。Radio Oncology に村上先生がいらっしゃっ

て、肥満細胞腫の予後診断について話してくださっ

た。C－kit が変異を起こすと、細胞は分裂し続け、

無限に増える。したがって、C－kit 陽性であると予

後が悪いそうだ。ヒトの GIST で 60～80％は C－

kit 陽性であることが知られている。これを抑制す

るのが抗癌剤 Palladra で動物では肥満細胞腫にヒ

トでは GIST の治療に使われているそうだ。 

 13 日は、自己紹介のプレゼンテーションを行っ

た。思っていたより人が集まってきたので、緊張し

たがまずは大きな声で話すよう心掛けた。 

 14 日の午後からは、剖検を見学した。解剖する

場所はとても広く、その日はウシとイヌ 2 匹、子ネ

コ、子ブタ計５頭を数人でわかれて同時進行で行っ

ていた。ウシは雄で１ｔを超えていて今まで見てき

たなかで 1 番大きかったので驚いた。重機で吊下げ

ながら解剖しており大変そうだなと思った。ウシは

蹄葉炎による敗血症疑いであった。子ブタは頸部に

腫瘤ができており、それが原因で嚥下困難になって

いたと思われたそうだ。 

 15 日は Indiana State Fair へ、 16 日は

Indianapolis Zoo へ行った。動物園では、バックヤ

ードを見学させていただいた。その時に、サイを近

い距離で見たのは初めてであり、触ってみると思っ

ていた以上に固く、まるで壁みたいであった。普段

は入れないところを見ることができたので貴重な

経験ができた。 

 17 日からは主に大動物臨床へ行った。患畜はほ

ぼ馬で、その数の多さに驚いた。関節鏡のオペを見

学した。その馬は左脚が穴の中に落ちてしまい、右

脚が引っ張られて跛行を示すようになったという

ことだった。馬の麻酔を初めて見た。部屋の壁はマ

ットで覆われ、チューブは、小動物実習で見たもの

よりはるかに太かった。 

 午後は往診に同行させていただいた。１か所目は

ウシの牧場へ行った。左目が赤く腫れていて、膿様

物が付着しておりハエがわいていた。目の周囲が傷

付いていただけで、目自体はきれいであった。壊死

組織を取り除いて、洗浄し、最後に殺虫剤をかけて

いた。局所的なものなので、抗生物質の投与は全く

必要ないとおっしゃっていた。鑑別として目の腫瘍

があり、ヘレフォード種で 7～8 歳で好発するそう

だ。2 か所目はブタの飼育場へ行った。今までみた

ことのない白と黒の大きなぶち模様のブタがいた。

ブタが健康であることの証明のために行った。 

 患畜は馬が多く、跛行や疝痛の症例が多かった。

ちょうど授業で習ったような、屈曲試験や蹄鉗子で

蹄を挟んで跛行テストを行っていた。それ以外では、



 

17  

ウマの双子疑いの妊娠診断を見た。結果は双子で、

片方の妊角にかたまりが二つあり、一方は avtive

だが、もう一方は小さくなっていたようだった。ま

た角膜潰瘍の症例や、馬原虫性脊髄脳炎疑いのウマ

や、蹄葉炎のウマに蹄鉄をつけているのをみた。ウ

シは 3 頭の症例を見た。蹄が長いものや、蹄の背面

に膿瘍がある疑いのものであった。ウシを誘導し、

ウシの右側に板があり、専用のロープで保定し、そ

の板を倒してウシを右側横臥位で保定していた。蹄

が長いものなどは、蹄を削って整えていた。膿瘍疑

いのものは、まず蹄鉗子で挟んで痛みの有無を見て

いた。膿瘍があり、空洞化していたそうだ。浮遊法

を行っていた。いくつかの症例を見ていたが、大体

のケースで畜主さんは検査や治療に立ち会ってい

た。 

 18 日の午後 5 時以降に救急へ行った。突然、跛

行するようになったオーストラリアンシェパード

やイヌに襲われて皮下気腫、気胸になったネコなど

がいた。 

 その他にはリハビリを見学した。左後肢の大腿骨

骨折の小イヌと、椎間板ヘルニアの 2 歳のシーズー

のリハビリを見た。始めにマッサージをして、バラ

ンスボールなどを使って、筋肉に負荷をかけたり、

ハードルがあるところ歩かせたりしていた。このハ

ードルを歩かせるときには、ゆっくり行うことが肝

心で、そうすることによりそれぞれ一本一本の肢を

使わせることができるそうだ。今度はハードルの高

さを上げて、その下をくぐらせることにより、関節

を伸ばすことができるそうだ。椎間板ヘルニアのシ

ーズーは右後肢が動いてなかった。椎間板ヘルニア

を発症するには、2 歳という年齢は早すぎるとおっ

しゃっていた。後肢を自転車をこぐように動かして、

毎回肢の裏を地面についている感覚を感じさせて

いた。また、小動物外科へ行き、会陰ヘルニアの手

術を見学した。 

 こうして、8 日間のローテーションを終えた。言

いたいことを伝えられないもどかしさを感じ、聞き

取れないので何回も言ってもらったときには申し

訳なく思った。しかし、自分の話したことが通じた

ときは嬉しかった。日本とアメリカの獣医医療や教

育システムの違いを実際に見たり、肌で感じること

ができていい経験になった。この経験を今後に活か

していきたい。 

 

 

田内 昭成 

 

8 月 8 日 出国 

朝 6 時に起床し、車で七戸十和田へ向かった。無事 8

時 52 分発の上野行きの新幹線に乗り、京成上野駅で

乗り換えて時間通りに全員で成田空港に集合するこ

とが出来た。荷物を預けた後、軽く食事を済ませ手荷

物検査、出国審査を受けた。飛行機は予定時間通りに

成田を出発し私達の 2 週間の研修が始まった。飛行機

の機内は寒くて羽織るものはなくてはならなかった。

真ん中の座席はあまり居心地の良いものではなかっ

たが、機内食の方は噂ほど悪くはなかった。途中乗り

換えの際に訪れたシカゴは空港の中がとても広かっ

たが、前田先生の先導のおかげで特に問題なく時間通

りに乗り換えることが出来た。Indianapolis 空港に着

くとウィル、井上先生、村上先生の迎えがあり、車で

1 時間半ほどかけて宿舎まで連れて行ってくれた。宿

舎に着いてからは、軽く晩御飯を済ませて、就寝した。 

 

8 月 9 日 

朝 8 時に起床。時差が心配だったが、意外と寝ること

が出来た。9 時半から井上先生と朝食を食べながら 2

週間の打ち合わせをした。11 時から車に乗ってパデュ

ー大学の敷地内を回り、アートミュージアム、ボーリ

ングをした。また Puppy というハンバーガーショッ

プでハンバーガーを注文した。ハンバーガーのサイズ

が大きく、一つ完食するとお腹いっぱいになった。そ

の後、車で再び回りアメフトのスタジアムを観光した。

撮影の途中にアメフトの選手がいたので迷わず一緒

に写真を撮ってくれるようお願いした。15 時からは車

で Walmart へ向かい今後の朝食と昼食の買い出しを

行った。夕方からは Logan’s Roadhouse というステー

キ屋さんでキャシー先生とミミ―先生と会食を楽し

んだ。20ounce のリブステーキはとても食べごたえが

あり、帰宅するとお腹いっぱいですぐに寝てしまった。 

 

8 月 10 日 

朝 7 時半に起床。8 時から皆で朝食を作った。10 時か

ら病理生物学棟の研究室で hematology を顕微鏡を覗

きながら講義して頂いた。学校で 5 年の前期に習った

ことを授業で聞いていた割には専門英語と話すスピ

ードが速く、理解するのが難しかった。またこの時、

7 月に十和田でお会いしたメシック先生にも会えて、

夜のメシック先生の家で行われるホームパーティー

が非常に楽しみだった。お昼は学校内のレストランで

和食(うどん)を食べた。日本のものとあまり変わらず、

美味しかった。14 時からはパデュー大学の学生にキャ

ンパス内を徒歩で案内させてもらった。あのアームス

トロングの出身校と聞き、宇宙工学が発展しているこ

とに衝撃を受けた。広いキャンパス内に飛行場もある

と聞いたので、感心した。夕方からは、待ちに待った

メシック先生の家での歓迎パーティー。お好み焼きを

皆で作り、お酒を片手に皆で食べたり、話をしたり、

外でゲームをしたりしてとても有意義な時間を過ご

した。 

 

8 月 11 日 

朝 9 時に起床。11 時半からウィルの車に乗って mall

へ買い物に行った。Mall へ着くとまずフーターズへ向
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かった。タンクトップで短パンの美女達が持って来る

ハンバーガーは格別美味しかった。(二週間の滞在の中

で、一番美味しかったハンバーガーだった)。その後、

mall 内で軽く友達へのお土産を買った。15 時からは

トンプソン先生の野生動物の講義を受けた。野生動物

の保護の仕方とガラガラヘビへのマイクロチップの

入れ方にびっくりした。講義の後には、トンプソン先

生のお宅へお邪魔をして、夕食とゲームを楽しんだ。

ゲームでは屋外で遊んだり、スマブラをしたりした。

トンプソン先生の息子のニックはとても卓球が上手

だった。とても充実した一日だった。 

 

8 月 12 日 ローテーション 1 日目 

今日からローテーション。朝 9 時に起床し、皆で朝食

を済ませて学校へ向かった。病院の説明を受けてから

各自希望する科へ分かれた。私は、メシック先生のい

る Clinical pathology へ行った。以前お会いした時に

是非学びたいと懇願した結果、マンツーマンで指導し

て頂いた。Clinical pathology では、患者の CBC、血

液生化学、血液等の塗沫から血球等の評価をした。一

日中顕微鏡を見るのは、とても疲れた。夕食は Five 

Guys に行き、ハンバーガーを食べた。 

 

8 月 13 日 ローテーション 2 日目 

今日は朝から Surgery と Anesthesiology へ行った。

午前中はウサギの去勢の手術があった。最初避妊だと

聞いて期待したが、いざウサギを見てみると雄であり、

手術の時間はあっという間だった。ウサギの挿管は難

しいと聞いて、どうやってするのだろう。と少し見て

みたかったが、酸素マスクでの吸入麻酔であったので、

色々と残念だった。その後、自分達のプレゼンテーシ

ョンを行った。英語でのスピーチはとても緊張したが、

無事終わったので良かった。午後からも続けて

Surgery。TPLO を一部始終見た。手術の最後にレン

トゲンを撮り、無事成功出来たのを確認したが、日本

でのオペを見たことが無かったので、日本と比較出来

なかったことが残念だった。晩御飯は村上先生とケン

さんとメキシカン料理を食べに行った。ケンさんとは

初対面で緊張したが、とても人柄が良くて優しい人だ

った。 

 

8 月 14 日 ローテ―ション 3 日目 

朝 6 時半に起床し、学校へ行った。午前は、Surgery。

脛骨を銃で撃たれた犬の手術を見た。銃弾を見たかっ

たが、体を貫通しており見ることが出来なかった。銃

弾の欠片は小さすぎて体の中に残したまま手術は終

了した。午後からは、少しの間検死を見た後、Large 

Animal の診察を観察した。馬のお腹に腹水が溜まっ

ており、これからどのように治療していくか考えてい

る所だった。腸閉塞の可能性があったが検査の結果、

腸は捻じれていなかったので良かった。晩御飯は学校

周辺で一番美味しいと言われているお店に食べに行

った。アイリッシュパブのお店でフィッシュフライや

ステーキ、スモークサーモンなどを前田先生に奢って

いただいた。前田先生、ありがとうございます！！ 

 

8 月 15 日 State fair 

今日は State fair。朝 8 時に Indianapolis へ向けて出

発した。会場に着いて、車の多さにびっくり、人の多

さにびっくり。ホルスタイン、ジャージー等、色々な

種類の牛が展覧されており、ヒルトン先生とベスさん

に丁寧に説明して頂いた。次に山羊、豚、馬等も順々

に見て説明して頂いた。また、アメリカの農業の歴史

も見て回った。大型のトラクターや農耕の道具などを

実際に見た。State fair では歩きながら、終始ハンバ

ーガー、トウモロコシ、アイスクリーム、エレファン

トイアー、フライドオレオ等を食べ続けてお腹が減る

ことは無かった。とても楽しかった一日だったが、と

にかく歩き疲れた一日でもあった。 

 

8 月 16 日 Indianapolis Zoo 

今日は Indianapolis Zoo！朝 7 時に起床し、8 時に 

Indianapolis へ向かった。Indianapolis Zoo には、サ

イ、キリン、ライオン、オランウータン、コアラ、ク

マ、ワシなどの多くの動物がいた。動物園の裏側を拝

見することが出来、サイの角を触ったり、象の体に触

れてみたり、セイウチに手をキスされたり普段日本で

出来ないようなことが体験をした。また途中、イルカ

ショーをみたが雰囲気が日本とは異なり、静かな感じ

のショーであった。Indianapolis から帰る時、ウィル

の車の中でアメリカの音楽を楽しんだ。あまり歌うこ

とは出来なかったが、とても盛り上がって興奮した。 

 

8 月 17 日 ローテーション 4 日目 

今日は午前中 Oncology に訪れた。ミーティング後ナ

ップ先生に TCC について教えていただいた。膀胱内

にエコーを当てて内服薬でどのくらい TCC が縮んで

いるかの経過観察を見ていた。実際にどのように見え

て、どのくらいの大きさなのかよく分かったので大変

良かった。午後からは、Cardiology に訪れた。診察に

来た患畜の胸部にエコーを当てると PDA らしく、診

察の後で聴診器を用いて心音を聞くことが出来た。ま

た心臓付近を触診することも出来た。夕方からは、

emergency を見た。一件目は、熱中症で倒れた大型犬

だった。腹部の発赤と点状出血が、見られて今にも死

にそうな状態であった。すぐに心電図を付けて、血液

検査を行い輸液で様子を見ることにした。血漿輸血も

行い、絶えず流し続けていた。(後日、状態が良くなっ

たので大変良かった)。二件目は、犬同士の喧嘩で首を

噛まれた犬の治療をした。噛んだ犬、噛まれた犬の両

方が狂犬病ワクチンをしていたようで大事には至ら

なかった。三件目は蜂に顔を刺された犬が運び込まれ

た。こちらも抗ヒスタミン剤の投薬をして経過観察を

していたが大事には至らなかったので良かった。22

時までに三件の来院で、多いように感じたが今日は少

ないということだったので、びっくりした。
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Emergency は一刻を争うこともあり非常に緊張した

時間が続いていたが、貴重な体験をすることが出来て

良かった。一日が非常に長かった一日であったが、晩

御飯に食べたピザとパスタはお腹が空きすぎていた

ためか、非常に美味しかった。 

 

8 月 19 日 ローテーション 5 日目 

今日は午前中Cardiologyで昨日診察に来たPDAの犬

の手術を見た。心臓の循環のためなのか鉛の防護服を

着た術者が暑いためなのか分からないが、オペ室が異

常なくらい寒かった。C アームを操作しての手術はコ

イルを入れている所が細かに分かったので、手術の内

容は分かりやすかった。午後からは、Clinical 

pathology でメシック先生とマンツーマンで今日来た

患畜の塗沫を見た。血液塗沫だけでなく、CSF や FNA

内の異常細胞を詳しく説明して頂いてもらったので

良かった。夕食はハローウィンパークで BBQ を盛大

にした。BBQ と言ってもお肉を焼くのではなく、ハ

ンバーガーやホットドックを自分で作っていただい

た。たくさんのお世話になっている方々に来ていただ

いて、色々な会話をすることが出来た。 

 

8 月 20 日 ローテーション 6 日目 

今日は午前中、Large Animal を訪れた。牡馬の左後

肢の膿瘍を摘出する手術で麻酔の導入から見させて

いただいた。日頃、馬の手術を見ないためか、麻酔の

吸入器の大きさや、クレーンでのつり上げなどが新鮮

に思えた。手術は無事上手くいき、きれいに膿瘍は切

除された。午後からはCardiologyの診察を観察した。

酷い MR の患畜や、心室頻脈で心電図が異常波形を示

しているものや、ファロー四徴症といった症例を実際

に、診て、触ることが出来たので良かった。ファロー

四徴症については、村上先生にレントゲン画像を説明

していただいたので、より理解をすることが出来た。 

 

8 月 21 日 ローテーション 7 日目(最終日) 

今日は朝宿舎の支払いをした後、各自ローテーション

へ。私は午前中を Cardiology で過ごし、PS の手術を

見た。C アームを用いてバルーンを狭窄部位に入れて

拡張する手術で、思ったよりも早く手術は終わってし

まった。金曜日は休日の前の日ということであまり予

定を入れたがらなく、午後から特にやることもなく暇

になってしまったので、今までお世話になった方と写

真を撮って、Large Animal のパットと雑談を交えて

色々と馬の治療を教わった。16 時からは、スーツに着

替えて Farewell ceremony に出席した。学部長の挨拶

の後 certification の授与があり、2 週間があっという

間に感じた。一期一会を実に感じた 2週間でもあった。

晩御飯は、ケンさんと村上先生を交えてダウンタウン

のパブでお酒を飲んだ。ギネスビールは美味しかった

が、流石学生都市と言うべきか、パブの中はとても大

きな声が飛び交ってガヤガヤしており、こっちが少し

場違いなのかと思うほどだった。 

 

8 月 22 日 帰国 

朝早くから荷造りをした。宿舎を出る際にお土産屋さ

んに訪れて、パデュー大学の T シャツ等を購入した。

昼には Indianapolis 空港へ向かった。そこでウィル、

井上先生、村上先生とお別れをして一路シカゴへと向

かった。お別れの際、感謝の気持ちを込めて T シャツ

を渡したが、とても喜んでくれたので良かった。シカ

ゴからの乗り継ぎはスムーズでその後 13 時間のフラ

イトをした。帰りの飛行機は ANA で客室乗務員が日

本人ということもあり、快適であって、さらに各座席

にテレビがついていたので映画を見放題だった。成田

空港へ到着したのは日本時間の 20 時頃で上野駅周辺

のビジネスホテルに泊まった。長旅で疲れたが、日本

に帰ってきた安堵とともにもう一度アメリカに行き

たいと思った一日だった。 

 

清水 瞳 

 

8 月 8 日(土) 

成田空港で待ち合わせ。他の皆は一緒に十和田から直

接新幹線で向かっていたが、私だけ実家からだったの

で遅刻しないかなどとても心配だった。飛行機に乗る

ときに私だけランダムのセキュリティーチェックに

引っかかって、そういうものがあるとは聞いていたが

とても動揺した。東京-シカゴ間の飛行機はユナイテッ

ド航空で、とても冷房が効いていてパーカーを着てい

ても寒かった。シカゴ空港はとても広く、モノレール

に乗って移動した。前田先生がいなかったら多分時間

までに乗り換えできなかっただろう。成田を 8 日の

17:30 に出発してインディアナポリスに 8 日の 19:45

に着いたというのが、頭では理解できてもとても不思

議な感じがした。両替はアメリカについてからで良い

かと日本でしてこなかったら、空港の両替所が閉まっ

ていて、現金無しでスタートすることになってしまっ

た。インディアナポリスではトモ先生とウィルと村上

先生が迎えに来てくれて車で宿まで送ってもらった。

車内では村上先生がたくさん話してくれて緊張をほ

ぐしてくれた。アメリカでは蛍は珍しくないらしく、

実際車から外を眺めていたら道路端や畑にちらほら

飛んでいるのが見えた。アパートはとても広く、キッ

チンやベッドルームもきれいで、2 週間快適に過ごせ

そうだと思った。 

 

8 月 9 日(日) 

トモ先生が持ってきてくれたベーグルやフルーツの

朝食を食べながら今後の予定の確認をした。はじめ

に”The Zoo”というところに連れて行ってもらった。

動物園ではないと聞いていて不思議に思っていたが、

廃材を使った動物のオブジェがたくさん展示してあ

るところだった。雨がだんだん強くなってきたので

早々に切り上げ、大学に戻ってボーリングをした。大

学内にゲームセンターのような所やボーリング場が

あって驚いた。とても盛り上がって楽しかった。優勝
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は前田先生。ランチは校内のダイナーで。あまりおな

かが空いていなかったので、サイドメニューらしき軽

そうなものにしたつもりだったが、ハッシュドポテト

盛りの様なものが出てきて、想像以上に重い昼食にな

ってしまった。ドリンクもレギュラーサイズのはずな

のに日本の L よりも大きいものが出てきた。とにかく

全てが大きい。その後、校内をドライブして、アメフ

トのコートを見ていたら偶然選手の人たちが出てき

て一緒に写真をとってもらった。縦も横もすごく大き

かったが、あれで 18~22 歳というのが驚きだ。夕方か

らウォルマートに買出しに行き、これからの朝食や昼

ごはんや、お土産を少し買ってきた。見慣れないもの

ばかりでとても面白かった。夕食はキャシーとミミー

(病院長と学長)と Logan’s Road house で。とても厚い

サーロインステーキを食べた。やはり、ドリンクもサ

イドメニューのサラダもとても大きかった。女子 4 人

で 1つ頼んだアイスケーキもとても大きかったがおい

しかった。 

 

8 月 10 日(月) 

朝食は適当な炒め物でタコスを作った。昨日や一昨日

は、アパートの前がガラガラだったのに今日は車がた

くさん停まっていた。学生が帰ってきているらしい。 

午前中は Hematology の授業に行った。内容はすでに

習ったところでそこまで難しいことはやっていない

と思うのだが、やはりリスニングが難しい。授業は 6

人ぐらいで顕微鏡を覗きながら先生が説明していく

スタイルで、生徒は先生の質問に積極的に答えたり質

問していたりしていてすごいなと思った。 

お昼は大学構内で。寿司ロールを頼んでみたが、想像

はしていたが日本の寿司とは全くの別物で、ワサビよ

りもスパイシーマヨが効いていて辛かった。 

午後のキャンパスツアーは、噂に聞いていた汽車に乗

れるのかと期待していたらパデューの学生が説明し

てくれる歩きのツアーだった。色々な話を聞けて面白

かったが汽車に乗ってみたかったので少し残念でも

あった。校内はとても広く全ては周れなかったが、ど

の建物もかっこよく、木や花もきれいに手入れされ噴

水などもあった。リスもあちらこちらにいてとても驚

いた。 

夜はメシック先生のお家でディナー。お土産にあげた

手ぬぐいを早速飾ってくれていて嬉しかった。お気に

入りらしいお好み焼きを一緒に作った。先生の手料理

も美味しかった。グリルサーモンが出来上がるまでお

庭でコーンホールというゲームをした。アメリカでは

バーベキューで焼きあがるまでこのゲームをやって

いるのが一般的らしい。初めてやったゲームだったが

盛り上がって楽しかった。今回も前田先生強かった。

州の決まりで犬を飼って良いのは 3匹までというのが

あると聞いて驚いた。 

 

8 月 11 日(火) 

この日の朝はゆっくりスタート。集合時間まで少し外

に出て散歩をした。校舎の周りにアパートがとてもた

くさんあって、建物のきれいさや大きさは全く違うが

北里に近いものを感じた。 

ウィルと奥さんのキャンディスにモールに連れて行

ってもらった。キャンディスの車に女子が乗って、車

内は女子トークで盛り上がった。ランチはフーターズ

でとった。店員のお姉さんたちは、足が長くて出ると

ころは出ていて引っ込むところは引っ込んでいて、と

てもスタイルが良かった。ここで食べたハンバーガー

がアメリカで食べたハンバーガーの中で一番美味し

かった。モールでのショッピングは特にお目当てのも

のがあったわけではなかったが、色々なものが見られ

て楽しかった。 

夕方はトンプソン先生の授業。リスニングの能力不足

もあり、あまり理解することができず難しかった。 

ディナーはトンプソン先生のお家で。とても素敵なお

家で、お庭でコーンホールをしたり、卓球台やテレビ

ゲームなどがある地下で先生や息子さんと遊んだり

してとても盛り上がって楽しい時間を過すことがで

きた。ハンバーガーやホットドッグやアイスなどをご

馳走になり、お終いにマシュマロを焼いてチョコとビ

スケットで挟んだスモアーを食べた。甘党の私でもと

ても甘く一つで十分だと思った。 

 

8 月 12 日(水) 

この日からクリニカルローテーション開始。まず病院

に着いたら説明を受けて書類を書いたりした。その後

トモ先生に病院のツアーをしてもらった。病院はとて

も広く、しばらくは迷子になるのだろうなと思った。

大動物と小動物がつながっていて、真ん中に放射線が

ある構造は良いなと思った。 

初日はSmall Animal Community Practiceに行った。

どんなことをしているところなのか良くわからない

で行ったが、一次診療を行っており、予防接種などを

受けに来た子犬や子猫がたくさんいて可愛かった。学

生が問診や検査、予防接種なども行っていて、先生は

確認をするといったスタイルで、学生が処置をして飼

い主に渡すカルテなども学生が書いていることに驚

いた。カルテはデジタルで病院内の PC で見られるよ

うになっていた。 

夕飯はダウンタウンの Five Guys というお店でハン

バーガーを食べた。このお店で 9 日のキャンパスツア

ーで説明してくれた人に会って、学校近くのお店で学

生もよく来るのだろうなと思いこれまた北里に近い

ものを感じた。 

 

8 月 13 日(木) 

ローテーション 2 日目も Small Animal Community 

Practice に行った。この日はウサギやモルモット、フ

ェレットが来ていて、明日はオウムも来るようで、こ

こではエキゾチックも担当しているようだった。午前

中はフェレットの脂肪腫のオペを見学した。フェレッ

トの脂肪腫は良くあるもので、多くが良性のものらし
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い。  

お昼はセミナーで、私たちは青森や大学の説明、自己

紹介をした。英語での発表はとても緊張したが、

Community Practice の人たちがたくさん見に来てく

れて嬉しかった。自己紹介でジャグリングをしている

と言ったら、私もジャグリングをするという人に話し

かけてもらい、来週一緒にリングのパスをする約束を

した。 

午後は犬の歩様を見る Gait Analysis を見せてもらっ

た。今回の犬は正常で、今はデータベース作成中とい

うことだった。 

夕飯は村上先生とパデュー4 年生のケンさんにメキシ

カンのお店に連れて行ってもらった。皆の口に合わな

かったものが多かったようだが、私が頼んだエンチラ

ーダは美味しくあたりだったようだ。 

 

8 月 14 日(金) 

この日は最初大動物外科を見に行った。馬の整形外科

があるようで、学生が集まるまで麻酔科で器具の説明

などをしてもらった。9 時からは放射線と合同でセミ

ナーをしていた。X 線写真を見ながら学生が積極的に

意見を出していたのが印象的だった。その後馬のオペ

が始まり、馬の気管挿管や、整形のオペを間近で見る

ことができて良かった。 

馬のオペ後この日はしばらく何もなさそうだったの

で、病院内を歩いていたら小動物内科で鼻腔鏡をやっ

ていたので少し見させてもらうことにした。その後は、

また大動物外科にもどり、疝痛が主訴で来ていた馬の

処置を見ていた。その馬は月曜日に手術をしたそうだ

が、血液様の腹水がたまり、感染や腸捻転などさまざ

まな原因が疑われた。腸が捻転していないかを検査す

るために鼻からチューブを入れ、水を通し、どのくら

い出てくるかを見て、捻転していないかの確認をして

いた。 

夕飯は、来週から救急に行ったりして一緒に食べられ

るのは最後かもしれないということで、皆でアイリッ

シュパブに行った。お店の雰囲気もよく、料理もとて

も美味しくて色々な種類のビールも飲めて大満足だ

った。アパートに帰る途中でコールドストーンによっ

てアイスを食べながら帰った。 

 

8 月 15 日(土) 

インディアナ州のお祭り、State Fair に行った。この

日はヒルトン先生とベスも一緒で、ヒルトン先生は会

場中を案内してくれてずっと色々な説明もしてくれ

た。会場はとても広く、ウシやヤギ、ブタがいる建物

がそれぞれあり、その中ではたくさんの種類のウシや

ヤギ、ブタがいてショーなども行われていた。トラク

ターがたくさんあったり遊園地のようになっている

ところがあったり、数日のお祭りなのにテーマパーク

のようになっていてとても楽しかった。ハンバーガー

やトウモロコシやポップコーンを食べ、日本ではまず

見ないであろうフライドオレオやエレファントイヤ

ーも皆でシェアして食べた。行く前のローテーション

中に、学生に Fair に行くと言ったら揚げ物ばかりだ

よと言われたが、本当にそのとおりだった。パデュー

大学のブースでは、ガラス張りの部屋で犬の避妊を行

っていた。たくさんの人が見ていて、こういうことが

できるのはすごいなと思った。勉強になりそうなブー

スもたくさんあって、小さいころからこういったもの

に触れて勉強できると言うのは良いなと思ったが日

本ではまず無理だろうなと思った。 

 

8 月 16 日(日) 

Indiana Zoo に行った。サイを見て説明をしてもらっ

ていたら途中から雨が降ってきてしまい、車で建物ま

で乗せて行ってもらった。雨が降っている間は、動物

園の動物病院に当たるところの説明をしてもらった。

小さな動物からとても大きな動物に対応できるよう

に色々なところでさまざまな工夫がされていた。その

後のイルカショーでは、はじめの説明のときに手話も

用いていて多くの人が楽しめるようになっていて良

いなと思った。動物園ではサイやゾウに触ったりセイ

ウチに手のひらキスをしてもらったり普段できない

経験がたくさんできて良かった。セイウチの口が思っ

たよりもとても柔らかくて感動した。 

夕飯はアパートに村上先生とトモ先生を呼んで、スパ

ゲッティを作って一緒に食べた。一度は食べてみたか

ったカラフルなカップケーキも食べることができて

満足だった。 

 

8 月 17 日(月) 

この日は Community Practice で歯科を見た。若い犬

のクリーニングと老犬の抜歯を行っていた。これも、

先生が説明をして見本を見せてから後は学生が行っ

ていた。 

午後は、ヒルトン先生の往診について行った。肉牛を

飼っていた小さな農家では、一頭の瞼が化膿してしま

っていた。腫瘍ではなかったので、これからは畜主さ

んが消毒と虫除けを塗っていくようだった。また、飼

育環境のアドバイスも行っていた。その次は、ショー

用のブタを飼っている農家さんのところへ行った。ブ

タは病気にとても弱く、臭いというイメージが私にあ

ったのだが、まず長靴の消毒もしないで豚舎の中に入

っていったのが驚いた。そして、豚舎もブタもとても

きれいで臭いもきつくなく、私たちとそんなに年齢の

変わらない女性が主に世話をしているようだったが

とても大切にしているのだなと感動した。その後、学

校ではフリーアイスという無料でアイスを食べられ

るイベントをやっていると言うので、先生たちと食べ

に行った。普段のローテーション後、救急に行った。

はじめに熱中症の疑いの大型犬が来て、検査や輸液で

バタバタしていた。犬が意識を取り戻してからは ICU

に移されたが、その後数日 ICU でも危険な状態のよ

うだった。その後は、虫に刺されて全身が腫れてしま

った犬や他の犬にかまれた犬がやってきた。救急はそ
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の日によって忙しさはまちまちで 1頭のときのときも

あれば 10 頭以上来る時もあると言っていた。 

 

8 月 18 日(火) 

朝 Community Practice に行ったら、この日は行動学

もやっていたのでそちらを見させてもらった。行動学

の先生はオガタ先生という日本人の女性の方だった。

診察は再診で 1時間、先生と飼い主さんの会話が主で、

問題点や改善点などを話していた。他の犬に吠えてし

まう犬に対して、外で実際に犬の模型を用いて先生が

これからの注意点などを説明している様子も見るこ

とができて良かった。 

午後は大動物外科に行って、ウシの蹄病の処置を見た。

削蹄するのにもウシを横に倒す機械を用いていたが、

しっかり縛って横に倒すことでおとなしくもなるの

でとても便利そうだなと思った。その後はエコーを用

いた馬の双子の妊娠の確認や馬の角膜潰瘍の処置を

みた。ここの大動物で見る動物は、ウシよりも馬が多

く、ペットとして馬を飼っている人も多いからだろう

かと考えた。 

夕飯は救急に行っていなかった人たちで、ファースト

フード店でおかずになりそうなものを少し買って、ア

パートでご飯とトモ先生が持ってきてくれた納豆と

味噌汁と一緒に食べた。納豆と味噌汁が食べられて嬉

しかった。 

 

8 月 19 日(水) 

朝食は冷凍のパンケーキとヨーグルトを食べた。アメ

リカに来てから色々な種類のヨーグルトを食べたが、

種類がとても多く選ぶのも楽しく美味しいものも多

くて嬉しかった。 

この日は小動物内科に行った。最初はラウンドで、ク

イズ形式の勉強会のようなことを行っていた。英語が

分からないのもあるが、内容も難しく全く分からなか

った。診察が少なめの日だったようで、学生が担当し

ている患畜について先生に相談している様子を見て

いた。学生が質問や考えなどもたくさんしていて、こ

のような形で勉強ができるのは身にもつくしとても

良いなと思った。 

お昼は獣医学生によるパデューの獣医学部グッズの

販売をしている SCAVMA Shop に行った。お土産につ

なぎが欲しかったが、半袖なのと胸元が結構開いてし

まうのが気になって諦め、ポロシャツを買った。 

午後も小動物内科に行ったが全体的にゆっくりとし

た日だった。 

夜は Happy Hollow Park でバーベキューをした。ま

たハンバーグやホットドッグ、トウモロコシをおなか

いっぱい食べた。ヒルトン先生や大動物でお世話にな

ったパットも来てくれて、お話も楽しめた。 

 

8 月 20 日(木) 

朝は保健所に行って去勢や避妊などの処置をしたり

するトレーラーを見せてもらった。中は小さな手術室

のようになっており興味深かった。 

この日も小動物内科に行った。下痢の主訴で来た犬は、

詳しい検査はまだ終わっていないが、フードアレルギ

ーを疑って 8週間専用のフードを与えるように言われ

ていた。その後は入院している犬の様子を見たり、先

生と相談している様子を見ていた。午後は、昨日鼻血

の主訴で来た犬の検査を見た。麻酔をかけ、CT、MRI、

鼻腔鏡を行った。鼻腔鏡の検査では、麻酔が浅いよう

で何度か動いてしまいその度薬剤を追加していた。鼻

腔内の粘膜のサンプルをとって、細胞診に出し結果は

2,3 日で出るようだった。その後は、小動物内科で処

置はないようだったので大動物外科に行った。馬の前

肢にできた嚢水腫のデブリードメントを行っていた。

それから、実習用の馬で学生が採血や硬膜外麻酔の練

習をしている様子を見ていた。私も馬の採血をやらせ

てもらうことができて嬉しかった。 

ローテーションが終わったら、アパートに戻りアパー

トの駐車場でウィルとスイカ割りをした。夕食はキャ

ンディスがラザニアなどを作って持ってきてくれた。

どれもとても美味しく、たくさん食べて大満足だった。

その後、ダウンタウンの Boiler Bridge Bash！という

町の通りを使ったパデュー大学の新入生歓迎会のよ

うなところに行き、とても盛り上がっていて楽しかっ

た。帰りにアイス屋さんに寄って、ワッフルコーンに

もチョコレートがかかっているとても甘いアイスを

食べた。 

 

8 月 21 日(金) 

ローテーション最終日は腫瘍科に行った。内視鏡を用

いて、尿道の腫瘍のサンプル採取を行っていた。サン

プルは 10 個位採りたいと言っていたが、とても細か

い作業で見ているこちらも緊張した。この日の腫瘍科

では、処置はこれのみだったため、処置がありそうな

小動物外科に連れて行ってもらった。小動物外科では

ちょうど会陰ヘルニアのオペが始まるところで、学生

が絵を描いて丁寧に説明してくれてありがたかった。

午後は病院内をまわってお世話になった方々と写真

をとった。どこの科でも皆優しくしてくれてとても感

謝している。Farewell ceremony では、終了証やパデ

ューグッズのお土産、そして私はさらにブタの獣医師

協会のマークがついたジャグリングボールまでいた

だいてとても嬉しかった。また、そこでセミナーのと

きにジャグリングをやっていると話しかけてくれた

方とリングのパスをすることができた。言い方などが

違って混乱することもあったが、海外でジャグリング

のパスをすることができてとても良い思い出になっ

た。 

夜はずっと気になっていた学校近くの chocolate とい

う学生御用達のバーに行った。ごちゃっとした店内は

話し声でいっぱいで、近くにいる人と会話するのにも

大声で話さないと伝わらない状態だった。席をはずし

た時に、私のチキンウィングをバッファローソース漬

けにされ知らずにそれを食べて、あまりの辛さに涙が
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出てきた。美味しく食べたかったのにとても残念だっ

た。 

 

8 月 22 日(土) 

カバンに荷物をつめ、帰国準備。トモ先生が持ってき

てくれた体重計で重さを量ったら 500g ほど重量オー

バーしてしまっていたので、いくつかのものを手持ち

のカバンに入れ替え、インディアナポリス空港へ。別

れる前にお世話になったウィルとキャンディス、トモ

先生にイラストとメッセージ入りの T シャツをプレ

ゼントした。喜んでもらえて嬉しかった。ゲートを通

ってからハンバーガーの昼食をとって、シカゴ空港へ。

シカゴ空港では乗る飛行機の出発時間が遅れたりと

時間が結構あったため、通りの隅から隅までお店をみ

てまわり、本場のマクドナルドの味をと言うことで、

またまたハンバーガーを食べた。成田へ向かう飛行機

は ANA で、久しぶりに日本人がたくさんいるのを見

て少しほっとした。機内食も美味しく、行きより寒く

なく快適だった。成田に着いたのは 23 日の午後 20 時

で一気に時間がたったようだった。 

 

今回、私は日本とアメリカの獣医療や教育、文化の違

いを知ると言うことを目的としてこの研修に参加し

た。初めてのアメリカでは全てが新鮮で興味深いもの

ばかりだった。獣医療の現場で一番大きな違いはシス

テムではないかと思った。ドクターや VT さんの仕事

がはっきりと分かれていて、それぞれの科での担当す

る仕事もしっかりと区分されていた。自分の役割がは

っきりしているため、技術を伸ばしていけるのだろう

と思った。また、教育のスタイルも日本とは全く違い、

学生が主体となって学んでいく様子がとても印象的

だった。そのため、学生のモチベーションも高く、技

術もより身につくのだろう。日本でのシステムをいき

なり変えるのは難しいが、CBT や OSCE が始まり少

しずつ変わってくるのでより良い獣医療や教育の現

場になっていくと良いなと思う。今回アメリカに行っ

てたくさん事を感じて学ぶことができたので、このこ

とをこれからの勉強や将来にいかして生きたいと思

う。 

 

 

パデュー大学夏期研修に同行して 

2015 年度パデュー大学同行教員 

小動物第 2外科学研究室 

前田 賢一 

 

はじめに、この研修が無事に終了し、国際交流委員

ならびにパデュー大学スタッフおよび学生の皆様の

に感謝いたします。ありがとうございました。 

 

2015.08.08 

パデュー大学の最寄り空港は、インディアナポリス

であり、成田を出発してシカゴでの乗り換えが必要と

なる。10 年以上前のことではあるが、シカゴでの乗り

継ぎで大変な思いをした経験が有り、今回の乗り継ぎ

時間が２〜３時間しかないことに不安を覚えていた。

実際に到着後入国審査の混雑が有り、税関の通過を終

えた時点で国内線の出発までそれほど時間は残され

ていなかった。このため、周りのショップのお土産品

や食べ物に気を引かれている学生によそ見せずひた

すらゲートに向かって歩くように指示するしかなく

心苦しかった。また、ドルへの両替も時間が無くイン

ディアナポリスに持ち越すことになった。 

無事に乗り継ぎし、インディアナポリスに到着後、

ゲートを出たところで見覚えのある顔の井上先生、小

柄ながらがっしりとした黒人男性のスミスさんそし

てレジデントの村上先生が迎えに来てくれておりホ

ッと一安心できた。後ほど聞いた話では井上先生は成

田の離陸からシカゴまでずっと飛行航路を PC で追跡

していたそうです・・・・・ 

そのまま研修アパートへ井上先生が住む小さな

町？村？を通過して約１時間のドライブ。途中ガソリ

ンスタンドの売店でビールや飲み物、お菓子を購入し

た。アパートではスミスさん（国際交流部門のディレ

クター；２９歳；新婚）から大学の資料と今後の簡単

なスケジュールの説明があった。そして簡単なサンド

ウイッチと飲み物を提供していただいた。今回の部屋

割りは直前の人数変更などがあり、イレギュラーであ

った。私は１人で２部屋を占有し、男子学生３人が１

部屋に割り当てられ、この部屋を食事や飲み会など共

有スペースとして使用した。食事が終わり、それぞれ

就寝となったが、部屋をノックする音に気づき出てみ

ると稲野辺が自分の部屋をインキーしてしまったと

のこと。深夜で井上先生、スミスさん達を煩わせるの

が心苦しく、洗顔ペーパーだけ投げつけて追い出した。 

 その夜は、寝る前に苛立つ報告を受けたせいか時差

ボケによるものかなかなか寝付けなかった 

 

2014.08.09 

 結局３時間ほどウトウトしてゴミ収集車のけたた

ましい音で明け方に起床。スミスさんの案内で大学周

辺の観光へ。小雨模様でスミスさんは外での観光は難

しそうと思案してい様子。そのためなのか何度か道に

迷いつつ“The Zoo”に到着した。名前の通り動物園

であったが、生きている動物ではなく廃品を組み合わ

せて様々な動物の像を作成し展示しているスペース

であった。 

このような遊び心のある発想はやはりアメリカ人な

らではと感心しているうちに雨脚が強まり車内へ避

難。これ以上外では観光できないと判断し、大学構内

にあるボーリング場へ。約６年ぶりのボーリングであ

った。 

ボーリング場を後にし、同じ建物内のハンバーガーシ

ョップで昼食。その後さらに道に迷いつつアパートま

で送っていただいた。道に迷っている間に偶然アメリ

カンフットボールスタジアムにたどり着き見学する

ことに。すると選手達の練習が始まり一緒に写真撮影
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を行うことと。10 代なのにゴリラのような体格。並ん

だ日本人が子供に見えた。午後はウォルマートで食料

品の買い出し。アパートに戻り一休みした後夕食へ。 

 学部長は所用でいらっしゃらなかったため副学部

長、病院長とステーキハウスでディナー。学生達は皆

果敢に大きなステーキに挑みなんとか平らげていた

が一部残してしまい持ち帰りとなった。 

2015.08.10 

 今日も２時間程度ウトウトし起床。昨日のステー

キの残りをトルティーヤに巻いて朝食とし、日本にも

来ていただいたメシック先生が担当する臨床病理の

クラスへ。レジデント４年生のサントス先生に講義を

していただくことに。講義の内容は、貧血症例の血液

塗抹を観察しながらディスカッションを行う形式で

進められていった。現地の学生は５人と少人数で皆デ

ィスカッション鏡筒を除きながら観察するべきポイ

ントなどをあれこれ冗談を交えながら一問一答形式

で学んでいた。昼食は構内のフードコートで中華料理

と日本料理の混じったレストランでとることになっ

た。学生達は当たり外れの激しい和食に一喜一憂しな

がらもすべて平らげていった。午後は学生ボランティ

アによる Boilermaker Special Tour of campus とい

う名の大学ツアー。炎天下の中徒歩でひたすら歩く、

歩く、歩く・・・・ 

 数多くの噴水を観て途中涼みながら広大なキャン

パスを歩きながら獣医学部以外のキャンパスも見学

し、失礼ながらお世辞にも都会とは言えない立地にあ

る大学といえども、その整備された設備を見ると大学

教育に対するアメリカと日本のエネルギーの差を痛

感した。 

 夕食はメシック先生のお宅でお好み焼きパーティ

ー。以前の来日でお好み焼きが気に入り日本から少し

ではあったがソースや鰹節などを持ち込み色々試行

錯誤しながらメシック流お好み焼きを完成させた。メ

シック先生の好みでエビとカニが大量に入っており

お好み焼きよりもカニ玉に近いようなものが完成し

てしまったがその他様々な手料理を振る舞っていた

だき満腹になった。その後テレビを観ながら大統領候

補についてやメシック先生の旦那様のエドさんと村

上春樹や日本人の精神についての話をさせていただ

いた。ただ、庭で教えていただいたコーンホールとい

う素朴なゲームについては最後まで何が面白いのか

理解できなかった。ビールを沢山飲んだので今日は眠

れることを期待して就寝。 

 

2015.08.11 

 本日も３時間程度ウトウトしただけで起床。明け方

にやって来るゴミ収集車の音に起こされる。本日は、

スミスさんとその奥様が車で 1時間ほどの場所にある

Tippecanoe Mall へお土産などの買い物に出かけ

る。道中今回の楽しみでもあった本場の HOOTERs 

について情報収集。奥様の手前、嫌がるスミスさんを

そそのかして学生数名と昼食をとりに入店。店内は日

本のハンバーグレストランと変わりない明るい様子。

ただやはり男性客が圧倒的に多く、みな少し露出の多

いユニフォームを着た健康的な女性店員と話したり、

遠くから眺めたりして楽しんでいるようであった。 

 その後は、モール内で必要なものやお土産品を購入

し、大学へ戻ってトンプソン先生の講義に行くことに。 

しかし、学生が時間通りに集合せず、またスミスさん

がHootersに車のカギを忘れてくるなどのハプニング

があり、講義棟に到着したのは講義が始まる直前であ

った。スミスさんは車を駐車しに行く必要があったの

で、た・ぶ・ん・こ・こ・だ・と・お・も・う・・・

まぁ行ってみて と最後は消え入りそうな声で我々を建物の

前で降ろし走り去って行った。今までの道に迷ったり、

忘れものを良くする彼の特技に今回も一抹の不安が

よぎったが、とにかく信じて走り教室を探すことに。

最初に出会った清掃員に聞くとどうやら建物は合っ

ているらしくさらに周りの学生などに尋ねて回り何

とか目的の教室にたどり着いた。しかし約束の時間を

過ぎても誰も現れず、教室の中にはインディアナポリ

ス大学医学部の学生の荷物が大量に置かれており、周

りの学生や職員らしき人に尋ねるも誰も講義につい

ては知らず、やはりまたやったなスミスさん・・と困

り果てていると、トンプソン先生が現れた。先生も初

めて来る建物だったらしく迷ったそうだ。講義が始ま

り野生動物、特にガラガラ蛇の医療と狩猟動物の生息

地について講義をしていただいた。案の定スミスさん

は迷った様子で講義の半ばあたりでやっと現れた。 

 その日の夜はトンプソン先生のお宅にお招きいた

だきバーベキューパーティーを開いていただいた。 

そこでもまたコーンホールに出会い、トンプソン先生

の息子さんにそのただ穴にお手玉を投げ入れるだけ

の単純なゲームの奥深さと難しさを思い知らされま

した。そのあとの卓球とダンスゲームについては思い

出したくないので割愛します。 

 

2015.08.12 

 今日からクリニカルローテーションが開始されま

す。朝アパートまで井上先生に迎えに来ていただき、

先生に先導で動物病院まで徒歩で移動。しかし消防車

のサイレンと外に閉め出された職員の集団が見え、少

し様子がおかしい。井上先生が今朝から火災報知器が

何度か鳴り、その都度全員屋外に待避しているとのこ

と。無事が確認できるまで入れないのでしばらく待つ

ことに。 

無事が確認できたので、少し時間が遅れ気味ではあ

ったがオリエンテーションが始まった。副学部長のサ

リズバリー先生の挨拶の後、病院内のツアーに。迷路

のような複雑な廊下を進み、各診療科や部門を井上先

生に紹介していただいた。一通り見学した後、早速学

生たちはそれぞれのローテーションへ。自分は井上先

生に紹介されて外科へ、手術室に入らせていただきま

した。途中からでしたが、プレストン先生の喉頭麻痺

に対する Tie-back 手術を見学した。とても丁寧にか
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つ慎重に何度も何度も披裂軟骨の位置を確認して手

術を進めていました。術後プレストン先生に挨拶する

と、３か月前にレジデントを修了し、この大学やって

きたばかりで、出身はオーストラリアとのこと。驚い

たのは縫合をレジデントと学生に任せ、しかも彼らは

縫合が終了すると手術室を出て行き、麻酔の覚醒は麻

酔科の学生１人と麻酔科看護師数名に任せていなく

なってしまった。後に知ることになるが麻酔導入にも

主治医、執刀医は立ち会わず、完全な分業制。麻酔導

入と覚醒の飛行機で言われるいわゆる“CEM”のタイ

ミングは不安ではないだろうかと疑問になるが、そこ

は麻酔科に全幅の信頼をおいているのだろう。特に後

の予定はなかったので自分はそのまま手術室に残り

看護師達と動物の覚醒を行い、大型犬であったため、

皆で力を合わせて覚醒室まで運搬した。 

2015.08.13 

 本日もクリニカルローテション。しかし、昼前頃か

ら Student and faculty seminar があり私と学生のプ

レゼンテーションが行われた。プレゼンテーションの

開始時間が過ぎてもメンバーが集まらず、ガラガラで

気まずい時間が流れたが、井上先生の尽力とピザの誘

惑で終盤にはかなりの人数が参集した。発表内容はに

ほんの獣医療についてと自らの病院での仕事と研究

について。何とか皆さんに理解していただけたようで

安心した。しかし学生の発表には驚いて夢に出そうな

ものもあり、事前にしっかりチェックする必要があっ

たと反省した。今夜も眠れそうにない。 

また井上先生が、今までの学生は発表前には緊張し

て何も食べられないのに、今年の学生は熱いうちにと

平気でピザを平らげていたことに驚いていた。その夜

は村上先生と４年生の吉田健一郎さん（ケンちゃん）

がホストでメキシコ料理を食べに連れて行ってくれ

た。ケンちゃんは日本人家庭に生まれながらサンフラ

ンシスコ近郊のモントレーという町で育ち日本人の

奥ゆかしさを持ちつつジェントルマンな好青年でし

た。食事の後は、アパートに戻り短い時間ではあった

が、皆で他愛もない話をして過ごした。 

 

2015.08.14 

 本日もクリニカルローテーション。小動物外科の方

は特に症例もなく全般的に見て回りつつ、仔馬の足根

骨の肢曲がりの矯正を目的としたラグ骨スクリュー

法の手術を見学した。脛骨にスクリューを１本入れる

のに１時間以上かかっており、またドリルと一緒にド

リルガイドもクルクル暴れて回転するなど、手術はな

かなかうまく進まず、周りも苛立っているようであっ

た。後で聞くと、大学が所有する仔馬でレジデント達

の手術練習であったため、15 分で終わる手術なのに時

間ばかりかかって申し訳ないと看護師に謝られる始

末。その後は色々と溜まっているデスクワークをひた

すら控室で仕上げていった。週末ということもあり、

また来週から数名ずつ夜間の救急を見学するのでみ

んなそろって夕食をとるのは最後だろうと井上先生

にいくつかお勧めのレストランを挙げてもらい、その

中で１番美味しそうなアイリッシュパブに行った。 

 

2015.08.15 

 少し眠れるようになったが相変わらず４時間程度

ウトウトして明け方には目覚める。今日は Indiana 

State Fair に連れて行っていただいた。巨大化な家畜

品評会や農業器具見本市を露店や野外遊園地と合体

させたものという印象。ヒルトン先生の先導で炎天下

のなかひたすら歩く。スミスさんは歩きすぎてどうや

ら膝を痛めた様子。他人ごとではないが楽しそうに歩

くヒルトン先生に何でこんなに歩きつづける必要が

あるのかと問い詰めたくなる気持ちを抑えるのに必

死だった。歩き始めて６時間半後、ヒルトン先生のお

母様のキルト作品を鑑賞するというクライマックス

を迎えやっとアパートへの帰路につく。 

印象に残ったのは、誰もが見学できるスペースでガ

ラス張りの移動できる手術室で犬の避妊手術を見せ

ていたこと。私も以前に動物愛護センターで子供たち

の前で避妊・去勢手術のデモンストレーションを依頼

されたことがあったが、子供たちには生々しいとのこ

とで直前に中止になった経験がある。やはり日本とア

メリカでは考え方に大きな隔たりがあるのだと考え

させられた。 

 

2015.08.16 

 インディアナンポリス動物園のバックヤードツア

ーへ。昨日ほど歩く必要はないよと井上先生にからか

われながら園内を歩く。印象に残ったのはイルカショ

ー。人間とイルカの関係に重点を置き、派手なジャン

プや曲芸は無くイルカの身体能力を見せるためだけ

のジャンプをさせており、日本のイルカショーとは全

く異なった意味合いを持っているものであった。 

 

2015 08.17 

 本日はトンプソン先生の歯科処置を朝から見学。自

らもたまに歯科をやるので鎮痛法や手順など違いを

見つけながら過ごす。今日は学部長のリード先生とミ

ーティングがあるため井上先生に連れられ学部長室

へ。とても穏やかな方で自分の祖父と話をしているよ

うであった。日本とアメリカの教育方法の違いなどに

ついて 15 分ほど話して終了。本日から救急を見学さ

せてもらうことに。17 時のクリニカルローテーション

を終え救急のカンファレンスルームへ。部屋では救急

のブルックス先生とレジデント達がクイズ形式で治

療法などの確認を行っており、さすがにそのやり取り

が早くなにを言っているのか半分程度しか理解でき

なかった。そのうちに救急患者の来院を知らせる連絡

があり診察へ。恐らく熱中症を原因とする DIC を起

こした犬がやってきた。獣医師３人とレジデント、看

護師の大人数で一気に検査と治療を進めて行く。検査

の結果からやはり熱中症からショック状態に陥って

いる可能性が高いと判断し、飼い主と費用や治療にか

かる日数を相談。飼い主は高額な負担にも関わらず治
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療を選択し、血漿輸血などがどんどん進められていっ

た。その後は穏やかで虫に刺されて顔面が腫れた犬が

来院したのみであり、井上先生の奥様のステファニー

先生に暗くならないうちに帰るよう言われ９時前に

アパートへ戻る。帰る途中でマッドマッシュルームと

いうピザ屋で夕食。おすすめのピザはパイナップルが

のっており、最悪にまずかった。 

 

2015.08.18～19 

今日は副学部長のサリズバリー先生とミーティン

グ。１人で部屋を探し、秘書にアポイントがあること

を伝える。かなり挙動不審で怪しまれるも無事にミィ

ーテイングを開始。ホスピタリティへの感謝を伝え、

自分の将来的なビジョンや今後の国際交流について

意見を交換した。 

今日も救急にお世話になる。小坂が少し体調を崩し

たようなので井上先生に相談したところ、すぐに薬を

調達していただいた。今日は比較的軽症が多く、ステ

ファニー先生も気を遣っていただき、学生達は検眼鏡

の使い方などを実際に体験させていただいた。今晩も

９時前には帰路についた。明日はバーベキューがある

ので救急は本日まで。 

19 日スミスさんの秘書の旦那様がバーベキューマ

スターとのことで、近所の公園のバーベキューサイト

でバーベキューをご馳走になった。ハンバーガ―とホ

ットドック、豚肉を甘辛く味付けしたもの、スイカ、 

トウモロコシなど食べきれない量の食べ物があった。

そこでもメシック先生や旦那様のエドさん、緒形先生

らと楽しく交流することができた。余ったスイカは持

ち帰りスイカ割りをすることに。 

 

2015.08.20 

 現地に在住する日本人の飼う犬が開口困難となり

内科から相談を受けた井上先生が代わりに対応する

ことに。井上先生の隣でたまに出てこない日本語を追

加するしながら話を聞いてみる。恐らく咀嚼筋炎だろ

うが、現在服用しているステロイドの量では免疫抑制

には不足している様子。脳腫瘍の可能性も提示され、

飼い主は麻酔下での画像診断が必要かどうか悩んで

おり日本人の井上先生が麻酔科医としての立場から

アドバイスをしていた。 

本日は病院長とのミィーテイング。オフィスが違う

階にあるため迷いながらたどり着く。やはりここでも

交流の在り方や今後について意見を交換する。この日

の夕方はスミスさんとスイカ割り。スイカ割り用にバ

ットをオーダーしたがスミスさんはバットが無かっ

たと謎の剣を持ち出してきた。 

アパートの駐車場にスイカ、その周りに日本人、中

心には目隠しをされた黒人男性が剣を持ってスイカ 

に斬りかかる姿はさすがにシュールで周囲の関心を

引いていた。もしかしたら来年からスイカ割りがはや

るかもしれない。スイカを剣で２、３回突き刺した後、

スミスさんの奥様キャンディスさんお手製の美味し

いラザニアをご馳走になり、食後はウェストラファイ

エットの町に出て新入生歓迎イベントの見学に出か

けた。イベントは町を挙げて行われており、新入生た

ちのフレッシュなエネルギーに満ち溢れていた。 

 

2015.08.21 

 本日でクリニカルローテーションは最終日。朝一番

でアパートの宿泊費を支払い、その後病院へ。学生達

も顔なじみの学生や先生、スタッフなどが出てきて楽

しそうに実習をこなしていた。ここから更に時間をと

ることができればいいなと現実的ではない考えが頭

をよぎった。午後は Fare well party を開催していた

だいた。学部長の挨拶の後に修了証の授与。こちらか

らは稲野辺がスピーチを行った。パーティーの後村上

先生とケンちゃんで近所のバーに研修の打ち上げを

しに向かった。ここでも新学期ということもあり、フ

レッシュな新入生達の凄まじい熱気が溢れておりフ

レッシュではない我々はそれにやられ早々に退散し

た。そのあとはアパートでビールを飲みながら日本の

アニメやドラマ食べ物などとりとめのない話を夜遅

くまで続けた。 

 

2015.08.22 

 朝スミスさんに無理を言って大学のストアに買い

物に連れて行ってもらう。スーツケースをパンパンに

し空港へ。別れ際に井上先生、スミス夫妻に感謝の気

持ちを綴った T シャツをプレゼント。喜んでもらえた

ようでこちらもうれしかった。帰りはシカゴからの飛

行機は出発が２時間程度遅れたぐらいでトラブルな

く成田に到着した。同行教員としてもう少し色々して

あげられたらと反省することは多くありますが、我慢

してついてきてくれた学生の皆さんと楽しい思い出

を共有することができ感謝しています。この経験が皆

さんの今後の獣医としての将来のに役立つことを願

っています。ありがとう。 

 

おわりに 

このような機会をくださり、北里大学および Purdue

大学の皆様に心からの感謝を申し上げます。 

 また、北里大学の動物病院関係者には、長期間放れ

るにあたりご迷惑をおかけしたことにお礼申し上げ

ます。 
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understand my question and what I want to say, and you 
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study English. 

 

                               Jumpei Kosaka 

 

First of all, I want to say that this was the first time I 

went abroad. There were two reasons why I join this 

program. First, I wanted to know the difference between 

American veterinary medicine and Japanese one. Second, 

I just wanted to go abroad and to improve my English. 

Excitement and nervousness grew as the day I leave 

Japan draws near. I concerned that, could I make myself 

understood? Would the foods suit my taste? And so on. 

Actually, Every people tried to understand my English 

and I could enjoy talking in English. Almost all dishes 

were delicious (I didn’t like sausage that was too salty 

for me. On the other hand, I liked sweet snacks that we 

might not have in Japan). My anxiety was almost fading 

and I could enjoy staying America. 

There were a lot of difference between America and 

Japan.  

When it comes to the veterinary medicine at university, I 

was surprised that college students did a medical 

examination and talked with owners sometimes told the 

serious results. In Japan, we, as a student, are not 

allowed to treat pets before we get a veterinary license. 

So, that was very fresh that students were taking a blood 

from pets, taking an x-ray, giving an injection, especially 

talking with owners. Actually, I had known such a thing 

before I went to America, though, I was surprised and I 

admired them. I think there is heavier responsibility on 

American veterinary students than Japanese one. That is 

a little scary; however, I think such environment is really 

blessed. I couldn’t find the technical matters were 

different or not, I was glad to see many cases and 

treatment. I also glad that I could learn assertiveness. I 

was typical Japanese and I was not good at starting to 

talk to new people, however, I tried to ask doctor or 

students when I had a question and I could speak to 

people actively by degrees. I think this assertiveness will 

help me in my future. 

When it comes to people, I really liked the way people 

greeting. In Japan, we hardly say hello when we meet 

people who we don’t know, even if inside the university. 

On the other hand, American people say hello friendly to 

the one who they don’t know. I think this custom is good. 

I also felt American people spoke clearly. When they 

gave their opinion, they looked they talked with 

confidence. I respect the way they speak. I want to be 

able to speak with confidence, clearly.  I feel there are a 

lot of deference between America and Japan, and I like 

both of them.  This was the first time I feel the 

American custom, so I think there must be more 

interesting things that I don’t know yet. I had a great 

time in America and I’m looking forward to go there 
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 In August 10, we attended Hematology Microscopic 
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through a microscope. At night, we visited Dr. Joanne 

Messick’s house. We enjoyed her dishes. 

 In August 11, we listened to Dr. Steven Thompson 
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Presentation. At night, we visited Dr. Steven 

Thompson’s house. We ate dinner. 

 We had clinical rotation from August 12 to 21. I went 

to the Oncology from 12 to 15. First, they do an X-ray 

examination, ultrasonography and biopsy to identify 

what it is in cytology or histopathology. If it is local, 

they do surgical removal or radiation therapy. If it is 

systemic, they do chemotherapy. It was said that 

chemotherapy was done usually once a week or two 

weeks. I was surprised that students asked the owner and 

palpate. I attended the meeting that done before 

consultation. In Japan, it is said that the number of small 

dogs is larger than that of big dogs. So, I was surprised 

how many I saw big dogs, for example Rottweiler, Great 

Pyrenees. 

 In August 13, we took presentation about us. I was 

nervous because many people came to hear than I 

thought. I tried to speak loudly. 

 In the afternoon August 14, I took a look at the 

necropsy. It is so wide. I was very surprised to see the 

big bull over 1t. 

 In August 15 we went to the Indiana state fair and In 

August 16 we went to the Indiana zoo. In the Indiana 

state fair, I enjoyed eating good foods. In the zoo, we 

took a look at the backyard. It was first time to look at 

the rhinoceros and the elephant closely. I was moved to 

touch the rhinoceros. Its skin was hard like a wall. 

After August 17, I mainly went to the large animal clinic. 

I was surprised how many horses there were because In 

Japan the number of horses is small. I took a look at the 

operation of arthroscope, anesthesia and lameness test. 

I also took look at the emergency, rehabilitation and 

surgery operation. I was interested in rehabilitation. 

 I was glad to make myself understood. It was good 

experience to see the difference of veterinary care and 

academic system between Japan and America. I will 

make use of this experience. 

 

                                Yasuyo Sumi 

 

Thank you for all staff at Purdue University. I was 

meaningful to spend two weeks. My purpose of this 

overseas training was to see the state-of-the-art 

technology and to find the differences of veterinary 

medicine between the US and Japan. Due to your 

kindness, I could find some differences. I never forgot 

everything that I experienced for two weeks. 

Everyone, especially Will, Dr.Tomo and Dr.Murakami 

now care in private life as well as the university. 

I did not speak much in the study lack of English. I want 

to be able to speak English much better. So, I have 

continued to study English.  

In the future, I would like to visit to Purdue University 

again. 

 

                               Akinori Tauchi 

 

This time, I took part in this training to know the 

difference of veterinary medicine and education, culture 

between Japan and the United States. This is my first 

visit to the United States, so everything I saw was new 

and interesting to me.  The biggest difference in the 

field of veterinary medicine I thought that it is the 

system.  In Japan, I think that the assignment of the 

doctor and VT's work is uncertain, and the doctor 

perform a variety of treatment from small things to big 

things. In US, doctor and VT's work is classify clearly, 

and work that is responsible in each department has also 

been properly division. 

Because the doctor part is clear, I thought it able to 

extend the technique. 

I think that this is one of the reason of the fact that the 

United States is more advanced than Japan in veterinary 

medicine. 

In addition, the style of education is also quite different 

from the Japanese. The style that students act to learn 

independently is very impressive. Therefore, students 

have high motivation and will be able to learn more 

technique. 

It is difficult to change suddenly the system in Japan. 

But, because CBT and OSCE begins and varies little by 

little, I think it will become the better condition of 

veterinary medicine and education. 

In this stay in the United States, I was surprised because 

everything was large. For example, corn fields and 

soybean fields, home and car, and of course, food. 

Barbecue in the spacious garden was very fun, and it 

was also a little envious. 

I was surprised also that though the car is through a lot, 

lightning bug is flying and squirrels are a lot near the 

person. 

I was able to watch a lot of variety thing in Small 

Animal Community practices, large animal surgery, 

small animal internal medicine, small animal surgery, 

emergency, oncology, etc. As my expected, there were 

many large dogs in small animals, and in a large animal 

there were many horses. 

I’m very grateful to everyone that everyone gave 

kindness to me. I'm not good at English, but I was very 

glad that everyone teach many things to me politely. 

We were able to learn and feel a lot of things in the US 

this time. 

I would like to taking advantage of this experience to 

study and future. 

 

               Hitomi Shimizu 

 

First of all I sincerely thank you for your hospitality. In 

these 2 weeks we could spend very exciting days. And in 

this trip, we experienced meny things. The goal as a 

veterinarian is no different between Japan and United 

States.  But, the proicess to the goal has some kinds of 

difference especially in the teaching methods and 

treatment methods.  Further, it was very excited to have 
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opportunities meeting with many people not only in 

Purdue University but also the people living outside.  

They had many kinds of background, talking with them 

showed us a new point of view.  These difference we 

experienced will become our asset in the future.  At the 

end I really appreciate for your kindness and 

cooperation especially by Dr. Inoue, Mr. Smith and other 

faculty members.  We pray for everyone’s health and 

heartiness from Japan. 
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笠井 一人  Kazuhito Kasai 

 

【8 月 15 日(土)】(日本時間)13:30 成田国際空港の第

一ターミナルビルに集合。出発予定時刻までに円のド

ルへの換金(300＄換金した)を行い、また預ける荷物の

重さの計量などを行った。お土産物屋が多く、和風な

物が多く販売してあったので、ここでお土産を調達す

るのもありかもしれない。16:55 本来の予定時刻よ

りも 30 分遅れで出発。フライト時間は約 12 時間。参

加者全員が 3 列シートの真ん中の座席で、結構離れた

座席となった。真ん中の座席は足が伸ばしづらく、両

隣の乗客に気を遣わなければならず少し疲れた。機内

では映画や音楽の視聴が可能であるため、暇を持て余

すことはあまり無かった。本などを持ち込むのもあり

だが、機内が消灯している時間帯が長かったので座席

の位置によっては読めないかもしれない。機内のエア

コンは寒かったので薄い毛布が渡されたが冷え性の

人は上着を持って行った方が良いと思った。寝る際に

は首に巻きつけるタイプの空気で膨らむ枕が役立っ

た。用意していたアイマスクは機内でアイマスクが配

られた＆そもそも機内が暗いため使用せずに済んだ。

消灯時間が長いため、入国審査時に提出する書類は消

灯前に書くようにした方が良いと思う(筆記具を機内

に持ち込んでおくこと)。 

 

【8 月 15 日(土)】(アメリカ時間)15:30 アトランタ国

際空港に到着。入国審査などを行った。 

 17:00 鹿児島大学、山口大学の人たちとアトラン

タ国際空港で合流し 30 分程雑談した。 

 19:00 車で約１時間半かけて UGA ホテルに到着

した。チェックインをクレジットカードで済まして部

屋へ。 

 20:30  ホテルの中庭でピザをデリバリーして三大

学合同の夕食。この時間でもまだ外は少し明るい。自

己紹介などを行った。２時間程で解散して翌日に備え

た。 

   

【8 月 16 日(日)】 9 時よりホテル１階のレストラン

で朝食をとった。料理は典型的なアメリカの朝食であ

った。自分で好きな料理を選ぶことができたが種類が

少なく果物はあったが野菜はほぼ無かった。料理は味

が濃く喉が渇き、またあの料理の内容にしては割高の

印象を受けた。従って、翌日からはやむを得ない時以

外はレストランを使用せずにスーパーで買ってきた

物で朝食を取ろうと思った。 

 朝食後は北里のメンバーでホテルの車に送っても

らい植物園に行った。森の散策や空調の効いた室内で

の多種類の植物観察などができた。普段はまじまじと

植物を観察する機会は無いため、いい経験となった。

見終わった後はホテルの車に迎えに来てもらい、直接

ダウンタウンに送ってもらった。ダウンタウンには多

くのレストランやバーがあり今後とも時間があれば

食事などに出かける場所である。お昼時であったが朝

食が重かったためバーに入り飲み物だけ頼むことに

した。アルコールを頼んだ際に身分証明書の提示を求

められ、所持していなかった人はアルコールを購入き

なかったので身分証明書となるパスポートは必ず携

帯するようにした方が良い。帰りは歩いてホテルまで

帰ったがその所要時間は 30 分程度であり、決して歩

けない距離ではなかった。16 時からは三大学合同でホ

テルの車に送ってもらってスーパーに出かけた。食料

品から日用品まで揃うスーパーであり前述した朝食

や飲料水を買い込んだ。食糧を買い込んだのは良いが

食べるための箸やスプーン、フォークの類がホテルに

は無いのでこれらも購入することになった。箸などは

日本から持ってくるのがよさそうである。また、アメ

リカテイストの食料しか売ってないので鹿児島大学

の人のようにインスタントのみそ汁など日本食を持

ってくると良いと思った。晩ご飯は前述したダウンタ

ウンに歩いて向かってピザを食べた。店員に一応サイ

ズを確認して注文したものの日本ではまずありえな

い大きさ・厚さのピザが登場した。美味しかったもの

の食べるのにかなり苦労した。アメリカからの洗礼を

受けた気分だった。 

 

【8 月 17 日(月)】 10 時半にロビーに集合し VMC に

行った。到着すると教授たちと軽く挨拶をして、一緒

に昼食をとった。その後 VMC の見学を行った。VMC

は今年の 3 月に完成したばかりなのでとても綺麗で、

また規模もとても大きかった。個人的には大動物病院

の設備に驚いた。多くの枠場や馬房、運動用の馬場な

どが完備されているため多くの患畜を診る事ができ、

とても効率の良い診察・診療ができる体制でとても印

象深かった。VMC を見学した後はジョージア大学の

ロゴ入り白衣と水筒の贈り物を頂き、白衣を着用して

キャンパス内で記念撮影を行った。 

 14時頃にホテルに戻り徒歩で 15分ぐらいの場所に

あるブックストアに行った。ここでは T シャツやマグ

カップなど多くのジョージア大学グッズが購入でき

る。お土産を探す場所として重宝できそうな店だった。 

 17 時半からはジョージア大学の獣医学部生と一緒

にダウンタウンに晩ご飯を食べに行った。ピザやパス

タなどが食べられる店であり、味もなかなか美味しか

った。 

 ホテルに戻ったあと、近くの店まで歩いて買い物に

行ったが、帰りに大雨に遭ってしまった。40 分程度雨

宿りしたが全く止む気配が無く、結局ずぶ濡れになっ

てホテルに帰る羽目になった。急な雨に備えて折り畳

み傘を携帯するようにした方が良いと思った。 

 

【8 月 18 日(火)】 朝の 8 時 45 分にホテルのロビー

に集合して各研究室へ車で送ってもらった。自分は繁
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殖学研究室に行く予定であり、VMC に着いた後、学

生アンバサダーの人について繁殖学研究室に向かっ

た。しかし VMC 内を 30 分ほど徘徊しても何故かた

どり着かなかった。どうやら教授が見つからなくて探

し回ってくれていたようだが、偶然繁殖学研究室のテ

クニシャンの方と遭遇し、繁殖学研究室の教授が既に

農場に出かけて不在であることが判明して、急遽今日

は診断病理学研究室にお邪魔することになった。 

 診断病理学研究室では8畳ほどの部屋で血液学の講

義を受けた。資料などは配布されず部屋のモニターに

内容が映し出されて教授が説明していくスタイルだ

った。学生は 10 人ほどしかおらず教授と同じ机に座

り授業を受けて、パソコンを開いてノートを取ってい

た。教授は時折学生に質問し、学生は的確に答えてい

た。また、疑問点があるとすぐに教授に質問していた。

少人数で授業を受けてなおかつ教授と学生間で質疑

応答があり、とても効率的な授業スタイルであると感

じた。 

 午後は病理解剖の見学だった。解剖が始まる前に触

ったり写真を撮ったりはしないようにと念をおされ

た。患畜はイヌとアルパカだった。病理解剖棟は北里

のものより広く昇降式の台が 2、3 個あり、そこに患

畜をのせて解剖していた。台の大きさにも違いがあり

アルパカはウマが乗るようなサイズの台に載せて解

剖していた。天井からはホースが数本伸びていていつ

でも臓器などを洗浄できるつくりだった。とても効率

よく病理解剖ができる空間であった。イヌとアルパカ

を同時に解剖していたが、アルパカの解剖はなかなか

見る事ができないと思い、アルパカの解剖をメインに

見学した。アルパカの死因を尋ねたところ、数日前か

ら大学に来たが下痢がひどく肺にも病変があり酸素

吸入を行っていたが予後不良のため安楽殺にしたと

言っていた。イヌとアルパカの解剖は学生が行い、2

時間 30 分程で終了した。 

 夜は VMC に勤めてらっしゃる永田先生と奥さん、

娘さんと近くのステーキハウスに食事に行った。永田

先生に RIBEYE という部位がおすすめと言われたの

で、RIBEYE を注文。本場のステーキは肉厚でジュー

シーで美味しかった。また、個人的に永田先生に明日

繁殖学研究室に行くにあたって、何時にどこに行けば

良いのかを大学の先生伝いに聞いていただき本当に

助かった。 

 

【8 月 19 日(水)】 朝 8 時にホテル前まで繁殖学研究

室の Dr.Stawicki に迎えにきてもらい、VMC に向か

った。ジョージア大学の繁殖学研究室はウマとイヌを

主に扱っているようだった。VMC に着くと施設の案

内をしてもらった。診療室には枠場が４つあり、治療

や人工授精・胚移植を行うという話だった。その他、

擬雌台が備え付けられている精液採取所、精液の検査

をする部屋を見学させてもらった。午前中の診療でウ

マが 4 頭来た。子宮内洗浄や人工授精の処置が行われ

ていた。人工授精はシース管を膣内に挿入し一端から

シリンジに入った精液を注入していた。シリンジに入

った精液は 2本あり、合計 110ml程度注入していた。

午後は先ほど人工授精した精液の性状検査を行った。

本当は精子が生きた状態で検査を行いたかったよう

だが、顕微鏡の調子が悪く、染色して観察することに

なった。この染色は精子を染めるのではなく、背景を

黒色に染めて精子を白色に見えるようにする染色だ

った。先生は 100 匹の精子を観察し、80 匹以上の精

子が正常であれば妊娠が可能であると判断し、正常な

精子が 79 匹以下だったら妊娠する確率が低いと言っ

ていた。ここでいう正常な精子とは形態学的な異常が

無く活発に泳ぐ精子を指していた。また、5 億匹の精

子が妊娠には必要であるとも言っていた。今回の人工

授精に用いた精液は 115ml であり、精子数は機械で測

定すると約４３億匹で正常な精子は 80％だったので

約 35 億匹が正常な精子であり、5 億匹を大きく上回

っていたので多分妊娠するだろうとの事だった。 

夜は三大学全員で Terrapin という醸造所でビールを

飲んだ。12 ドル払うと 1 杯 6oz のビールが 6 杯飲む

ことができて、さらにオリジナルのグラスもついてく

る。ビールは７種類ぐらいから選べ、アルコール度数

や味が全然違うのでビール好きにはたまらない場所

であった。しかし、ソフトドリンクがウォーターサー

バーの水だけなので、ビールが苦手な人には若干きつ

い場所かもしれなかった。また、食事は出ないので事

前に何か食べてから行くか、スナック類を持っていく

のが良いと思った。 

 

【8 月 20 日(木)】 昨日と同様、朝の 8 時にホテル前

まで Dr.Stawicki に迎えに来てもらい VMC へ向かっ

た。朝のミーティングが終了するまで売店の前で 30

分程先生を待った。ミーティング後は、昨日診たウマ

の子宮洗浄と薬剤注入を行った。その後、往診車に乗

って 30 分程かけて農場まで往診に行った。農場は日

本ではなかなか無い程の広大な敷地を有しており、そ

の敷地内でウマが放牧されており牧場の人がウマを

捕まえに行き、連れてきて診療するというスタイルだ

った。直腸検査とエコー検査を主に行ったが、処置中

も農場の人が引手を持っているだけであり枠場への

繋留は無かった。エコー検査を行った際に１頭のウマ

の子宮内に浮腫が見つかり、後々水がたまる原因にな

るということでオキシトシンを筋注して子宮を収縮

させて排泄させる処置を行っていた。5 頭ほどのウマ

の直腸検査とエコー検査を終了すると VMC に戻った。

午後は診療がなく、Dr.Stawicki はカルテの処理や電

話の対応に忙しそうであった。この間は研究室で単語

の勉強などを行った。 

 ホテルに戻ってからは、TJ マートという場所に買

い物に行った。ここはいくつかの店が複合した施設で

あり、食料品や日用雑貨、靴、化粧品などを購入する

事ができた。また、ファストフード店も併設されてお

り晩ご飯を食べた。その後、ダウンタウンにあるジョ

ージアシアターの屋上のバーに向かい 2時間程度お酒
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を飲んだ。ビールやカクテル、サンドウィッチなどの

軽食が売られており気軽にお酒を飲める場所である。

静かに飲むバーというよりも、大勢で騒ぎながら飲む

ような場所であり楽しかった。 

 

【8 月 21 日(金)】 今日はアトランタのコカコーラ記

念館と CNN へ観光に行った。朝の 8 時 15 分にホテ

ルを出発し、途中ファストフード店で朝食を購入して

車で１時間半程かけてアトランタに向かった。最初に

コカコーラ記念館に行った。記念館といってもただ単

に展示物を見るだけではなく、4D シアターなどの体

験する施設、コカコーラカンパニーが世界各国で販売

する 100 種類以上の飲料を試飲できるコーナーなど

があり、飽きることは無かった。個人的にサービス精

神が旺盛なマスコットキャラクターとの記念撮影が

印象深かった。記念館の出口付近にはグッズの販売コ

ーナーがあり、多くの商品があり目移りしてしまった。

ここで時間を多く費やすことになると思うので計画

的に記念館内を周るのが良いと思う。 

 その後アメリカのニュース専門放送局である CNN

に徒歩で向かった。ここでは施設見学などはせずに、

昼食をとるだけであった。建物内には手軽に食べられ

るバーガーショップやイタリア料理屋、スターバック

スなど様々な店舗があった。施設見学は無かったもの

の、CNN の建物はとても大きく吹き抜けになってい

たので、目を見張るものがあった。さらに、CNN グ

ッズを販売しているコーナーもあったので十分に楽

しめる場所であった。 

 ホテルに戻った後は、予定されていた学生アンバサ

ダーとのカラオケ大会が中止になったため、急遽、学

生アンバサダーたちとメキシコ料理屋に行くことに

なった。訪れたメキシコ料理屋では注文した料理が出

てくる前に無料のチップスが出てきて、それをトマト

ベースのソースやチーズソースにつけて食べるとと

ても美味しかった。タコスやブリトー等のメキシコ料

理を堪能できた。 

 

【8 月 22 日(土)】 今日は 1 日何の予定もない日だっ

た。午前中に近くのスーパーまで車で送ってもらい食

料品やお土産などを購入した。 

 午後の 2 時過ぎからは、以前に学生アンバサダーの

方に誘われていたプールパーティーに参加した。プー

ルといっても、ビニール製のウォータースライダーを

膨らまして楽しむというものだったが、多くの学生が

参加しており盛り上がっていた。また、無料でビール

が飲めたり焼きたてのチキンやスナックを食べるこ

ともできた。室内にはダーツやビリヤード台もあるの

で、外で遊び疲れたら利用して休憩するのもいいかも

しれないと思った。解散は自由だったので７時頃にホ

テルに戻った。それから数人でホテル近くの

SUBWAY に晩ご飯を食べに行った。歩いて行ける範

囲内にキューバ料理屋などもあり、時間があれば開拓

してみるのも面白いかもしれない。 

【8 月 23 日(日)】 午前中はブックストアにお土産な

どの買い物に行った。以前にも記述したが T シャツや

マグカップなど様々な商品がブクストアには販売さ

れており、何を購入するのかを決めるのがなかなか難

しい場所だった。昼食はブックストア近くの学生でな

くても利用する事ができるビュッフェスタイルの学

食でとった。学食内は多くの学生でとても賑やかだっ

た。この学食の料金は１１ドルちょっとであり、作り

たてのハンバーガーやワッフル、サラダやフルーツな

ど様々な種類の料理を食べる事ができた。味の方もな

かなか美味しかった。 

 午後は免疫学の先生である Dr.Gogal のご厚意で、

先生のご自宅でパーティーを開いていただいた。 

先生のご自宅には日本の国旗とアメリカの国旗が掲

げられてあり、先生の人柄が伺いしれた。先生の 

ご自宅は自分が想像していた典型的なアメリカの家

であり、大きな家には広い芝生とプール、バレーコー

トがあった。プールとバレーコートで思う存分はしゃ

ぎ、先生の奥さんの手料理を頂きながらお酒もいただ

くというとても楽しいひと時を過ごした。 

 

【8 月 24 日(月)】 今日からクリニカルローテーショ

ンが再開した。自分は今週も繁殖学研究室にお邪魔す

る予定である。午前中は 20 日に訪れた農場へ往診に

行った。直腸検査やエコー診断が主な診療内容だった。

VMC に戻ってからウマの人工授精を見学した。人工

授精前にはキシラジンを投与して鎮静をかけていた。

今回は凍結精液を用いての人工授精であり、ストロー

2 本分の精液を注入していた。ストローは 38℃のお湯

に 30 秒漬けて融解すると教えてもらった。 

 午後はショーのチャンピオン犬の精液採取を見学

させてもらった。イヌの精液は用手法で採取して 

いた。初めは精液採取を行った部屋には雄イヌしかお

らず、なかなか精液採取が上手くいかなかったが、オ

ーナーさんが雌イヌを連れてくると上手く精液採取

ができていた。採取した精液の精子数測定の方法には

精子の持つ DNA を調べて算出するものと吸光度で計

測するタイプがあった。前者は正確に計測できるが赤

血球や白血球が混入すると余分な DNA が混入するこ

ととなり正確な値が出なくなる、また１回あたりの測

定に用いるキットが高価だと言っていた。後者は正確

性が低いと言っていた。イヌの精子は緩衝液を毎日替

えると２週間は生存すると教えてもらい驚いた。 

 晩ご飯は永田先生のお誘いにより以前に訪れたス

テーキハウスへ行き、再び本場のステーキを堪能した。

やはり本場のステーキは美味しかった。 

 

【8 月 25 日(火)】 朝の 8 時に Dr.Stawicki に迎えに

来てもらい VMC へ向かった。午前中は繁殖検診に訪

れたウマの検診と、ウマの精液採取を行った。精液採

取は擬牝台と人工膣を用いての横取り法であった。ウ

マの精液採取を行う部屋はとても広く、仮に興奮して

暴れているウマが来ても引き運動をして落ち着かせ
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られるような広さだった。擬牝台は昇降式であり様々

な大きさのウマに対応できるようになっていた。雄ウ

マの下腹部に触れる擬牝台の箇所にはビニールシー

トのようなものを巻き、そこに雌の匂いを付着させて

いた。雄ウマは匂いを嗅いでフレーメンしていた。ま

た、このシートは感染症の伝播を防ぐためにウマ 1 頭

１頭で交換すると言っていた。精液採取前には陰茎を

お湯で洗っていた。水で洗ってしまうと陰茎が引っ込

んでしまい、石鹸で洗うと精子が死滅してしまうと言

っていた。ウマの精液採取は 2 回行われたが、これは

1 回目の精液採取では死滅した精子の割合が多いから

であるとの説明をしてもらった。 

 午後はいつもの農場へ往診に向かった。エコー検査

による排卵確認などが主な診療内容であったが、外陰

部の縫合なども行っていた。 

 今日の晩ご飯は大学の先生のお宅でパーティーの

予定だったが、先生の子供の体調がすぐれないとの事

で学生と一緒に大学のラウンジでの食事となった。日

本語を教えたりして楽しい時間を過ごした。 

 

【8 月 26 日(水)】 今日も繁殖学研究室に訪れたが、

今日の患畜はプロジェステロン濃度の測定に来たイ

ヌ一頭だけだった。午前中でプロジェステロン測定は

終了したため、昼ご飯は VMC 近くの HIBACHI とい

うビュッフェスタイルの中華・日本食レストランに行

った。寿司や炒飯など日本人にお馴染みの料理が多く

て気に入った。 

 晩ご飯は学生アンバサダーの人たちとハンバーガ

ーショップに行った。ファストフード店で食べるハン

バーガーよりもボリュームもありとても美味しく、本

場のハンバーガーを堪能する事ができた。 

 

【8 月 27 日(木)】 今日はクリニカルローテーション

の最終日。いつも通り、Dr. Stawicki にホテル前まで

迎えに来てもらい VMC へ向かった。午前中は農場に

往診に行き、エコー検査による卵胞の確認などを行っ

た。午後にはウマの精液採取とイヌの精液採取及び人

工授精を見学した。精液採取したウマは 2 日前に見た

ウマよりも気性が荒くとてもあらぶっており、後肢 2

本で何度も立ち上がり精液採取に苦労していた。精液

採取したイヌは３日前に来たイヌだった。この日は最

初から人工授精させるための雌イヌが来ており、割と

スムーズに精液採取ができていた。採取した精液はす

ぐに人工授精に用いられた。教科書には確か人工授精

させた後は雌イヌの後肢を持ち上げて精液の逆流を

防ぐと記載されていたが、後肢を持ち上げることは無

く 2～3 分間外陰部を手で閉じて逆流を防いでいた。 

 夜は Dr.Cornell のご自宅でパーティーだった。先

生のご自宅は別荘のような贅沢な造りでとてもくつ

ろげた。永田先生ご夫妻もパーティーに参加されてお

り、美味しいご飯を頂きながら話をする事ができとて

も有意義な時間を過ごせた。 

【8 月 28 日(金)】 朝の 8 時に集合しホテルをチェッ

クアウトした。その後アトランタに向かいジョージア

アクアリウムに行った。この水族館にはジンベイザメ

やベルーガ、アルビノのワニなどが飼育されていた。

イルカのショーを見たかったが、時間が合わず見られ

なくて残念であった。昼食は CNN の 1 階で食べた。

昼食後は 3大学がそれぞれアトランタで宿泊するホテ

ルに向かいお別れした。2 週間という短い期間ではあ

ったが、やはり一緒に過ごしたので名残惜しかった。

北里大学勢は空港近くのホテルに宿泊した。ホテルの

周辺にはファストフード店ぐらいしかなく、晩ご飯は

ホテル前のファミレスで済ませた。今回のホテルには

ベッドが２つありぐっすり眠れた。 

 

【8 月 28 日(土)】 ホテルをチェックアウトして空港

へ向かった。空港ではそれぞれが２週間でお土産をた

くさん買い込んでいるので、スーツケースの重量を計

測し重量オーバーした人のお土産を重量オーバーし

ていない人のスーツケースに移して重量を調節した。

全員が無事に重量制限をクリアできた。出発まで時間

があったので空港内をぶらついて時間をつぶした。そ

して、いよいよ出発の時間が来た。ゲートの入り口に

は日本人が多く何ともいえない安心感があった。帰り

のフライトは約 13 時間だった。昼間に出発したため

機内であまり眠たくならず、ずっと映画を観て過ごし

た。機内は行きの時と同様消灯時間が長かったが、窓

から漏れる日が沈むことなく昇ったままで不思議な

感覚であった。13 時間後、無事に成田空港に到着した。

日本語表記の看板が目に入り、日本語の案内が聞こえ

てくると改めて日本に帰ってきたのだと実感した。最

後に全員で記念写真を撮って解散となった。 

 

【総括】2 週間という短い期間ではありましたが、獣

医学の先進国であるアメリカで実際に診療の見学を

する事ができてとても貴重な体験ができました。こう

いった機会はそうあるものではないので今回のアメ

リカ研修は自分にとって忘れられない２週間になり

ました。また、今回のアメリカ研修が初海外であった

自分にとって、勉強だけではなく異文化に触れられた

こともまた貴重な体験となりました。 

 以上、2 週間の出来事をまとめてみましたが、アメ

リカ研修の魅力を文章で伝えるには限界があります。

在学生のみなさん、アメリカ研修に行くかどうか迷っ

ているなら是非行ってください。実際に現地に行かな

ければわからない事がたくさんあります。五感をフル

活用してそれぞれがそれぞれのアメリカを感じ取っ

てください。受験生の皆さん、北里大学のアメリカ研

修に興味を持たれましたら、是非北里大学へお越しく

ださい。 
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【8 月 15 日(土)】 人生初の海外渡航ということで、

持ち物の準備に右横左横しつつ出発の朝を迎えた。成

田空港で北里大学の皆と合流後、あちらへのお土産と

して日本のお菓子を購入し、無事に搭乗の手続きを済

ませた。飛行機に搭乗すると、両隣席が外国人の方で、

また周りを見渡しても外国人であることに若干委縮

しつつも、今までの環境とは違った雰囲気を感じ始め、

これからアメリカへ行くという実感が強くなってい

った。飛行機内では、慣れない環境に緊張していたた

めか上手く寝付けなく、映画を鑑賞したり、英会話の

本を読みながら時間を潰した。また、飛行機内が思い

のほか寒く、毛布を被ってやり過ごした。アトランタ

空港へ到着し、最初の難関だと思っていた入国審査と

税関も無事に通り抜けて、鹿児島大学・山口大学の方

達と合流した。空港から大学敷地内のホテルへ向かう

途中、車が右車線を走行していることに違和感を感じ

つつも、風景自体は十和田のように樹木が多くのどか

な感じで、また走っている車の多くが日本車であるこ

とに親近感を感じた。ホテルに到着し、チェックイン

を済ませた後、ジョージア大学のコーディネーターの

方が用意してくれたピザを食べつつ、3 大学の初顔合

わせということで自己紹介などをして簡単なパーテ

ィを開いた。ホテルに着いたのが 19：00 過ぎであり、

時差ボケな感もあってパーティ後は少しホテル内を

探索してすぐに就寝してしまった。 

 

【8 月 16 日(日)】 起床後、朝食をホテルのカフェで

済ませ、午前中はホテルからシャトルバスで 15 分ぐ

らいの所にある植物園を散策した。外の気温が暑くな

っていったため、植物園内で涼しんだ。散策後はダウ

ンタウンを散歩しつつアメリカのショッピングを楽

しみ、また緊張しながらも、英語で店員と注文のやり

取りができていることに嬉しさを感じ、アメリカに来

たんだ！という実感が強くなった。その後は Pubrix

というスーパーに行き、ホテル内で食べる食料を調達

した。日本の食料品と比較すると、アメリカの食料品

はスケールが大きく、また見るからにとても甘そうな

商品が多かった。夕飯を食べにダウンタウンに向かう

途中、ジョージア大学内で新入生の歓迎パーティが開

催されているらしく、沢山の学生達が道路で賑わい、

またその多くがジョージア大学のテーマカラーであ

る黒または赤色の T シャツを着ていた。夕飯はピザを

食べたのだが、そのサイズが日本では見たことが無い

ほど大きく、日本とアメリカでは同価格でも倍以上違

っていると思った。大きさだけでなく味もとても美味

しかった。スーパーに引き続き、アメリカのスケール

の大きさを思い知った。 

 

【8 月 17 日(月)】 朝食後、シャトルバスで VMC

（Veterinary Medical Center）へ向かった。VMC は

新設されたばかりの建物であり、外観はとても綺麗で、

建物内は新鮮な匂いが漂っていた。事務員や先生方の

自己紹介と共に昼食を取った後、施設内を見学した。

施設にある構造や設備などを見学し、説明を受けてま

ず感じたことは、アメリカの大学では専門医制が確立

されていて、病院内では区画ごとに診療科が存在し、

そこで多くの女性スタッフが診療を行っていること

に驚いた。また、大動物の施設では、アメリカでは馬

をペットとして飼っているために馬の施設が充実し

ていて、施設の規模の違いや北里大学の施設では見た

ことのない設備を見られたこと、換気が整っているた

めに施設内が全く匂わないことに感動した。白衣や水

筒などの大学のグッズを頂き、ジョージア大学のマス

コット犬である Uga の前で記念撮影をした。ホテル

に戻った後は、大学内にある Bookshop で大学のグッ

ズを買った。夕飯は大学のアンバサダーの方と共にダ

ウンタウンへ行き、アメリカの大学生活や獣医の教育

について話を聞いた。アメリカの獣医学部の授業料は

日本の私立と同等かまたはそれ以上かかることを初

めて知り驚いた。今回席で一緒に話をした女性の方は、

実家に馬を 6 頭買飼っていて、広大な私有地で馬に乗

っている写真を見せてもらった。また、日本犬、特に

柴犬が好きだったみたいで、実家で飼っている黒柴の

写真を見せるととても喜んでくれた。 

 

【8 月 18 日(火)】 今日からクリニカルロケーション

の開始となり、１日目と２日目は Diagnostic 

Pathology を見学した。研究室に入ると、オリエンテ

ーションが行われ、各学生が自己紹介と共に今後の予

定について語り、自分もその後に自己紹介をし、日本

のお土産を渡した。その後は、研究室で勉強会が始ま

り、Hematology（血液学）の講義を受けた。講義中

には先生が何度も質問を学生に投げかけ、それに対し

て学生も討論をしていることに、日本の講義との質の

違いを感じた。講義の内容自体は、日本で５年生まで

に学んできた内容と重なる部分が多かったため、自分

の乏しいリスニング力でも、先生が話している内容を

推察しやすかった。昼食を取った後は、病理解剖を行

うために大学のシャトルバスを利用して VMC から少

し離れた旧校舎へ移動した。午後は過去に解剖した症

例について、担当の学生が所見を述べて、それに対し

て先生が補足しつつ説明していた。その後、スクラブ

に着替え、新しくきた患畜の病理解剖を始めた。犬と

アルパカの解剖であったため、なかなか見られないア

ルパカの解剖を中心に見た。臨床徴候に下痢と胸水の

貯留が見られたため、胃壁が肥厚し粘膜が赤く腫れて

いて、また心臓では線維化が起きていた。解剖は学生

が主体となって行い、解剖をしつつ病変の部位につい

て親切に説明してくれた。夕飯は病院の放射線治療科

の永田先生と共にステーキのチェーン店である

LongHorn で食べた。そこのリブアイステーキ（11

オンス）はボリュームがあり、今まで食べたステーキ
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の中で最も美味しかった。 

【8 月 19 日(水)】 クリニカルロケーションの 2 日目

は昨日と同じく Diagnostic Pathology を見学した。午

前は血液塗抹標本を用いて前日学んだ血球の形態を

観察した。その後、実際に血液塗抹標本の作成する上

で、大学の実習で何度も作成したことがあるので、綺

麗に作成できたことを先生に褒められたことが嬉し

かった。２人１組で塗抹標本の血球数をカウントする

作業では、昨日から親しくなった学生と共に話をしな

がら作業をした。午後は前日に解剖した犬とアルパカ

について学生が説明した後に、ウサギを病理解剖した。

実習が終わり帰ろうとした時に、先生から「サヨナラ

ー」と言われ、自分も反射的に「サヨナラー」と返し

てしまい、研究室の皆に感謝しつつ別れた。夜はビー

ル醸造所の Tearapin でビールの飲んだのだが、３杯

飲んだあたり意識が朦朧とし、ふらふらしながらビー

ル工場を見学ツアーに参加したため、内容は全然頭に

入ってこなかった。 

 

【8 月 20 日(木)】 クリニカルロケーションの 3 日目

は CPC（Community Practice Clinic）を見学した。

CPC は主に一般診療を行う科であり、避妊や去勢、歯

や爪の治療を行っているようで、病院に到着すると、

ドッグファイトによって欠けた歯のかけらを取り除

いて、歯肉を縫い合わせている最中であった。スケー

リングやポリッシングなどの手技は大学の講義で受

けたことはあるが、実際に治療を見るのは初めてであ

ったので新鮮であった。歯一本ごとに角度を変えてレ

ントゲンを撮っていて、じっくりと見ることができた。

歯の治療は麻酔をかけて行っているため、治療費は去

勢や避妊とほぼ同じ値段であることに驚いた。その後、

5 か月齢のミックス犬の避妊手術を見学させてもらっ

た。学生が術者として手術を行い、先生は助手として

自らは手を出さず学生に一対一で丁寧に指導してい

た。ホテルに戻ったらショッピングに出掛け、その帰

りにダウンタウンのジョージアシアターの屋上でビ

ールを飲みつつ、鹿児島大学の学生と国立と私立大学

の獣医学教育の違いや研究室の話題で盛り上がった。 

 

【8 月 21 日(金)】 今日はアトランタにある World of 

Coke（ワールド・オブ・コカコーラ博物館）へ行った。

ホテルからアトランタ市街へは車で１時間半程であ

り、市街に近づくにつれて高層の建物が多くなり、大

学近くのアセンズとはまた違った風景であった。博物

館内ではコカ・コーラの歴史を知ることができ、シア

ターはとても感動した。試飲ブースでは 100 種類以上

の世界中のコカ・コーラ社の製品を飲むことができた。

因みに、日本の飲料は「ベジータベータ」という飲み

物であったのだが、何とも言えぬ味であった。その後

は、博物館から歩いて 10 分ほどの所にある CNN に

移動し昼食を取った。ホテルに帰った後は、アンバサ

ダ－の学生と共にメキシカン料理屋へ行った。   

 

【8 月 22 日(土)】 今日はフリー日であったため、午

前中はショッピングに出掛け、1 週間分の食料と日本

へのお土産を調達した。午後はホテル近くの家で学生

が催すパーティ－に招待されていたので参加した。到

着すると、庭には横に滑ることができるスライダーで

楽しむ水着姿の学生やテラスで楽しんでいる学生が

約 30 人ほどいた。カップに入っているビールを飲み

干し、そのカップをひっくり返してリレー形式で競争

するゲームに混ざってアメリカの学生と楽しんだ。そ

の後はダーツやビリヤードを楽しみつつ、山のように

積まれたピザを頬張りながら周辺をぶらぶらしつつ

ホテルへ徒歩で戻った。 

 

【8 月 23 日(日)】 今日もフリー日であったため、午

前中は大学内を散歩しつつBookshopでお土産を買い、

学生の多くが利用している食堂で昼食を取った。この

食堂は外部の者でも 11 ドル払えば利用可能であり、1

階と 2階にわたってビュッフェ形式で様々なメニュー

があった。午後は Dr.Gogal 宅へ招待された。庭はプ

ールとバレーができるほど敷地が大きく驚いた。バレ

ーでは先生や家内の方と白熱した戦いを楽しんだ。プ

ールを楽しんだ後に、Gogal 先生の趣味である鉄道の

模型や工房の部屋を見せて頂いた。アメリカでは、教

授になるとこんな豪邸を持てるのかと尊敬してしま

った。 

 

【8 月 24 日(月)】 昨日のバレーを張り切りすぎたせ

いによる筋肉痛に耐えながら、クリニカルロケーショ

ンの 4 日目を迎えた。午前中は病院内にある

Pharmacy の見学をした。ここでは各診療科で診察を

受けた患畜のデータが PC 上に送られてきて、そのデ

ータを基に使用する薬とその用途、使用方法を明記し

た書類を作成していた。そして、薬を調剤して専用の

ボトルに入れ、それを薬局の窓口に置いておくことで

各々の科の担当者が受け取りにくるというシステム

であった。午後は、男性の薬剤師が薬局内を案内して

くれて、薬の種類や用途によってボックスの色や保存

する場所が違うことや各々の薬の用途について説明

してくれた。その後、永田先生の誘いで放射線治療科

へ行き、先生の仕事のことや線形加速器などの放射線

治療に関わる器具やその治療方法などの説明を受け

た。永田先生と共に各診療科を見学しつつ、Oncology

ではテクニシャンの方が抗がん剤であるビンクリス

チンを投与する過程を見せてもらった。次に Exotic

を見に行くと、亀の甲羅を四角形にセメントで固めて

いる作業をしていた。また、タイハクオウムもいて、

肢が外側に広がってしまい戻らなくなってしまった

のを矯正して歩かせようと学生達が様々な工夫を凝

らしていた。夕飯は皆の希望もあり LongHorn（2 度

目）で食べた。以前と同様にサイドメニューを変えて

リブアイステーキを頼んだ。 

 

【8 月 25 日(火)】 クリニカルロケーションの 5 日目
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は Exotic を主に見学した。日本ではなかなかエキゾ

チック動物と接する機会が無かったので、クリニカル

ロケーションの後半は Exotic を中心に見学しようと

決めていた。エキゾチック動物の治療は多種多様であ

り、ミーティング中にネットで動物について調べなが

ら治療方針を討論していたのが印象的であった。ミー

ティング後に、リスの赤ちゃんへミルクをあげたのだ

が、手の平に収まってしまうぐらいの小ささでまだ眼

も開いておらず可愛かった。その後は雌鹿の超音波検

査や膀胱穿刺による採尿検査、膣への内視鏡検査を行

った。昼食は永田先生に連れられてメキシカンのお店

へ行き、その後は Exotic へ戻り、アヒルのレントゲ

ン写真などを見せてもらった。夕飯はアンバサダーの

学生と VMC の校舎内で食事を楽しんだ。友達がアメ

リカの学生に変な日本語を吹き込んで、その言葉を連

呼していたのが面白かった。 

 

【8 月 26 日(水)】 クリニカルロケーションの 6 日目

も Exotic を見学した。嘔吐を主訴とした Capuchin 

monkey（オマキザル）が来院したが、暴れていたた

めに明日検査することとなった。片眼を損傷した

Sugar glider（フクロモモンガ）の再検査、額に小さ

な瘤ができたカメレオンのレントゲン検査を行った。

カメレオンを間近で観察していたのだが、そのゆった

りとした仕草に心が癒された。レントゲンの検査の結

果、問題が無かったので飼い主さんに戻されたのだが、

先生がオーナーに説明している間中、オーナーの肩に

居座り続けているカメレオンがとてもユニークであ

った。Exotic に患畜が来てない時は、近くの

Emergency and Critical Care に見学に行った。１週

間前に尿道閉塞の手術を受けた猫が、今朝方後肢を引

きずるようになったということでオーナーが連れて

きていて、フロセミドを投与していた。話を聞くと、

尿毒症に加えて心臓疾患も併発しているとのことだ

った。一緒にいた鹿児島の学生は１週間前の姿を見て

おり、その猫の姿を変わり様に驚いていた。１時間ほ

どExoticに行った後にEmergency and Critical Care

に戻ると、その猫の姿は無く、オーナーの意向により

安楽死させたとのことだった。また、少し前に亡くな

った犬の姿もあり、すぐ近くではテクニシャンの方が

粘土版でその犬の足形を作成していた。ジョージア大

学では亡くなった患畜の足形をオーナーへプレゼン

トをしている話を聞いて感動した。夕飯はアンバサバ

ーの学生と病院近くにある Bar で食事をした。 

 

【8 月 27 日(木)】 クリニカルロケーションの最終日

の午前中は Exotic を見学した。昨日来院したサルの

検査の準備がすでに始まっていたが、感染の危険があ

るため部屋の外から見学することとなり、途中からは

見学も難しくなったため他の診療科を見て回った。昼

食は永田先生と一緒にタイ料理屋で辛いグリーンカ

レーを食べ、その後は本屋さんに寄った。本を購入し

なくても自由に読んで良いとのことだったので、スタ

ーバックスでコーヒーを飲みながら読書をした。病院

に戻った後は Pharmacy の先生と出会い、今日が最後

ということでお土産を渡すはずが逆にお土産を頂い

てしまった。机の引き出しには沢山のお菓子が詰まっ

ていて、日本に帰ったら自分もしてみようかなと考え

てしまった。夕飯は Dr.Cornell 宅へ招待され、浴衣

や甚兵衛姿の皆と記念撮影をした。一緒にいらっしゃ

った永田先生には将来について色々相談に乗っても

らった。 

 

【8月 28日(金)】 ホテルのチェックアウトを済ませ、

朝食を取った後、2 週間弱過ごした大学の風景を見な

がら Georgia Aquarium（ジョージア水族館）のある

アトランタへ向かった。Georgia Aquarium はコカコ

ーラ博物館の目の前にあり、イルカショーが時間の都

合上見られなかったことは残念であるが、ジンベエザ

メの迫力などを楽しんだ。昼食は CNN で取り、その

後は鹿児島大学・山口大学と別れて空港近くのホテル

に向かった。空港近くのホテルはアトランタのような

市街地とは違い、またアセンズのような気軽に外を散

歩できるような雰囲気ではなかったので、夜は北里の

学生と一緒にアメリカ生活最後の夜を楽しんだ。 

 

【8 月 29 日(土)】 日本への出発の準備をし、朝食と

ホテルのチェックアウトを済ませ、アトランタ空港へ

向かった。飛行機内では日本人が多く、これから日本

に帰るんだなという実感が沸いてきて、日本に帰れる

嬉しさもあったが、アメリカでの生活の思い出を振り

返りながら充実した気持ちで（余計に増加した体重と

共に！）、帰国した。日本に到着、、皆と解散し、帰

国後数日間は時差ボケで苦労した。 

 

【総括】 今回の 2 週間の研修を通じて様々な貴重な

経験が得られた。日本とアメリカでの獣医学の違いを

知ることが目的の 1 つであったが、アメリカの専門医

制や施設や設備の規模の大きさ、獣医学教育の質の高

さを感じた。日本では、先生が問診を取り、検査を行

っていくことが普通であるが、アメリカの教育では、

学生が問診を取り、身体検査をし、検査を考え、その

判断に対して先生が補足や訂正を行うスタンスであ

った。また、ゼミでは学生に質問を学生に投げかけ、

積極的に討論を行っていることに日本との教育の違

いを感じた。 

 生活面では、道端やお店で出会った初対面の方でも

私達日本人に対して優しく接してくれた。日本にはチ

ップという習慣が無かったり、他にもマナーの違いな

どで最初は戸惑うこともあったが、それはそれで良い

体験であった。心配していた英会話の面でも、私の乏

しい英単語をあちらの方が精一杯くみ取ってくれる

ため、それなりになんとかなった。それでも留学前に

もっと勉強しておけば、表面的な会話だけでなく、さ

らに踏み込んだ質問や会話ができたのではないかと

反省している。 
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 2 週間という短い時間ではあったが、本当に充実し

た研修であった。今回の研修に関わった全ての人達に

お礼を申し上げます。 

 

▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼ 

 

齋藤 大士  Takaaki Saito 

 

【8 月 15 日(土)】 日本時間 13:30 に成田空港北ウイ

ングに集合。16:00 に搭乗するまでお土産を買うなど

して時間を潰した。16:50 頃デルタ航空アトランタ行

きにて出国。飛行機の座席がすでに予約がいっぱいで

真ん中の席しか空いておらず、トイレに立つ時などに

苦労した。機内では出国から約 2 時間後、5 時間後そ

して 9 時間後にそれぞれ機内食が出てきたが、正直出

しすぎだと感じた。現地時間 16:30 にアトランタに到

着した。入国審査を終えた後ロビーで鹿児島大学、山

口大学のメンバーらと初顔合わせを行った。学生アン

バサダー達に迎えに来てもらい、ジョージア大学へ向

かった。ホテルでは 2 人部屋にもかかわらずベッドが

1 つしかないというトラブルはあったが無事チェック

インすることができた。その後、アンバサダー達と予

定の確認等を行い、21:00 頃に鹿児島、山口大学と集

まり夕食をとりながら自己紹介を行った。 

 

【8 月 16 日(日)】 6:00 に起床し、相部屋の柴田君と

朝の Athens を 2 時間程散策した。散策中、通勤中の

おじさんに手を振って挨拶をしたら手を振り返して

もらえ、日本ではあり得ないなとアメリカ人のフレン

ドリーさに驚かされた。が、ランニング中の人たちは

挨拶してくれなかったので。散策は UGA の周辺のみ

だったのだが、予想以上に範囲が広く、施設も多かっ

た。Univercity of Georgia Veterinary Medicine、

Georgia Museum of Art 、 Georgia Museum of 

Natural History、Sanford Stadium、Foley Field、

Stegeman Coliseum などを見て回った。陸上競技場

には過去に競技場で行われたオリンピックが記録さ

れており、歴史を感じた。Stegeman Coliseum の前

にもアトランタオリンピックの時のモニュメントが

あり、英語、日本語、中国語、アラビア語などで「お

それ、くるしみ、あい、しょうり、よろこび」と書い

てあった。日曜日ということもあってか礼拝をしに教

会へいく人も見られた。 

 朝食をホテルのレストランで食べた後、10:00 頃に

シャトルバスを予約して Botanical Garden を観光し

た。アメリカではこういった植物に囲まれたところが

少ないのか人気のスポットのようで、多くの観光客が

訪れていた。館内は熱帯植物が展示されていた。敷地

内に何故か鳥居があったが祠のようなものは見られ

なかった。約1時間で敷地内を見て歩くことができた。 

 午後は 12:30 くらいに Athens のダウンタウンに向

かった。ダウンタウンには主にカフェやバー、ファス

トフード店、服屋しかなく、想像とは異なっていたが、

現地の人も買い物というよりは食事に来る場所だと

言っていたので歩き回って雰囲気を楽しみ、食事をと

って休憩といった形で楽しんだ。ダウンタウンの端に

は Welcome Center があり、ダウンタウンの情報案内

や、ちょっとしたお土産販売をしていた。ダウンタウ

ンにはトイレが少ないのでここのトイレを利用する

といいかもしれない。自分はダウンタウンでは古本屋、

洋服屋、コンビニ、スムージーを作れる店、アンティ

ークショップ(ATOMIC)に行った。アメリカに来てか

らコンビニを見たのは初めてだったので入ってみた

が、日本のコンビニと比べると品揃えが良くなかった。 

 16:30くらいにPublixというスーパーのようなとこ

ろへ連れて行ってもらい、次の日以降の朝食や水、そ

の他生活に必要なものを購入した。規模も大きかった

が、売っている商品もサイズが日本のものよりも大き

かった。 

 この日は疲れのせいか眠気に襲われ寝てしまった

が、他のメンバーはそれぞれ食事に行ったりして楽し

んでいたようである。 

 

【8 月 17 日(月)】 6:30 に散策に行きたい人で集まっ

て朝の散策に出かけた。今回は鹿児島大学の鈴木さん

と吉村さん、山口大学の猪狩さん、北里から新たに杉

山君が参加した。先日よりも短い時間だったが

Sanford Stadium、Stegeman Coliseum、Foley Field、

などを見て回ることができた。ホテルに戻り各自朝食

をとった後、10:30 にジョージア大学獣医学部の新し

い病院へと向かい、次の日からのクリニカルローテー

ションの説明や昼食会、院内ツアーなどが行われた。

ここでジョージア大学の白衣をもらった。昼食後、院

内ツアーが行われたが、新しい病院は今年から使われ

始めたため案内してくれたシニアスチューデントも

未だに迷うと言っていた。病院にはたくさんの診察室

があり、それぞれの部屋に担当の先生の名前が書いて

あった。小動物と大動物の診療棟の間に CT や MRI

の検査室があり、共有できるようになっていた。大動

物診療棟には馬の歩様をみるスペースがあり、そこの

砂は特別な成分が含まれていたため湿った状態にな

っていた。動物やオーナーのことを考えられて造られ

ているばかりでなく、そこで勉強する学生のことも考

えられた造りになっていた。例えば大講義室は隣同士

の間隔が広く、また机にはパソコン等の充電ができる

ようにコンセントが各席に設置されていた。小講義室

は各机にプロジェクターのプラグがあり、パソコンに

繋ぐと壁に備え付けられたスクリーンに映し出され

るようになっていて、学生同士の意見交換のしやすい

環境になっていた。病院を見学した後、シャトルバス

で一般教養用の校舎に向かった。ここには立派な病理

解剖用のがあるそうで、そのため病理だけはここに残

すということだった。この施設での写真撮影が終わっ

た後、ジョージア大学の思い出にということで男性は

ロゴ付きの水筒を、女性は鞄をもらった。 

 ホテルに戻り少し休んでから、15:00 頃に北里大と

鹿児島大の数名で Tate Student Center & UGA 
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Bookstore に行き、日本へのお土産を買った。また

Poster Sale が行われていたのでポスターを買った人

もいた。 

 17:30 にはアンバサダーにダウンタウンの AMICI

という店に連れて行ってもらい一緒に夕食を食べた。

アメリカで有名なBud lightとBlue Moonというビー

ルがオススメだと学生アンバサダーに聞いたので試

しに飲んでみたが、日本のビールとはまた違った美味

しさだった。特に Blue Moon はオレンジを絞って入

れているのでとても爽やかで美味しかった。軽めの食

事にしようと思いサンドイッチを注文したところ、予

想以上の大きさのサンドイッチとフライドポテトが

ついてきたので軽めの食事とはいかなかった。 

 ホテルに戻ってからは少し休んだ後、鹿児島大の人

たちとトランプで遊んで親睦を深めた。 

 

【8 月 18 日(火)】 8:15 にロビーに集合し動物病院に

向かった。この日から 3 日間 Small Animal General 

Surgery に 配 属 す るこ と に な り 、 准 教 授 の

Dr.Schmiedt にお世話になった。主に手術の見学がメ

インであり、この日は最初にブルドッグの軟口蓋過長

の手術を見学した。この手術はレーザーメスを使用し

て過長した軟口蓋を切除し気道を拡張、最後に鼻腔を

広げるというものであった。手術時手術室内の人は眼

の保護グラスをかけていた。次はミニチュアダックス

フントの乳び胸であり、肋間を切開して開胸し胸管に

アプローチ、胸管をメチレンブルーで染色して結紮し

た。胸腔ドレーンを設置しチャイニーズフィンガート

ラップ法で固定していた。最後にジャーマンシェパー

ドの左耳下の腫瘍の摘出を見学したが、時間の関係上

途中で抜けてホテルに戻る必要があったため最後ま

で見ることができなかった。 

 

【8 月 19 日(水)】 8:15 ロビー集合、Small Animal 

Surgeryに向うとこの日の朝はゼミだったようで、針

や糸の種類やその特徴と用途などについて議論して

いた。ゼミの後は入院中の患畜についてそれぞれの担

当の学生が状況報告を行い、その後の処置について全

員で議論していた。 

 午後の手術まで時間が空いていたので、永田先生に

放射線治療室の設備の案内や機械の使い方、先生の考

案した測定法などを説明していただいた。また、UAG

の学生の授業に使用している授業スライドで簡単に

放射線についても教えていただいた。 

 お昼はそのまま永田先生に大学の近くにある

HIBACHI という中華料理店に連れて行ってもらった。

米が恋しくなっていたこともあり、炒飯が非常に美味

しく感じた。寿司も何種類かあり、独自の進化を遂げ

ていたがこれはこれで美味しかった。 

 午後は 13:15 開始予定の手術が 15:00 開始になり、

クリニカルローテーションが 16:00までであったため、

この日も手術を最後まで見ることができなかった。 

 夜は 18:00 から Terrapin という醸造所に行き、酒

場でカントリーミュージックを聴きながらビールを

飲んだり、ビール工場の工場案内に参加したりして過

ごした。ビールはライトからブラックまで種類が豊富

で、普段日本で飲んでいるビールとは味も匂いも全く

の別物というものが多かった。 

 

【8 月 20 日(木)】 8:15 ロビー集合、この日は朝から

オペが入っていて、最初はジャーマンシェパードの左

前肢手根部のマスをバイオプシーであった。まずメス

で切開してその欠片をホロマリンに入れ、次に注射器

で吸引してスライドグラスに噴霧し病理検査に出し

ていた。この犬は自力排尿が困難だったため拳で下腹

部を圧迫して尿を出させていた。小型犬では親指で行

うということだった。次は PDA の犬の手術で、動脈

管を縫合糸で結紮するというものだった。ドレーンは

チャイニーズフィンガートラップ法を用いていた。次

の患畜はレンントゲンの結果気道が狭くなっていた

ということで気道にカテーテルを挿入し、ステントを

膨らませることで気道を拡張した。最後にラブラドー

ルレトリバーの骨肉腫による右前肢断脚を見学した。

肩甲骨周囲の皮膚をメスで切開し、小出血は電気メス

で焼烙止血。電気剪刀で筋肉を切開し前肢を切断した。 

 

【8 月 21 日(金)】 8:15 ロビー集合、朝食をファスト

フード店で摂り、コカコーラミュージアムに向かった。

コカコーラミュージアムはコカコーラの歴史やその

製法の秘密などについて 4G 映像や展示で学ぶことが

できるテーマパークで、世界中のコカコーラ社の製品

を試飲したり、コカコーラグッズを買うことができる。

この日もベネズエラから来た家族もいて世界中から

人が訪れる場所なのだと実感した。コカコーラミュー

ジアムでお土産を買うなどした後、世界的に有名なテ

レビ局であるCNNに向かった。CNNの1階にはCNN

グッズを取り扱う店や飲食店が並んでおり、2 階以上

にはツアー料を支払う必要がある上、時間も少なかっ

たため行くことができなかった。CNN では主に昼食

と 1 階のみだが内部の見学を行った。CNN の見学終

了後 Athens の UGA ホテルに戻り、夕食まで休憩し

た。この日の夕食は本来の計画ではカラオケナイトで

寿司などを食べる予定だったが、予約を取れなかった

らしく急遽メキシコ料理になった。 

 この日は初めてホテルのランドリーで洗濯をした

が、25 セント硬貨が 5 枚必要だったり、洗濯をして

も干す場所がほとんどなかったりと大変苦労した。 

 

【8 月 22 日(土)】 10:00 ロビー集合、Publix へ食材

を買いに行った。この日までに何度かシャトルバスの

予約をしたり、英語で会話をすることが多かったため

かスムーズに予約ができるようになった。Publix での

買い物が終わった後、買い物に行ったみんなで昼食を

とりホテルに戻った。ホテルに戻ってからは次の予定

まで時間があったのでダウンタウンにある有名なア

イス屋にアイスを食べに行った。14:00 に学生による
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新入生の Welcome Party に参加し、プールでウォー

タースライダーをしたり、酒飲みリレー(フリップ・カ

ップというらしい)やビリヤード、ダーツなどをして

様々な人と交流した。今まで出会ったアンバサダー達

にも再会し、以前よりは彼らとも英語で会話できるよ

うになっていた。 

 

【8 月 23 日(日)】 この日は生憎の雨で午前中はホテ

ルで休息をとったり、外に出て散策したりして過ごし

た。午後には Dr.Gogal のお宅のパーティに参加した。

Dr.Gogal のお宅にはプールがあり、今回はそこで泳

いだり、庭でバレーボールをして UGA の方達と楽し

んだり、Dr.Gogal の奥さんの手料理を楽しんだ。ま

た、この日が誕生日という UGA の生徒をみんなで祝

った。Dr.Gogal が自宅に飾っている鉄道模型を見せ

てくれるということで自室や地下室に案内してもら

い、アメリカの鉄道について話を聞いた。アメリカの

最も早い電車についても話を聞いたが、アメリカには

日本の新幹線のような高速鉄道はないと言って残念

がっていた。地下には Dr.Gogal の息子さんの鉄道模

型も飾ってあり、建物に明かりが点いたり、汽車の中

に人が乗っていたりと細かいつくりになっていた。汽

車は実際に動くようになっていて煙突から煙も出て

いた。最後に記念写真を撮りホテルに戻った。 

 

【8 月 24 日(月)】 8:30 にロビーに集合し、2 週目の

クリニカルローテーションに向かった。この日からは

エキゾチックアニマル研究室に配属され、Dr.Divers

に 4 日間お世話になることになった。最初の患畜は以

前手術をして甲羅の腹部を切開したカメの術後経過

の観察と切開部を仮止めしていたセメントを剥がし

て新たにセメントを流して固定する作業を行った。手

順は切開部周囲をスクラブブラシで洗浄、スケーリン

グ、再び洗浄、鉗子のセメントの除去、歯ブラシで洗

浄した後生理食塩水で洗い流し、再びブラシで洗浄、

シリンジを使ってセメントを甲羅にのせて固めてい

った。また、セメントを剥がしたときに切開部から出

てきた血をディフクイック染色で染色し血液塗抹標

本を作っていた。次は生まれつき足の運動機能が悪い

タイハクオウム(Umbrella cockatoo)のトレーニング

を行った。方法は、タイハクオウムの足に間を輪ゴム

で結ばれた自作のエキスパンダーのようなトレーニ

ング器具を取り付けて歩行の練習をするというもの

で、目の前に餌を置いて歩かせていた。この他に研究

室では野生の子リスを保護しており、2 時間おきに餌

(ミルク)をあげたり濡らした綿棒で排泄を促したりし

た。 

 ホテルに戻り 18:00 の食事まで時間があったため

UGA の BookStore に行きお土産を買ったりして過ご

した。アメリカで最後の自由に摂れる食事ということ

で、18:00 に再び LongHorn へステーキを食べに行っ

た。 

 この日の夜は北里のみんなで集まってお酒を飲ん

で過ごした。 

【8 月 25 日(火)】 8:30 にロビーに集合し各研究室に

向かった。この日は午前中に入院中のシカの膀胱穿刺

と膣検査が行われた。膀胱穿刺はエコーで膀胱を確認

しながら行われ、採集した尿は尿検査に回された。膣

検査では実際に検査をさせてもらえてわけではない

が、器具出しや器具の洗浄をさせてもらうことができ

た。 

 お昼は永田先生に Athens の西端にあるメキシコ料

理店に連れて行ってもらい、アボガドディップをご馳

走になった。食後近くの大きな本屋に連れて行っても

らったところ日本の漫画の英訳版が多く置いてあり、

値段が日本語版の倍近くした。その後 Walmart に連

れて行ってもらいクラスへのお土産にアメリカで不

味いと有名なお菓子を買った。 

 午後はアヒルのレントゲン撮影の見学をした。麻酔

中に何度かアヒルから採血しようとしていたがアヒ

ルが暴れて採血を断念していたのを見て、世界最先端

のアメリカでもこのようなことが起こるということ

を知り、また臨床の難しさを改めて知った。麻酔が効

いているのを確認し、レントゲン室にアヒルを運んで

撮影を行った。撮影中に集合時間が来てしまい残念な

がら最後まで見ることができなかった。 

 この日は UGA ホテルで働いている日本人とのハー

フというAlexと知り合いFacebookのアドレスの交換

や写真撮影などをした。 

 夜は 19:00 から UGA の新校舎でパーティを開いて

もらい、学生アンバサダー達と会話したりして過ごし

た。 

 

【8 月 26 日(水)】 8:30 にロビー集合、各研究室に向

かった。この日のエキゾチックアニマルの最初の患畜

は Capuchin monckey (オマキザル) で主訴は嘔吐で

あった。バイオハザードの危険性から診察室に診察室

で身体検査などを試みたが興奮していたため翌日に

鎮静をかけて検査することになった。使用した診察室

は消毒し立ち入りを禁止していた。ここで一旦エキゾ

チックアニマルの診察が空いたためエマージェンシ

ーの研究室の見学に向かった。この時エマージェンシ

ーには心臓病の猫が来ていて、左後肢を引きずるなど

の神経症状が見られ、また排尿障害を起こしているら

しくフロセミドが投与された。他にも新薬を使ってい

るそうだが名前は聞き取れなかった。結局この猫は安

楽死することになってしまった。エキゾチックアニマ

ルに戻り次の患畜の診察を見学した 2件目の患畜はカ

メレオンで、額に腫瘤ができていたそうで、治療の経

過観察のために来院した。カメレオンを生で見るのは

初めてで、予想以上に動きがゆっくりしていて餌を採

る時の舌の速さからは想像もつかなかった。次に来院

したのはオウムで、骨折した左脚の経過観察のために

X 線写真の撮影を行った。大胆に動物用呼吸マスクに

首まで突っ込んで麻酔し、撮影は翼を広げた状態で台

にテーピングで固定して行った。この日最後の患畜は
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ウサギで、体重検査、体温測定、トランスイルミネー

ターを用いて眼の検査を行った。自分はウサギアレル

ギーなのでこの患畜に関しては遠くからの見学とな

ってしまった。 

 この日の夕飯は Blind Pig という店でハンバーガー

を食べた。名前が気になって American Dream とい

うハンバーガーを注文した。8oz で注文したため非常

に大きく具も多いのでハンバーガーを潰さないと口

に入りきらなかった。 

【8 月 27 日(木)】 8:30 ロビー集合、各研究室に向か

った。この日は前回来院したオマキザルがケージに布

をかぶせて興奮しないようにして運ばれてきた。その

まま入院室に運ばれ、入院室に直接鎮静ガスを注入す

ることで鎮静を行い、気管挿入、麻酔を行い、血液検

査、CT 検査などを行った。内視鏡検査時には部屋に

入れてもらうことができなかったため見ることがで

きなかった。その後永田先生にお会いして一緒に昼食

を摂ることになり、タイ料理屋に向かった。グリーン

カレーを注文したが、本格的なタイ料理を外で食べる

のは初めてだったため食べられないような辛さのも

のが出てきたらどうしようという不安があった。実際

食べてみるとココナッツミルクを使っているのか辛

さがだいぶ抑えられていてとても食べやすかった。そ

のまま永田先生に近くにあるモールと本屋に連れて

行ってもらい、スターバックスのコーヒーをご馳走に

なって大学に戻った。午後はエキゾチックアニマルの

予定が空いていたので Pharmacy の見学をさせても

らった。ここの責任者の Mr.Sosebee に案内、説明を

してもらったが、話すスピードや声の大きさをこちら

が聞き取りやすいように気をつけて下さっていた。薬

剤師の資格の種類や役割、薬剤の調剤や管理など様々

なことを教えていただき、大変面白かった。この

Pharmacy の見学の終了をもって UGA のクリニカル

ローテーションが終了した。 

 夜は浴衣や甚兵衛を着て Dr.Cornell のお宅のパー

ティに参加した。永田先生も参加されていたのでアメ

リカで勉強するためにはどうしたらよいかなどの話

を聞いた。この日は文化交流のために折り紙を持参し

てきていたので、こちらの方々と折り紙を折り交流し

た。 

 

【8 月 28 日(金)】 この日は 8:30 までに各自チェッ

クアウトを済ませ、UGA の獣医学部校舎前で鹿児島

大、山口大との集合写真を撮り、アトランタにある

Georgia Aquarium に向かった。Georgia Aquarium

は Dolphin tales、Cold water quest、River scout、

Tropical diver 、 Ocean voyager 、

Deepo’s ,wondershow、Aquanaut adventure という

ようにカテゴリー別に分けられて展示されていた。

Dolphin tales は決まった時間にイルカのトレーニン

グ風景やショーを見ることができるのだが、今回は訪

れた時間上これらを見ることができなかった。Cold 

water quest では人気のシロイルカをはじめとする寒

冷地域の生物が飼育されていて、日本のタカアシガニ

(Japanese Spider Crab)も展示されていた。River 

scout はジョージア州を含むアメリカやアジア、アフ

リカの河に住む生物の展示を行っていた。 

 お昼は CNN の中華料理屋で済ませ、CNN 内を見

て回ったり、お土産屋で日本へのお土産を買ったりし

た。 

 鹿児島大、山口大とは最終日に宿泊するホテルが違

うためここで別れることとなった。北里大学は BEST 

WESTERN PLUS Atlanta Airport East というホテ

ルに宿泊した。 

【8 月 29 日(土)】 最終日、この日はホテルのバフェ

で朝食をとり、チェックアウトを済ませたらシャトル

バスで空港に向かった。前もって空港のチェックイン

は済ませてあったのでスムーズに搭乗することがで

きた。空港のロビーでは周りに日本人と思われる人た

ちが多く、いよいよ日本に帰るのだと実感した。不思

議なものでアメリカに来てからは早く日本に帰りた

い、日本が恋しいと思っていたが、いざ帰るとなると

日本に帰りたくない、アメリカにもっと滞在していた

いと思うようになっていた。周りに日本人が多くなっ

てからはその思いが益々強くなっていった。飛行機に

乗ってからは映画ばかり見ていたが、ここでも行きと

帰りで自分に変化が起きていた。行きの飛行機では邦

画ばかりを見ていたが、帰りは洋画、しかも翻訳版で

はなく字幕もしくは字幕なしだった。 

 13 時間のフライトを終え成田空港に着くと、アメリ

カから帰ってきたという寂しさと日本に戻ってきた

という安心感など複雑な気持ちだった。ここで北里の

みんなと別れ、新幹線で十和田へと戻った。 

 2 週間アメリカで行動を共にした北里のメンバーや

鹿児島大学・山口大学の学生と先生方、UGA の関係

者、面倒を見てくださった永田先生とそのご家族、そ

して引率してくださった佐々木宣哉先生には大変感

謝しています。このアメリカでの 2 週間の経験を活か

せるように日々努力したいと思います。 

本当にありがとうございました。 

 

◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇＋◇ 

 

柴田 曉  Akira Shibata 

 

【8 月 15 日(土)】 前日に東京に戻り、一泊していざ

アメリカへ。元々8 月 15 日の 8 時 10 分に成田空港に

集合と聞いていたので、朝早すぎでしょ夜行バス無理

だから新幹線にしよ、という感じであった。だが前日

に 13 時 30 分に集合の誤りでしたと言われた。そこか

ら、これからの旅に不安という感情が生まれた。 

 だが、時間も遅くなったのでゆっくり行けるように

なって逆に良かった。持っていくお土産も全部詰めて

いざ成田空港へ。集合時間の 1 時間前には着いた。空

港は広いし集合場所がよくわからなくなったりする

ので、早めに着いておいてよかった。昼食を済ませ、
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全員が揃ったところで搭乗手続きへ。 

 17 時前くらいに搭乗。飛行機の中は CA 含めて外国

人さんでいっぱいだ。席が真ん中だったため自分の両

脇も外国人さん。既にアメリカにいる気分だった。し

かし、この日のために勉強してきた英語を使う機会が

いよいよ来たと思い、一人でテンションが上がってい

た。機内は思った以上に快適だった。シートも柔らか

く清潔感があり、ご飯も飲み物も貰えるし映画見られ

る。正直、東京行き 4 列シートの夜行バス 11 時間の

旅に比べたら天国のようだった。夜行バスセット(お尻

に敷くクッション、首に巻く枕、アイマスク、耳栓)

があれば 6 時間睡眠も余裕であった。 

 アメリカに着いて入国手続き、まぁなんとかなった。 

 ロビーに着くと既に鹿児島大の生徒 3 人と先生、山

口大の生徒 1 人と先生が既にいた。どのタイミングで

挨拶するか悩んだが、とりあえず話してみたい欲があ

ったので杉山と挨拶に。そのあとバスが来てジョージ

ア大学まで移動になったが、鹿児島大の人達と同じバ

スに乗ったことでそこで少し親しくなることができ

た。3 人とも良い人そうで安心した。 

 ホテルに着きチェックイン、だがトイレが我慢なら

なかったのでバンを運転してくれたアメリカ人さん

(スペンサー)に聞いて一緒にトイレへ。ここからとり

あえず喋られなくても積極的に話しかけるようにし

た。チェックインも済ませて部屋へ。この後の話はみ

んな書いているだろうから割愛で。 

 部屋に荷物おいて、再びロビーへ。そこでちょっと

した今後の説明などがあったが正直半分も理解でき

なかった。リスニング頑張ろうと思った。とりあえず

この後ピザを用意してくれるというので中庭へ。みん

な話したりしていたが暇だったのでホテルの中や周

りを一人でぶらぶら。とても綺麗なところ、感動しま

した。明日はもっと色々動いてみようかな。 

 最初のご飯会も終えて部屋に戻ると何故かエキス

トラベッドが置いてある。なんでー、って感じだった

のでフロントへ。たどたどしくて全然うまく話せない

し悔しかったが、なんとか解決することができた。6

か月ほどしか英会話の勉強してこれなかったが、それ

でも勉強してきてよかったと思った。やはり会話がで

きると嬉しい。 

 初日はこんな感じだった。 

色々思うことがあった。一番思ったのはせっかくア

メリカに来たのだから、周りの目を気にしないで積極

的に色々やった方が絶対にいいなと、沢山得られるも

のがあるなと感じた。 

 

【8 月 16 日(日)】 何故か 5 時半に起き、それ以上眠

れなさそうだったのでルームメイトの斉藤(以下たか

し)を連れて 6 時半に散歩に行くことに。散歩の詳細は

たかしが書いてくれているので割愛。朝早くで車が少

なかったり電車がなく線路を歩いたり、スタンドバイ

ミーなどの洋画の気分を味わったりできた。ジョージ

ア大学周辺の建物は全部回り、2 日目の朝からとても

良い気分だった。 

 9 時に朝御飯でホテルのレストランに行ったが、失

敗した。量を見て頼まないと駄目だった、失敗した。

あと案外基本料金が高く、それに上乗せでどんどん値

段が上がっていくシステムだったので気を付けた方

がいい。 

 次に植物園へ。行ってもまだ開いていなく周りの庭

をぶらぶら。十和田にいて自然をずっと見ているせい

か、アメリカにいる気がしなかった。ここは日本だ。

植物園の中に入っても小さく、そんな見るところなか

った。 

 続いて噂のダウンタウンで。ここでは最初に集合写

真を撮った後、個人行動へ。僕は一人でひたすら歩き

回ろうと思ったが、一人は危ないとのことなのでたか

しを連れて行くことに。どこに行ったのかはたかしが

書いてくれているはずなので割愛。ダウンタウンは主

にアパレルショップとレストランとバーで、特に行き

たい店もなかったが、勿体ないのでひたすら歩き続け

た。アメリカ人と話せる機会あるかなーって思ってい

たが殆どなく、やはり自分から従業員の人にでも話し

かけるくらい積極的にいかないと駄目だと痛感した。 

 16 時にスーパーへ連れてってくれるというので、シ

ャトルバスへ。運転手のパーカーがとても気さくなイ

ケメンで、結局最後まで凄い良くしてくれた。ここま

での食事で野菜がなかったので、ここで野菜買ったり

とかした。 

 買い物済ませて帰ってきたところ、次の予定が決ま

っていなかったので少し寝ることに。しかし起きると

20 時で、LINE には外に食べに行く人は 19 時にロビ

ーへという文字が。結局そっちは諦め、他大の人達と

飲むことにした。他大学の研究室の話なども凄い新鮮

だった。他大学の人との交流ができることもジョージ

ア大学研修の良さだと思った。 

 

【8 月 17 日(月)】 今日も朝 6 時に起きて 6 時半から

散歩。今日は人が増えて他大含む 5 人で行くことに。

ルートは昨日と殆ど同じ道。でも人増えて楽しかった。 

 朝御飯は昨日買ったサラダを。久々の野菜！おいし

い！が結構痛んでいたので全部食べる羽目に…きつ

い…でも野菜食べられたしよかったよかった。 

10 時半に集合して、いざ大学病院へ。しかし眠い。

挨拶やら学校見学やら写真撮ったりやらして、最後に

ジョージアの白衣を貰い、14 時前に終了。いやーアメ

リカってすごい。でかいし規模が違いました。ネイテ

ィブの人の言っていること聞き取れない明日からど

うしよう。 

 夕方はレストランに連れて行ってもらった。食欲が

あまりなかったのでシュリンプサラダを頼むことに。

だが来たのはレタス丸ごとを 4分の 1にカットしたも

のにドレッシングをかけ、周りにエビが置いてあるも

の。アメリカやっぱすげぇ。でもレタスも新鮮でおい

しかった。席の目の前にアメリカ人の生徒さんが座っ

てくれたのでひたすら話しかけた。思った以上に会話
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でき、凄い嬉しかった楽しかった。 

 今日鹿児島大額の先生と話しているときに、アメリ

カ人には別に何を話してもいい、凄いどうでもいいこ

とでもとりあえず話しかけることが大事、話せなくて

も話しかけることが大事、沈黙を続けてはいけない、

アメリカでは話しかけることが評価されるというこ

とを教わった。確かに、今日だけでも何を話せばいい

のかわからなく、結局沈黙になってしまうこともよく

あった。この先はもっと気楽に適当に話しかけようと

思う。明日からクリニカルローテーション、頑張ろう。 

 

【8 月 18 日(火)】 初のクリニカルローテーション。

今日から山大の猪狩さんと 3 日間一緒に orthopedic

を回ります。 

 ということで 8 時 15 分に集合して整形外科に向か

ったものの、最初からなかなかのアウェイ感。忙しそ

うだし、とても話しかけてくれる雰囲気もなく、たた

ずむ僕ら。隣の部屋で犬がリハビリをしており、女性

が一人きりだということでそっちに避難することに。

その人は気さくに接してくれ、色々教えてくれた。普

通にプールでのリハビリを見たのは初めてだったの

で感動した。その後整形外科に戻っても学生たちはひ

たすらコンプレッション試験などをしており、特にめ

ぼしいものはなかった。そのまま昼ご飯を食べ終えた

ところで永田先生が放射線の方を見せてくれるとい

うので、そっちに行くことに。規模がすごかった。な

んかもうどういえばいいのかわからない、びっくりで

すとりあえず実物をみてびっくりされてください。 

 その後は他の課をちょいちょい見て、何事もなく 16

時に終了。夕方には永田先生がおいしいステーキ屋に

連れて行ってくれた。確かにうまい、赤身が好きな僕

としては最高においしいステーキだった。 

 ホテルに帰宅して色々やろうと思ったが、疲れが凄

く、そのままベッドに倒れた。 

 病院で話すのが思った以上に難しい、というのも、

そもそも英語の獣医学の語彙に乏しい上にネイティ

ブを聞き取り、且つ忙しそうな相手に話しかけるとい

うのが想像以上に難しい。話しかけたり教えてくれる

かも、と期待していたのは間違いだった。やはりアメ

リカに来るなら日常単語だけでなく、獣医の単語もも

っと勉強しておくべきだった。 

 

【8月 19日(水)】 朝に放射線治療を見させてもらい、

9 時から整形外科の手術を一日見ていた。手術は 1 日

に 6 件あり、オペ室が 7 つほどあり 2 症例を同時進行

していた。これも麻酔科やオペ後の管理などがそれぞ

れ分担され、且つ人数が揃っているからできることな

のかなと思う。まず関節鏡を使って内側鉤状突起の異

常を見るオペをみた。山大の先生も一緒に見ていたが

どういう疾患かはよくわからず。だが関節鏡を見るの

は初めてだったので、関節鏡という侵襲が少ないアプ

ローチでここまで多くのことが出来るということに

驚きが隠せなかった。2 件目は TPLO だった。術者の

先生が手練れなのか、ものすごい勢いとおおざっぱな

アプローチをしていたことに驚きが隠せなかった。そ

の後昼ご飯を食べに食堂へ。昨日見ておいしそうだと

思っていたのは Chicken wrap だということが判明し

たおいしかった。 

 昼ごはんの後はエキゾを覗き(鹿のオペをやってた)、

外科に戻ることに。膝蓋骨脱臼と大腿骨の螺旋骨折の

オペをやっていたので見て、最後に general surgery

の尿道造瘻術を少しだけ見てその日は終了。 

 夜にビール工場に連れてってもらえると聞いてい

たので、それまでに大学の BOOKSTORE へ。ちゃっ

ちい売店みたいな店を想像していたが、思った以上に

でかく色々なグッズなどをが置いてあったので思っ

た以上に楽しめた。 

 そしてビール工場へ。12＄でビールがグラス 7 杯く

らい飲めて、且つグラスが貰えた。ジョージア大学の

生徒さんがいたのでひたすら話しかけることに。うま

く話せなかったが、みんな一生懸命聞こうとしてくれ

るし、話もふってくれるので本当に楽しめた。勢いっ

て大事。ありがとうジョージア大生。 

  

【8 月 20 日(木)】 今日はちょっとお疲れなのでゆっ

くり起きることに。9 時からローテーションであった

が、今日は診察日なので特に忙しさはなく、ぶらぶら

することに。診察予定を見ていると PRP 注射による

変形性関節炎の治療があるというので、それの説明や

股関節形成不全の症例の状況、昨日の関節鏡による内

側鉤状突起の治療などについて色々教えてもらった。

リハビリも見させてもらった。午前中は色々質問した

りしていた。明日のオペ予定では 5 件も TPLO が入っ

ていた。なんかすごい。 

 昼ご飯を済ませて午後の診察へ。とりあえず変形性

関節炎の治療を見させてもらったりしたが、時間が余

ったので他の課を回ることに。Emergencyに行くと、

ちょうど色々な症例が来ていた。神経学的検査をやら

せてもらっていると、隣で他の症例を当然安楽死をし

ていたり。4 匹同時に診察していたりしてとても忙し

そうだったが、尿道脱やコクシジウムによる下痢脱水、

鼻出血、跛行を示す動物など様々な症例がみられてと

ても楽しかった。またアメリカと日本では安楽死への

考え方が全然違うことを知った。 

 夕方は予定がなく、みんなで TJMax というところ

に行き、お土産を買ったりした。そのあとはダウンタ

ウンの映画館の屋上にあるバーで飲んだ、良いところ

だった。 

 

【8 月 21 日(金)】 今日はお休み。8 時 15 分に集合

してアトランタのコカコーラミュージアムへ向かう

ことに。途中でマックみたいなファーストフードで朝

御飯を買ったが、さすがアメリカ。ハンバーガーを買

ったら野菜がない。だがおいしかった、これぞアメリ

カ。 

 そのあと 1 時間半くらいしてミュージアムに到着。
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色々楽しかった。案外滞在時間が短いので、お土産を

沢山買うならちゃちゃっと回ってお土産に行った方

がいいかもしれない。お土産は色々あるので見るだけ

でも楽しい。 

 次に CNN でランチを。カートゥーンネットワーク

があって感動した。 

 夕御飯はメキシカンに連れてってくれた。おいしか

った。 

 

【8 月 22 日(土)】 今日は午後に学生パーティーにお

呼ばれしており、それまではフリー。スーパーへ買い

出しに行き、その後ダウンタウンの有名なアイスクリ

ーム屋に行ってきた。確かにおいしかったけど甘かっ

た。僕は日本のアイスの方が好きかな。 

 午後 2 時に集合し、昨日教えてもらった家へ向かっ

てみると、既に多くの学生がいた。ウォータースライ

ダーのプールは想像していたより小さかった。せっか

くお呼ばれされたので一緒に騒がないとと思い、すぐ

に服を脱いでゲームに参加することに。なかなかよく

わからないゲームであったが、とりあえず楽しんでき

た。会話はできないがノリだけで生き延びた。 

他にアメリカ式のガチャガチャするサッカーゲー

ムをやったり、グリルチキン(丸ごと)を食べたり。夜

のパーティーではアメリカの学生は踊り狂っている

イメージであったが、持った以上に踊っている人が少

なかった。 

 そして帰宅。 

友達を作る気満々で臨んだが、正直まともに話せた

人はいなかった。アメリカの学生も自分の知っている

友人と話しているので、相当積極的にならないと駄目

だなと今更後悔。アメリカ来ているのに時間を無駄に

した気がしてしまった。 

 

【8 月 23 日(日)】 今日は午後にジョージア大学の教

授のお宅に遊びに行かせてもらうという予定だけだ

ったで、それまで部屋から一歩も出ずに寝ることに。

疲れをとらねば。 

 教授の家はまさにアメリカって感じの豪邸。中に入

ったらプールとバレーボールコートが。とりあえずプ

ール一番乗りは貰いました。これぞアメリカンドリー

ム。ひたすらプールとバレーボールで遊んでいた。ビ

ールも置いてあるし。 

昼食の時間になったので、ご飯を貰ってアメリカ人

さんたちのいる席へ。椅子が足りなかったから

annemarieke と椅子をシェアしました嬉しい。ご飯を

食べた後もプールに入ってみんな遊んでいたが、少し

疲れたし寒いし annemarieke 達と話したかったので

ずっとまったり会話をしていた。ついでに Facebook

のアカウントも教えてもらいましたやったぜゲット

だぜ。 

 あとは書斎の鉄道ジオラマとか地下にある鉄道ジ

オラマとか見させてもらって、最後にみんなで写真撮

って終わった。ジオラマすげー！地下すげー！ 

 今日はとっっっっても楽しい休日でした、アメリカ

来た中で一番。午前中ゆっくり休んだのもよかったし、

プールとか最高だった。最高に一日をありがとう。将

来あんな家に住んでみたい。帰りも annemarieke の

運転するバンに乗ったが惚れました、もっと英語話せ

たらよかったのに。 

 

【8月 24日(月)】 久々のクリニカルローテーション、

今日から 4 日間 general surgery に。朝行くとまずミ

ーティング、尿道に石が詰まって膀胱がパンパンにな

っている場合はどのような対処法をするのかという

ことを、教授が生徒やドクターに聞きながら進めてい

た。実際に考えさせながら、その考えだとどういうふ

うなアプローチになるのかなど、事細かに教えながら

やっているのは日本ではないことだなと、実際の症例

を見ながらこのように勉強できるのは凄くいい環境

だなぁと思った。 

 頸部 mass や脂肪腫、胃腹壁固定術、eplis、PSS な

ど色々な症例がいたので、あまり飽きずに見ることが

できた。特に山大の先生が付いて解説もしてくれたり

したので理解も深まり面白かった。生徒がやるぶん丁

寧なのかもしれないが、診察時のそれぞれの患者への

触診や検査が日本より凄い丁寧だなと感じた。 

 昼には近くのHIBACHIという永田先生お勧めの中

華ビッフェへ。カエルの肉があると牧がいうので期待

していたが、なくて残念。しかしザリガニは初めて食

べたので感動した。 

 午後は特に忙しさはなかった。とりあえず明日のオ

ペが 8 件もあることに驚いた。整形外科の TPLOなど

は決まりきった手技で症例の数も多いので手が慣れ

てオペを素早くできるだろうが、こんなにも色々な症

例を一日にやるというのは驚きだった。明日のオペを

少しでも理解するようとりあえず書いてあることを

訳すだけはしたが、わからないことだらけであったの

で勉強不足を痛感した。帰ってから勉強しようって思

った。 

 クリニカルローテーションの後、18 時からステーキ

ハウスにまた行くらしい。少し時間があったので昨日

池ちゃんが行ったという南北戦争時代の洋館に行っ

てみようと試みたが、今日は休館日だというので敢え

無く終了。その時代の洋館を見られるのに増して手術

器具などが見れるというので凄い行きたかった、本当

に行きたかった。残念なり。 

 ステーキハウスでは永田先生おすすめのリブアイ

を前回食べたので、今回は赤身の多いらしい NEY 

YORK S～～というものをチャレンジ。ちょっと失敗

しないか不安だったが、リブアイより脂が少なくあっ

さりしてて食べやすかった。アメリカのステーキ良い。 

 

【8月 25日(火)】 今日はオペ日！パグの軟口蓋過長、

ヨーキーの PSS、バーニーズマウンテンの腹腔鏡によ

る SPAY と胃壁固定術、ゴールデンのエプリスと脂肪

腫、甲状腺摘出術前に肝臓転移を調べるための腹腔鏡
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によるバイオプシー、神経科の脳の腫瘍の治療を見た。

自分が軟部の研究室に所属しているため、orthopedic

に比べて馴染みがあるので理解しやすかった。 

病院の後、本来はホンダラス先生の家でパーティー

のはずだったが、事情があり、大学内でのパーティー

に変更に。それまでに時間があったのでちょっと近く

のコンビニに行ってみた。日本で見ない、でかいモン

スターが売っていました。買いましたよ先輩、こんな

優しい後輩どうですか。 

 夕方招待されたパーティーの後は、池ちゃんが近く

でカントリーミュージックをやっている店があると

いうので杉山と共に行くことに。行ってみると、なん

ともカントリーっぽい、だがおしゃれで良い感じのお

店だった。カントリーソングはひたすらおっさんくさ

いおっさんがおっさんらしく歌っていた。ドラムの音

が体に響く。正直こんな曲を日本では聴くことがない

し、アメリカのこのようなところでしか聴けないだろ

うから良い体験できたと思う。 

  

【8 月 26 日(水)】 朝の PSS のミーティングはいつ

もより理解できた、山大の先生に昨日少し教えてもら

ったからというのもあるが、事前の知識と知ってる英

単語がよく出てきたからだろうか。 

 診察日の今日の症例はそれほど多くなかったが、

PDA の子が来て連続性雑音を初めて聴かせてもらっ

たり、肩から胸にかけるほど大きな骨肉腫をもつゴー

ルデンが来たり、色々貴重な体験ができた。あと全然

ないことだが、気のせいか昨日とかよりネイティブの

人の言ってることが聞き取れるようになってる気が

しなくもない。 

 夕方はまたレストランへ連れて行ってもらえた。レ

ストランは大学すぐ横の Brind Pigというハンバーガ

ー屋。ここで僕は素晴らしく楽しい時間を過ごすこと

ができた。隣に座った人が凄いノリノリで話す人だっ

たのもあるが、今日は本当に調子がいいみたいでかな

りスラスラ喋ることができた。とても楽しかった。ハ

ンバーガーも 8ozあるというのでビクビクしていたが

美味しく食べることができた。店員さんおすすめブラ

ックビーンズは正直微妙だった… 

 そのあとちょっとした買い物を。みんなにお菓子の

お土産にアメリカっぽいものと、まずそうなものを 3

つほど選んで買った。 

 今日は良い 1 日だった。英語がスラスラ出てきてリ

スニングがいつもよりできるだけでこんなにも違う

のかという感じであった。明日はジョージア最後の日。

こんなにも終わりたくないと思うのは久々である。こ

んなこと言っていても時は過ぎてしまうので、とりあ

えず明日は悔いのないよう楽しもうと思う。おやすみ

なさい。 

 

【8 月 27 日(木)】 正直今日 1 日特に得られるものが

なかった、というのも、PDA と咽頭麻痺と胸腺腫と

気管支洗浄のオペであったのだが、どれも術創が小さ

い上に、今日はオペを同時進行しないので部屋の人数

が多く、まともにオペを見ることができず…やりきっ

た！とは思えない最終日となってしまった。 

 ホテルに帰ると、17 時半に集合とのことなので、行

きたかった南北戦争時代に建てられたという洋館へ

時間がない中１人で行くことに！バンの交渉も成

功！着いたぜやったぜ！うわぁ閉まってるぜ！入り

たかった…だが近くの VINTAGE ショップで良い感

じの革靴を買えたのでよかったことにしておこう。 

 副学長のご自宅ではご飯を食べたり学生と折り紙

を一緒に折ったり、文句なしに楽しめた。 

 遂にジョージア大学での生活がほぼ終わってしま

った。日本に帰るということが間近になってきて、思

い返すと時の流れが凄い早く、特に最後の 1 週間は滝

のように早く流れた。やり残したことが沢山、本当に

沢山ある。僕はこの 2 週間何をしていたのか。英語は

全然うまくなってない！この 2週間で何を得たという

のか！など考えると山ほどある。 

アメリカは本当に良いところ、正直日本がどういう

ところか忘れかけているが、永住したいなぁと。こっ

ちで獣医をやればどれだけ楽しいのだろうと思って

しまう。これが一つの夢になったといえば夢になった。

世界は広いのだなと改めて思った。楽しかった、心の

底から楽しかった、ありがとうジョージア大学。 

 だがまだ明日明後日もアメリカなので、最後の最後

まで楽しみたいと思う。 

 

【8 月 29 日(土)】 遂に最終日！ 荷物をいくら詰め

ても朝食を終えて、遂にジョージアを旅立つことに！

さらばジョージア、また戻ってきたい。 

 アトランタに着いてジョージアアクアリウムへ。大

きいだけでそんな面白くないみたいなことも聞いて

いたが、すみません普通に面白かったです。 

 その後は再び CNN へ行って昼食をとることに。最

後にアメリカっぽいものを食べたいと思い

BURGERFI という店で the twenty eight というイ

ンパクトのあるハンバーガーを選択。出てきたのは案

外普通のバーガー。だがとても美味しく最後の昼食は

素晴らしい時間を過ごすことができた。 

 他大学の人達と別れ、自分たちのホテルに着くとま

さに天国から地獄。見るからに寂れている町並みで潰

れている店が多く、治安が悪い様子。外に探検しに行

くと周りには何もなく工場ばかり。コンビニを見つけ

て入ると強化ガラスを張ったレジ。もうどこに銃弾や

血痕が残っていても驚かないぞ。あれ、あの廃車の窓、

銃で割れたような跡ないかなぁ…？反対方向に酒屋

とかがあったので、記念に可愛い酒などを買ってホテ

ルに戻ることに。ホテル前の iHOP というよくわから

ないチェーン店で夕食。とても変なものが多くて面白

かった。 

 ホテルに戻り、荷物を整理して、これを書いていま

す。ホテルからの夜景はなかなか綺麗。落ち着いて見

てみると案外良いホテルかもしれない、さすが四つ星
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ホテル。 

 明日遂に遂に日本に帰ります。楽しかったこの 2 週

間。海外研修に来て、アメリカに来て本当に本当に良

かった。北里の中でも新しい繋がりや親しい友人がで

きたし、他大やアメリカ人達との素晴らしい出会いの

連続だった。英語は上達したかわからないが、日本で

は絶対に体験できないことばかりで、全てが新鮮で、

何もかもが楽しかった。この体験はいつまで経っても

絶対に忘れることはないと思う。 

 ではそろそろ最後の飲み会に参加してこようと思

う。2 週間本当に楽しかった、あっという間だった。

何回も言うが、本当にありがとう。いってきます。 

 

【8 月 30 日(日)】 昨日の飲み会は 23 時半には終わ

り、普通にその日は寝て終わった。昨日荷物をまとめ

たので朝はやることなく、朝食へ。アメリカのソーセ

ージが凄い恋しく感じた。自分で焼くワッフルは近年

のワッフルの中で断トツの美味しさだった。 

 8 時半にロビーに集合して、9 時にシャトルバスで

出発。空港ですぐに搭乗手続きを済ませて、12 時過ぎ

に搭乗。次の日が朝から研究室なので、時差ボケする

とやばいと思い、乗ってすぐ 1 時間くらい寝て、その

後 6 本映画を見た、楽しかったがなかなかハードだっ

た… 

 で、15 時に成田について、最後にみんなで集合写真

を撮って、終了。素晴らしい 2 週間だった。みんな本

当にありがとう。終電の新幹線で帰って、明日から研

究室という現実を早く見なくては… 

 最後の思い出は、帰りの新幹線をえきねっとでクレ

ジットカード予約していたので、きっぷを買おうとし

たらカードが上限に達していて買えなかったこと、新

幹線に乗っているときに七戸十和田駅に置いてある

車のキーがないことに気付いたことだった。来年海外

研修に行くみんな、最後まで気を抜いては駄目だよ。 

 

【総括】 今回ジョージア大学の海外研修を選んだの

は、この先在学中に海外に行けるチャンスが殆どない

だろうこと、異国の文化や人々に触れたいこと、アメ

リカ式の獣医を見てみたいこと、これらの理由が主で

あった。海外研修への参加が決まった後、せっかくア

メリカに行くのだから６か月と短い期間ではあった

が英会話や獣医英語を自分なりに頑張って勉強した。

実際にアメリカに行ってみると、ネイティブの言って

いることが全然聞き取れなかったり、知らない単語だ

らけで非常に苦労した。自分も英会話を勉強したとい

えども、話すことは容易ではなかった。悔しい思いを

何度もしたが、それでも会話できたときの喜びは大変

なものであった。異国の地の人とコミュニケーション

を取るということがこんなにも大変なことだという

ことを思わされた。 

 アメリカと日本は全く別の国なのだということを

改めて気付かされた。食生活は勿論、日常生活やコミ

ュニケーションの取り方、人との距離感、大学での学

び方、オペの方法など、多くのものが違っていた。特

に違うなと感じたことは、僕らが教授の家のプールで

ある一人を狙って水鉄砲で打って遊んでいたときの

ことだった。あるアメリカ人の学生がそれを見かねて

「二手に分かれてチーム戦をしたらどう？」と提案し

てくれたのだが、結局そのまま一人を狙って遊んでい

た。その光景が凄い不思議であったのか、後に僕に聞

いてきたのだが、アメリカでは遊ぶときは基本チーム

に分かれて遊ぶという。僕はこれを聞いて、また安楽

死への考え方なども然り、国で物事への考え方にこう

も違いがあるのかということを体感して知ることが

できた。 

 こんなにも違う国なのに、２週間という短い期間で

あったのに、僕はこの国に住みたいと思った。Miles

という学生に「この国に来てみてどうだい？」と聞か

れたので、僕は「緑が綺麗で街並みが好き。また人も

フレンドリーだし、ここにずっと住みたいよ」と伝え

た(後にMilesのFacebookにこのことを書いてもらえ

たのは嬉しかった)。僕のいる地域がよい場所というの

もあるのかもしれないが、この国の空気・雰囲気が好

きだ。また絶対にここに戻ってきて、今回お世話にな

った方々にお礼を改めて言いたい。 

 またアメリカに来て、世界は広いということを改め

て実感した。自分は日本の青森県の十和田市の北里大

学の動物病院というところでほぼ毎日を過ごしてい

るが、ここがどれだけ小さな世界なのかということを

知った。自分が目指しているのは日本での臨床獣医師

だが、それだけで終わりたくないと思った。自分の価

値観が変わったなどということはないが、自分の考え

方に影響を与えてくれるものをアメリカで多く得ら

れた。何度も言っているが、アメリカに来て本当に良

かった。ここで得られたものを自分のものにし、これ

からの人生に役立てていきたい。今回お世話になった

方々、本当にありがとうございました。 

 

☆---★---☆---★---☆---★---☆---★---☆---★---☆---★☆ 
 

杉山 彰 Akira Sugiyama 

 

【8 月 15 日(土)】：出発 

当日は成田空港に 13 時半集合だったので、前日に

東京の友人宅で一泊し、翌日余裕を持って電車で空港

に向かった。12 時頃に成田空港に到着し、出国前最後

の日本食にと昼食に親子丼を食べ、お土産用のお菓子

などを見ながら集合時間までの時間を潰した。集合時

間となり、皆で搭乗口へと向かった。機内では、3 度

の食事とドリンクサービスがあり充実していたが、思

った以上に座席が狭く、ほとんど眠ることができなか

ったので、ずっと映画を見ていた。 

長いフライトが終わり、入国審査会場へと向かった。

初めての海外旅行だったので、入国審査も初めての経

験で、テレビで見るような無愛想で目の怖い入国審査

官が質問してくるイメージしかなかった。自分の番に
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なって恐る恐る審査官の方に向かうと、そこには想像

どおりの怖い顔をした女性が座っていた。しかし、友

達が先に通ってくれたおかげで、それほど質問されず

に済んだ。 

 アトランタ空港で鹿児島大学、山口大学の学生と合

流し、軽く挨拶をした。しばらくすると、UGA のコ

ーディネーターの Ward さんと Parker さんが迎えに

来てくれて、一緒にバスにのり、ジョージア大学に向

かった。車内で、鹿児島大学の 3 人と話すことができ

た。大学内のホテルはとてもきれいで、大学のホテル

とは思えないほどだった。部屋は 2 人部屋でこれは前

から聞いていたが、チェックインのときにダブルベッ

トに 2 人で寝ることが発覚し、少し驚いた。しかも、

今日初めて出会った鹿児島大の人と相部屋になった

ので、少し不安だった。夕食は Ward さんがオーダー

してくれたコーラと宅配ピザを食べ、自己紹介をして

交流した。 

夕食の後、それぞれホテルの部屋に戻り、枕が 5 個

あったのでそのいくつかでベッドの真ん中に仕切り

をつくって寝た。慣れない環境であったが、疲れてい

たせいかすぐに眠りについた。初めて経験することが

多くていろいろ苦労した 1 日だった。 

 

【8 月 16 日(日)】：植物園、ダウンタウン散策、Publix 

慣れない環境のせいか、時差ぼけなのか、朝 5 時に

目覚めてしまった。窓の外を見るとまだ真っ暗だった

ので、外に出る気にもならず、部屋でホテルの Wi-Fi

を使いながら、ジョージア大学や大学のあるアセンズ

の街について調べて時間を潰した。朝 9 時になると北

里大の皆で、ホテルの 1 階で朝食をとった。味はそん

なに悪くなかったが、ソーセージ 2 本、ベーコン、ポ

テトと玉ねぎの炒め物、パンとコーヒーで約 11 ドル

と朝食にしては少し高かった。また意外と量も多かっ

た。 

朝食の後、ホテルのロビーの人が勧めてくれた大学

内の植物園にホテルのシャトルバスに乗って行った。

それほど見て回るところもなく 2時間弱でだいたい見

終わり、再びシャトルバスに乗り、ダウンタウンに向

かった。ダウンタウンはそれほど大きくはなく、ハン

バーガー店やピザ屋、メキシコ料理店などの飲食店や

バー、洋服屋や雑貨屋があった。一通り歩いて回った

あと、いい感じの雰囲気のバーに入り、ビールを頼ん

だ。この時、お酒を買うときにパスポートを見せる必

要があることを初めて知った。僕はパスポートを持ち

歩いていたので良かったが、持っていなかった人はビ

ールが飲めず、しぶしぶソフトドリンクを飲んでいた。

ビールは種類が豊富でどれを頼んだら良いか迷うほ

どだった。日本のビールとはかなり味が違うものもあ

ったが、種類が多いので好みのビールが日本に帰るま

でに見つかればいいなと思った。帰りは歩いてホテル

まで帰ったが、だいたい 20 分くらいで着いた。 

16 時にロビーに集合して、全員で“Publix”に買い物

に行った。日本でいうイオンのような店で、生活必需

品ならだいたい揃っていた。とりあえず朝食用にパン

とカップヌードル、それに水やクリニカルローテーシ

ョンで使うメモ帳とクリップボードを買った。 

買い物から帰ってから、歩いてダウンタウンに再び

行き、“TRANSMETROPOLITAN”というピザ屋に行

った。SIC LARGE という謎のサイズを注文したとこ

ろ座布団みたいな大きさと厚さのピザが出てきて、び

っくりした。しかし、そのサイズで約 20 ドルとそれ

ほど高くなく、WHITE という店員お勧めの様々な種

類のチーズが乗ったピザが美味しかった。味も店の雰

囲気も良かったのでとても満足していたが、店員さん

に支払いを分割にするように頼むと人数が多くて会

計が面倒だと思ったのか、突然機嫌が悪くなり、お釣

りを貰えなかった。日本ではまず起こらない出来事だ

ったので、驚いた。日本とアメリカの違いを痛感した

一日だった。 

 

【8 月 17 日(月)】大学見学、挨拶 

今日も朝 5 時頃に目が覚めたので、5 人で大学内を

1 時間半くらい散歩した。ジョギングしている人が多

くみられた。アメフトの数万人収容できるという競技

場や野球場、陸上競技場などとても大学内の施設とは

思えないほど大きかった。 

10 時半から大学の動物病院に行き、大学の先生と挨

拶し昼食を食べた後、病院内を案内してもらった。か

なり大きな病院で、医療器具も充実していた。診療室

の数も多く、大きな薬局や内視鏡専用の部屋などもあ

った。大動物の病院は通路がかなり広く、屋根付きの

馬の運動場もあった。まだ新しいからなのか病院内は、

動物臭がほとんどしなかった。途中で放射線治療の永

田先生に出会った。この大学で働いている日本人の先

生で、このときは軽く挨拶だけした。病院の見学が終

わったあと、病院の横に建つ講義室やカフェが入って

いる棟にも入らせてもらった。講義室は小講義室と言

われた場所でも十分に大きく、円卓が 8 つとそれぞれ

の机にプロジェクターがあり、壁に映像を映しながら

ディスカッションができる教室だった。大講義室はさ

らに大きく広々としていた。このあと、ジョージア大

学のロゴ入りの白衣をいただき、その白衣を着て、大

講義室の前で記念撮影した。 

 その後、大学内にあるジョージア大学のグッズなど

が売っている BOOKSTORE に行った。中は思った以

上に広く 1階にジョージア大学のグッズが売られてお

り、グラスやタンブラー、T シャツやパーカーなど様々

なものがあった。2 階は普通の書店だった。 

 夜はジョージア大学の学生に連れられて、ダウンタ

ウンのイタリアンの店で一緒にご飯を食べた。昨日も

一昨日もピザだったので、パスタにした。トマトベー

スのエビが入ったパスタだったが、日本で食べるパス

タと同じような味で、すごく馴染み深かった。また、

アメリカに来てからピザやソーセージなど脂っこい

ものばかり食べていたので、このパスタがあっさりし

ていると感じた。 
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ホテルに帰り、何人かと明日の朝食を買いに大学内

の売店に行くことにした。しかし、途中道を間違えて

しまい迷っているところに、さらに雨が降り出してき

てずぶ濡れになってしまった。折りたたみ傘を持って

くれば良かったと後悔した。コンビニには結局たどり

着かず、雨の中ダッシュでホテルに戻り、そのままホ

テルのコインランドリーに向かい、洋服を洗濯した。

洗濯機も乾燥機もタイマーがついておらず不便だっ

た。 

 

【8 月 18 日(火)】：クリニカルローテーション 1 日目

（Small Animal Community Practice） 

今日からいよいよクリニカルローテーションが始

まる。前半は Small Animal Community Practice だ

った。病院まで送ってもらい、中に入ると病院特有の

緊迫した空気を感じ、急に緊張してきた。Community 

Practice では普通の動物病院のように、処置室やオペ

室、診療台などがあり、主に歯の治療や去勢・避妊な

どを行っていた。最初は、ミニチュアプードルの歯の

クリーニングをみた。外科手術のように気管挿管し、

吸入麻酔で眠らせ、生体モニターを見ながら処置して

いた。生体モニターを見る人、指導する人(看護士)、

学生の 3 人だった。ドップラーというスピーカーのつ

いた装置を用いて、心音を耳で聞きながら処置をして

いた。歯の治療はアメリカに来る直前の授業(5 年生前

期)で習っていたので、理解しやすかった。歯の検査で

は全ての歯をチェックするために X 線写真を 10 枚く

らい撮っていた。X 線照射機はコードレスで巨大なド

ライヤーのような形をしていた。スケーリング、ポリ

ッシングのあとのスプレー缶から出したフォーム(泡)

でコーティングするのだが、その泡がとても甘い匂い

で印象的だった。歯のクリーニングは意外と時間がか

かり、全ての歯が終わるのに 2 時間半くらいかかって

いた。12 時になったので、近くの大学内の売店に行き、

サンドウィッチとコーラを購入して昼食をとり、病院

に戻った。病院に戻ると、ちょうど雑種犬がエコーガ

イド下で、膀胱穿刺により採尿されていた。また採血

もしており、血液をスライドグラスに 1 滴たらし、カ

バーグラスをかぶせ、顕微鏡で観察していたので、何

の検査をしているのか聞いたところ、フィラリアの検

査だといわれた。ジョージア州などアメリカ南部では

フィラリアが多いようである。フィラリアの検査キッ

トも山のように置いてあった。その様子を見ていると、

末期の乳腺腫瘍のマルチーズがやってきた。3、4 人に

囲まれ、ご飯をたくさん与えられ、その後安楽死のた

めの処置をし、段ボールの棺に入れられて、飼い主に

戻された。このとき用いられていた 2 種類の麻酔薬が

青とピンクに色付けされ、間違えないように工夫され

ていた。ちなみに薬剤や備品は ID とパスワードを入

力することによって取り出せるようになっていた。再

び、歯の処置室に戻ったところエレベーターを用いて、

抜歯が行われていた。抜歯も授業でならったばかりで、

いい復習になった。ちなみに歯の処置室には、抜歯し

た歯が瓶のなかにコレクションされていた。多すぎて

何本あるか分からなかったが 300 本以上はあったと

思う。 

夕方から昨日会った永田先生とその奥さん、娘さん

と一緒にステーキハウスの“LONG HORN”に行った。

永田先生お勧めのリブアイステーキとサイドメニュ

ーとして、スイートポテトとブロッコリを注文し、ビ

ールを注文した。ステーキは大きく分厚かったが、柔

らかくて食べやすかった。この後、アメリカでいろい

ろな美味しい食べ物に出会ったが、このステーキが最

も美味しかった。 

帰りに永田先生が“TARGET”という大型ショッピ

ングモールに連れて行ってくれた。とても大きな店で、

なかなか買うものが決まらなかった。 

 

【8 月 19 日(水)】：クリニカルローテーション 2 日目

(Small Animal Community Practice) 

2 日目ということもあってか昨日ほどは緊張してい

なかった。今日は午前中、佐々木先生も一緒に見学す

ることになった。今日も昨日と変わらず、9 時前に着

くと、あまり人はおらず静かだったが、9 時を回ると

すぐに犬がやってきて、慌ただしくなった。今日もま

ず歯のクリーニングをみて、血液検査や尿検査、糞便

検査の様子を観察した。午前中は昨日ほど忙しそうで

はなく、11 時半くらいには落ち着いてきたので、昼食

の許可をとり、佐々木先生と昨日の売店ではなく、10

分くらい歩いたところにある 24 時間営業のバイキン

グ形式の学食に行った。BBQ チキンやピザ、パスタ、

サラダ、ローストビーフなどがあった。とりわけ人気

で学生たちの行列ができていたのが、ハンバーガーの

コーナーで、パンやチーズの種類、お肉、野菜などが

選べて、さらに肉をその場で焼いてくれるので、とて

も肉がジューシーで美味しかった。アイスクリームや

ソフトクリーム、ドーナツ、ブラウニーなどのデザー

トも充実していた。お昼は 11.5 ドルで食べ放題だっ

た。皆毎日来ているからなのか、だいたい一人 1 皿分

しか食べておらず、いろいろなものを食べようと何度

も食べ物を取りに行って、皿を数枚重ねているのは僕

らだけだった。午後も動物は絶え間無くやってきて忙

しそうだった。今日のローテーションが終わってから、

他の科に行った人の話を聞くと、どこの科も男性より

女性が圧倒的に多く、男女比は 2：8 くらいだった。

学生も女性の方が見る限り多く、日本ではだいたい

1：1 くらいなので、これも日本とは異なる点だった。

また、看護士が、普通に歯のクリーニングや採血、麻

酔の導入をこなしていたので、最初は、てっきり獣医

師だと思っていた。アメリカでは動物看護士の地位が

高く、獣医師との役割分担もしっかりされていて、人

間の医者と看護士の関係に近いようだ。歯の治療でも

クリーニングは看護士、抜歯は獣医師などと分担され

ていた。 

夜は、“Terrapin”というビールメーカーの工場に行

った。12 ドルでかなり満足できる量が飲め、ビールも
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種類が約 9種類と充実しており、音楽の生演奏もあり、

とてもオシャレな雰囲気で毎日来ても全く飽きない

空間だった。途中、ビール工場を案内してくれた。説

明はもちろん英語でほとんど何を言っているか分か

らなかったが、ビール工場を見学するのは初めてだっ

たので楽しかった。また他のお客さんとも話す機会が

あり、お酒を飲んでいるせいなのか、とてもフレンド

リーだった。 

ホテルに着いてから、少しお腹が空いたのでホテル

近くのキューバ料理屋に行き、サンドウィッチを注文

した。どの辺がキューバ料理の特徴なのかよく分から

なかったが、味はとても良かった。そのあと、コンビ

ニでアイスを買い、鹿児島大学の安藤先生の部屋でビ

ールを飲みながら、アイスを食べ、少し談笑してから、

部屋に戻り就寝した。 

 

【8 月 20 日(木)】：クリニカルローテーション 3 日目

(Small Animal Community Practice) 

 今日は前半のクリニカルローテーション最後の日だ。

病院に行くと早速歯の治療を行っていた。ドッグファ

イトの結果、歯が折れてしまった犬だった。この日は

手術室の中に入り、犬避妊手術をみた。貸してもらっ

た紫のスクラブをきて、マスク、帽子、シューズカバ

ーをつけ中に入った。手術の準備は全て看護士が行い、

気管挿管や麻酔導入も看護士がやっていた。驚いたの

が、学生と先生がワンツーマンで教えてくれることだ

った。手術を見た後、昼食をとり帰って来てから、歯

の治療を 2 件見た。何度も見た歯の治療の手順はこの

3 日間で頭の中に刻み込まれた。最後にお世話になっ

たお礼として、日本で買った抹茶味のキットカットを

渡したところとても喜んでくれた。Community 

Practice は特に変わった症例は来ないが、ごく一般的

な症例が多く来るので、将来動物病院を開業する人に

とってはとても参考になると思う。 

ホテルに戻り、“Kroger”という大きなスーパーに行

った。そこでお土産としてのワイン、巨大なグミを買

った。その後、ダウンタウンに移動し、ジョージアシ

アターの屋上にあるバーに行った。そこでビール 2 本

とフライドポテトを注文し、皆と一緒に食べた。アセ

ンズの街を見わたせ、屋外なので音楽もそこまで大き

くなく良かった。 

 

【8 月 21 日(金)】：コカコーラ・ミュージアム 

今日から 3 日間は病院に行くことなくお休みだ。今

日は朝早くホテルを出発し、“Chick-fil-A”というハン

バーガー店で、マクドナルドでいう朝マック的なもの

を注文した。ベーグルバーガーで、チーズとチキンが

入っており美味しかった。ハンバーガーを食べながら、

車で移動すること約 1 時間半、アトランタ市内のコカ

コーラ・ミュージアムに到着した。コカコーラ・ミュ

ージアムでは世界中のコカコーラのジュースが試飲

できた。個人的にはアフリカ大陸のジュースの色と香

りが破壊的だった。もしアフリカにいったら水のみで

過ごそうと心に誓った。お昼は CNN センターに移動

し、そこで、昼食を食べた。様々な店があったが、中

華料理店があったので、そこでチャーハンと鳥肉の料

理と海老と野菜のピリ辛炒め物を注文した。アトラン

タでは日本人の観光客が多く見られたので、そのせい

か日本語が少し話せる店員が多かった。 

その日の夜は当初はカラオケに連れて行ってくれ

る予定だった。普段カラオケに行かない人にとっては、

少し辛いプログラムだった。どうやらアメリカ人から

したら日本人はみんなカラオケが好きだと思ってい

るらしい。とりあえず、ホテルで Youtube を見ながら

歌えそうな英語の曲を探してみたが、断念した。どう

しようかと不安に思っていたところ、幸いなことにカ

ラオケ店が取れなかったということでカラオケは中

止となり、急遽メキシコ料理店に行くことになった。

メキシコ料理店では、向かいに座っていたジョージア

の学生お勧めの Fish Tacos を注文した。「そんなに

大きくないよ」といっていたのに普通に大きかった。

やはり、アメリカの食事の大きさはおかしい。味は美

味しかったので何とか食べきることができた。アメリ

カに来て 1 週間になるが、体重が気になる。 

 

【8 月 22 日(土)】：学生主催のプールパーティ 

 この日は久しぶりに朝ゆっくりとできた。10 時から

一昨日いった“Kroger”に行き、お土産用のチョコレー

トとワインを買った。前回行ったときには気づかなか

ったが、カードをつくると値段がかなり安くなり(半額

以下になる商品も)、今回はそのカードを作ったので

10 ドルほど安くなった。昼は昨日の朝行った

“Chick-fil-A”でハンバーガーを食べた。 

  14 時半からホテル近くで催される学生パーティに

誘われたので、皆で行くことになった。そこには、大

きなウォータースライダープールや BBQ マシン、ビ

ールサーバー(もちろん飲み放題)、ビリヤードなどが

あった。スライダープールを使ってチーム戦でゲーム

をしていたので、それに参加した。「Yeah」や「Oh」

くらいの言葉しか発してないが、普通に楽しむことが

でき、ゲームは言葉の壁は関係なく楽しめるものだと

思った。ゲームの後、ビールを飲みながら、チキンを

食べ、人生初挑戦のビリヤードに挑戦した。ホテルに

戻り、二度目の洗濯をしてから就寝した。 

 

【8 月 23 日(日)】：パーティ (Gogal 先生宅) 

 この日は、朝から BOOKSTORE に行き、ジョージ

ア大学のグッズをお土産として購入し、Gogal 先生宅

にお邪魔した。映画に出てくるような家で、庭にはプ

ールがあり、バレーコートもあった。家の中は広く、

家具がひとつひとつおしゃれだった。到着して早々、

プールに入って遊び、プールサイドでビールを飲みな

がら過ごした。夕食にはパスタやデザートのケーキを

食べた。途中、コレクションの鉄道模型を見せてくれ

るというので、地下室に案内してもらった。広い地下

室の奥に鉄道模型があり、とてもクオリティーが高く
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見ていて面白かった。将来家を建てるとしたら、この

ような人を招待して楽しませることのできるような

家が欲しいと思った。 

 

【8 月 24 日(月)】：クリニカルローテーション 4 日目

(Pharmacy)  今日からまたクリニカルローテーショ

ンが始まる。後半の 4 日間は Pharmacy(薬局)に配属

となっていた。アメリカに行く前の希望調査で

Pharmacology(薬理学)と書いたら、なぜか Pharmacy

（薬局）に配属されたのだった。9 時に行き、パソコ

ンに処方する薬の量などのデータを打ち込み、薬を測

りとり(錠剤は専用のプレート上に出し、数えて容器に

入れる、液体は専用の部屋(clean room)で注射器にと

る、化学療法剤は clean room のさらに奥の部屋で手

袋、マスク、帽子、シューズカバーをしてその都度ク

リーンベンチの中で注射器にとっていた、注射器にも

漏れないようにするための特殊なアダプターがつい

ていた)、そこに薬の情報などが書いたシールを貼り、

受付におくという作業の繰り返しだった。途中、親切

に薬の配置方法の説明をしてくれた。多くの薬剤が図

書館の本棚のように可動式の棚に配置されており、赤

色の箱が錠剤など経口投与するもの、透明が点眼薬な

どと区別されていた。また、部屋の中央にパソコンが

4 台あり、基本的にそこで作業してデータを打ち込ん

でいるが、よく使う薬はパソコンの上の棚に配置して

あった。大動物で使われる薬もここに保管されていた。 

  昼食から戻ってきてすぐに、永田先生が突然やって

きて、放射線治療の器具の説明をしてくださった。新

しい病院が経つのと同時に導入された機器で普通に

買うと 6 億円くらいするものらしい。そのあと、他の

ところも見た方がいいよと永田先生がおっしゃった

ので、Pharmacyの先生に許可をとり、永田先生によ

る病院ツアーが始まった。しかし、病院内の科を 1 つ

1 つ回って行ったが、Exotics でカメの治療と、

Oncology で抗がん剤治療の様子をみた以外は特に何

もやっていなかった。 

夜は、以前永田先生に連れて行ってもらった

“LONG HORN”で再びリブアイステーキを食べ、満足

した。 

 

【8 月 25 日(火)】：クリニカルローテーション 5 日目

(Theriogenology)  今日は Theriogenology(繁殖学)に

行くことにした。朝 8 時に Stawicki 先生が車で迎え

にきてくれて、そこから大学病院に向かった。大学に

着いてすぐに先生が「今日は長くなりそうだ」と言っ

た。長くなると言っても 16 時までには終わるだろう

とこの言葉をまだ甘く見ていた。最初は、馬の繁殖診

断で大学病院に飼い主が馬を連れてきて診察してい

た。北里大学で先生が牛に行っていたのと同じように、

直腸検査のように手を肛門から入れ、糞をかき出し、

エコーのプローブを入れて卵巣を映しだし、最大卵胞

の大きさを測っていた。卵胞の大きさから排卵時期を

推定し、いつ人工授精を行うかを決めているようだっ

た。 

次に、子馬の精液採取が始まった。精液を取る専用

の COLLECTING ROOM という部屋があり、その広

い部屋の奥に 1 つだけ犠牝台(電動で高さがかわり、大

きい動物にも小さい動物にも対応できるようになっ

ている )がある異様な部屋だった。COLLECTING 

ROOM の隣には人工膣が保管してある専用の部屋が

あり、そこで、人工膣にお湯を入れていた。雌馬の尿

を擬牝台につけ、馬が擬牝台に乗ったらすぐに、先生

が馬のペニスを人工腟に誘導して精液を採っていた。

そのあとすぐに顕微鏡で精子の様子を観察していた。

精液採取のあと、先生たちがずっとパソコンで事務作

業していて、その間ずっと待っていた。14 時が過ぎ、

お腹が空いていた。ようやく先生と学生が動きだして、

学生に「行くよ」と言われたので、昼食だと思って、

車に乗り込んだ。後部座席に機材がいろいろ乗ってい

たがそのときは気にしなかった。前半のローテーショ

ンも Theriogenology だった笠井君曰く、いつも先生

は一緒に昼食には行かないらしいが、この日は先生も

車の助手席に乗っていた。ここで、もしかしたら往診

に行くのかもしれないという不安を少し抱いた。しか

し、ファートスフード店の駐車場に入った瞬間にその

不安は消え去った。 

昼食はブリトーだった(BURRITO：小麦粉でつくら

れたトルティーヤに具材を乗せて巻いたメキシコ料

理)。昼食は 20 分くらいで済ませ、先生が勧めてくれ

たルートビアというアルコールを含まない炭酸飲料

を持って車に乗った。先生お勧めのジュースは不味か

った。その不味いジュースに苦しんでいるとき、僕た

ちの乗っている車が大学を通り過ぎ、その瞬間、笠井

君と顔を見合わせた。今から往診に行くようだ。ちな

みにこのときの時刻は 15 時前。16 時までに終わるは

ずがない。 

30 分くらい車で走るとあたり一面草原で、その中に

牛や馬が多数見えた。目的地の牧場には学校のグラウ

ンドくらいの広い空間に馬が 15 頭くらい放牧されて

いた。馬房にも 3 頭馬がいた。飼い主が放牧されてい

る中から先生が名前を言った馬を連れてきて、エコー

を用いて、繁殖診断が始まった。午前中、大学病院で

見たのと同じで、卵胞の大きさを測っていた。5 頭く

らい診て、ようやく帰り支度を始めた。このときすで

に 16 時半くらいだっただろうか。夜のパーティが 18

時の予定だったので、それまでにはなんとか間に合い

そうだった。しかし、これだけでは終わらなかった。

牧場から車を走らせて 10 分くらいのところで突然車

が止まった。2 件目の往診だ。このとき先生が初めて

僕たちに「いやーごめん、16 時に迎えが来るはずだっ

たよね。時計持ってなくてさ、今気づいたよ。」と謝

ってきた。そう言って先生はすぐに診察を始めた。2

件目の農場でもエコーを用いて繁殖診断をしていた。

2 頭だったので、割と早く終わった。片付けが始まり、

本当にこれで帰れると思った。しかし、さらに予想外

の出来事が起こったのである。馬が逃げ出したのだ。
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飼い主や先生、学生が皆、馬が逃げた方向に走って行

った。残された僕らはただ呆然と見ているだけだった。

しばらくして、先生が馬を連れて帰ってきた。無事馬

を捕まえ、車に乗って大学へと向かった。車のなかで、

先生が「次、3 件目の往診行くよ」と冗談を言ってき

たときには、本当にびっくりして言葉が出なかった。

先生はその僕らの反応を面白がって笑っていた。 

 無事、ホテルに戻ると、Hondalus 先生のパーティは

中止になって、急遽大学でパーティを開いてくれるこ

とになった。再び、大学に向かい、学生が出迎えてく

れた。パーティではあったかい日本酒が好きな人がい

たので、“熱燗”という日本語を教えてあげた。 

 この日もホテルに戻ってすぐに眠ることができた。

本当に長い一日だった。 

 

【8 月 26 日(水)】：クリニカルローテーション 6 日目

(Theriogenology)  今日もホテルに先生が迎えに来く

れた。しかし、朝からミーティングがあるので、僕ら

はカフェで待機することになった。ところが、すぐに

先生が戻ってきた。どうやらミーティングは今日では

なかったらしい。そのままカフェでゆっくりしてそれ

から病院へと向かった。しばらくして、診察室に行く

と、犬をつれた女性が 2 人いた。１人はチャンピオン

犬(雄犬)を連れたお金持ち風の人で、その犬から精液

をとり、もう 1 人の人が連れた雌犬に人工授精を行う

予定のようだった。今日は雌犬のプロジェステロン濃

度を測定し、人工授精を明日行うことに決まった。そ

して今日の病院業務はこれで終了した。まだ 10 時半

だった。とりあえず再びカフェに戻り、すこし休憩し

た。すると他の科に行っている人たちの姿が見えたの

で、聞いてみるとどうやら他のところも今日は暇らし

い。昼になって中華料理店である“HIBACHI”という

お店にいった。バイキング形式で値段も 9 ドル弱と安

く、炒飯や餃子などやお寿司が置いてあった。炒飯は

とても美味しく日本のものと大差なかった。お寿司は

カルフォルニアロールなどのアメリカらしいものも

あれば、サーモンなどの普通の握りもあった。お寿司

は特別美味しいものではなかったが、アメリカに来て

から初めての生魚だったので、10 貫くらい食べた。昼

食を終え、病院に戻り、病院内を周りながら時間を潰

した。 

夜は“The Blind Pig”という大学病院の隣のお店に

連れて行ってもらった。ハンバーガーがメインメニュ

ーらしいので、ハンバーガーを注文した。注文した

Ninja というハンバーガーは、どこが Ninja なのかは

よくわからないが、ブルーチーズが使われており、濃

厚な味で美味しかった。食事のあと、すぐそばのスー

パーでアメリカに来てハマったビール“Blue Moon”を

購入し、ホテルに帰ってから、佐々木先生や山口大学

の谷先生などとお酒を飲みながら談笑した。明日がい

よいよクリニカルローテーション最終日だ。 

 

【8 月 27 日(木)】：クリニカルローテーション 7 日目

(Theriogenology)  今日もいつものように先生にホテ

ルまで迎えに来てもらい、大学に向かった。今日は病

院に入らずにそのまま往診に向かった。場所は一昨日

と同じ場所で、処置内容も同じで、エコーで繁殖診断

をしていた。帰りに“Wendy’s”に寄ってハンバーガー

を買って帰った。買ってきたハンバーガーを一口も食

べる間も無く(ポテトは車のなかでだいたい食べたが)、

馬の精液採取を見に行った。一昨日みた子馬よりもか

なり大きな成馬で、精液採取の迫力も格段に違った。

取った精液を顕微鏡で検査し、2 回目にとった精液を

Extender(増量剤)で希釈し、大きなシリンジのなかに

入れ、配送用の箱に梱包していた。それが終わってす

ぐに、その顕微鏡などがおいてある検査室に昨日の犬

が 2 匹やってきて、その場で人工授精が始まった。手

で犬のペニスを擦りながら雄犬から精液を採取して、

その精液を雌犬の膣内に注入していた。人工授精が終

わったあと、冷めたハンバーガーを食べて、最終日の

クリニカルローテーションは終了した。最後にお礼と

して日本から持ってきた、コアラのマーチをあげたと

ころ喜んでくれた。最後に別れの挨拶をして病院を去

った。 

  夜は Cornell 先生宅に招かれた。Cornell 先生のお

宅も広く、ベランダにはジャグジー風呂があった。そ

こでは折り紙を折って一緒に遊んだり、永田先生から

どうやって英語の勉強をしたら良いかなどを教えて

もらったりした。ホテルに帰り、ホテル近くの酒屋ま

でお酒を買いに行き、そのお酒を飲みながら何人かで

ジョージア大学での最後の夜を過ごした。 

 

【8 月 28 日(金)】：ジョージア水族館 

 朝、すっかりお馴染みとなった“Chick-fil-A”のハンバ

ーガーを食べ、ホテルを出て、最後に “THE 

UNIVERSITY OF GEORGIA”と書かれたモニュメン

トの前で記念撮影して、大学をあとにした。 

 アトランタのジョージア水族館に行った。ジンベイ

ザメの入った大きな水槽やあの有名なディズニー映

画を連想させる“Depo”というカクレクマノミが主人

公の 4D シアターなどがあった。 

 そのあと、鹿児島大学、山口大学の人と別れを告げ、

空港近くのホテルに泊まった。ホテルは、UGA ホテ

ルと違って、ダブルベッドではなく快適だった。ホテ

ルの周りにもファミリーレストランや、酒屋、小さな

スーパーがあった。ホテル前の“IHOP”というファミ

リーレストランで夕食のステーキを食べ、酒屋で買っ

たビールを片手に部屋で旅の思い出を語りながら、皆

とアメリカ最後の夜を過ごした。 

 

【8 月 29, 30 日】：帰国 

 この日は 8時に起床し、ホテルの 1階で朝食を食べ、

スーツケースと手荷物の整理をし、何とか 23kg 以下

になるように調節してホテルを出発した。空港に着い

て、心配だったので体重計に直行し、スーツケースの

重量を測定した。その結果はなんと・・・24kg 超え!！



 

59  

1kg 以上のオーバーである。やはりワイン 3 本は多す

ぎたとこのとき初めて後悔した。とりあえずワイン 1

本を友達に託し、再計測したところ 22.8kg とギリギ

リセーフだった。こうして、無事荷物を預けられた後、

成田にはなかった巨大な金属探知機も突破し、飛行機

に乗り込んだ。帰りのフライトは 13 時間と、行きに

比べて長かったが、一度経験して慣れたのか快適だっ

た。 

 

 初めての海外旅行で最初はものすごく緊張し、英語

の得意ではないので、英語を話すことを極力避けよう

としていたが、ジョージア大学の人たちは皆親切で、

僕の話す下手な英語でも、しっかりと耳を傾けてくれ、

1 週間くらいすると、最初の頃よりは相手の話してい

る内容が聞き取れるようになってきたような気がし

て、それなりに会話ができた。このことはとても自信

になったし、もっと英語を勉強していろいろなことを

話してみたいと思った。こう思えただけでもこのアメ

リカ研修は意義があったと思う。たった 2 週間の研修

だったが、いろいろな新しいことを経験できた 2 週間

だった。 

 

*—*—*—*—*—*—*—*—*—*—*—*—*—*—*— 

 

前道 一貴  Kazuki Maemichi 

 

【8 月 15 日(土)】 いよいよ出発当日。成田空港でみ

んなと合流し、チェックインしたがいきなり出発時刻

が 30 分遅れるという出来事があった。アトランタ空

港まで約 12 時間の長旅だったが夜行バスに乗り慣れ

ていたおかげで少し座席が狭かったが機内食を食べ

たり、映画を見たり、本を読んだり意外と快適に過ご

せた。 

アトランタ空港到着後は鹿児島大学、山口大学の人達

と合流。その後、コーディネーターの Ward さんと

CVM の学生のみなさんのお迎えで宿泊先の UGA ホ

テルへ(アトランタ空港から車で 1.5 時間かかった)。

アメリカでの最初の夕食は 3大学のみんなでデリバリ

ーのピザを食べた。 

 

【8 月 16 日(日)】 この日は丸 1 日自由な時間。ホテ

ルで朝食をとった後、観光を兼ねて夕方までみんなで

植物園とダウンタウンに行った。植物園は大きな自然

公園みたいで家族で来ている人が多かった。ジョージ

ア大学から少し離れるとこのような自然がたくさん

あったので少し十和田キャンパスと環境が似ていた。 

ダウンタウンでは休憩がてら贅沢にビールを飲もう

という話になったがまさかのパスポートをホテルに

忘れてきてしまい飲むことが出来なかった….。お酒を

飲む時にはパスポートの提示が必要なので来年行く

みんなは忘れずにね！ 

夕方には“Publix”というショッピングセンターに連れ

て行ってもらい朝ご飯やお菓子を購入した。 

この日の夕食は中心街の“TRANSMETROPOLITAN”

というお店でピザ(2 日連続)を食べたが、運ばれてき

たピザが予想をはるかに超えて大きく、分厚かったの

でみんなで思わず笑ってしまった。 

 

【8 月 17 日(月)】 11 時にホテルを出発し(この日か

ら Ward さんと Parker さんが毎日大学に送り迎えや

色々とお世話をして下さった)初めて大学へ。大学病院

は新校舎だったためとても綺麗で、広かった。お昼を

CVM の先生方と大学内で食べた後、集合写真を撮っ

た。この時、ジョージア大学の刺繍入りの白衣とネー

ムカードを頂きとても嬉しかった。この白衣は実習中、

大切に使わせてもらった。次に CVM の学生が大学内

を案内してくれた。この時、女子学生が多いことに気

付き、そのことについて質問してみたら CVM の学生

のほとんどは女性らしく驚いた。この後、旧校舎の方

へ移動し大学のマスコットキャラクターであるブル

ドックの銅像の前でも集合写真を撮った。ホテルに戻

った後、少し時間があったので大学内を散策した。夕

食は CVM の学生のみんなが迎えに来てくれてダウン

タウンの“Amici”というお店でおススメしてくれたハ

ニーマスタードのサンドウィッチとアメリカのビー

ルを初めて飲んだ。 

 

【8 月 18 日(火)】 クリニカルローテーション 1 日目 

今日から 3 日間は Small Animal Community 

Practice に行った。この日はミニチュア・プードルと

ウィペットの歯の治療や猫の去勢手術、慢性腎不全の

犬の膀胱穿刺、さらに末期の乳腺腫瘍のマルチーズの

安楽死などを見た。特に実際の医療現場での犬の安楽

死は初めて見たのでとても貴重な場面だった。 

診療を見ていると問診から採血や留置、気管挿管、薬

剤や麻酔投与など治療のほとんどを学生や VT、イン

ターンの方々が行っていた。そして最終的にClinician

が確認を行うという流れだった。日本では先生が中心

となって治療を行い、学生や VT の方々は基本的に医

療行為を行わないのでこれは大きな違いだなと感じ

た。また他に日本と違った点としては脈拍をモニター

などの機器から確認するだけでなくスピカーを通し

て脈拍音を耳で確認していた。またいくつかの薬品を

投与する際には薬品を間違えないよう、シリンジ内に

ピンクや青の色素を入れて色付けすることで種類を

区別していた。さらに薬品や包帯などの医療用品は

VT や Clinician によってひとつの棚で管理されてお

り、使用する際にはパスワードとユーザーID の入力

が必要だった。夕食は CVM の放射線専門医である永

田先生のお誘いでステーキハウスの“Long Horn”に行

った。ここのお店はアメリカ滞在中に行ったお店の中

で一番美味しかったと思う。来年 UGA に行く学生の

皆さんは機会があったらぜひ行った方が良いと思う。

先生のおススメでリブアイステーキを食べたがとて

も美味しかった。また、食事中にアメリカの獣医医療

や大学内の診療システムなどのお話を聞くことが出
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来たのでとても良かった。 

【8 月 19 日(水)】 クリニカルローテーション 2 日目 

Small Animal Community Practice ２日目。今日は

猫の去勢と雑種の犬とヨークシャー・テリアの歯の治

療、ラブラドールレトリバーの子犬の健康診断を見さ

せてもらった。猫の去勢は学生が執刀していた。この

2 日間診療を見させてもらった中で歯の治療が多い印

象があったので聞いてみると、プラ－クや歯石の除去、

虫歯の治療といった口腔内の健康管理のことをこの

病院では総括して COHAT(＝Comprehensive Oral 

Health Assessment and Treatment)と言い、多くの

飼い主の方々が治療は勿論のこと、虫歯などの予防目

的でも来院するそうだ。治療の際には全身麻酔を行い、

2 時間程度の時間がかかっていた。 

昼食は少し時間があったので UGA のビュッフェ形式

の食堂に行った。大きな大学だけあって色々な種類の

料理があり、お昼から豪華にローストビーフなどを食

べてしまった。UGA にはもうひとつ別のビュッフェ

形式の新しい食堂があるらしいので時間がある時に

みんなで絶対に行きたい。 

夜は CVM の学生のみんなと一緒にビール醸造所に併

設している“Terrapin”という酒場に行った。ここでは

様々な種類のビールがあり、中にはアルコール度数が

10％を超えるものもあった。10 ドル程度で 6 杯も飲

むことが出来るのでビール好きにはたまらないと思

う。途中、ビールを注いでくれたお兄さんが 1 杯サー

ビスしてくれたこともあって飲み過ぎてしまった。併

設しているビール醸造所を見学出来るツアーもあっ

たので凄く面白かった。 

 

【8 月 20 日(木)】 クリニカルローテーション 3 日目 

Small Animal Community Practice 最終日。この日

は手術室に入って雑種の犬の避妊手術を見学させて

もらった。執刀と麻酔管理に 3 年生の学生、助手に

Clinician がつき、随時指示を出しながらオペを行っ

ていた。患畜の手術を学生が執刀することは日本では

まず無いことなのでここでも違いを感じた。しかしこ

うして実際に学生自身が手術を執刀することによっ

て素晴らしい経験にもなり、自信にも繋がるのでとて

も良いことだなと思った。手術が終わって手術室を出

ると過剰歯のラブラドールの抜歯を行っていた。この

時に Dr.Roth が今まで抜いた歯を入れた瓶を見せて

くれたが、物凄い数だったので驚いた。最終日という

こともあり病院を出る時に日本のお菓子をプレゼン

トした。先生や VT、学生のみなさんも凄く喜んでく

れたので嬉しかった。日本との違いやアメリカ独自の

診療スタイルを見ることの出来たとても充実した3日

間だった。 

夕方にはみんなで近くの雑貨店で買い物をし、そのつ

いでにアメリカで有名なファストフード店の

“Chik-fil-A”で夕食を食べた。その後は永田先生に教え

て頂いたダウンタウンのビルの屋上にあるお店

(BLUE MOON という種類のビールはおススメで

す！)でビ－ルを飲んだ。地元の人がたくさん来ていて、

屋根が無いので空や町の景色が良く見えて隠れ家的

な雰囲気のお洒落なお店だった。 

 

【8 月 21 日(金)】 この日は朝 8 時半にホテルを出発

して、“Chick-fil-A”(2 回目)で朝食を買ってアトランタ

に観光へ。アトランタに到着後、World of Coke へ。

スタッフの方々の雰囲気がとても良く、コカコーラの

歴史やレシピの秘密、4D シアター、世界各国のコカ

コーラ製品が試飲出来るコーナーなどがあり凄く楽

しかった。特に 4D シアターは席が揺れたり、水が飛

んできたり迫力があった。試飲では 100 種類以上の飲

み物があり制覇しようと調子にのりすぎて飲み過ぎ

てしまった。 

お昼は CNN センターへ。センター内はたくさんのお

土産店や飲食店があり “CHINA BREEZE CNN 

CENTER ”で中華料理を食べた。途中、桜美林大学の

学生にも会った。ホテルに戻り、夕食は CVM の学生

がメキシコ料理の“Taqueria La Parrilla”に連れて行

ってくれた。ここでは定番の大きなブロック状のお肉

の入ったタコスとビールを注文した。ビールは

“Athena”という種類のビールだったが、とても飲みや

すくておススメです！ 

 

【8 月 22 日(土)】 午前中はみんなでスーパーに行っ

た。ここではコーヒーやワイン、お菓子などお土産を

たくさん買った。昼食はもはや自分の中では定番とな

った“Chick-fil-A”(3 回目)で食べた。 

夕方からは CVM の新入生歓迎パーティーに一緒に参

加させてもらった。ウォータースライダーが庭にあり

みんなでレースをして競い合ったり、ビールサーバー

がありお酒を飲みながら本格的な炭火焼のチキンを

食べたり、踊ったり、人数も多くて凄く規模が大きか

った。最初は周りの明るさとノリに驚いて少し委縮し

てしまったが、みんなが盛り上げてくれて徐々に馴染

めたので楽しむことが出来た。ちょっと疲れて休憩が

てらに北里のみんなでビリーヤードをやったのも楽

しかった。日本では今までこのような学生同士の大規

模なパーティーをやる機会が無く初めての経験だっ

たので最高の思い出になった。 

 

【8 月 23 日(日)】 今朝はゆっくり起きてみんなと大

学内にある“UGA BOOKSTORE”に買い物に行った

が生憎の雨で行きの道のりでビチャビチャに.....。ここ

ではUGAのマスコットキャラクターの Tシャツやタ

ンブラー、メモ帳などたくさん買ってしまった。買い

物が終わって外に出ると雨が止んでいて、帰り道の途

中にある UGA の“BOLTON DINING COMMONS”

というもうひとつのビュッフェ形式の食堂で昼食を

食べた。前に行った同じような形式のお店とはまた雰

囲気が違い、休日にも関わらず多くの学生が来ていた。

料理の種類も少し異なり、前と同じく欲張ってたくさ

ん食べてしまった。ハンバーガーは目の前でお肉を焼
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いて作ってくれるなど本格的だった。こんなお店が日

本にもあったらなと羨ましく思った。値段も 10 ドル

位なので来年行く学生の皆さんもぜひ行ってみて下

さい。 

夕方からは Dr.Gogal の家に招待して頂いた。庭には

プールやバレーボールコートがあり、CVM の先生や

生徒のみんなで遊んだり、のんびりお酒を飲みながら

話したりしてとても楽しかった。夕食は Gogal 先生の

奥さんの手作りの料理でスパゲティーやサラダなど

どれも美味しかったが、その中でも手作りのパンが本

当に美味しかった。家の外はもちろん中の雰囲気もと

ても落ち着く感じで、まさに映画に出てくるような素

敵な家だった。 

 

【8 月 24 日(月)】 クリニカルローテーション 4 日目 

今日からは Small Animal Internal Medicine に行っ

た。最初の 3 日間で行っていた Small Animal 

Community Practice は場所が旧校舎だったので、初

めての新校舎での見学にとてもワクワクしていた。新

校舎は問診を取る部屋とその裏に治療を行う部屋が

あった。この日は午前中に大学で研究中の新薬で治療

している腎臓疾患のジャック・ラッセル・テリアと肝

臓・腎臓疾患の猫、甲状腺疾患の犬の再診があった。

その中でも特に印象的だったのが、急患の犬で病院に

到着してすぐに倒れて亡くなってしまった子がいた。

自己免疫性の血液疾患の疑いでそのショックによる

ものだった。そばで泣いている飼い主の方を見るのが

物凄く辛かった。飼い主の方が処置室から出た後、VT

の方が粘土で亡くなった犬の手形をとっていた。これ

は『Clay Paws』と言い、アメリカでは動物(犬、猫だ

けでなく馬なども)が亡くなった時に手形をとって飼

い主の方に渡すそうだ。これは素晴らしいことだなと

思った。山口大学の先生に聞いたところ日本ではまだ

やられていないことらしいのでぜひこのことを伝え

たい。 

昼食は院内でばったりお会いした永田先生にタイ料

理店の“SIRI THAI CUISINE”に連れていってもらっ

た。午後からは永田先生の研究室にお邪魔して放射線

治療に使用する『線形加速機』について教えて頂いた。

この機器で治療を行う際はミリ単位の調整が必要で

あり、パソコンで細かくプランを組み立てて出来るだ

け放射線を健康な部位には当てずに腫瘍部位にのみ

集中的に当てる仕組みだった。先生のお話はとても分

かりやすく面白かった。 

夕食はみんなリブアイステーキの味が忘れられず2回

目の“Long Horn”へ。今回は友達の勧めでレア気味で

食べたが、これも前とは一味違ってとても美味しかっ

た。やはりここは来年絶対に行くべきだと思う。 

 

【8 月 25 日(火)】 クリニカルローテーション 5 日目 

Small Animal Internal Medicine 2 日目。この日は再

診の他に新規の予約診療が中心で、飼い主の方に問診

を取る部屋にも一緒に入れてもらいその様子を見学

させてもらった。ここでも学生が現在の状態などの問

診を取っていた。その後、問診やカルテから検査項目

の決定から診断まで行い、治療プランを考えて

Clinician に提案するという形式だった。このように

学生が主体となってその患者さんにとってベストな

選択して治療を進めていくので考える力が凄く身に

着くので素晴らしいなと感じた。英語も少しだけ慣れ

てきたので分からない点を質問すると先生も学生の

みなさんもジェスチャーを交えて分かりやすく説明

してくれた。昼食を食べた後、午後からは予約診療が

無かったので Large Animal Surgery の方を見させて

もらった。アメリカでは大動物の診療は馬が中心で、

ペットとして飼われているのが一般的だそうだ。その

ため、病院前に馬を運ぶために大きなトラックが停ま

っている光景をよく見た。私が大動物臨床研究室とい

うこともあり、馬専用の入院部屋や枠場の数の多さや

専用のレントゲン室がある事にとても驚き、規模の大

きさを感じた。 

夜は CVM の学生が病院内の食堂でご飯会を開いて下

さった。ホテルに戻ってからは北里大学のみんなで部

屋に集まってアメリカのワインやビールを飲んだ。 

 

【8 月 26 日(水)】 クリニカルローテーション 6 日目 

今日は一日だけ Small Animal General Surgery を見

学した。朝、研究室に行くと、Dr.Schmiedt と学生が

ディスカッションをしていた。内容は門脈体循環シャ

ントに関することで一般的な治療法と血液検査所見

などを質問形式で行っていた。その後に現在入院中の

患者に関する情報や今後の治療についての再確認を

して診療が始まった。この日は手術もなく、診療も少

なかったので入院患畜を見させてもらった。その中に

チワワと雑種の犬いた。チワワは PDA で進行度がひ

どく、特徴的な連続性雑音が聴取でき、聴診器を使わ

なくても心音が聴こえた。雑種の犬は骨肉腫でレント

ゲンを見ると右肩全体に渡って大きく肉腫が形成し

ており、手術はもう不可能な状態だった。そのため少

しでも痛みを和らげる治療を行いながら自宅で過ご

すことになったそうだった。 

昼食はみんなで大学から歩いて 10 分位の所にある中

華バイキングの“HIBACHI”に行った。餃子などの中

華料理はもちろん、焼うどん、チャーハン、さらには

お寿司まであり久しぶりにお米を食べることができ

た。アメリカに来てからずっと肉を中心に食べていた

のでここで改めて和食の素晴らしさを感じ、日本人で

本当に良かったなと思った。夕食は CVM の 2 年生と

“Blind Pig Tavern”でハンバーガーを食べた。男性陣

は日本のアニメの話で盛り上がり、特にポケモンはア

メリカでもやはり大人気だった。この日で今まで大学

までの送り迎えや色々なことをお世話してくれた

Parker さんが最終日だったのでみんなで集合写真を

撮った。良い思い出になった。 

 

【8 月 27 日(木)】 クリニカルローテーション最終日 
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最終日は Small Animal Internal Medicine に行った。

この日も再診が中心で IBD のヨークシャー・テリア

と膀胱結石のマルチーズの診察を見させてもらった。

午後は時間があったのでもう一度 Large Animal 

Surgeryの中を見て周った。ここでも最後に日本のお

菓子をプレゼントすると凄く喜んでくれた。この 4 日

間でアメリカならではの小動物・大動物両方の最先端

医療を見ることが出来たのでとても充実していたと

思う。 

夕方には Dr. Cornell の家に招待して頂いた。この時、

前回 UGA に行かれた先輩のアドバイスで持って行こ

うと決めていた浴衣と甚平をみんなで着て行った。先

生方も CVM の学生のみんなも凄く素敵と褒めてくれ

た。永田先生と奥さんも来られていて、奥さんが北里

大学の卒業生だったので十和田トークで盛り上がっ

た。まさかアメリカで十和田の話をするとは思わなか

ったので不思議な感じだった。 

ホテルに戻り荷造りを始めたが、お土産を買い過ぎて

きちんと詰めきるまでに時間がかかった。みんなで過

ごす最後の夜は 3大学のみんなと先生方で集まってお

酒を飲んだ。会ってからまだ 2 週間程度しか経ってい

なかったが本当に仲良くなり、一緒に楽しい時間を過

ごせた。日本に帰ってからもこの関係はずっと大切に

していきたいと思った。 

 

【8 月 28 日(金)】 ホテルをチェックアウトしアトラ

ンタの Georgia Aquarium へ。日本の水族館とはまた

少し違い、TROPICAL DIVERやOCEAN VOYAGER、

COLD WATER QUEST などのエリアに分かれてい

て珍しい種類の生き物がたくさんいた(個人的には白

いアルビノのワニとピラニアには感激した)。ここはア

メリカに来る前に事前に色々と調べていて、アトラン

タで行きたかった場所のひとつだったのでとても嬉

しかった。ただ、時間に間に合わずイルカショーを見

ることが出来なかったのは凄く残念だった。 

CNN センターで昼食を食べた後、鹿児島大学のみん

なとはここでお別れに。凄く寂しかったが日本でまた

再会しようと約束した。お見送りした後、そのまま空

港近くのホテルに向かった。ここで少し手違いがあり、

一緒のホテルに泊まるはずだった山口大学の人達と

も別れることに......。そして何とか無事に私達の泊ま

るホテルに到着した。夕食を食べた後は先生の部屋に

集まってアメリカでの最後の夜をお酒を飲みながら

楽しんだ。 

 

【8 月 29 日(土)】 ホテルをチェックアウトし、バス

に乗ってアトランタ空港へ。空港で荷物の重さを測る

とまさかの重量オーバーで空港のフロアーで荷物を

移し替えるというハプニングがあった。その後何とか

無事に出国審査を終え、いよいよ搭乗となった。帰り

の飛行機はあまり眠くならなかったので映画を見た

り、アメリカでの出来事を振り返っているうちにあっ

という間に日本に着いてしまった。成田空港に降りた

瞬間、日本に帰って来たこと実感してどっと疲れが出

てきた。こうして約 2 週間のジョージア大学夏季研修

が終了した。 

 

【まとめ】 今回のジョージア大学夏季研修を通して

アメリカの獣医医療はもちろん、何より海外がどのよ

うな場所かを知ることが出来た。今まで日本だけしか

知らず、外の世界を見たことの無かった私にとって海

外を直に経験出来たことはとても大きなものだと感

じている。本当に行って良かったです。また鹿児島大

学や山口大学の新しい友人もでき、何より出発から一

緒にいた北里大学の同期のみんながいたからこそ最

後まで楽しむことが出来た。本当にありがとうござい

ました。来年行こうか迷っている人がいればぜひ行っ

てみて下さい！必ず素晴らしい経験が出来ると思い

ます。 

 

★彡★彡★彡★彡★彡★彡★彡★彡★彡★彡★彡 

 
牧 誉大 Takahiro Maki 

 

【8 月 15 日(土)】（アメリカへ）16 時 55 分に成田空

港を出発しました。本来の出発より 30 分遅れでの出

発でした。アメリカの到着は、8 月 15 日の 16 時くら

いを予定しています。機内では、時差ボケをしないよ

うに１時間半くらいの睡眠にして、ずっと映画を観て

いました。隣の人もいい人で、12 時間のフライトをと

ても快適に過ごすことができました。 

 アトランタ空港に 17 時くらいに到着して、先に来

ていた鹿児島大学と山口大学の人達と合流しました。

そこから、ホテルの車が迎えに来て、2 時間ほど移動

して、１９時くらいにホテルに到着しました。部屋は、

一つのベッド（セミダブルくらい）しかなく、エキス

トラベッドをつけるとプラスでお金がかかるという

ことでつけませんでした。２週間このベッドで男二人

で寝ることになりました。（（笑）） 

この日の夜は、21 時くらいと遅かったため、ピザをホ

テルに宅配してもらいみんなで食べました。日本と違

いボリュームがありとてもおいしかった。 

 

【8 月 16 日(日)】 この日は、実習もなく、１日フリ

ーの日でした。大学の近くに、歩いて 40 分くらいの

所にあるダウンタウンにむかいました。あまり高いビ

ルがあるわけでもなく、大きい町ではありませんでし

たが、なかなか雰囲気のある町でした。 

 夕方、車で近くの大きなスーパーに行きました。な

んでも揃っており、何を買うか迷いました。 

 

【8 月 17 日(月)】 この日は、ジョージア大学の新し

くできたキャンパスに顔合わせをしに行きました。と

てもきれいなキャンパスで羨ましく思いました。小動

物だけでなく、大動物の設備もしっかり整っていてと

ても驚きました。以前まで使っていた校舎には、基礎
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研の研究室が残っています。 

14 時には、ホテルに戻り、歩いて 20 分くらいの所

にあるジョージア大学のgoodsがおいてあるブックス

トアへ行きました。色々なものが売っており、何を買

うか迷いました。この日は、マグカップを２つ購入し

ました。 

夜は、ジョージア大学の獣医学部の学生とダウンタ

ウンにご飯を食べに行きました。ピザやパスタ、サン

ドイッチなどがあり、どれもとても美味しかった。 

ホテルに戻り、鹿児島大学の学生と散歩にでかけま

した。しかし、途中、雨にあい屋根つきのバス停で 30

分くらい雨宿りをしました。それでも、雨は止まず、

結局ずぶ濡れになってホテルに帰ることになりまし

た。これもある意味良い思い出になりました。 

 

【8 月 18 日(火)】 朝、8 時 30 分くらいにホテルの

ロビーに集合し、車で大学まで送ってもらいました。

この日から３日間は、内科の研究室でお世話になりま

す。内科のスミス先生に挨拶をすませ、後は、学生と

レジデントと先生による診察が始まりました。基本は、

学生が患畜を持ち、診療していくものでした。時折、

レジデントと先生の 3 人で議論をして、治療方針を決

めていた。診察の中で、学生が、TPR とプラスで毎回

患畜の直腸検査を行っていた。 

内科では、月、水、金曜日はリチェック（以前みた

患畜が戻ってくる）の日で、火、木曜日が新しい患畜

を診察する日でした。 

夜は、VMC で働いている永田先生のご家族と夕飯

を食べました。ロングホーンというステーキのお店へ

行きました。ステーキは、分厚く、とても大きく、ジ

ューシーで価格もリーズナブルでした。 

 

【8 月 19 日(水)】 この日は、朝からミーティングが

ありました。糖尿病について学生と先生の間で議論が

行われていました。日本と違い、学生の積極的な発言

がみられ、とてもよい雰囲気で話し合いが行われてい

ました。 

 夜は、テラピンという酒造所でみんなでお酒を飲み

ました。日本では、中々飲まない味ばかりでした。ビ

ール好きにはたまらない夜になりました。 

 

【8 月 20 日(木)】 この日は、朝、患畜がきておらず、

暇だったので、リハビリの見学をしました。部屋の中

に、大きな水槽のようなものがあり、その中で、患畜

の犬が歩くトレーニングをしていました。設備が整っ

ていて、患畜にとっては、とても良い環境だと思いま

した。 

 大学からホテルに戻ってから、TJ マートに買い物

に行きました。ここには、衣類もあり、とても大きい

モールでした。 

 夜は、ダウンタウンにある屋上のバーでみんなでお

酒を飲みました。景色がよく、お酒も美味しく、楽し

い時間を過ごすことができました。 

 

【8 月 21 日(金)】 この日は、アトランタにあるコカ・

コーラ記念館と CNN に観光に行きました。コカ・コ

ーラ記念館にまず行きました。ここは、色々な国のコ

ーラが試飲できたり、４D シアターがあったりと展示

物だけでなかったので、とても楽しむことができまし

た。最後に、お土産コーナーがあり、色々と買い物を

することができました。 

 その後、徒歩で CNN まで向かいました。中華料理

の店が CNN の建物の中にあったので、昼食をとるこ

とになりました。８ドルくらいで、結構な量を食べる

ことができました。久しぶりに、アメリカ以外の物を

食べられて、満足のいく昼食でした。 

 この日の夜は、学生たちとカラオケ大会が企画され

ていましたが、中止になり、急遽、メキシコ料理のお

店に行くことになりました。無料のチップスが出てき

て、それが、とても美味しかった。 

 

【8 月 22 日(土)】 午後、学生たちが、主催するパー

ティーに行きました。行ってみると、スライダーのプ

ールがあり、学生たちが、お酒を飲みながら楽しんで

いました。最初は、溶け込めるか不安でしたが、あち

らの学生さんたちがとても親切にしてくれたので、と

ても盛り上がることができました。最後は、みんなで、

ビリヤードをして帰りました。夜ごはんは、数人で散

歩しながらごはんを食べに行きました。 

 

【8 月 23 日(日)】 今日は、ジョージア大学のお土産

が売っているブックストアに買い物に行きました。こ

こでは、T シャツ２枚を購入しました。お昼は、ビュ

ッフェが食べられる大学の学食のような所に行きま

した。１１ドルくらいでとても満足のいく食事ができ

ました。 

 午後は、ジョージア大学の教授の家に招待されまし

た。裏庭には、大きなプールとバレーができるコート

がありました。中学以来久しぶりにプールに入り、と

ても楽しむことができました。バレーもみんなでわい

わいできてとても有意義な時間を過ごせました。 

 

【8 月 24 日(月)】 今日から４日間外科の研究室でお

世話になります。この日は、手術はなく、明日行われ

る手術の話合いが行われました。この日の夜は、また、

ロングホーンのステーキを食べに行きました。 

 

【8 月 25 日(火)】 この日は、甲状腺のマス、乳び胸、

棘細胞性エプリス、陰嚢切除、PSS、声帯切除の手術

が行われました。手術室に入る前に、麻酔係が学生に

挿管させていて、焦らせることもなくとても丁寧に指

導していて、とてもよい環境で経験を積むことができ

ていると感じました。手術室の中に入り、とても近い

位置で先生方の手術をみることができとても勉強に

なりました。ジョージア大学の学生も積極的に見学に

きていて、自分も見習わなければと思いました。 

 夜は、大学の先生のホームパーティーが中止になり、

VMC のラウンジで学生が食事を準備してくれていま
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した。デザートのケーキはとても甘かった。 

 

【8 月 26 日(水)】 この日は、骨肉腫のゴールデン・

レトリバーと PDA のチワワの診察でした。ゴールデ

ンのほうは、もう助からないとのことで自宅で療養す

ることになりました。まだまだ自分は何もできないん

だということを実感しました。 

 

【8 月 27 日(木)】 昨日のチワワの手術が行われまし

た。授業で学んだ感じで行われていてとても勉強にな

りました。夜は、Dｒ．Cornell の自宅でパーティー

でした。とても大きく美味しいごはんがあり、有意義

な時間を過ごすことができました。 

 

【8 月 28 日(金)】 朝、８時にホテルをチェックアウ

トしました。アトランタに向かいジョージア水族館に

行きました。館内は、とても広く、色々な種類が飼育

されていました。印象的だったのは、日本ではみられ

ないピラニアでした。案外普通の魚だったので驚きま

した。ホテルに移動し、鹿児島大学と山口大学の人達

とは、お別れしました。短い間だったが、仲良くなる

ことができ、とてもいい経験になりました。 

ホテルの周りは、何もなく、食べる店もファーストフ

ード店くらいしかなかった。 

ホテルの近くのお店に行き、夜ごはんを食べました。

この日もやはりハンバーガーでした。 

最後の夜なので、みんなで部屋でお酒を飲みました。 

 

【8月 29日(土)】 ホテルのチェックアウトをすませ、

最後にみんなで写真を撮り、空港へ向かいました。 

たくさんのお土産をかったが、荷物の重量はギリギリ

大丈夫だった。無事に、アトランタを飛び立ち、１４

時間かけて、日本に戻りました。 

 

【まとめ】アメリカに到着してから、これからどうな

るのか不安があったが、時間が経つにつれ、少しずつ

であるが、アメリカの雰囲気に慣れていき、あっとい

うまに２週間が経ちました。もっともっと英語を学び

たいと思い、獣医学をもっと勉強しないといけないな

と感じました。この２週間の経験を生かしていけるよ

うに、毎日を過ごしていきたいと思いました。 

 

+☆+*:;;;:*+☆+*:;;;:*+☆+*:;;;:*+☆+*:;;;:*+☆+*:;;;:*+☆

+*:;;;:*+☆ 

 

松尾 芽衣  Mei Matsuo 

 

【8 月 15 日(土)】 朝 9 時。その日私は後楽園にある

小さなホテルを出発した。成田の北ウイングに 13 時

30 分に集合するためである。16 時半にアトランタ行

の飛行機(デルタ航空 94 便)が日本から飛び立つため、

チェックインや保安検査場のことを考えるとこの時

間となった。私自身、海外は幼いころに両親に連れら

れて行ったきりで、ひとりで成田にさえ行ったことが

ないため緊張しっぱなしだった。そして成田まで意外

に時間がかかることを知り、焦ってもいた。何度もパ

スポートがあるかを確認し首から下げた袋の中にし

まいこんだ。腕時計と、先生から送られてきた、集合

場所の書かれたメッセージとにらめっこしながら、何

とか北ウイングに到着した。羽田空港には帰省で何度

も行っている私は、初めての成田空港の規模の大きさ

に驚愕した。そして人に聞きまくりながらどうにかみ

んなと合流できた。海外旅行に行き慣れている友人に

教わりながら、まず、日本円をドルに両替した。ドル

を持つのも初めてであったため少し嬉しかった。手荷

物を預ける手続きをし、手荷物検査をうけた。液体は

もちろん持ち込めないということで直前にがぶ飲み

したお茶でお腹はたぷたぷだった。ひっかかることは

なかった。 

そしていざ出発。機内は寒いと聞いていたので腰に巻

いたトレーナーを羽織った。機内は確かに寒かった。

席は左隣りは友人で、右隣りは外国人の男性だった。

彼の被っていた帽子には師範、と大きく漢字で書かれ

ていた。わたしは、機内で映画を見て楽しんだ。4 本

目の途中で寝てしまい、そこからはぐっすり眠れた。

機内は辛いと聞いていたが、あっという間に到着し、

大変快適だった。機内食もとてもおいしかった。 

アトランタ空港に到着すると鹿児島と山口の方々が

先に待っていてくれた。そこで簡単に自己紹介したが、

人見知りなわたしはなかなかうまく話せなかった。後

日全員と仲良くなるが、こんなに楽しい人たちなら、

このときから仲良くしとけばよかったと後悔してい

る。 

この日の夕食はアシスタントの方がピザを注文して

いてくださった。このとき初めてアメリカンフードの

洗礼を受けた。でもお腹はすいていたし、とてもおい

しかった。飛行機であんなにたくさん寝たのに布団に

入るとすぐに眠れた。本当にこの日は初めてづくしだ

った。 

 

【8 月 16 日(日)】 この日ホテルの 1 階のレストラン

でアメリカンな朝食を済ませ、朝からお腹がはちきれ

そうだった。1 日フリーな日ということで北里組と植

物園とダウンタウンを回ることにした。植物園という

よりはハイキングのような感じで山の中をどんどん

歩いた。ダウンタウンは思ったより小さく、1 日あれ

ば簡単に一周できる規模で、程よく賑わっていた。一

度ホテルに戻り、明日以降の朝食を買うために大きな

スーパーマーケットにいった、二日目にして日本食が

恋しくなった私たちはカップラーメンやカップ焼き

そばを買い込んだ。さらに、ここ二日間、野菜を一口

も食べていなかったためサラダやフルーツを買った。

大きすぎるスーパーだったためなんとなく迷子にな

った。 

夜は再びダウンタウンに夕食をとりに行った。おしゃ

れなお店に入ったところピザ屋さんだった。そして軽

い気持ちで 2種類頼んだところとんでもなく大きなピ
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ザが 2 枚来て、9 人でやっとで食べ終わった。この日

は本当に胃もたれがすごかった。アメリカを肌で感じ

た。この日も他大学のみんなと交流できなくて寂しか

った。 

 

【8 月 17 日(月)】 この日はジョージア大学動物病院

(VMC)の方々に挨拶しにいった。行きのバスに乗った

ところで鹿児島大学の子たちに話しかけられた。この

日を境に私は彼ら、彼女らと仲良しになれた。臨床系

の研究室の子がいたので、お互いの病院について教え

あった。鹿児島は割と何でもやらしてもらえるらしく、

羨ましかった。 

初めて見た他国の病院の規模に圧倒された。何よりも

科が多い。内科と外科のほかに腫瘍科、神経科、エキ

ゾチックなどがあり、患畜がうまく分散していたため、

学生も VT さんもとても余裕がある感じで和気あいあ

いとしていたように見えた。 

昼食はコーディネーターの方が用意していてくださ

った。このときはじめてアメリカのケーキに出会った。

とても甘くて目が覚めた。その後ジョージア大学のマ

スコットキャラクターであるブルドッグの前でアレ

ン先生とコーネル先生と記念撮影をした。 

夜は再びダウンタウンに行って、学生アンバサダーの

女の子たちと夕食をとった。みんなでいろんなものを

頼んでつまもうという話だったが、気が付くとみんな

黙々と自分のものを食べていて、わたしはずっとから

揚げをつまんでいた。この日は他大学の人とは仲よく

なれたが、外国人の人とはなかなか話せずにいた。明

日以降の課題にしようと思った。 

 

【8 月 18 日(火)】 今日から病院研修のローテーショ

ンが始まった。私は 18～20 日の三日間は内科、24～

27 日の四日間は整形外科に決まったがいろんな科を

まわってもいいということで、割と自由だった。 

内科 1 日目。担当教授であるスミス先生に挨拶を済ま

せ、診察を覗かせてもらった。ジョージア大学では、

診察(オーナーさんとの対話)、診断、オーナーさんへ

の説明までほとんど全部を学生が行う。先生は、学生

がどうしてもわからないときに助言するだけ、といっ

た感じだった。そのため、学生はカルテにオーナーさ

んと話したことを事細かく記すことに追われていた。

カルテはわずか 2、3 枚程度の用紙にその子の症状、

いつから、診断、処方した薬などがびっしり書かれて

おり、それを見ればすぐにすべてがわかるようになっ

ていた。 

また、ジョージア大学では血液検査、保定、採血をす

べて VT さんがおこなっており、学生は患畜のことだ

け考えておけばいいといった感じだった。VT さんは

学生と同じ人数くらいが各科に常在しており、作業は

とても事務的であった。北里だと、研修医の先生方に

毎回お願いしなければならないため、入院が多いとき

は大変混雑し、研修医の先生方も大変そうである。そ

の点、ジョージア大学ではスムーズだと思った。この

日はリチェック、つまり再診の日であったためあまり

重要な患畜を見ることはできなかった。 

夜はみんなでステーキを食べに行った。まさにアメリ

カン。アメリカのステーキは硬いときいていたが、そ

んなことはなく、350ｇのステーキは柔らかくて簡単

に食べられた。 

 

【8 月 19 日(水)】 内科２日目。今日は診察の日だっ

たのだが、いつもはとても忙しいというが、この日は

なかなか患畜が現れずにいた。スミス先生も、今日は

珍しく患畜が少ないからほかの科にいくことを笑っ

てすすめてくださった。ぶらぶらしてみることにした。

広い病院内を探索していると永田先生に会った。永田

先生は、放射線科の先生で、名前の通り日本人で、私

たち研修留学生をサポートしてくださっている。暇そ

うなわたしを見て、彼は放射線科を案内、説明してく

ださった。ジョージア大学では CT.、MRI、X 線とな

んでも揃っていた。また放射線治療の機械もあり、一

つ５億くらいだという。この機械は数ある獣医大学の

なかでも、ジョージア大学にしかないという最先端機

器である。放射線治療をする際は、まず CT 撮影を行

い、パソコンにて確認する。すると強く照射している

部分は腫瘍を表す。しかし照射したくない部分もある

ため、それを減らすようにパソコンで¨おえかき¨する

のだという。そして必要最小限にしても、どうしても

照射してしまう部分にはそれにあった防御を行う。ま

た、皮膚の腫瘍など、体表に放射線を当てる場合はゴ

ムの板を一枚はさむ。板なしだと放射線が体内に入っ

てしまうため、あえておくのだという。ちなみにこの

板のお値段は 80 ドルほどという。 

夜はみんなでビール工場に行った。10 ドルちょっとで

6 杯までいろんな種類のビールが飲み比べできるため

いろんな種類を楽しんだ。その後ビール工場ツアーに

も参加した。香ばしい香りのする大きな倉庫には、た

くさんのビールがタンクに詰められており、それを見

学した。しかし 17 時半～19 時までしかやってないと

いうことで早々に帰ってしまった。もう少し長くいた

かったため、来年以降は集合をもっと早くするべきだ

と思う。 

 

【8 月 20 日(木)】 内科３日目。この日、体表に合計

５つのマスがあるラブラドールレトリバーの MRI 撮

影の様子を見学した。撮影の前、麻酔導入の様子を見

学したところ、日本とは違いすぎて驚いた。まず、日

本では最低５人ほどで行う作業(鎮静～導入)をたった

ふたりで行う。私の研究室では導入までに４つ、局所

麻酔の硬膜外麻酔を行うときはさらに２つ、オペでの

麻酔維持のときにはさらに２つ、合計８つの薬剤(鎮静、

抗生剤含む)を使用するが、ここではわずか２種類しか

使用していなかった。そして、プロポフォールをうっ

ておとなしくなった犬を尻目に、挿管の説明をしてい

た。この間バギング、酸素化は一切なかった。そして、

日本だと麻酔導入のときは一刻を争う感じで、ゆっく
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りすることをゆるされないが、ここでは始終のんびり

行っていた。このときの挿管者は学生で保定は VT さ

んだった。挿管したあとのバギングは自動で行われて

いた。私は、この麻酔導入のくだりが、この研修で一

番驚いた。どうして違うのか考察すると、一つにアメ

リカの犬は 95％が大型犬であるからなのかと思った。

さらにだいぶ自動化が進んでいるため、であるとも考

えられる。 

夜はダウンタウンに出向き、ダウンタウンシアターの

屋上のバーでお酒を飲んだ。十和田にいると夏はあっ

という間に終わってしまうため、アメリカに来てむし

むしとした暑さを感じた。その中で飲むビールはまた

おいしかった。 

 

【8 月 21 日(金)】 アトランタまで出かけ、コカコー

ラ工場を見学した。今回の研修の目玉の一つであり、

とても楽しみだった。工場とはいってもテーマパーク

形式になっており、最初にシアターをみた。それから

世界中のコーラの飲み比べをした。ウガンダのコーラ

が一番おいしくなかった。一番おいしいのは普通のコ

ーラだった。その後お土産屋さんでたくさんお買い物

をした。 

午後はアメリカの有名な放送局、CNN に行ったが、

一階のフードコートでご飯を食べることくらいしか

できなかったのが残念だった。それでも、あの有名な

放送局に入ることができて楽しかった。 

 

【8 月 22 日(土)】 この日は大学の学生さんたちに御

呼ばれして、プールパーティーに行った。プールとい

っても膨らませるタイプだったけども、お酒を飲めた

り、チキンをほお張ったりして大変有意義だった。わ

たしは鹿児島大の女の子たちと小さなビニールプー

ルに入って楽しんだ。また、手で回すタイプのサッカ

ーゲームやビリヤードがあり、みんなで仲良く楽しん

だ。 

 

【8 月 23 日(日)】 この日はゴーガル先生のお宅にお

よばれされた。先生のお宅は閑静な住宅地の中にある。

住宅地といっても一軒一軒がとても大きくて圧倒さ

れた。中に入ると大きなプールとバレーコートがあり、

私たちはプールで水鉄砲などで遊んだり、浮き輪で浮

いてたり、バレーしたりして遊んだ。わたしはこんな

に夏休みらしい夏休みは久しぶりで、すごく楽しかっ

た。その後、奥さんがとってもおいしいごはんを作っ

てくださった。今まで外食オンリーだった私たちはひ

さしぶりの家庭料理がとてもうれしかった。私はおい

しすぎて直々に奥さんに感謝の念を述べた。 

 

 

【8 月 24 日(月)】 整形外科１日目。この日、わたし

は専攻している整形を見学できるので、とても楽しみ

にしていた。整形は男の人がやるイメージだったが整

形外科には男性は一人しかおらずあとはみんな女性

で驚いた。担当教授のロザリー先生はとても明るい方

で、レントゲンを一緒に見るよう誘ってくださったり

した。わたしが一人ぼっちでいると、ある女性が話し

かけてくれて、一緒についてくるよう言った。彼女は

エリカさんといい、本当に本当に優しくしてくれた。

彼女は私と年もあまりかわらないのに、とても大人だ

った。生まれはキューバで、スパニッシュなため、わ

たしも最初は英語が話せなくて苦労したのよ、と話し

てくれた。 

この日、オペは 3 件あり、そのうちのひとつは上腕骨

顆間骨折だった。かつまだ成長版の存在する仔犬であ

ることから、ソルターハリスの分類が適用できる。今

回の骨の折れ方により、ロザリー先生は IV 型である

と診断した。整復方法として K ワイヤーとポジショニ

ングスクリューを併用することになった。よくわから

なかったので本で調べたところ、4 か月よりも小さい

仔犬にはコンプレッションスクリューのかわりに K

ワイヤーを入れ込むらしい。ゆえにソルターハリス III、

IV の整復として、コンプレッションスクリュー(仔犬

は K ワイヤー)＋髄内ピンももしくは支持プレートと

のコンビネーションがよいらしい。 

もう一つは猫の大腿骨骨折＋FHO だった。オペを見

学させてもらったところ、使用する機器は日本とほぼ

同じだった。大腿骨頭を落としたかどうかはよくみえ

なかったためわからないが、プレートとスクリューで

固定していた。この大学では、学生は助手を務める。

少し羨ましかった。しかし助手の縫合は下手すぎた。

ちなみに日本のように滅菌に対してシビアな感じは

全くなかった。 

この日の夜もステーキを食べた。マッシュポテトを付

け合せにしてしまい、お腹いっぱいだった。 

 

【8 月 25 日(火)】 この日は私の体調が悪く、お休み

してしまった。 

 

【8 月 26 日(水)】 昨日休んだことをエリカさんに心

配された。本当に優しい方だった。この日はエリカさ

んの担当患畜である、チワワのバドのお世話を行った。

バドはレッグペルセスで、FHO を行ったという。術

後約 1 週間たつがなかなか足がつかないという。エリ

カさんはなんと 1日に４回のお散歩に行っているとい

う。そこでお散歩に同行したところ、彼女の見ていな

いところでバドが足をつけて歩いたので、教えるとと

ても喜んで、ほめてくれた。嬉しかったのはそれだけ

でなく、そのことをロザリー先生に話したためロザリ

ー先生にまで褒められた。その後関節鏡が行われたが、

エリカさんも何をしているかわからないと笑ってい

た。その後お昼に誘われ、お昼を食べながら日本との

違いを話し合った。日本はバギングが手動だというと

ありえない、と笑っていた。その後、バドの肢をリハ

ビリした。アメリカでは、動かしたりストレッチする

前に温めるらしく、湯たんぽで軽くあっためてから行

った。 

【8 月 27 日(木)】 なんとこの日、エリカさんが風邪
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をひいてお休みだった。しかもこの日は診察日だとい

うのに全く患畜が来ず、またふらふらしていたところ、

永田先生にあった。そしてお昼はカレー屋さんに連れ

て行ってもらった。しかしそこのカレーは辛いものが

苦手な私にとっては苦痛なほど辛かった。その後先生

は私と何人かを連れてスタバに連れて行ってくれた。 

夜は、今日で鹿児島大、山口大のグループとお別れと

いうことで、みんなでホテルで飲んだ。 

 

【8 月 28 日(金)】 アトランタに向かい、わたしの楽

しみであったジョージア水族館にいった。シロイルカ

やジンベイザメ、ラッコなどがいてまだまだゆっくり

見ていたかったけど、時間が 2 時間しかなかったので

残念だった。 

その後すぐに鹿児島大、山口大のグループとお別れし

た。あまりにも早すぎる別れに戸惑ったが、連絡先を

交換したため、わたしが実家のある鹿児島に帰省する

ときはまた会おうと言ってくれた。 

鹿児島大、山口大の人を綺麗なホテルまで見送った後、

私たちもホテルへと向かった。しかし他の 2 校とは反

対側へとバスは私たちを運んだ。だんだんと店は消え

ていき、人もまばらになった。町の壁に落書きが目立

つようになり、捨てられて放置された車には弾丸のあ

とのような穴が見えていた。身の危険を感じ始めたそ

の時、バスはその周辺で一番高い建物に到着した。お

部屋は広くて綺麗だったが、一歩外に出ると酔っ払い

に絡まれたりした。わたしはこんなアメリカもあるん

だ、いや、これがアメリカか。と妙に納得した。その

夜はみんなで佐々木先生の部屋に集まり、パトカーの

サイレンを BGM にお酒を飲んだ。 

 

【8 月 29 日(土)】 いよいよ帰国する日。私は今回の

研修を振りかえって、もう少し流暢に英語が喋れれば

もっと楽しかっただろうと思った。それでも、私の一

生の思い出になったことには変わりなく、今研修に行

こうか迷っている人がいたら絶対行くべきだとすす

めるだろう。たくさんの思い出を両手に抱え、出会っ

たたくさんの人の顔を思い浮かべながら、12 時間のフ

ライトを終えた。また明日から忙しい日々になるけど、

お土産を心待ちにしている友人の喜ぶ顔を思い浮か

べながら、パンパンのスーツケースとともに十和田へ

と帰った。 

 

＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊

-＊ 

 
池田 加奈 Kana Ikeda 

 

【8 月 15 日(土)】 成田からの直行便で 13 時間。よ

うやくアトランタ空港へ到着。その間、機内食 2 回、

軽食 1 回を食べた。アトランタ空港で、今回一緒に研

修を受ける鹿児島大学、山口大学のグループと合流。

その後、空港から車で約 1 時間半のところにある、ジ

ョージア大学内のジョージアセンターホテルへ移動

した。ホテルに着きチェックインを済ます頃には、す

でに夜になっていた。ホテルの中庭で、これから 2 週

間お世話をしてくださる UGA のコーディネーターの

Ward さんが用意してくださったピザを頂いた。中庭

の大きな木の上を、リスが動き回るのを見ながらピザ

を食べていると、アメリカに来たという実感が湧いて

きた。 

 

【8月 16日(日)】 時差ボケのため、早朝に目覚めた。

そのため、ホテルの周辺を 1 時間程散歩した。キャン

パスは非常に広大で、丘などの起伏に飛んだ地形をし

ていることがわかった。散歩から帰ってきて、皆でホ

テルの下のレストランで朝食をとった。久しぶりに南

部の朝食、グリッツを食べ、テンションが上がった。

今日は、一日フリーの日で、フロントの人がお薦めの

ボタニカルガーデンに行くことになった。ボタニカル

ガーデンは、静寂な森の中にあり、小川が流れ木々が

溢れる散策コースを歩いた。午後から、アセンズのダ

ウンタウンに行くことになった。ジョージア大学に隣

接するダウンタウンは、半日もあれば 2，3 周できる

程小さい。しかし飲食店や雑貨屋などは、日本とは趣

が異なるため、眺めるのは楽しかった。又、ダウンタ

ウンの目印となるお店（スタバや BEN & JERRY’S）

を記憶した。 

 

【8 月 17 日(月)】 初めて動物病院へ行った。研修を

始めるにあったって、UGA の先生方と顔合わせし、

軽食を頂いた。獣医学部のマネージメントに携わって

いる先生方が、全員女性であることに少々驚いた。昼

食後、病院や教室等を案内してくれた。半年前に完成

した獣医学部棟と動物病院はとても大きく、診察室だ

けでも 20 弱あった。又、リハビリテーションを行う

施設や、アメリカの獣医学部に 3 台しか無いという放

射線治療の機械があった。獣医学部の教室は北里大学

の新棟と似ているものが多かったが、教壇が教室の真

ん中にあり、その周りに学生の席があるという変わっ

た教室もあった。 

夕方、近くのスーパーマーケットに行き、朝食となる

インスタント食品や、足りない日用品を買い込んだ。 

 

【8 月 18 日(火)】 今日から、Clinical Rotation が始

まった。これから 3 日間、Small Animal General 

Surgery（小動物軟部外科）を見学する。朝 9:00 に病

院へ行くと、‘ブルドックスペシャル’の手術が行われ

ている最中だった。こちらでは、ブルドックの軟口蓋

過長の手術を、ブルドックスペシャルと呼んでいるそ

うだ。レーザーで過長している軟口蓋を切りとり、更

に呼吸しやすいよう鼻腔の一部も切り取る手術が行

われた。この手術は、Dr. Schmiedt の指導のもと、1

人の学生が執刀を担当していた。1 つの手術を複数の

学生で分担するのではなく、まるまる 1 人が担当する

というというシステムが羨ましかった。 
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次に乳び胸の手術を見学した。リンパ節にニューメ

チレンブルーを注射し、胸管を可視化して、多数のヘ

モクリップで結紮していた。その後、心膜切開が行わ

れた。 

最後に、ジャーマンシェパードの耳の奥にできた腫

瘍の摘出を見学した。この手術は、Schmiedt 先生の

指導のもと、若い先生が執刀していた。テクニシャン

の方が、台を持ってきてくれたため、最も見えやすい

位置で見学できた。途中、動脈から血が吹き出ること

もあったが、Schmiedt 先生は落ち着いて処置をする

よう指示を与えながら、執刀者が自分で対処するのを

見守っていらっしゃった。腫瘍摘出後、聴覚を失った

片耳は、ちゃんと耳が立つように縫合により閉鎖され

た。 

3 つの手術を見学し終わると、既に終了時刻である

16:00 時になっていた。 

一旦ホテルに戻った後、夕食を取るため皆でダウンタ

ウンに出かけた。美味しいと評判のピザ屋さんに入り、

順番待ちをしていると地元の人が、White というピザ

がイチオシであると教えてくれた。お薦めの White

と、マルゲリータの一番大きいサイズを頼んだところ、

厚さが 4～5 センチもある、四角くとても大きなピザ

が出てきた。ピザと一緒にビールを飲みたい気分であ

ったが、パスポートを忘れてしまい飲むことができな

かった。以後、出かけるときには、パスポートを必ず

携帯しようと強く思った。 

 

【8 月 19 日(水)】 今日は手術の予定が少ないため、

Dr Schmiedt による針と縫合糸のレクチャーが行わ

れていた。各々の利点や欠点、どういった部位に使う

べきかを学生に質問し、返答に対して先生が解説する

という双方向の授業形式であり、記憶に残りやすいだ

ろうなと思った。また、各縫合糸の価格の説明もあり、

費用を抑えて手術するにはどの縫合糸を使うべきか

という実践的なことも話し合われていた。レクチャー

は約 1 時間で終わり、午後の手術まで自習時間となっ

た。そのため、UGA で放射線治療を行っている永田

先生の研究室を伺うことにした。永田先生は、放射線

治療で使用する機械や治療の流れ、プランニングや原

理等、丁寧に教えて下さり、大変興味深かった。お昼

には、近くのビュッフェ形式の中華料理屋さんに連れ

て行ってくださった。久しぶりにわさびの効いた握り

寿司を食べ、とても美味しかった。その後、再び

General Surgery に戻り、雄ネコの会陰尿道造瘻術を

見学した。夜、アセンズ郊外にある地ビール工場に、

UGA の学生アンバサダーが連れて行ってくれた。持

ち帰り用のグラス付きで6杯試飲できる券を購入した。

こちらのビールは独特の苦味があり少々飲みにくか

ったが、生バンドによる演奏も聞け、併設する地ビー

ル工場の見学もでき、とても楽しい一時を過ごした。

その後、ホテルの近くにあるキューバ料理屋さんに行

き、スパイシーなサンドイッチを食べ、長かった一日

が終わった。 

【8 月 20 日(木)】 今日は手術日であったため、多く

の手術を見学することができた。まずは、ジャーマン

シェパードの、前肢の腫瘍のバイオプシーを見学した。

その後 1 件目の手術として、動脈管開存症の手術が行

われた。台を容易してくれたが、術野が狭く少々見え

にくかった。2 件目は、16 歳の小型犬の気管狭窄を解

消するため、X 線透視下でのステント留置術が行われ

た。見学したい人が大勢集まり、X 線診療室に入れな

い程であったため、これを間近で見学することができ

たことは、とてもラッキーだった。3 件目は、骨肉腫

を患う 4歳のラブラドールレトリバーの前脚断脚手術

であった。神経を切った時に、大きく脚がバウンドす

ることが印象的だった。最後まで見学したかったが、

手術の途中で終了時間の 16 時となってしまった。 

 この日は、Dr. Hondalus とのディナーが予定され

ていたが、急遽延期となったため、永田先生オススメ

のバーに皆で出かけた。ダウンタウンの中心部にある

シアターの屋上にあり、平日にも関わらず大勢の人で

賑わっていた。夏の生暖かい風を感じながら飲むビー

ルは、とても心地よかった。 

 

【8 月 21 日(金)】 今日は、研修 Off の日。皆でアト

ランタのコカ・コーラミュージアムに行った。大のコ

カ・コーラ好きのため、この日をとても楽しみにして

いた。まずは、コカ・コーラのイメージにあった短い

映画を見た。短い映画であったが、人生で最も楽しい

時に飲んでもらいたいというコカ・コーラ社のメッセ

ージが込められた感動的な映画だった。これでまた一

層、コカ・コーラが好きになった。その後、コーラ誕

生からの現在にいたるまでの歴史についての展示等

を見て回った。途中、約 60 種類ほどの世界のコーラ

を試飲できるコーナーがあった。私は炭酸が強いのが

好みなので、アフリカのウガンダのコーラが最も美味

しいと感じた。お昼は、近くにある CNN 本社のフー

ドコートで各々好きな物を買って食べた。 

夕方一旦ホテル戻り、夕食時に UGA の学生がメキシ

コ料理のお店に連れて行ってくれた。 

 

【8 月 22 日(土)】 今日も、研修 Off の日。昨日の夕

食会で UGA の学生から聞いた、地元で一番美味しい

お店といわれている‘Mama’s Boy’というお店に、朝食

を食べに出かけた。到着すると、既に大勢の人で賑わ

っていた。典型的な南部料理のお店で、評判通りヘル

シーで、美味しかった。1 時間後に、ホテルのシャト

ルバスに迎えに来てもらい、そのままアセンズのウエ

ルカムセンターに行った。ウェルカムセンター自体が、

1820 年代の歴史的な建造物であり、屋内を自由に見

学できた。訪問者が私しかいなかったため、管理人の

方が、この家の由来や調度品、壁の説明、1800 年代

のアセンズの様子など、丁寧に説明してくださった。

その方の勧めで、近くにある別の歴史的建造物、リン

ドンハウスを見学することにした。リンドンハウスは、

1800 年代の富豪の豪邸で、こちらも屋内を自由に見
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学することができた。アンティックな家具やウエディ

ングドレス、天蓋付きのゆりかごなど、とてもゴージ

ャスで素晴らしかったが、見学者が私しかおらず、

少々不気味であった。しかし、南北戦争時に使われて

いた手術道具や聴診器、薬なども展示してあり、大変

興味深かった。リンドンハウスの後ろには現代美術館

も併設されており、絵画などを楽しんだ。 

 お昼過ぎには、一旦ホテルに戻った。その後、獣医

学部生のためのプールパーティーに、皆で出かけた。

ビールは飲み放題で、庭で焼いた豪快な BBQ チキン

や、スイカのカクテル漬け等がふるまわれた。また生

バンドによる音楽も流れ、最高に楽しい一時だった。

UGA の獣医学部生だけでなく、他の州の大学生や社

会人等も大勢来ているようだった。夜になって人がま

すます増え、パーティも活気づいた。気がつけば、ル

－ルが良くわからないゲームに、私も参加していた。

夜もすっかりふけてきたため、まだパーティーに残っ

ていた山口大学の猪狩さんを見つけ、一緒にホテルま

で戻った。今日も、盛りだくさんの 1 日だった。 

 

【8 月 23 日(日)】 今日も、研修 Off の日。朝食をと

りに、2 階建ての大きな学食へ出かけた。学食はメニ

ューが豊富で、新鮮な野菜やフルーツも食べることが

できた。学食で食べていると、大雨が降ってきた。雨

が止むまで、ゆっくりしようと決め、アセンズのガイ

ドブックを読んでいた。なかなか雨が降り止まず、お

昼になったので、ランチメニューも食べてみることに

した。ランチを食べ終わると雨が止んでいたので、ダ

ウンタウンの Welcome センターで開かれているサン

デーマーケットに出かけた。サンデーマーケットは規

模が小さかったが、おばあさんが作ったかぼちゃのク

ラフトがひときわ目立っていた。「こんなユニークな

作品見たの初めて」と言うとおばあさんは、嬉しそう

に製造工程等を話してくれた。夕方には、Dr.Gogal

のご自宅を訪問する予定になっていたため、一旦ホテ

ルにもどり昼寝をした。 

夕方、皆で Dr. Gogal のご自宅に伺った。庭にプール

やバレーボールをする所があり、家の中には大きな暖

炉のある素敵な豪邸だった。Dr. Gogal 夫妻と、コリ

ーが 3 頭が出迎えてくれた。私達を含めて、40 名程

招待されたらしい。プールサイドで Angry Orchard

を飲んでいると、奥様が隣に座られたのでお話した。

夫妻も昔、ミシシッピ州の Biloxi の近くに住んでいた

ことがあり、私も 20 年程前 Hattiesburg にいた事が

あるため、話が盛り上がった。また、Exotic の Dr. Jorg 

Mayer もいらしていて、少し話した。先生は、来年の

3 月に日本で講演をするとのことだった。もし行ける

機会があれば、是非行ってみようと思った。夕方にな

り、デザート付きの夕食をごちそうになった。特にラ

ザニアは、お祖母様のレシピどうりの味に作るそうで、

とても美味しかった。また、永田先生ご夫妻と娘さん

もいらしていて、夕食を食べながらお話した。本当に

楽しい 1 日だった。 

【8 月 24 日(月)】 今日から 4 日間、Small Animal 

Internal Medicine（小動物内科）にお世話になる。小

動物内科では、原則として火曜日と木曜日に診察の予

定を入れるため、今日は診療の少ない日だった。1 件

目は、肝臓と甲状腺に問題があり、皮膚病も患ってい

る犬が定期検診にやってきた。今日もホルモンの検査

が予定されていた。その後 VT さんから、本日の予定

や掲示されているスケジュール表の見方を教わって

いたところ、内線放送で 10：30 に診察予定の子が受

付前で亡くなったかもしれないと流れた。お話してい

た VT さんと担当の学生が慌ただしく走って部屋を出

て行った。そのため、2 人の後を追っ走った。受付に

行くと、既に床に崩れ落ちて力の入っていない大型犬

と、泣いている飼い主さん夫婦が目に入った。犬は、

既に舌が垂れており、ひと目でもう蘇生は無理だろう

なとわかるくらいだった。大柄な担当の学生と VT さ

んの 2 人が犬を抱きかかえて、エマージェンシールー

ムへと急いだ。私達の後を飼い主さんらが、泣きなが

らついてきた。エマージェンシーの先生がすぐにいら

したが、心肺停止状態で人工呼吸などの蘇生措置も行

われず、死亡が告げられた。私も、とても悲しい気持

ちになった。その後、飼い主さんらは別室に通され、

犬のご遺体は粘土のようなもので、肉球の型を取られ

ていた。後で聞いてみたところ、アメリカでは動物が

亡くなった時に、その子の記念として肉球の型をとっ

ておくことがわりとポピューラーだということを知

った。日本ではそのようなものが無いといったところ、

未使用のキットをくれた。また亡くなった犬は、先週

の金曜日に目の疾患で一度来院されたこと、その時は

元気だったこと、免疫介在性溶血性貧血の疑いがある

とのことだった。 

 午後は診察がほとんど無かったため、Exotics を見

学に行った。カメが再診できており、以前に手術した

腹甲の経過観察と、術創をボンドのようなものでしっ

かり止め直す処置が行われた。また、大学に保護され

ている赤ちゃんリスへのミルクやりを手伝わせても

らった。 

 夜には、数人でダウンタウンのライブハウスへ、カ

ントリーミュージックを聞きに行った。ジョージアで、

Georgia on my mind が聞けて嬉しかった。 

 

【8 月 25 日(火)】 今日の 1 件目として、クッシング

症候群のトリロスタン療法から、アジソン症になって

しまった 9 歳の犬が再診でやってきた。フルドロコル

チゾンを 1 日 2 錠飲ませているが、定期的に Na, K 等

をチェックするとのこと。こちらの小動物内科では、

担当学生が飼い主さんから直接問診をとり、それをも

とに診断プランを立て、指導教員と話し合って最終的

な診断プランを作り上げる。それを飼い主さんに提示

し、許可がでたら治療するという形式をとっている。

そのため、Dr. Jo Smith に、問診をとるところから見

学させていただくことの了承を得た。2 件目から、

Brian という学生につき、問診から見学させてもらっ
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た。初診ということで、20 分程かけて丁寧に問診をし

ていた。その後一旦犬を預かり、主訴や病歴等の特記

事項を箇条書きにしていった。そして、一次診療から

引き継いだ X 線写真や血液生化学検査の結果等も合

わせて、次に行うべき診断プランを考えだした。指導

教員からは、提示した検査がどういう根拠に基づくも

のなのか、細かく質問されていた。最終的には、彼の

提示した診断プランに沿った検査を行うことに決ま

った。3 件目は、11 歳の人気者のマルチーズが再診で

やってきた。主訴は、食欲は正常だが体重が減少して

いること、最近階段を登れなくなったというものだっ

た。もともと僧帽弁と三尖弁の両方に問題があり、心

臓からはスクイーズ音がしていた。この子は、ひとま

ず CBC を行うことに決まった。 

 この日の夕食は、2 回目となる Long Hone ステーキ

ハウスに行った。前回、フィレの 8ozを頼んだのだが、

今回は Rib eye ステーキ 11oz を注文した。Rib eye

の方が断然美味しかった。 

 

【8 月 26 日(水)】 今日は、Small Animal Internal 

Medicine は診察の予定が少ない日であったため、

Small Animal Community Practice（一次診療）に行

った。まずは、ネコの抜歯を見学した。丁度、初めて

抜歯を行う学生が担当していたため、抜歯の手順やど

ういう場合に抜歯する必要があるかなどの、指導教員

のレクチャーも聞けて勉強になった。2 件目は、以前

の避妊手術で取り忘れられた、片方の卵巣を摘出する

という手術であった。この手術も、初めて担当する学

生に、1 対 1 で先生がレクチャーされていたので、大

変勉強になった。3 件目は、ペキニーズの下眼瞼にで

きた腫瘍の摘出を見学した。初めて担当する学生が、

細い糸に苦戦していた。その後、Small Animal 

General Surgery で、外反股の手術を見学した。四角

く骨をブロック状に切り抜き、トリミングして再び差

し込むというものだが、途中で切り抜いた骨が飛んで

いき、喪失してしまうというハプニングがあった。皆

で探したところ、床に落ちていた。執刀していた学生

は、とても悔しそうにしていた。 

この日の夕食は、UGA の学生アンバサダーが、

Blind Pig というハンバーガーや揚げ物を出すお店に

連れて行ってくれた。学生アンバサダーの中には、今

週末に皮膚科の試験があるにも係わらずわらず、私達

のために貴重な時間をさいてくれた人もいて、とても

有り難かった。私は、Angry Orchard と、辛口のチキ

ンを注文した。 

 

【8 月 27 日(木)】 今日は、Small Animal Internal 

Medicine に行った。診察前に、リハビリテーション

のナースがきて、ネコの運動能力と人への服従性につ

いて、プレゼンをしていた。少女が、ネコに障害物競

技をさせている、今までにみたことのない映像を見せ

てくれた。その後の診察では、Andrew という学生に

一日付いて行くことにした。Andrew はいつも微笑ん

でいて、物腰の柔らかい好青年だ。こういう獣医さん

に見てもらえたら、飼い主さんも安心できるだろうな

と思った。Andrew も、20 分程かけて丁寧な問診をし

ていた。1 件目は、11 歳のヨーキーが再診にやってき

た。2 年前に IBD で来院し、腎臓結石や小腸イレウス

も患ったとのこと。現在、ビタミン Dとプレドニゾロ

ンを服用していて、プロテイン不足を解消するための

食事療法もしているため、定期的に検査に来ているそ

うだ。食欲、排便も良好とのことだった。このまま、

様子見でいこうということになった。2 件目は、最近

頻繁に嘔吐するようになったということで、9 歳のネ

コが来院した。このネコは、3 年前に高カルシウム血

症で ER に来院した病歴を持つ。飼い主さんは、この

ネコにドックフードを与えていて、2012 年から何も

検査していないとのことだった。指導教員が、ネコの

右目が左目より若干大きいことに気づき、血液検査に

加えて目の検査もすることになった。その後、小動物

外科に行き、終了時間まで動脈管開存の手術を見学し

た。 

 今晩は、Dr.Cornell のご自宅で、フェアエル・パー

ティーが開催された。大きな牧場があり、ログハウス

風のご自宅は、木の良い香りがした。手作りの美味し

いディナーをご馳走になった。UGA で病理学を教え

ていらっしゃる日系人の女性の先生ともお話する機

会があった。この夏、初めて小学生の息子さんをつれ

て日本を旅行した話を、楽しそうに語られた。パーテ

ィから帰宅する時、もう明日で夢の様な研修生活も終

わりなんだとちょっと寂しい気持ちになった。 

 

【8 月 28 日(金)】 今日は、UGA ホテルをチェック・

アウトした後、アトランタ水族館へ行った。天井まで

ある大きな水槽に、ジンベイザメを初め種種雑多な魚

が沢山泳いでおり、海が再現されていた。アマゾンの

エリアでは、真っ白なワニがじっと佇んでいた。お昼

は、再び CNN センターのフードコートで中華料理を

食べた。その後、鹿児島大のグループとアトランタで

別れ、山口大のグループとも空港近くのホテルで別れ

て、今晩宿泊するホテルに向かった。ホテルに着いて

周囲を散策したところ、工場地帯に位置していること

がわかった。暗くなったら出歩かない方が良い感じで

あったため、ホテルの目の前にあるファミレスで夕食

をとった。量も多く、メニューの組み合わせがとても

ユニークで、楽しい一時を過ごした。アメリカ最後の

夜なので、皆でビールを飲んだ。 

 

【8 月 29 -30 日】 いよいよ、日本に向けて帰る時が

来た。機内食をいっぱい食べ、好きな映画を見て、寝

ているうちに日本に着いた。たった 2 週間だったが、

とても充実した 2 週間であった。アメリカの学生と比

べて、これまでテストのためだけに勉強してきたこと

を深く反省した。卒業までの 1 年半で、実践でも使え

るようなことを、自分で勉強していきたいと強く感じ

た。最後に、このような素晴らしい学びの機会を与え
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てくださった UGA の先生や学生の方々、並びに佐々

木先生を初め北里大学の先生方に、心からお礼申し上

げます。 

☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※ 

☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※★☆※ 

佐々木 宣哉 Nobuya Sasaki 

 

はじめに、永田先生夫妻をはじめ UGA のスタッフお

よび学生の皆様、同行教員の山口大の谷健二先生、鹿

児島大の安藤匡子先生らの素晴らしいサポートのお

かげで、この研修が無事に終了することができました。

厚く御礼申し上げます。詳しい臨床ローテーションや

アトランタ観光については学生達が詳しく述べてい

るので、彼らに譲るとして、事前の情報が乏しかった

ジョージア大学に、少しだけ述べてみたい。 

 

ジョージア大 (通称 UGA)があるアセンズ市は州都ア

トランタから車で約 1 時間 30 分の距離である。ジョ

ージア大は 1785 年創立の南部屈指の名門州立大学で

ある。東京ドームの50倍という広大な敷地中は、木々、

緑があふれていた。約 3 万人以上の学生が 14 の学部・

大学院で学んでおり、ビジネス、教育学、ジャーナリ

ズム、法律の分野が強いようである。キャンパスには

伝統的な一軒家型からマンションタイプまで多数の

寮があり、1 年生は入寮が義務付けられている。入国

初日は各寮で新入生歓迎会が催されていた。 

 

【交通手段】 

日本のように公共交通機関は期待できない。 

(1) 研修中は UGA ホテルと動物病院間を、事務のコ

ーディネーターの方が 12 人乗りのバンで送迎してく

れる(AM8:30 と PM4:30)。12 人乗りであるが、バン

が 1 台しかないときは 14 人搭乗した。UGA 学生との

懇親会やパーティーは、獣医学部生から選出された

Student ambassador がバンで会場まで送迎してくれ

る。 

(2) 大学敷地が広大なため、新旧数百を超える建物を

学内無料バスが結んでいる。12 路線あり、バスに GPS

がついているので、web 上で、バスルートとバスの位

置 を リ ア ル タ イ ム で 把 握 す る 事 が で き る 

(http://www.transit.uga.edu/node/12)。UGA メイン

キャンパスと新動物病院が離れているため (4km ほ

ど)、1 路線は新動物病院用である。土日はほとんどが

運休である。 

(3) UGAホテルの 12人乗りバンがPM10:00まで利用

できる。2 マイル以内であれば、フロントの Concierge

に行き先を伝えると、Concierge が送ってくれる。ア

センズに食事に行く時や、日用品をスーパーに買いに

行く時に便利である。帰りの pick up は、出先より電

話で呼ぶか、事前に予約するかのどちらかである。 

 

【宿泊】 

UGA の中心に位置する UGA ホテルの宿泊する。1 泊

100 ドルほど。学生は 13 泊で 700 ドル位になる。学

生は2人1組でルームシェアし、1つのKingサイズ(幅

1940mm)のベッドに、同じ掛布団で寝ることになるの

で、初日は不満が出た。Extra のベッド(有料)を頼ん

だ学生もいた。アセンズの町中のホテルの方がアメニ

ティーがよく安価であるが、上述した UGA ホテルの

無料バンを使える事や治安を考えると UGA ホテルが

良いとの結論である。ホテル内に 2 つのレストラン、

飲料の自販機、ランドリー、バーがある。アメニティ

ーの詳細は HP を参照。UGA ホテル内は無料の WiFi

が使えるが、接続が悪く、成田空港の Globaldata で

レンタルした WiFi が非常に役に立った。大学内や動

物病院内も WiFi が完備されている。 

 

【食事】 

UGA ホテル内に、2 つのレストランがあるがあまりお

勧めしない。夕食はアセンズの町中に様々なレストラ

ンがある。昼食は動物病院の中の cafe、新動物病院の

近くのモールに 2 つの Super market (Publix と

Kroger)と10軒ほどの fast food、Buffet (Takibiなど)、

レストランがある。メインキャンパスに大きな学食 

(dining commons)が 3 つあり、非常にメニューが充実

している。Buffet形式であり、バーガーやブリトーは

その場で焼いてくれ、中身も豊富な食材からチョイス

できる。ビジターは 11 ドルであった。学生は年パス

を購入しており、7 日間 3 食プラン、管理栄養士のア

ドバイス付きで 4000 ドルとのこと。 

 

【スポーツ】 

アメフト、テニス、ゴルフ、水泳、陸上競技、バスケ、

体操、野球の強豪校で、アメフト場、野球場、バスケ

ットスタジアム、ジム (学生は無料)など目を見張るも

のがあった。アメフトは 9 月から 11 月まで毎週、各

大学を招待したホームゲームがあり、チケットは

50-100 ドル前後と決して安くないが 9 万人のスタジ

アムが満席になり、お祭り騒ぎになるようである。ま

た、Book center というショップがあり、書籍よりも

UGA のコーポレートカラーである赤地に G のマーク

が入った T シャツやグッズが大量に売られており、新

入生と思われる学生が列を作って購入していた。スポ

ーツの応援の際や普段着、日用品としてとして相当な

収益があるのであろう。 

 

【ブルドック】 

UGA (ウガ)という愛称でよばれる。伝統的なシンボル。

現在 9 代名で、重要な試合のセレモニーに赤い T シャ

ツを着た本物が登場する。7 代目までは鬼籍に入り、

スタジアムの外にモニメントがある。ウガがプリント

された T シャツやグッズが売られており、スポーツ観

戦時に着るようだ。アセンズの町にもウガの銅像やお

店や車にはウガのステッカーが貼られており、町中で

愛されているようだ。各種スポーツのチーム名は、

Bulldogs であり、毎年、ビジネスで成功した卒業生

100 人が Bulldog 100 として表彰されるようだ。 
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【芸術】 

芸術・音楽・演劇学部があり、美術館には、1300 年

代の宗教画、有名なアンディ・ウォーホルの Campbell

スープの絵や、ピカソの絵が展示されていた。 

 

【Tate Student Center】 

いわゆる student commons であるが、meeting ルー

ムや上述の Book center、映画館、レストラン、カフ

ェ、ATM、学生ローン、各種チケットの販売、寮やア

パートの斡旋、学内の病院の申し込みなどができ、機

能的にも充実していた。 

 

【病院】 

加入した海外保険の提携病院はアセンズになかった。

UGA ホテルの間近にあり複数の診療科がある大学の

UGA Health Center はビジターは利用できない。学

生用にたいていの薬は持って行ったが、いざと言う時

には、コーディネーターか Concierge に救いを求める

と良いが、北里側も緊急時の SOP を作成しておくべ

きであろう。また、室外は 30℃以上、室内は 20℃前

半なので、上着持参は必須であった。 

 

【獣医学部】 

来年で創立 70 周年を迎える。2015 年度の入学者は

114 名(倍率 8.56 倍)、平均 GPA3.7(秀が 92.5%)とい

う優秀な学生からなる学部である。多くの学生がジュ

ージア出身で 7 割が女性であった(Allen 学部長も女

性)。ゲント大、オスロ大にも訪問したことがあるが、

やはり女性が 7-8 割で、どうやら世界的な傾向のよう

だ。授業料は、色々な特待制度はあるようだが、平均

で、ジュージア州民 230 万、デラウェア/サウスキャ

ロライナ州民340万、他州出身者570万と高額である。

授業、実習は 1 講義 50 分、朝 8 時から始まり、午後

は実習だが 3 時にはきっちり終わるとのこと。教育カ

リキュラムであるが、日本と教科はあまり違いを感じ

なかったが、4 年時の臨床ローテーションが充実して

おり、どの学生も積極的に臨床に参加していた。優秀

な学生にとっても、勉学は大変だとのこと。昨年度の

北米国家試験の合格率は 94%である。昨年建設された

真新しく立派な動物病院は、患畜数が年間 25,000程、

売上 9億円、臨床教員数は 50人程とのことであるが、

レジデント、インターンや VT 等のサポーティングス

タッフが多数働いており、分業制に加え、獣医師監督

の元、VT は多くの治療行為を行うことができるので、

教員は、ゆったりと仕事をしている印象を受けた。講

義室、実習室もゆったりとした間取りで、学生の座

席・机は、日本の 2 倍くらいのスペースが確保されて

おり PC 用の電源も完備されていた。各科の朝の

meeting では、症例報告や治療方針の確認を行ってい

たが、各人が PC で電子カルテを共有し、教員と学生

が積極的に(時には対等に)、議論していたのが印象的

であった。 

 

 今回の旅は学生のサポートが主な任務であったが、

アメリカの大学や臨床現場、獣医学教育システムを垣

間見る事ができた有意義な研修であった。また、こち

らから正式に依賴していないにもかかわらず、永田先

生には、研修全般に渡って、大変親身になって学生の

細かい要望を聞いてくださり、スムーズに研修を行う

ことができました。厚く御礼申し上げます。最後に、

このような素晴らしい機会を与えてくださった UGA

の皆様、鹿児島大、山口大の皆様、北里大学関係者の

皆様に心から御礼申し上げます。 

 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 
 

 

UGA 研修のアンケート 

 

１．今回の病院見学に関して、良かった点は？ 

・自由に見回ることができ、かつ自分が見たい科は細

かくみることができたこと。 

・日本とアメリカの小動物に関して、色々と異なる点

を学ぶことができてとても勉強になった。 

・こちらが難しいことをお願いしてしまっても大抵の

ことは快く引き受けていただけた上に、本来ローテー

ションで回る予定のなかった研究室も見学すること

ができて大変勉強になった。 

・何かに縛られることなく、自由に見学させていただ

けたことが凄い良かった。自分の決められた課だけで

なく、本来は良くないのだろうが他の課を回って見る

ことができたおかげで、様々な面からアメリカの獣医

というものを知ることができた。また生徒やドクター、

教授は皆優しく、こちらのたどたどしい質問にも耳を

傾け、丁寧に答えてくれたことが非常に嬉しかった。 

・配属予定以外の部署にも、フレキシブルに見学可能

であったこと。 

・新設された獣医学部の校舎や病院において、北里大

学では見たことのない目新しい機器や設備の見学が

できたこと。 

・研究室のゼミは北里との教育の違いを実感できた。

特に、先生が何度も質問を学生に投げかけ、それに対

して学生も討論をしていることに刺激を受けた。 

・様々な分野の診療を自由に見て回ることが出来た。

先生方も質問に対して丁寧に返答してくださり、生徒

の方々も親切だった。特に日本にはまだ少ない医療機

器を見れたことは凄く良かった。また日本の獣医医療

との違いも見ることができた。 

・北里大学の授業ではなかなか見ることのできないよ

うな、馬の治療や診察を多く見ることができた。先生

や学生がとても親切で、分かりやすく簡単な英語でゆ

っくりとしゃべって説明してくれた。 

・2日毎に色々な診療科に割り振られたかったという

意見もありますが、自分としては長い間その科にいる



 

73  

ことで、その科が診察やオペなどに対してどのような

姿勢をもっているのか、アメリカの生徒がどのように

学んでいるのかなど、短期間ローテーションしただけ

では見れないものも見ることができたと個人的には

思います。 

 

２．今回の病院見学において、残念だった点は？ 

・科が別れすぎているため、日によってはとても暇だ

ったこと。 

・あまり英語をしゃべることができず質問があまりで

きなかったのがとても残念でした。 

・旧病院と新病院が離れているためにコミュニケーシ

ョン・プラクティス課を見れなかったこと。 

・自分たちのクリニカルローテーションにはない腫瘍

科や心臓科なども見てみたかった。 

・初めからある程度行く診療分野が指定されている点。

当日に自分の希望を伝えて変更することも出来たが、

選択できる分野を事前に教えてもらい自由に選択出

来た方がよいと思う。 

・今回のクリニカルローテーションは前半3日、後半4

日で2つの科しか回れない予定だったので、いろいろ

なところを見て回ることはできなかった。 

 

３．病院見学以外で良かった点は？ 

・ジョージア大学の人との交流をもつ機会が多くとて

も楽しかった。 

・UGAの学生アンバサダーの方々には毎日パーティー

や食事に連れていってもらうなど大変良くしていた

だき感謝しています。 

・全てがよかったです。毎日名も知らない異国の生徒

をレストランやパーティーに誘ってくれる学生たち

や、コラコーラミュージアムやCNNなどの観光名所に

行けたこと、教授の家でのパーティ、UGA学生の学生

パーティ、すべてが素晴らしい経験です。特に学生が

レストランやパーティに連れて行ってくれたことは

心から嬉しく楽しかったです。誘ってくれた学生たち

には感謝を申し上げます。 

・獣医学部生のプールパーティや、先生方のご自宅に

招いていただき、とても楽しい思い出を作れました。

ビール工場見学も、とても楽しかったです。 

・Student ambassadorのおかげで、学生のパーティ

ーに参加したりなど、積極的にアメリカの学生との交

流の機会を作ってくれたことで貴重な体験ができた。 

・鹿児島大学、山口大学の方たちと行動を共にし、他

大学の獣医学生と様々な意見を交換できたことはと

ても有意義であった。 

・UGAの学生の方々が色々なお店に夜ご飯へ連れてい

ってくれたのは凄く良かった。最初は恥ずかしくてな

かなか上手く話せなかったが、最後は打ち解けて今で

はFacebookなどでも繋がりができた。 

・毎晩のように、連れて行ってもらったお店の料理も

美味しかったし、水族館やコカコーラ・ミュージアム

も楽しかった。 

・全部楽しかった、お肉が特においしかった。先生の

ご自宅に招待された時には、たくさんの人との交流が

できて楽しかった。 

４．病院見学以外で、残念だった点は？ 

・最終日のホテルの立地の治安の悪さ 

・強いて言えば、もっと多くの学生たちと交流してみ

たかったです。でも今回来てくれた学生たちだけでも

十分すぎるほど楽しかったです。 

・9月上旬に、フットボールの試合が予定されている

ようですので、それが観戦できれば尚良かったと思い

ます。 

 

５．上記以外で、なにか改善できる点はありました

か？ 

・クリニカルロケーション時の患畜が来ず暇な時間帯

の時には、放射線治療科の永田先生には大変お世話に

なった。放射線治療の設備や機器を講義して下さり、

他の科へ斡旋もして下さり、将来の進路について相談

にのってもらった。永田先生自身も我々のために講義

の準備してくださっていたが、都合により今回は叶わ

なかった。もし可能なら、永田先生も留学プログラム

の一員として参加していただければ、プログラムの質

が格段に向上すると思われる。 

・UGAホテルの部屋がkingサイズのベッドに、一枚の

掛け布団で2人で寝るということを事前に知らせて欲

しかった。 

・ホテルの部屋が一緒まではしかたないが、ベッドが

一つしかなかったことは改善するべきことだと思い

ます。 

・ホテルの部屋は2人ならベッドを2つに、ベッドが1

つなら1人部屋にしてほしかったです。 

・UGAホテルのルームシェアに関してなのですが、2

週間も滞在するので、ツインを予約できるようにして

頂きたいと思いました。 

 

６．北里大学サイドで、来年から変更したほうが良い

点があったと思いますか？ 

・最終日のホテルですが、空港の近くで夜通し飛行機

の発着音で眠れませんでした。また、空港の近くとい

うこともあり治安があまり良くない場所だった。 

・飛行機の座席はできれば大学で一箇所にまとまって、

それが無理なようならせめて通路側を予約してほし

かった。また、最終日のホテルは空港の近くというこ

ともあり治安が良くなかったので、この点を考慮して

予約してほしかったです。 

・帰りの便をネットで座席予約をしようとしたが、行

きと同様、後部の3列席の真ん中の席しか残っていな

かった。 

・最終日の夕食だが、ホテルはアトランタ市街から遠

いためホテルの周りを探したが、マックとIHOPしか

無かったのが残念だった。 

・最終日のホテルを、空港前ではなくもう少しアトラ

ンタ近くにすれば、アトランタ市街地を少し見て回る
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ことができ、アメリカ研修を最後の最後まで楽しむこ

とができるのではないかと思います。ちょっと治安が

悪く不安な最終日でした(自分としてはアメリカのま

た別な面を見れてよかったですが)。 

・往復の飛行機の良い座席が残っていなかった。 

・後部席は子供が多く、泣き声で眠れなかった。 

・飛行機の座席が皆ばらばらで、3列の真ん中、騒音

のうるさい後部席だったので、そこを改善して欲しい。

最終日に泊まったホテルの周りが何もなく、治安がよ

いとは言えない場所だったので、値段が少し高くても、

もう少し夜でも安心して出歩ける場所が良かった。 

・今回の実習で初めて海外に行く人が多かったせいか、

時差ぼけや結構過密なスケジュールからの疲労で体

調を崩す人が多かったように思う。なので研修の無い

週末は、ある程度ゆっくり出来る日をつくっても良い

と思った。 

・電子カルテなど事前に見せていただけると前日に調

べたり、診療や手術の理解が深まったと思う。この点

も国際交流委員会にお願いしたいころです。 

 

７．来年UGAを訪れたい日本人学生たちにアドバイス

するとしたら、何と伝えたいですか？ 

・ジョージア大学のプログラムはおそらく他大学より

もアメリカという国を楽しむことができるプログラ

ムです。英会話をしたい、異国の文化に触れたい、異

国の人と交流したい、海外生活を楽しみたい、遊びた

いなど、獣医以外の面でも海外研修を謳歌したいと考

えている方には僕はUGAを特におすすめします。勿論、

獣医学の面も一日7時間と十分な時間がありますので、

しっかり英語を勉強して積極的に話しかけに行けば

他大学に劣らない経験ができるのではないかと思い

ます。ですが他大学では行われている英語でのプレゼ

ンが、UGAにはないのは一つの大きな違いかなと思い

ます。 

・小動物内科では、当日の予定がパネルで表示されて

います。そこで、だれが何時から、どのような案件（再

診か初診か）の予約がはいっているのかを知ることが

できます。そして、診察予約が入っている学生を見つ

けて、直接許可をとれば、オーナーから問診をとると

ころから、一緒に立ち会うことができます。その後の

治療プランの立て方や、オーナーへの治療プランの提

示などの一連の流れも見学できますので、積極的に現

地の学生に話かけた方が良いと思います。 

・UGAの病院の研修や研究室のゼミで学ぶことの多く

は、北里の５年前期までに学んだ内容でも重なる部分

が多々あったように思われる。実際に、なかなか聞き

取れない英語での会話でも、北里の授業で学んだこと

も元に、今この人たちはこのような会話をしているの

だろうと推察もしやすかった。留学する上で、英語の

勉強も勿論大切であるが、常日頃の授業を疎かにせず、

５年生までの内容をきちんと学んでからいくことが

大切であると思われる。 

・どの研究室でも非常に丁寧に説明していただけるの

で英語の勉強をしておくと充実した研修となると思

います。そこまで難しい英語を使わないでくれている

ので専門用語と中学英語くらいは使えるようにする

と良いでしょう。また、各研究室の初日には日本から

のお土産を渡すと良いです。お土産を渡さなくても十

分良く対応していただけましたが、お土産を渡してか

らはより積極的に話しかけてもらえました。 

・配属先では、手術や診察のある曜日と無い曜日があ

ります。無ければ、見学にいってもあまり得るものは

ないので、早めに数日先の予定を聞き、コーディネー

ターのWardさんに配属を別の部署に変えてもらうな

りの調整をした方が良いかと思います。 

・とにかく英語をしっかり勉強していったほうがどん

どんコミュニケーションをとることができるように

なるのでさらに実習をよりよいものにできると思い

ます。 

・積極性が凄く大切だということ。今回の実習で学ん

だことの一つであり、一番の私の中の反省点です。 

・日本食が絶対に恋しくなるから何かしら持っていく

べきです。 

 

８．その他、何かコメントがあればどうぞ。 

・大学を通してしか経験できないような、貴重な経験

をさせて頂きました。こういった機会を与えてくださ

ったUGA並びに北里大学の先生方に感謝しておりま

す。 

・きっと一生ものの思い出になります。行って後悔は

しませんので、ぜひ楽しんでください。 

・他大学のことを知らないので大きなことは言えませ

んが、僕はジョージア大学をおすすめします。本当に

楽しかったです。何より鹿児島大と山口大の人達も一

緒というのも個人的には大きく、素晴らしい方々と出

会えました。一人でホテルの人に送迎してもらって観

光することもできますし、良いことしかありません。

ジョージア最高です、行ってよかったです。ジョージ

アのみなさん、本当にありがとうございました。 

・米国での経験は今まで以上に日本で獣医学を学ぶモ

チベーションを上げてくれました。これもジョージア

大学の関係者、現地で行動を共にした鹿児島、山口大

学の方々、そして私たちの米国での研修を支えてくだ

さった佐々木宣哉先生のお陰だと思っています。大変

貴重な経験をさせていただきありがとうございまし

た。 
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different in US compared to Japan. I will make an 

effort to become better at English than I am even 

now, and would like to visit in UGA again. We have 

had valuable experiences in the clinical rotation 

because many teachers and students kindly taught 

me several operative and treatment procedures. I 

would like to thank you again for everything you 

did for me to make my stay pleasant and look 

forward to return your hospitality. Thank you very 

much.   

 

Takaaki Saito 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

  I’m writing this message to say thank-you for 

your kindness and support during my stay in US. I 

had such a great time in the States that I felt like 

not leaving Georgia on our last day. I learned many 

things in Georgia. It was very precious experience 

for me to watch medical examinations, diagnosis 

and operations with the wonderful students at UGA. 

I learned the difference between Japan and 

overseas countries in terms of culture, way of 

thinking, even trivial stuff in daily life. Everything 

in the States was impressive for me!  Above all, I’m 

so glad to make friends with such kind, friendly and 

excellent students at UGA. They invited us to 

parties and took care of us all the time, trying to 

make us happy in various ways. It was great 

meeting and I really appreciate them.  I will never 

forget everything you did for us. Thank you for 

everything. Looking forward to visiting Georgia and 

meeting you all again. 

 

Akira Shibata 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

To everyone in UGA, 

 

   I was very anxious because I was not good at 

speaking English. Everyone in UGA was very kind 

to me and listened to my poor English patiently. In 

addition, we really enjoyed many parties and nice 

various restaurants where student ambassadors 

took us. Thank you very much for your hearty 

hospitality. In clinical rotations, many teachers and 

students explained many things to us. I never 

forget these great experiences. Thank you very 

much for all your help during my stay in UGA. 

 

Akira Sugiyama 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

Dear everyone in UGA, 

 

   I had very nice experiences in UGA and learned 

many veterinarian medical care in US. I will be 

trying to this experience into something positive 

and I would like to become a good veterinarian. I 

really thank to doctors, students and staffs, 

especially, Mr. Parker Moore and Ms. Khaliala 

Ward.  Everyone is so great.  I would like to visit 

UGA and meet everyone again！ 

 

Kazuki Maemichi 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

Thank you everyone, 

 

   I had very exciting and great experiences in UGA. 

I could compare the style of veterinary education 

between Japan and US.  I enjoyed clinical rotations 

and many conversations with students. Profs and 

students kindly taught many things to us. I 

impressed that every student study hard. Please 

pass on give my best regards to everyone. I 

appreciate your kind hospitality during my 

stay.  Thank you very much. 

 

Takahiro MAKI 
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Dear All, 

 

   This program was very exciting and interesting 

for me. I was glad that everyone was very kindly to 

me and encouraged me.  I couldn’t have done 

anything without your help. Thank you so much for 

all your support throughout the rotation. Especially, 

Elicha san, thank you so much! I hope we can meet 

again.  I will never forget wonderful experience. 

 

Best Regards 

 

Mei Matsuo 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

Dear Dr. Stawicki, 

 

   Thank you very much for the hospitality you 

extended to me during our recent visit to your lab. 

We were really glad that you spoke slowly enough 

for us to catch you. The house calls and 

examinations I had with you were very enjoyable 

and rewarding. One month has passed since I came 

back to Japan and I still have great memories of my 

study experience, washing uterus body, ultrasound 

examination and collection of semen, etc. I have a 

dream of you and your yellow car!   

I really thank you. 

 

Kazuhito Kasai 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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  Thank you very much for giving me such a 

wonderful opportunity to learn at UGA Veterinary 

Teaching Hospital.  Clinical rotations at Small 

Animal General Surgery and Internal Medicine 

were meaningful learning experience for me. In 

addition, as same student to learn veterinary 

medicine, I was very stimulated with the fact that 

UGA students have much more advanced 

knowledge and technical skill than me.  I am going 

to study more and more to achieve global standard 

from now on.  Moreover, I appreciate your kind 

hospitality during my stay in Athens. I especially 

had a great time at dinner parties. Talking with 

nice people and awesome food… I will never forget 

those shining memories the rest of my life. Thank 

you again for everything you’ve done. 

 

Regards, 

 

Kana Ikeda 

 

 

  I really want to say “Thank you very much” for 

the warm and generous hospitality you showed us 

during our stay in GAU.  The training experience 

that you arranged for us was extremely informative, 

interesting and useful.  I am sure all students will 

use this experience and do my best to be good 

veterinarians.  Once again, thank you very much 

and we hope to see you in UGA, so that we can 

repay the kindness that we received from you.  

 

Nobu Sasaki, DVM PhD. 
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77  

 

 

 

 

University of Georgia College of Veterinary Medicine, Japanese Visitors Schedule 

August 15-28, 2015 

Kitasato, Kagoshima, & Yamaguchi Universities 

$= You are responsible for paying for your meal or activity 
 

 

 

Saturday, August 15 

Arrive to Atlanta Airport 

Travel to Athens- Arrive at Georgia Center Hotel 

Trip to Publix (A grocery store) $ 

Dinner-  Pizza  

 

Sunday, August 16 

Rest & Settle In 

 

Monday, August 17 

11 AM Take UGA Bus to VMC 

(Meet in Hotel lobby at 10:45AM) 

11:15 Lunch with Dr. Allen, Dean College of Veterinary Medicine and Dr. Cornell, Associate Dean for Academic Affairs 

12:00 Tour 

1:00 Picture with Dr. Allen and Dr. Cornell 

2:00 Return to Georgia Center Hotel 

6:00 PM Dinner (Amci)  

(Meet in Hotel Lobby at 5:30PM) 

 

Tuesday, August 18 

9:00 AM Clinical Rotations (Please see assignment sheet) 

Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

Free Night- Visit downtown Athens $ 

Please see map and brochure provided 

 

Wednesday, August 19 

9:00 AM Clinical Rotations 

Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

6:00 PM Terrapin (Beer Brewery) $ ($10 per person) 

(Meet in Hotel Lobby at 5:30PM) 

 

Thursday, August 20 

9:00AM Clinical Rotations 

Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

6:00PM Free Night- Dinner on your own $ 

 

Friday, August 21 

9:00AM Breakfast (Chick-fil-A) 

Travel to Atlanta to World of Coke 

(Meet in hotel lobby at 8:45AM) 

1:00PM Lunch CNN Center $ 

Mexican restaurant with CVM Ambassadors$ 

 

Saturday, August 22 

Free Day 

 

Sunday, August 23  

4:00PM Dinner and Swimming Dr. Gogal (Meet in hotel lobby at 3:30PM) 

Monday, August 24 

9:00AM Clinical Rotations 
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Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

 

Free Night- Visit downtown Athens $ 

Please see map and brochure provided 

 

Tuesday, August 25 

9:00AM Clinical Rotations 

Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

Dinner with student ambassadors in VMC. 

 

Wednesday, August 26 

9:00AM Clinical Rotations 

Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

5:00PM Dinner at The Blind Pig $ 

 

Thursday, August 27 

9:00AM Clinical Rotations 

Clinics are scheduled from 9:00AM – 4:00PM 

6:00PM Farewell Dinner Hosted by Dr. Cornell 

(Meet in Hotel Lobby at 5:30PM) 

 

Rotation schedule 

 

NAME ROTATION DATES CLINICIAN 

MAI SUZUKI Emergency and Critical Care August 18 – 20 Dr. Brainard 

KUNIKO YOSHIMURA Emergency and Critical Care August 18 – 20 Dr. Brainard 

RYOTA OKADERA Exotics August 18 – 20 Dr. Divers 

KAZUHITO KASAI Theriogenology August 18 – 20 Dr. Stawicki 

HIROKI KANAZAWA Diagnostic Pathology August 18 – 20 Dr. Kelley/Carmichael/Brown 

TAKAAKI SAITO Small Animal Surgery August 18 – 20 Dr. Schmiedt 

AKIRA SHIBATA Small Animal Orthopedic Surgery August 18 – 20 Dr. Rosselli 

AKIRA SUGIYAMA Small Animal Community Practice August 18 – 20 Dr. Roth 

TAKAHIRO MAKI Small Animal Internal Medicine August 18 – 20 Dr. Jo Smith 

MEI MATSUO Small Animal Internal Medicine August 18 – 20 Dr. Jo Smith 

KANA IKEDA Small Animal General Surgery August 18 – 20 Dr. Schmiedt 

KAZUAKI IGARI Small Animal Orthopedic Surgery August 18 – 20 Dr. Rosselli 

KAZUKI MAEMICHI Small Animal Community Practice August 18 – 20 Dr. Roth 

MAI SUZUKI Exotics August 24 – 27 Dr. Divers 

KUNIKO YOSHIMURA Small Animal Community Practice August 24 – 27 Dr. Roth 

RYOTA OKADERA Large Animal Surgery August 24 – 27 Dr. Eggleston/Parks 

KAZUHITO KASAI Theriogenology August 24 – 27 Dr. Stawicki 

HIROKI KANAZAWA Pharmacy August 24 – 27 Dr. Chester Sosebee 

TAKAAKI SAITO Exotics August 24 – 27 Dr. Divers 

AKIRA SHIBATA 
Small Animal General 

Surgery 
August 24 – 27 Dr. Schmiedt/Cornell 

AKIRA SUGIYAMA Pharmacy August 24 – 27 Dr. Chester Sosebee 

TAKAHIRO MAKI 
Small Animal General 

Surgery 
August 24 – 27 Dr. Schmiedt/Cornell 

MEI MATSUO Small Animal Orthopedic Surgery August 24 – 27 Dr. Rosselli 

KANA IKEDA Small Animal Internal Medicine August 24 – 27 Dr. Jo Smith 

KAZUAKI IGARI Small Animal Community Practice August 24 – 27 Dr. Roth 

KAZUKI MAEMICHI Small Animal Internal Medicine August 24 – 27 Dr. Jo Smith 
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Tennessee University 

School of Veterinary Medicine 

22 Aug. – 06 Sep. 2015 
 

 

 

 

Dr. James P. THOMPSON, Ayaka MOTEGI, Eika OGAWA, Tsubasa NARITA, 

Hajimu HARA, Tomotaka SAIGO, Eri MIHARA, Chiho YASUDA, Masato IKEO, 

Dr. Yosuke MAEDA, Dr. Craudia A. KIRK  

 

同行教員：前田 洋佑 Dr. Yosuke Maeda 

氏 名 Name 所属研究室 

池尾 真人 Masato IKEO 獣医生理学 

小川 瑛加 Eika OGAWA  獣医放射線学 

西郷 智貴 Tomotaka SAIGO 獣医生理学 

原 基 Hajimu HARA 獣医衛生学 

三原 衣理 Eri MIHARA 小動物第 2 外科学 

茂木 郁佳 Ayaka MOTEGI 獣医放射線学 

安田 千穂 Chiho YASUDA  実験動物学 

成田 翼 Tsubasa NARITA  小動物第 1 内科学 

 

  

Kitasato University 2015 
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池尾 真人 

 

8 月 22 日(土) 

出発の日、待ちに待った日だったので集合時間よりも

早く成田空港に行き、いろいろと空港内を散策してい

ました。出国の手続きを済ませ、いざ出国。問題なく

順調かと思いきや、飛行機内が寒すぎて、大変でした。

日本はそのとき半袖半ズボンで大丈夫なくらいでし

たが、空調が効きすぎて風邪をひきそうになりました。

そんなこんなで長いフライトを終え、ニューアーク空

港へ到着、入国審査を済ませニューアークからノック

スビルのマクギータイソン空港へと向かいました。到

着して空港でカーク先生と待ち合わせの場所で会う

はずが、連絡の伝達ミスのおかげで 1 時間伝え間違え

ていたため、夜中の 9 時から 1 時間空港内で待つトラ

ブルが起きました。これはさすがにみんなびっくりし

ました。無事ホテルにつきその日を終えました。 

 

8 月 23 日(日) 

朝食をたべ、朝をゆっくり過ごし、その日はお昼から

テネシー川のそばを歩き、カーク先生と大学周辺のダ

ウンタウンにあるレストランでランチを取りました。

時差ボケでみんなが疲れている顔をしていたのを察

してくれたのか、ナショナルパークに行こうとしてい

た予定を変更し、大学内を散策してそのあとは近くの

ショッピングモールに行くことになりました。ただ日

曜日だったため 6時には閉まるお店が多くすぐにホテ

ルに帰ることになりました。やっぱり時差ボケで大変

でした。特に成田さんは 9 時くらいには、恐ろしいほ

ど大きないびきをかいて寝ていたのでそれがまた面

白かったです。 

 

8 月 24 日(月) 

とうとう、テネシー大学の研修が始まりました。初日、

僕は麻酔科を見学することになっていました。主に術

前の患者の特徴をカルテから読み取りどのような麻

酔のレシピを選択するのかを考え、術中は麻酔管理を

行い、術後の患者の状態を診るところまでがここの役

割のようでした。ただ驚いたのは、実際に大学病院に

来る患者さんを、2 週間ローテーションで同じように

研修している最終学年の4年生の学生一人一人が担当

している患者に対して薬を選択し麻酔を行っている

というところでした。僕はそこで知り合った学生のロ

バートくんについて見ていたのですが、これから明日

麻酔を行う子のディスカッションをしようと言われ

カルテを渡され、君ならどうする？という質問をされ

ました。このとき僕は何も考えずにいままで実習で使

ったことのある薬しか言えず、正しい答えをいうこと

ができませんでした。初日から自分の知識のなさと、

向こうの学生との差を感じ、みじめな気持ちになりま

した。その日の終わりに全体でのミーティングがあり、

一人一人が教授に対してその日の行ったことと、次の

日に行う処置についてディスカッションを行ってい

て、しっかりと根拠をもって用いる薬について話し合

っているところをきいて学生はここまで違うのかと

思いました。その日の夜は麻酔薬について、自分で調

べてしっかりと反省しました。 

 

8 月 25 日(火) 

この日も、同じく生徒と行動して麻酔から手術までを

見学させてもらいました。前日の勉強のおかげで、前

日よりかはしっかりと理解をして臨むことができた

と思いました。特にその日は忙しくもなくすぐに終わ

り、生徒に一緒に外に行くか？と言われたのですが断

念して大学周辺にあるテネシーショップでショッピ

ングを楽しみました。その日の夜はホテルに近い Five 

Guys というハンバーガー屋さんへ行きました。めち

ゃくちゃおいしかったです。この記事を書きながらも、

また食べたいなとも思いました。 

 

8 月 26 日(水) 

この日は腫瘍科を見学しました。今度は生徒も先生も

スタッフ全員が女性しかいなくてびっくりしました。

気のせいかとは思いましたが、男性の獣医師さんは珍

しいのかなともおもいました。ここではほかの一般の

病院から紹介されてきた患者を生徒が問診、検査し、

異常がないかを確認し、放射線科へと検査を依頼した

り、FNA による細胞診を行ったりし、腫瘍の種類を

確認し、薬を処方するというスタイルでした。その日

は口腔内に悪性のメラノーマのある子や、長いこと入

院していて悪性の腫瘍により助かる見込みがなく安

楽死するブルドックをみました。その飼い主へ、全ス

タッフから寄せ書きが書かれた犬が天国に行く物語

の絵本をプレゼントしようということをしていて、途

中のものを見せてもらった時にあったかい気持ちに

なって泣きそうになりました。これにはすごく感動し

ました。この日の夜はみんなでステーキを食べに行き

ました。それがまたおいしかったのですが、次の日、

胃もたれが大変になるとは思いもしませんでした。 

 

8 月 27 日(木) 

この日も腫瘍科を見学しました。しかし、患者の数が

少なくあまり見学するものはないかもしれないとい

われたので午前中の検査に立ち会った後、小動物のリ

ハビリなどを見学したり、手術を見学したりしました。

また夜には“Wasabi”という日本食レストランに行き

ました。みんなはお寿司や、うどんなどを食べていた

のですが、僕はひばちという鉄板焼きを選びました。

すると鉄板の前でパフォーマンスが始まり、楽しむこ

とができました。 

 

8 月 28 日(金) 

この日は神経科に行きました。ここでは神経異常と疑

われる患者にたいして、神経学的な検査を行ったりほ

かにはヘルニアになっている患者に対して手術を行

ったりするところでした。僕はこの日、入院している

パグがいるので生徒にどのような検査をしてどこが
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悪いのかを一緒にやってみる？といわれたので検査

を一緒にやりました。研修に行く前に小動物の授業で

聞いたことを実際にやることができたので理解がよ

り深まってよい経験になりました。生活のほとんどが

英語のため長く感じた一週間がたちこの日は外でハ

ンバーガーを買って、先生の部屋に集まりみんなでお

酒を飲みました。そしてみんなで太らないようにと、

体をうごかしました。 

 

8 月 29 日(土) 

この日はみんなでラフティングをしに少し離れた場

所まで移動しました。カーク先生の夫のジョージさん

も一緒に参加しました。お昼はマクドナルドでした。

ほとんど日本と変わらない感じでしたが、違うのはジ

ュースのサイズぐらいでした。人生初のラフティング

だったので、行く前にジョージさんが事故で亡くなっ

た人もいるからねと言って怖がらせていたのもまた

スリルがあって楽しかったです。もう一回やりたいな

ぁとも思いました。この研修に行く前にゴーグルか何

か持っていくといいかもと言われていたのですがウ

ォーターシューズもすべてそこで買えるので心配す

ることはありませんでした。逆に普通の靴屋ではシー

ズンが終わるので売っていないこともありました。 

 

8 月 30 日(日) 

そして日曜日は先週に行くことができなかったスモ

ーキーマウンテン国立公園へ行きました。天気は曇り

空でしたが、自然を満喫し、昔ながらの粉ひき工場や、

建物を見ました。ほかには軽いハイキングをし、滝を

みたりしました。 

 

9 月 1 日(月) 

二週目は small animal medicine から始まりました。

この科はⅠとⅡがあり、僕は small animal medicine

Ⅰを見学しました。ほとんどの犬が、町の動物病院で

紹介された患者を詳しく検査したりするのがここの

役割のようでした。その日はクッシング病の患者の検

査をしていたり、ほかにはアメリカで有名なドラマの

“The Walking Dead”に出演していた片目だけの犬を

診たりしました。実際はカージャックに巻き込まれて

けがをした犬で、この子の検査をしたりなどいろいろ

な病気の疑いの子たちを診ました。また夜はテネシー

大学のメインキャンパスのほうにある大きなペイン

トができる岩にみんなで記念にペイントしました。終

わった後、カーク先生と夫のジョージさんと一緒にア

メリカの 50 年代をモチーフにしたハンバーガーショ

ップへ行きました。どこのハンバーガーショップもや

っぱりおいしかったです。 

 

9 月 2 日(火) 

この日も同じく small animal medicineを見学しまし

た。この日はとてもかわいい、生まれて 8 週のジャー

マンシェパードが来ました。この子は巨大食道症の疑

いで紹介されてきました。この子がすごくかわいくて

みんながアメリカらしいオーバーリアクションで、も

のすごく面白かったです。だいたいみんな Oh my 

goodness‼といってほんとかわいいねーというかんじ

でした。その日は忙しくなかったので、この日は血小

板減少について勉強のためのディスカッションを行

っていました。僕は話を聞いているだけでしたが、す

ごく興味深い感じでした。やはりしっかりと生徒に考

えさせて、答えさせる形はすごく興味深かったです。 

 

9 月 3 日(水) 

今日は病理学へ行きました。最初は生徒とともに血液

塗抹を作りそれを観察して、白血球数をカウントした

りしました。そこで知り合った学生が日本人の義理の

父がいるので、日本に興味を示していて優しく話しか

けてくれました。午後に牛の剖検があり、お昼の時間

もあまりないため学生たちと一緒にお昼を食べまし

た。午後の剖検では牛 2 匹を解剖しました。若齢の子

牛で解剖して、心室中隔欠損症があることがわかりま

した。 

 

9 月 4 日(木) 

この日も朝から生徒たちと勉強会でした。今回は生化

学検査でこの病気は何が考えられるのかという問題

形式でした。午後は剖検もなくフリーになったので次

の日の症例発表のためのスライドを作製するために

学生室にこもってパソコンを触っていました。 

 

9 月 5 日(金) 

午前中は同じく症例発表のための準備を行いました。

午後は症例発表を行いました。小さい会議室のような

ところで行いました。麻酔科でお世話になったマルシ

ャさんという VT の方が来てくれました無事終わった

あと、最終日だったのでみんなとお別れをいうために

お世話になった科を回りました。そしてその日はテネ

シー大学の学科長にあたるボスのお宅で行われた新

入生歓迎パーティに参加しました。ものすごく大きな

豪邸で、みんな探検したりしていて僕らも同じく探検

しました。 

 

9 月 6 日(土) 

朝早くにおき、再びマクギータイソン空港へ、長く感

じましたがやはり振り返ってみたらすごく名残惜し

く感じました。飛行機の中で写真をみかえしてこの研

修を振り返りました。 

 

言葉で伝えることは難しいです。ただ無駄にならない

ために一生懸命頑張ったことと、多くの刺激が得られ

たことを忘れたくはないと思いました。僕は大学生活

の“研修という名目の旅行”だと思っていましたが、日

に日に学生とかかわっていくうちにこんなこともわ

からないなんて、と思われたくない、しっかりしなき

ゃ、日本から来た代表のような気持ちで食らいつくこ

とができました。また、近い将来この大学に帰ってき

たいとも思えました。この研修があってよかったと思
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います。世界を知るきっかけを与えてくれたこのプロ

グラムに心から感謝を申し上げたいと思います。 

 

 

小川 瑛加 

 

8/22（土） 

日本出発の日。成田空港には 14 時集合で、実家（千

葉県内）からだったので一時間かからず到着。千葉県

民万歳！ 

飛行機内はとても寒く、上着を持っていても寒くて辛

かったです。 

ニューアークで国内線に乗り換え、いざノックスビル

へ。飛行しているところがそんなに高くないため雲の

中で雷が落ちるところがみえて、一人静かにテンショ

ンが上がっていました。ノックスビルに到着し、手違

いがあったものの無事カーク先生とご対面。ホテルに

送ってもらい、日程表等を渡されました。この時ロー

テーションについても知らされました。 

 

8/23（日） 

13:00 に迎えに来てもらい、テネシー川沿いのレスト

ランでランチ。量が多すぎて早速アメリカご飯の洗礼

を受けました。 

その後、大学内を案内してもらい、病院の中も説明し

てもらいました。アメリカに到着してまだそんなに経

っていないため英語に慣れず、いまいち話が分からな

いまま、とりあえず先生に置いていかれないように着

いていくので精一杯でした。場所も広すぎて把握しき

れなかったです。明日以降が英語に関しても、迷子の

危険性の面でもすごく不安になりました。 

天気が良くなかったので当初行くはずだった国立公

園を止めてショッピングへ。しかし日曜日なのでお店

は 18 時に閉店。休日にお店も休日モードというとこ

ろにびっくりしました。 

このあとはホテルに送ってもらい、明日以降のローテ

ーションに備えてのんびりしました。 

 

8/24（月） 

ローテーション 1 日目 oncology 

カーク先生に案内され、少しカーク先生から oncology

の人に向けて説明されてから私はその場に置いて行

かれ、この時の寂しさは半端なかったです。初日でど

のように過ごしたらいいのかもわからず、なかなかコ

ミュニケーションも取れなかったです。でも日本人は

自分しかいないため自分から動くしかないと思って

つたない英語で頑張ってみるも、全部が通じるわけも

なく。早々に心が折れました。 

この日はリンパ腫 3 件、皮膚リンパ腫 1 件、口腔内

mass 1 件が来ました。それぞれ一般身体検査を行っ

て、一通り終わると抗がん剤を準備してテクニシャン

の人がどんどん抗がん剤を投与してお返しする、とい

う流れでした。問診は学生が行って、それを先生に報

告し、今後の治療方針などを学生が考え、先生が指摘

し、最終的に決定したものを再び先生からオーナーさ

んに伝えるという日本では無い教育体制に驚きでし

た。大体の処置も学生自身が行って、その患畜のカル

テも学生が作成し先生が確認、という形でした。 

抗がん剤の一覧表をいただき、わかんないものはそれ

を見ながら処置を見学させてもらいました。 

カーク先生の部屋に戻ろうとしたときに迷子になり、

途中であった oncologyの学生に送ってもらいました。

病院内は迷路のようなので、わかんないときはすぐ人

に聞くべきです。私はずっと同じところをぐるぐるし

ていました。 

 

8/25（火） 

ローテーション 2 日目 oncology 

この日は骨肉腫 1 件、肥満細胞腫 1 件、移行上皮癌 1

件、口腔内扁平上皮癌 1 件でした。二日目になるとい

ろいろ吹っ切れてきて自分からコミュニケーション

が取れるようになっていきました。さらに染色をやら

せていただいたり、少しだけですがやらせてもらえる

ことが増えました。 

ランチが終わると勉強会が行われていたのですが、英

語が速く全然聞き取れず理解もできないし、さらに時

差ボケなのか睡魔に襲われ、そんな状態でその場にい

ることが申し訳なくなりました。 

 

8/26（水） 

ローテーション 3 日目 soft tissue 

soft tissue初日で流れなどが全然わからなかったので

すが学生の人達が説明してくれたり、場所案内をして

くれたり、迷子常習犯だった私を心配してくれてとて

も優しかったです。 

この日のオペは PSSと骨肉腫の除去。その他に交通

事故で皮膚がパックリ開いてしまっている子のバン

テージの巻き直しがありました。 

ここの先生の PSS のオペが速い、と有名らしくカー

ク先生も絶賛していました。実際速く、開腹して臓器

退かしたら「これがシャント血管よ」って言って学生

一人ずつに見せて血管閉めてあっという間に終了。 

骨肉腫は昨日 oncologyに来ていたラブラドールの子

で、左頬骨弓にできていたものを頬骨弓切断して取る、

というものでした。 

どちらのオペも終始和やかで、先生がとても愉快の人

で歌いながらハンマー持って骨を切っていたり PSS

のオペが嬉しいのか「PSS～♪」って歌いながらどこ

かに行ったりしていて他の学生と一緒になって笑っ

ていました。 

交通事故のピレネーの子のバンテージ巻き直しでは

縫合してくっつきそうなところを縫合し、ドレーン設

置していました。右後肢大腿部の傷はメッシュ植皮術

での皮膚移植をすると言っていたのですが、後日行わ

れたものの写真を見せてもらうと傷に切り込みを入

れて大きくしてから皮膚を引っ張って縫合していま

した。 
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8/27（木） 

ローテーション 4 日目 soft tissue 

この日オペはなく、オペ予定の子の受け入れや一般検

査などでした。 

朝、急遽昨日バンテージの巻き直しをした子がバンテ

ージを食べてしまったらしく、なんとか吐かせようと

モルヒネを投与して吐かせました。 

甲状腺がんで甲状腺切除予定の子は心臓が悪いと疑

われて Cardiologyで心電図を取らせてもらい、薬を

処方してもらっていました。心電図からは VPC が見

られました。 

その他 PSS、右第 1 指背面にできた腫瘤の除去予定の

子が来院しました。 

PSS においてシャント血管の発見にはエコーで見つ

けてからシンチグラフィーを用いて確定していまし

た。普段 CT 検査によってシャント血管を確認してい

るのを見ていたため、違った方法での血管の確定方法

を知れて良かったと思いました。 

 

8/28（金） 

ローテーション 5 日目 exotic 

朝訪れると、野生の子ウサギの処置をしていて、私も

ミルクをあげたり、皮下補液の準備をしたりしました。

2 週間前に左足を骨折した red tailed hawk はレント

ゲンで経過を見て、レーザー治療した後、オーナーに

お返ししました。何匹か小鳥が結膜炎や低血糖による

てんかんなどといった理由で連れてこられたがどの

子も安楽殺になってしまった。その他にも交通事故に

あって目が見えなくなってしまった Canada goose や

ウサギの歯科治療、角膜潰瘍、african grey parrot と

いう大型インコのヨウムから卵が出ないといって来

院しました。ヨウムはレントゲンを撮っても卵は確認

できず、腹腔内 mass ではないか、と先生たちは話し

ていました。 

呼吸器疾患で来院した snow white hawk はとても削

痩しており、採血後酸素室に入れられていた。その後、

血検結果が電話でかかってきたようで、電話を受けた

先生が走って酸素室に向かうと倒れており、急いで処

置が行われました。しかし、良くなる見込みがないと

判断されたのか安楽殺となりました。安楽殺後に内視

鏡で気管支内を見せてもらい、肉芽腫であったと教え

てもらい、さらに血検では白血球数がすごく減少して

いました。 

exotic はこの一日だけでしたが、症例が多く忙しい日

だったようでとても充実していて良かったと思いま

す。 

 

8/29（土） 

この日、病院はお休みで、私たちはラフティングに連

れて行ってもらいました。この日初めてカーク先生の

旦那さんであるジョージさんにご対面。 

着替えて、落ちてしまったときの注意を聞いたりして

いざラフティング！みんなびっしょりになりながら

楽しみました。ただ移動のバスがとても揺れて車酔い

しやすい人にとってはこっちの方がスリリングか

も？私も少し酔いそうでした…。 

ホテルに戻ってから夕飯を食べに行ったり、買い物に

行ったり休日らしく過ごしました。 

 

8/30（日） 

朝ゆっくり起きて集合時間までホテルの周りを散策。

途中雨が降ってきて「なんでいつも日曜に雨なんだ

ー！」と嘆いたけど少ししたら止んだので良かったで

す。 

昼前に迎えに来てもらい国立公園へ。山の中を車で移

動中、ブラックベアが見える、と聞き車を降りたけれ

ど私は確認できなかったです。いくつかのポイントで

車を降りて散策し、お土産を見たり、大きなアイスク

リーム食べたり。アイス好きな私にはとても幸せでし

た。途中降ってきた雨が止んだので 1 マイルのハイキ

ングコースへ。ハイキングのコースには 1 マイルと 5

マイルがあったけれど、さすがに 5 マイルは無理！と

なり短い方にしたけど引き返してくるころには足が

疲れて痛くなっていました。 

 

8/31（月） 

ローテーション 6 日目 radiology 

午前中は勉強会に参加させてもらい、テーマは胸部画

像について肺のパターンや気管、心臓などの話があり

ました。 

その後、私は読影している二人の先生の間にいてその

都度気になることを聞いていました。最初聞くタイミ

ングが難しくなかなか聞けなかったら先生の方から

説明してくれたりも。ただ訛りと話す速さが速いとい

うことで慣れるのに大変でした。午後になって話が理

解できるようになってきて、自分からどんどん聞くこ

とができました。 

exotic にクーガという大きな猫科動物がやってきて、

骨折のためレントゲン撮影にきた。ギャラリーも多く、

珍しいものが見られたなー、と感じました。 

読影だけでなく撮影している現場も見学。日本にいる

と鎮静かけずに用手保定によって撮影しているが、テ

ネシーでは鎮静をかけてサンドバックなどを使って

保定していました。どちらの方法がいいとははっきり

言いきれないけれど、鎮静かけてやるとこういう感じ

なんだな、ということは感じることができました。他

にも CT や、エコーを見たりしていました。 

ローテーション後、大学内にある”Paint the Rock”に

落書きをして、そのあと昔ながらのハンバーガー屋さ

んに連れて行ってもらい、盛りだくさんの一日でした。 

 

9/1（火） 

ローテーション 7 日目 radiology 

この日は 9:00までの時間で 12個の症例を見て所見を

考えて、その後生徒が自信のある症例について次々と

答えて、先生が確認していくといった読影練習が行わ
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れていました。 

これが終わると昨日と同様、読影のそばで先生に質問

したり、撮影風景見に行ったり。午後からも同じよう

な形で、先生が何人かの生徒に症例を提示して生徒が

考えた所見を先生が確認する、っていうのもやってい

ました。学生は撮影とエコーの保定と読影の 3 つに役

割分担されていて、読影では先生が面白い症例、見た

方が良い症例を部位別にリストを作っておりそれを

みて読影練習をしていました。その練習の途中、異物

を食べた症例が提示され、何食べたのだろう？と考え

ていたら、答えとして CT 画像が出してもらうと…異

物の正体はお風呂に浮かべるようなアヒルのおもち

ゃ！CT ではっきりと写り、3D 画像でお腹の中にいる

アヒルはとてもシュールで思わず写真をとってしま

いました（笑） 

撮影もひと段落したころ私もパソコンを借りて見て、

リストから適当に選んで最後に所見で答え合わせを

していました。 

この日から最終日のプレゼンテーションのため soft 

tissue に時間があるときに訪れ、カルテを見せてもら

ったりしていた。すでに約束は一人の学生にしていた

のだが、行くとみんなが知っていてくれてパソコンを

貸してくれたり、カルテを出してくれたりしました。

また来てもいい？って聞いたら、もちろん！って言っ

てもらえたのでこれから通うことにしました。 

 

 

9/2（水） 

ローテーション 8 日目 small animal Rehabilitation 

とうとうローテーション最後の科。リハビリの様子は

実際に見たことが無かったので全てが新鮮でした。 

主に関節炎とか肥満によるものだとウォータートレ

ッドミルを、筋肉が萎縮とかだと電気刺激を行ってい

た。ウォータートレッドミルはいろんな症例で使われ

ており、前十字靭帯断裂のオペをやった子だったりで

も行っていて、水の使用量かなり多いだろうな、なん

てどうでもよいことを考えてしまったり。 

リハビリ中に効果を聞いたり、2 週間もいると最初の

ころと比べてだいぶ積極的になれたなって思いまし

た。 

 

9/3（木） 

ローテーション 9 日目(最終日) small animal 

Rehabilitation 

この日も昨日と同じように進んでいきました。さらに

この日はプールと酸素カプセルを使ったものが見ら

れました。 

途中人手不足の時間帯があって、ハードル、ストレッ

チなどのリハビリをやらせてもらえました。とっさに

患畜に対して日本語が出そうになってしまい、動物へ

の掛け声も英語式で、っていうことに違和感があって

最初なかなか指示が出せなかったです。 

この日は早く終わり、さらに VT さんのひとりが誕生

日だったこともあってケーキを分けてくれました。チ

ョコケーキだったのだがとても甘く、アメリカならで

はの味がしました。 

この日はホテルに戻ってプレゼンの準備。ちゃっかり

夜食用に買ってあったハンバーガーも平らげ自分の

胃袋がおかしくなった気が…。スライドを作って読む

練習のため発音やアクセントを調べたりして気付い

たらあっという間に 2:00 過ぎていました。 

 

9/4（金） 

今日はプレゼンテーションの日。 

午前中プレゼンの準備をし、お昼を食べて最終確認し

たらいざプレゼンへ！プレゼンの直前に”T”の文字が

入ったネクタイを前田先生にプレゼントして、つけて

プレゼンに挑んでもらうことにしました。 

発表順番はあみだくじで決めて私は 4 番目で、みんな

の発表を聞いているとだんだん緊張してきて自分の

番では緊張 maxに！なんとか無事終えて、お世話に

なったところへ挨拶に。散々お世話になった soft 

tissue には午前中のうちに行ったので他のところを。

大学を出るとき、もう大学に来ないと思うと寂しかっ

たです。 

ホテルに戻って着替えて学長主催のホームパーティ

ーへ。1、2 年生向けのものでそこにお邪魔させてい

ただくといったものでした。学長の家はとても広く、

どんどん周りに学生が増えていき、とにかく落ち着か

ない！カーク先生を見つけるとホッとしていました。 

ご飯をいただき、学生と話したり、学長の家を散策し

たり。 他人の家だと言うのに参加者全員が自由に過

ごしていてホームパーティーってこんな感じなのか

な、と思いました。 

ホテルに戻ってからはカーク先生に渡すためのアル

バム作りをしながら、前田先生へ 2 週間のお礼にケー

キをプレゼント。ケーキは見た目も中身もなかなかア

メリカンでした。 

 

9/5（土）、9/6（日） 

この日の集合時間は 5:30。起きた時間 5:13。まだ誰も

起きている気配がない。急いで飛び起きて皆を起こさ

ねば！時間と戦いながら着替えて朝使ったものをし

まい、なんとか大遅刻は免れました。 

空港まで行くのにジョージさんが荷物を運んでくれ

ていざ空港へ。空港に着き、ジョージさんとはお別れ。

カーク先生はセキュリティチェックの前まで来てく

れて、アルバムを渡し、一人ずつカーク先生と写真を

とってお別れへ。お世話になったカーク先生とのお別

れは寂しかったです。 

そんなしんみりした気持ちのままセキュリティチェ

ックを通過していったのだが、ここでもいくつか笑い

を提供してくれた方々がいたので暗い気持ちになら

ずに済みました（笑） 

飛行機の中は爆睡。着いたシカゴは時差があって次の

飛行機までの時間は思っていたのよりも長かったで

す。ご飯を食べて空港内を散策。乗る直前に何故かビ
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ールを飲んでいざ搭乗へ。成田に着くと大雨でびっく

り！到着ロビーで解散してそれぞれ帰宅していきま

した。 

 

今回の海外研修では積極性が必要であると感じまし

た。私はローテーションが誰とも被らなかったので自

分で聞くしかないし、会話するには英語しかない、と

いう状況でした。でもそのおかげで目の前のことに集

中できたし、コミュニケーションをとるきっかけにも

なって良かったと思っています。つたない英語でもわ

かってくれたテネシーの方々にはとても感謝してい

ます。とても充実した 2 週間が過ごせました。 

 

西郷 智貴 

 

8 月 22 日(土) 

 空港でみんなと合流。しかし空港に着くまでにスー

ツケースの車輪が一つとれた。幸先悪すぎるスタート。

空港で日本円をドルに替えたが一番円安ドル高の時

期でとても損した気分。手荷物検査で原君がはさみを

機内に持ち込もうとして足止めをくらっていた。機内

に乗り約 12 時間のフライトだったが、機内が異常に

冷房が効いていて半そでしか持ってきていなかった

私はとてもつらかった。本当に寒かった。飛行機は映

画や音楽が聴けたのでよかった。ほぼ爆睡。到着後予

定時間の 1 時間にカーク先生とようやく合流。そのま

ま 30 分くらい車に乗りホテルへ。ここで予定表やプ

レゼントなどをもらったので私たちも日本からのお

土産をカーク先生に渡した。なぜか私だけ大動物の科

が割り振られていて驚いた。ホテルは男子 4 人 1 部屋

でベッドが 3つにソファーが 1つだったのでローテー

ションで回していくことにした。 

  

8 月 23 日(日) 

 機内で爆睡だったがホテルでも快適に寝ることが

できた。起きて昼くらいに集合して、大学の近くのお

店で昼食をとった。その後大学内を見学し、ショッピ

ングモールに 3時過ぎに行ったがどこのお店も 4時に

閉まり始めてスタバでコーヒーを飲んだだけで何も

買えなかった。夕食は昼が多すぎたのでほとんど食べ

られなかった。 

  

8 月 24 日、25 日(月、火)：Equine Surgery 

 平日の研修の流れは、朝 7 時半頃にホテルのロビー

集合、8 時頃に大学に到着しそこから各自割り振られ

た科(基本的に各科に学生 1 人)に行き、夕方 5 時半ま

でに再集合だった。 

大動物ということで引率の前田先生と共に見て回っ

た。まず驚いたのが治療室にいたのは男性の教授以外、

学生・レジデント・ドクター・アシスタントなど全て

女性だったことである。後で聞いたことだが、学生の

うち男子は 2～3 割しかいないそうだ。 

 自らの腹部の皮膚を球節に移植する馬の治療がメ

インで、一日目の午前、二日目は一日中この症例だっ

た。ナイフを用いて腹部の皮膚をはぎとり、それを薄

くのばし網目状にして移植し包帯を巻いていた。手術

自体は成功したが麻酔の覚醒時に、まだあまり覚めて

いない状態で無理に起こそうとした為に、移植した脚

の飛節部分を今度は骨折してしまった。そこから予後

は不良で結果的に 1週間後に安楽死をしたようだった。

しかし、まず皮膚移植の時点で日本ではここまでの状

態だと手術は選択をしないだろうという話を聞き、手

術は成功してよかったがもう少し覚醒に時間をかけ

ればよかったのではないかという複雑な思いになっ

た。他の症例では、肺炎の馬のエコーの観察をし腹部

にチューブをつなぎ膿や液体を排出するものなどを

見ることができた。 

  

8 月 26、27 日(水、木)：Small Animal Rehabilitation 

 テネシーを選んだ理由にリハビリが見たいという

思いがあったので診察に同行させてもらえてよかっ

た。日本ではあまり発展していない分野でアメリカの

中でもテネシーはいち早くリハビリ療法を取り入れ

たらしい。症例の多くは椎間板ヘルニアや前十字靭帯

断裂だった。ウォータートレッドミル(ランニングマシ

ンの下から水が出てきてそこでウォーキング)やプー

ルでの水泳、レーザー療法、電気刺激療法、ハードル

を歩いて越える、バランスボードなど、さまざまな治

療をしていた。教授に電気刺激を受けてみるかと言わ

れたので受けてみると、腕はちくっとした程度だが掌

はかなり刺激がきてとてもご満悦の表情をしていて、

見た目が怖かった教授がさらに怖く見えてしまった。

他に驚いたことは、リハビリ科に女子の学生がいるの

だが、男子学生が処置室に入るとその生徒にキスをし

て急に 2 人だけの世界に入り込んでしまったことだ。

話を聞くとどうやら結婚しているようで、アメリカで

は学生結婚も普通にある、と幸せそうに語っていた。

とにかくリハビリはいろいろな治療を見ることがで

きてよかった。 

  

8 月 28 日(金)：Anesthesia 

 麻酔科では小動物の手術時の麻酔を担当していた。

導入、維持、覚醒などは術者とは完全に切り離されて

麻酔科が行っていた。導入のときに、「doppler flow 

tector」という心拍を聴く簡易的な装置も念のために

つけていた。心室期外収縮のパグかなにかが来ていて、

5 年の前期の授業でちょうどやっていたところだった

のでちょうどいい復習になった。他にはリハビリのと

きにいたTatorという交通事故に遭い車が燃えてやけ

どをしたという患者がここでも来ており皮膚移植を

する前のドレッシング治療として MEDIHONEY と

いうハチミツが主成分のものを張り付けていた。手術

に同行するので Soft Tissue とこの日はほぼ同じで、

手術室の中で学生と一緒に見た。手術の担当の先生が

「トイレはどこですか、Where is the restroom!」と

連呼しており謎だった。麻酔とは関係ないが眼科の手

術がすごかった。 
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8 月 29 日(土) 

 この日はラフティングに行った。これは本当に迫力

があって楽しかった。1 時間半くらい乗っていたけど

それを感じさせないくらいあっという間だった。自分

たちで写真が撮れないのが残念だけど、どのタイミン

グで撮っているのかわからないようなところでお店

の人が撮っているのでいい思い出になるはず。一緒に

乗っていた女性のインストラクターがとても明るく

ファンキーすぎておもしろかった。なのに、途中はし

ゃぎすぎていたら彼女に真顔で“No.(そんなことしな

いで的な感じ)”と言われたので驚いた。 

 夜は夕食後、初めて男女全員そろって前田先生の部

屋で飲んだ。 

  

8 月 30 日(日) 

 Great Smoky Mountain という国立公園に行った。

公園の近くになると野生の熊がいたそうで現地の人

もみな車から降りて写真を撮っていたが私は見るこ

とができなかった。代わりに鹿は見ることができた。

広大な自然がとてもきれいで、感動した。回っている

途中で現地の人が、この公園内で捕獲された動物につ

いて解説していた。様々な動物が見られるようで機会

があれば他の季節にも行ってみたいと思った。 

  

8月 31日、9月 1日(月、火)：Soft Tissue(Small Animal 

Surgery) 

 先週の金曜に麻酔でお世話になったので、手術が多

く行われるのかと思っていたが 2日ともほとんど手術

はなかった。初めに小さい講義室でレジデントの先生

による授業のようなものが 1 時間程度あった。卵巣摘

出術と卵巣子宮摘出術の違いや、インスリノーマのこ

となどについて話していたが講義内では理解するこ

とができなかったので後で先生に聞きに行って多少

理解することができた。また、1 日目の終わりに次の

日に行う硬化療法という膀胱鏡を用いる手術に関す

る論文をもらった。すぐに読んでやろうと意気込んで

いたが、研究室のゼミの論文と同じだと考えるととて

も 1日では読めないなということに気づき辛くなった。

結局次の日は延期になってしまい見ることができな

かった。また、小動物ではないが、トラの骨折の手術

を見ることができてよかった。 

  

9 月 2 日、3 日(水、木)：Small Animal Medicine 

 最後のローテーションは小動物内科。学生が診察室

に行き体温、聴診などの問診をし、その後ドクターと

症例について話し合い、再度オーナーの待つ診察室に

行くという形だった。大学 4 年生(とは言っても他の大

学で教養を学んでから獣医学科に進学)が、実際に問診

を行うのは知識だけではなく、責任も伴うものだし、

それを 1件だけでなく複数行っているところが本当に

驚いた。手術的には、内視鏡を用いるものが 2 件くら

いだった。学生にも鼻から内視鏡を入れる練習をパグ

でやっていた。早く終わったときにちょうど Tator の

皮膚移植をやっており、外からではあるが見ることが

できた。時間が迫っていたので最後までは見ることが

できなかったが、手術はうまくいっていたようだった。

色々な科に回っていたがTatorも多くの科の先生が見

ており、手術まで見ることができてよかった。 

 また、水曜あたりから金曜のプレゼンの準備に取り

掛かった。 

  

9 月 4 日(金)：Case Study Presentation 

この日の午前は見たい人だけ病院に出て、他の人は

プレゼンの最終チェックをし、午後に発表を行った。

プレゼンは自分で一つ印象に残った症例を選び、病

歴・治療法・今後についてなどを各自 5～10 分程度に

まとめてパワーポイントで発表した。私は馬の皮膚移

植について発表した。前日に TED を見てプレゼンの

イメージをして堂々と発表することを心掛けた。緊張

したが、これもいい経験になった。その後は各科にま

わって最後の挨拶をした。夜は学科長の家でホームパ

ーティーをした。パーティーには獣医学科の 1、2 年

生と先生たちが来ていた。学科長の家はまさにアメリ

カンドリームを叶えたかのような信じられないくら

い大きな家だった。パーティー後ホテルに帰ってから、

前田先生に感謝の気持ちを込めてあらかじめ買って

おいたケーキを渡し、カーク先生に渡すアルバムを作

った。 

  

9 月 5 日(土)：最終日 

 朝 7:15 分の飛行機という早朝にも関わらずカーク

先生と旦那さんのジョージさんに送っていただいた。

最後のお別れはつらかったけど、本当に楽しい研修で

テネシーに来てよかったと思った 2 週間だった。シカ

ゴで乗り換えたがここで 1 時間時差が生じて、結局帰

りは 13 時間のフライトだった。行きとは違い、みん

なの席がばらばらになっていたり画面がついてない

ものだったので帰りも爆睡した。帰っている途中にス

ーツケースの車輪がもう一つとれてとても困った。 

  

最後に 

 テネシーはエキゾチックやリハビリが有名な大学

です。興味がある人はぜひテネシーに行ってみてくだ

さい。そして英語だけの世界に一人で放り出されて、

初めは自分の英語力のなさに絶望しか感じなかった

です。基本的にみんな各自やることをやっており話し

かけてくれる人はあまり多くないので、勇気をだして

話しかけてみてください。みんな丁寧に答えてくれる

と思います。なんとかなります。また、学生の意識の

高さにも驚きました。普段の旅行とは違う研修という

ことで、とても刺激的な 2 週間になることは間違いな

いと思います。機会があればぜひ参加してみて下さい。 
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原 基 

 

テネシー海外研修を振り返って 

 

8/22(土) 出国 

その日の朝、七戸十和田駅で 7:58発の新幹線に乗り、

東京駅へ。12:04 東京駅に到着。12:33 東京駅発、13:27

成田空港着。14 時、成田空港第一ターミナルの南ウイ

ング 4F ユナイテッド航空チェックインカウンターB

付近に集合。手荷物はカバン、2～3 泊用のスーツケー

ス、パソコン、リュックサックの 4 つ。今になっても

6 泊 7 日用くらいのスーツケースとリュックサックと

パソコンがあれば十分だったと思います。 

配布された最新の資料には、フライトの予定は成田か

らニューヨーク、そして、ニューヨークからノックス

ビルに向かうと書かれていたのですが、実際には成田

からニューアーク、ニューアークからノックスビルに

向かうことになっていました。14:20 から手続きや荷

物検査をして 15 時には終わりました。特に荷物検査

では筆箱に入れっぱなしにしてしまっていたハサミ

が引っ掛かり、捨てることになりました。20 分で搭乗

口まで移動してから 1 時間ほどの自由時間、その間に

日本での最後の食事を済ませました。 

17 時くらいに飛行機に乗りました。その後入出国カー

ドが配られました。記入のためにボールペンは用意し

ておきましょう。宿泊先の住所は携帯で写真を撮って

おくなどしておくとカードに記入しやすくて便利で

した。カード記入後、映画でも見ていようかと、ヘッ

ドフォンをしてプラグを差し込んだところ、プラグの

付け根がパッカリ開き、分解、壊れました。差さりま

せん、、、ずっと寝ていました。首に巻く枕があれば

もう少し楽に寝られたかもしれません。ニューアーク

に着くまでに機内食は 2 回出ました。 

ニューアークに到着。入国審査が行われました。入国

審査後、トイレを探しましたが、なかなか見つかりま

せん。着陸前に機内で済ませておいた方がいいと思い

ました。バスに乗り、搭乗口へ移動しました。搭乗口

での待ち時間の間にお土産屋を見ました。ニューアー

クにいるはずですが、ニューヨークと書かれたものし

か売っていませんでした。WiFi は 30 分間のみ無料で

使用できました。 

ノックスビルに向けて出発。飛行機は小さめのもので

した。 

ノックスビルのマクギータイソン空港に到着しまし

た。予定時刻よりも早めに到着しました。日本との時

差は 13 時間でした。現地時間 22 日(土)の 21:41 に到

着予定であったため、Kirk 先生が迎えに来られるまで

待っていましたが、時間になっても先生が来られませ

ん。22:40 くらいになってようやく来られました。何

かのミスで 1 時間間違えていたようです。先生から帽

子やノートなどのテネシーグッズや 2週間のスケジュ

ール表などをいただきました。スケジュールで変更し

たいことがある場合は、Kirk 先生に伝えれば変えても

らえるとのことでした。車への荷物の詰め込みをしま

した。9 人分のスーツケースなど、かなりの大荷物で

したがすべて詰め込めました。そこから 30 分くらい

かけて Turkey Creek の Homewood Suites に移動し

ました。 

ホテルにチェックイン。部屋は広く、3 室あり、バス

ユニットが 2 室、ドライヤー2 つ、テレビ 3 台、台所

用品完備、大きな冷蔵庫あり、ダブルベット 1 つ、シ

ングルベット 2 つ、ソファ 1 つでした。インスタント

食品などがホテルの 1 階に売ってありました。ハーゲ

ンダッツがでかかったです(5 ドル)。洗濯機と乾燥機

はそれぞれ 25 セント 4 枚で使用できます。フロント

に頼めば小銭や紙幣を 25 セントに換えてもらうこと

ができました。 

ホテルでは WiFi が使用できました。 

この日は小雨が降っていました。雨が降ることは珍し

いことだそうです。天気が雨であるため、日曜にグレ

ート・スモーキー・マウンテンに行くことは中止にな

り、ショッピングに変更になりました。 

 

8/23(日) 大学案内 

この日は Kirk 先生に大学へ連れて行ってもらいまし

た。 

起床後、ホテルの朝食。フライドポテトしか野菜があ

りませんでした。ソーセージ、ハム、ハンバーグがロ

ーテーションで変わります。ヨーグルト、ワッフル、

シリアル、フルーツ、パンなどがありました。 

Kirk 先生が来られる前に、ホテルの西側にある Earth 

Fare というスーパーを見に行きました。 

13 時にホテルを出発し、テネシー大学の近くにある

Calhoun’s on Tennessee River で昼食を食べました。

14:20 に食事を終え、大学内へ移動し、案内してもら

いました。小動物や大動物の診療施設を見て回りまし

た。迷子になるくらい入り組んでいました。大学内で

もWiFiが使用できました。17:10には案内が終わり、

買い物に連れて行ってもらえました。17:30 にアップ

ルストアウェストタウンモールに到着し、見て回って

いましたが、日曜の営業終了時間は早く 18 時までと

いうこともあり、特に何も買えませんでした。18:45

に Kirk 先生が迎えに来てくださり 19:10 にはホテル

に帰り着きました。太陽は 20 時くらいまで沈みませ

んでした。次の日に分かったことですが、日の出も遅

く 7 時でした。夜にはホテルの南側にある Walmart

というスーパーで飲み物や洗剤などの日用品を買い

ました。 

 

8/24(月) Pathology：病理学 

学校がある日は 7:25にKirk先生がホテルまで迎えに

来てくれます。ただ、この日は 7:45 にホテルを出て、

8 時すぎに学校に着きました。白衣、スクラブ、聴診

器、メモ帳などを持っていきました。 

一日目は病理学でした。白衣を着用し、案内されたと

ころへ行きました。先生 2 人、学生 10 人くらいのと
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ころに行きました。実際に行った内容は検死でした。

午前のうちはオリエンテーションに参加し、解剖の動

画を見ました。先生が成績評価について話したり、レ

ポートの話をしていたりしていました。午後はウシや

トラ、インコ？、ハクビシンのような小動物などを皆

で手分けして解剖しました。つなぎや長靴などは貸し

てもらえました。解剖に入る前に、ミーティングがあ

り年齢や外観やその症状などから死因として考えら

れるものについて話していました。ウシでは肝臓にチ

ーズ様膿瘍が詰まっていたり、妊娠していて死んだ胎

児が確認されたり、トラの脊髄の断面をみたり、小動

物の脳にできた不自然な空間をみたりしました。解剖

の手順が書かれた資料があり、それに沿って解剖を進

めていきました。解剖の手伝いはさせてもらえました。

ウシの乳腺を切とったり、関節を切断したり、首を切

り落としたり、眼をくりぬいたり、脳を取り出したり

などできました。前肢の関節の切り方がよく分からな

いときなどはやってくれました。また、学生の方から

首を切り落とすときのコツや目の切り出し方につい

て教えてもらいました。 

ミーティングの際にも思いましたが、先生と学生の仲

がたいへんよく、距離が近い感じがして居心地がよか

ったです。 

解剖が終わると、先生は他の学生や先生方を集めて今

回の解剖の結果の説明を行っていました。 

17:30 には Kirk 先生の部屋の前に集合し、ホテルへと

帰りました。毎回、このような流れになります。 

ホテルに帰り着いて、解剖の際に分からなかった英単

語を調べました。 

 

8/25(火)  Pathology：病理学 

午前は 10 人くらいでまとまって顕微鏡で病変部位を

観察しました。先生が映し出す顕微鏡の様子を皆で見

られるシステムでした。8:30 に始まり 9:30 には解説

が終わり、13 時からミーティングということでいった

ん解散になりました。その間、英単語を調べたり、大

学内をぶらついたりしてみました。外は晴れで昼の気

温は 33℃くらいでしたが、蒸し暑くはありませんでし

た。今思えばこのあいている時間に他の研究室を見て

回り、見学させてくれるように頼んでもよかったと思

います。昼飯は獣医学棟から歩いて 3 分ほど、北西に

ある Mables’ Café へ行きました。事務の方に教えて

もらいました。日替わりバイキングの店で、その日は

チキンライスが食べられました。 

13 時になりミーティングに参加しました。学生が昨日

の解剖の結果から、死因について説明を行い、それに

対して先生が意見や質問をしていました。それが一通

り終わると、今日の解剖についての話が始まりました。

今回の解剖は猫一体でした。その猫についての情報を

先生が話し、それについて考えられる死因について学

生に質問を投げかけていました。 

13:40 くらいにミーティングは終わり、その後、解剖

棟に移動しました。猫は太っており、片方の腎臓が腫

大しており、胆嚢に出血痕のような赤いぶつぶつが見

られました。肝臓は少し赤黒めでした。今回は両目の

くりぬきと腸管開きをやらせてもらえました。 

16:20 には解剖が終わり、少し早かったのですが終わ

りということになりました。 

解剖の前には先生に日本のお土産を渡していました。

リンゴあめと南部せんべい、よもぎもちを渡しました。

次の日に病理研に行った人曰く、あめともちは好評で

したが南部せんべいは味が薄く不評とのことでした。 

18 時すぎにはホテルに帰り着き、ホテルの南側にある

Brixx Wood Fired Pizza にて夕食をとりました。 

 

8/26(水) Small Animal Medicine：小動物医療 

次の研究室に配属されました。白衣を着て、聴診器と

メモ帳、電子辞書を持っていきました。案内されたそ

の部屋には天井からクリスマスで使用されるような

イルミネーションがつりさげられていました。20 人く

らいの人が出入りしていて、うち男性は 1 人だけでし

た。 

血液採取、体温測定、ACTH 負荷試験、グルコースの

測定などが行われていました。採血は頚静脈から行っ

ていました。来院した犬たちはどの子も暴れるという

ことがないことに驚きを覚えました。保定がうまいと

いうのではなく、犬たちがおとなしく従っているとい

う感じで、病気ため元気がないということもあるけれ

ども、犬たちはしつけがしっかりとされていると感じ

ました。吠えたり、噛んだりするような子がいません

でした。連れられてくるときも勝手なことはしていま

せんでした。このような子たちが相手であれば獣医師

としても診察しやすいと思いました。 

途中、学生の人の問診についていき、その様子を見て

いました。問診用の部屋が設けられており、ここでは、

まず学生がオーナーさんの元へ行き、ペットの子につ

いての質問をしていました。その異常やワクチン接種

などについて話を聞き出します。犬の心拍数や呼吸数

の聴診、耳の中や目を調べ、体温測定や体重測定を行

っていました。一通り終えると、オーナーさんたちに

は待っていてもらい、学生は先生の元へ行き、自分が

行ったことの報告と話し合いを行っていました。どの

ような病気が考えられるのか、また、そのように考え

た理由についてなど話し、それが終わると、先生と学

生はオーナーさんの元に行き、先生が改めていくつか

の問診を行い、ペットの子を預かっていました。預か

った子の体温測定、心拍数などのチェック、採血など

を行ってから、ケージの中へ入れていました。 

その日には尿石症の子の手術があり、手術室外に設置

されたモニターで内視鏡の映し出す映像を見ました。

バスケットを開閉させて、石を取り出すというクレー

ンゲームのような手術でした。 

また、ICU(集中治療室)にも連れて行ってくれました。

右後肢をボートのスクリューに巻き込まれたため、右

後肢を切断したゴールデンレトリバーがいました。そ

の子のオーナーさんたちがいらっしゃり、その子の頭
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にキスをしたり、頭をなでたりしてあげていました。

「Good boy」と何度も言いながら、やさしくなでてい

ました。その様子に感動しました。その後、獣医師と

オーナーさんは、その子の腹部にベルトをして下半身

を持ち上げる形で歩かせていました。 

16 時になるとディスカッションの部屋へ行き、それぞ

れの学生が担当している子たちの様子やその経過に

ついて先生と話し合いを行っていました。僕には会話

がほとんど聞き取れなかったため、ところどころ分か

る単語からどのような状態にあるのかを考えました。 

夜、ホテルに帰ってから、9 人全員でホテルの隣にあ

る Connors Steak & Seafood で食事をしました。 

 

8/27(木) 

朝 9 時からミーティングがありました。15 人くらい

で、それぞれが担当している子たちについて話しあっ

ていました。先生がときたま質問をしますが、ほとん

ど学生がそれぞれの子について話していました。 

研究室に来た子たちの採血、心拍数や呼吸数の測定、

尿石症の手術が行われました。いびきのような呼吸音

をした子や、ガラガラとした呼吸をする子などが来院

しました。 

ふと流し台の方をみると犬の手形の入った石膏があ

り、質問してみると、亡くなった子の手形だと言われ

ました。形見としてオーナーさんに渡すのだそうです。 

途中から、先生方や学生も報告書の作成などのため、

ほとんどの人がデスクワークに移り、尿石症の手術を

ずっと見ていました。尿石症の手術では、直径 2～

3mm ほどの石が 5 つくらい取れていました。 

終わりに、日本のお土産としてするめを渡しました。

評判がよかったかどうかは分かりません。 

この日の帰りに Kirk 先生がテネシーショップに連れ

て行ってくれました。 

 

8/28(金) Community Practice：実践コミュニティー 

スケジュール上、この研究室には一日だけいました。

8 人くらいの人たちがいて、その中にアジア系の先生

がいました。使用している物品などについてその人に

質問したところ、犬用のシャンプーを 1 箱(シャンプー

が 30袋くらい入っていた)や犬用のおやつを 3袋もも

らってしまいました。はきはきとした人でした。 

ここでは猫の保定の仕方についてレクチャーをして

もらいました。毛布を用いた方法でした。猫は犬に比

べるとまだ少し暴れてはいましたが、それでもおとな

しい方でした。 

研究室には動物用のお菓子がたくさんありました。仔

猫用のものや犬用のチーズやピーナッツバターなど

といった嗜好性の高いものも用意しているそうです。

なんでも注射されていようが、それが気にならないく

らい夢中に食べるのだとか。埋め込んだマイクロチッ

プを読み取る機械もありました。この日はどこの研究

室にも食べ物の差し入れがあったようで、昼食にタコ

スが配られました。 

昼はしばらく時間が空くということで、別の研究室に

おじゃまして、説明を受けてきました。 

行ったのは Small animal Rehabillitation：小動物リ

ハビリです。 

段差やバランスボール、トレッドミルによるリハビリ

や酸素供給装置、電気刺激によって骨の成長を促進す

る装置などをみました。また、浅く水を入れて負荷を

与えるリハビリや、肩付近まで水を入れて負荷を軽減

するリハビリなどの説明を受けてきました。 

15 時になり元の研究室に戻り、学生が問診を行う動画

を見ました。その動画についてよかったところや悪か

ったところなどの意見を先生や学生が出し合ってい

ました。その話し合いは長く 2 時間近く話し込んでい

ました。 

終わりに日本のお土産として、グミとコースターを渡

しました。 

この日も帰る際に、Kirk先生に昨日とは別のテネシー

ショップに連れて行ってもらえました。 

ホテルに帰ってからは、ラフティングに必要なサンダ

ルやサングラスなどを買いに行き、皆で Five Guys 

Burgers and Fries でハンバーガーを食べ、前田先生

の部屋で飲み会を開催しました。 

 

8/29(土) ラフティング(川下り) 

Ocoee River へ連れて行ってもらいました。Kirk 先生

の夫のジョージは気さくでいい人でした。 

10:10 ホテルを出発 

11:15 マックにて昼食  

マックのハンバーガーのサイズは日本と同じでし

た。 

11:50 マックを出発 

12:30 川下りの準備をするためのお店に到着  

着替え、買い物 サングラスも売っていました。 

14:00 映像説明と諸注意 

 ベストやヘルメット着用、オールを持っていく。 

15:10 バスで移動 

15:35 くらいに Ocoee River に到着 

 ラフティング開始 

16:35 終了 

16:45 くらいにバスで移動し始める 

17:15 お店に到着 

 着替え 

17:50 帰り始める 

19:25 ホテルに帰り着く 

 

8/30(日) グレート・スモーキー・マウンテン 

詳しく時間をメモっていなかったので、時間はとびと

びです。 

11:10 ホテルを出発 

マクギー・タイソン空港、メアリービル、タウンセ

ンドと通って山に入りました。 

12:40 お土産屋に到着 

お土産屋を出発 
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13:00 昔の建物を見る 

13:30 一つ目の教会に到着 

 二つ目の教会に到着。草原を眺めながら巡って行き

ました。 

14:15 二つ目のお土産屋に到着  

お土産屋の付近で、毛皮の説明を受けたり、水車の

見学をしたりしました。 

15:40 野生のシカに会う 

16:00 一つ目のお土産屋さんに戻る 

16:20 移動し始める  

小雨が少しだけ降りました 

17:05 滝(Laurel Falls)への道の入り口に到着 

1.3 マイルコース 

17:40 くらいに滝に到着 

17:50 駐車場に向けて帰り始める 

 途中小雨が 5 分くらい降りました 

18:10 入り口に到着 

18:15 出発 

19:40 ホテルに到着 

夜は皆で Brixx Wood Fired Pizza に行き食べました。 

 

8/31(月) Exotics：エキゾチック 

この研究室の人数は 7 人くらいのでしたが、やること

はたくさんありました。この日はハトが 2 羽、ウサギ

が 5 羽、ネズミの赤ちゃんが 1 匹いました。午前にハ

トの嘴や首元、足先や羽の検査が行われていました。

ウサギについては聴診、眼の検査、耳の検査、体温測

定や歯の検査、鼻汁検査などがなされました。 

午後にはトラが運び込まれ、レントゲン写真が撮られ、

右後肢の骨折治療を見ることができました。 

この日は帰る前に、テネシー大学にある大きな岩に皆

で落書きをしました。 

19:00 落書きペイント開始 

写真撮影 

19:45 出発 

20:15Hot Rods 50's Diner に到着 

21:35 出発 

23:00 くらいにホテルに到着 

 

9/1(火) 

昨日のトラの手術は 22 時くらいまでかかったと聞き

ました。この日は子ウサギへのミルクやりやウサギへ

の皮下注射のやりかた鳥の保定の仕方などを学びま

した。死体として届いたハヤブサの死因を調べる作業

も見ることができました。羽毛を剥がし、胸筋を取り

外し、気管の切り出しなどが行われました。リスに寄

生したウサギヒフバエの除去は皮膚から押し出すだ

けなのですが、なかなかにグロテスクなものでした。

首に傷害があり生きていけないと判断されたカケス

の安楽死、フクロウからの採血などにも立ち会えまし

た。貴重な体験ができたと思います。 

日本のお土産として、ホタテの貝紐を干したものを渡

しました。 

 

9/2(水) Anesthesia：麻酔 

常に忙しい研究室でした。20 人くらいで手術を上手く

回していました。ホワイトボードにその日の手術の予

定が載っていましたが、略称で表記されていたので、

携帯でそのワードを調べる、カルテを見せてもらうな

どしました。動脈管開存症の子の手術は麻酔や毛刈り

に 1 時間かけ、右横臥位にして始まりました。術者、

助手、器具出しで 3 人、記録、麻酔で 2 人、5 人見学

の 10 名がそこにいました。皮膚から切開していき、

器具で術野を広げ、綿棒で血を取り除きながら切開を

していました。動脈管を結紮してからは、ドレインチ

ューブの差し込みが行われ、チューブの保持のために

チャイニーズトラップ縫合がなされるなど、5 年生で

習ったことが行われていました。手術は麻酔や毛刈り

を行って、手術室に移動してから 1 時間 40 分で終わ

りました。 

他に脾臓摘出の手術や膵臓摘出の手術、胸腰椎間盤疾

病の手術を見ることができました。胸腰椎間盤疾病の

手術では関節突起部分を削っていました。 

夜はみんなで Chipotle というメキシコ料理屋さんに

食べに行きました。 

 

9/3(木)  Anesthesia：麻酔 

研究室を巡る最後の日です。この日は白内障の手術を

2 回見ることができました。イヌに麻酔をしてから、

目の周りの毛をバリカンで刈っていました。手術室に

行ったのですが、術者の人が気分よく手術をするため

か、ディスコボールライトがつけられ、音楽を流しな

がらの手術が行われました。かなり細かい作業でした

のでこちらの方が、気が滅入らずに済むのかもしれま

せん。イヌを背位に固定し、眼球に小さな切れ込みを

入れて、白く濁った水晶体を超音波振動により破壊し、

それを取り出し、代わりに人工のレンズを入れていま

した。そして、眼球に入れた切り込み部分を縫合して

いました。手術室に入ってから 1 時間 10 分ほどで片

目の手術は終了していました。使用した針を見せても

らいましたが、これがまたとても小さいもので米粒以

下のサイズでした。目の周りの消毒も施してから、二

つ目の手術に入っていきました。こちらも 1 時間 5 分

で終わりました。 

2 回目の白内障の手術では目の一部にシストが存在し

ていたためテンションリングが入れられる手術にな

りました。 

他に犬の耳元にできた膿瘍の手術を見ました。洗浄や

ドレインを何度も行っていました。 

 

9/4(金) 

パワーポイントでの症例発表の日です。朝学校に行っ

て、修了証明書の配布や記念写真の撮影がありました。

14 時から症例発表を行いました。最大で 12 名の観客

が訪れました。1 人あたり 6～8 分の発表となりまし

た。僕は尿石症について発表しました。もらったカル
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テの内容の読み込みが足らず、拙い英語力のためにち

ゃんと伝えられたか不安でしたが、とりあえず終える

ことはできました。 

その後は、いったんホテルに戻り、Kirk 先生に連れら

れて、ホームパーティーに行きました。 

18:00 ホテルを出発 

19:00Bays Mountain Golf Course という場所の南側

あたりに到着 

 ホームパーティー、70 人くらい先生方がいらっしゃ

いました 

21:00 くらい？帰り始める 

23:00 前田先生の部屋で打ち上げ 

 

9/5(土) 

出国の日。なぜかこの日の記憶が一番おぼろげです。

確か 5:30 にホテルをチェックアウトしました。Kirk

先生にアルバムを渡して一緒に写真を撮ってから別

れました。本当に毎日毎日、車で送り迎えをしてくだ

さり、また、遊びや食事にも連れて行ってくださり、

これ以上ないほどにお世話になりました。 

7:40 にノックスビルのマクギー・タイソン空港を出発。

8時過ぎにシカゴに着き、3時間近く自由時間でした。

途中、携帯を落としてしまいましたが、入国審査を届

けてくれた人がいたおかげで、戻ってきました。12:05

にシカゴから成田へ。 

 

9/6(日) 

日本に帰り着きました。成田エクスプレス、東北新幹

線と乗り換えて十和田に帰ってきました。 

 

感想 

思い返せば、もうかなり前にあったことのように思え

る。凝縮された毎日でした。自分の英語力のなさを痛

感し、それでも質問できることはしよう、何かできる

ことはないかと考え行動しました。無駄に過ごしてし

まったと思う時間もあります。けれども、得たものは

もちろんあります。質問をすれば、言葉や図や文章で

答えてもらえて理解することができました。先生方や

学生がみんな楽しそうに動物の相手をしていたのが

印象に残っています。 

Kirk 先生をはじめとする先生方、フォローをしてくれ

た学生の方々、海外研修を許してくれた家族、引率を

してくださった前田先生、そして、一緒にテネシーへ

行ったメンバー、本当にありがとうございました。 

 

 

三原 衣理 

 

・8/22(Sat) 

 始発の新幹線に乗り、13 時頃に成田空港へ到着した。

全員集合した後、早々に搭乗・出国手続きを済ませタ

ーミナルで待機した。搭乗後、結構早くに機内食が出

てきた。メニューが聞き取れず、すこし悲しかった。

機内では、時差ぼけ防止にと 4 本程映画を見続けたの

で、飛行機を降りたらかなり疲れてしまった。 

 また、今回はニューヨークで乗換えだったので、と

ても立派な空港を勝手に想像していたが、乗り換えの

ために訪れたターミナルＡは国内線だからなのか結

構こぢんまりとしていた。ノックスビル空港に到着後、

なんとか Kirk 先生と合流し、ホテルまで送っていた

だいた。 

 疲れていたが、無事に到着したことを祝ってすこし

飲んで、その日は寝てしまった。 

 

・8/23(Sun) 

 少し早く起きて朝食を取った後、軽く散歩し、その

後全員で近くのモールに買い物にいった。13 時に

Kirk 先生と合流し昼食を一緒にとった。大学の近くの

お店で、この地方の伝統料理を味わえるらしく、オス

スメを教えてもらい注文した。出て来た料理は美味し

かったのだが、ハーフサイズでもかなり大きく、完食

は早々に断念した。 

 その後、明日からのために病院内を案内・説明して

いただいた。しかし、かなり施設が広く、結局部屋の

位置はほとんど覚えられず、翌日からの研修にかなり

不安を覚えた。 

 ホテルに戻ってきてからは、バスケやプールで少し

体を動かし、その後ホテルの近くを散歩した。近くに

31 があったので、日本では見たことのない味を頼んで

みたが、意外と普通で美味しかった。 

 

・8/24(Mon) 

 今日から exotic 科でお世話になることになった。英

語が早くて中々聞き取れず何度も聞き返してしまっ

た。最初に軽くオリエンテーションを受けた後、Bob 

cat の子供が連れてこられた。狂犬病が疑われ、発作

が出ており野生動物ということもあって安楽殺され

た。その後入院している cotton tail rabbit の赤ちゃん

の世話を見学し、鳥の死体を用いてサンプルの採取方

法や処置の方法を体験させてもらった。午後は、左足

を怪我して自力で掴むことが出来なくなった baun 

owl(メンフクロウ)を安楽殺した。また、眼に異常が現

れた錦鯉が患畜としてやってきた。途中から眼科も一

緒に検査を行っていた。錦鯉が病院に来たのは初めて

だったらしく、鯉について何か知っているか？と聞か

れたが、nothing としか答えられなかった。 

 

・8/25(Tue) 

 今日は予約が多かったみたいで、診察室には多くの

動物がやってきた。自分で羽をちぎってしまった

Macaw(コンゴウインコ)や、右足がナックリングして

いる caiqu(シロハラインコ)、歯に異常があるチンチラ

や皮下に複数箇所膿瘍が出来てしまったウサギなど

がやってきた。チンチラは過長歯で、何度も来院して

いるらしかった。膿瘍が出来たウサギは急遽オペとな

り、広範囲に切除を行った。 

 また、リスの赤ちゃんへの給餌もやらせてもらった。
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2 時間おきに 2~4ml を給餌した。 

 

・8/26(wed) 

 予定を変更してもらい、exotic3 日目。水曜はオペの

日だったらしく前日に入院したモルモット 2 匹の

OVE を見学した。気管挿管が出来ないのでマスクで

麻酔を維持し自発呼吸を残したまま、オペを行ってい

たことに驚いた。オペ後には、口腔内に異常がある

sugar glider が来院した。抜歯してみると、すでに歯

がボロボロになっていた。 

 同じく前日に入院していたフェレットには麻酔をか

け、レントゲン撮影や血液、尿検査を行っていた。 

 

・8/27(thr) 

 CP の部屋に行ってみると、今日は診察ではなくオペ

の日だったらしく、Kirk先生に施設まで車で送ってい

ただいた。施設に入ってみると、今から留置をとろう

としている所だった。学生が 1 人で執刀し、もう 1 人

が麻酔管理などを行っていた。麻酔管理に関しては、

導入中や覚醒時は教わってきたものと違っており、驚

いた。術中のモニターに関しても、心電図よりも血圧

の方を重要視していた様に見えた。血流を利用して心

電の音を拾い、これを心拍数として数えていた。 

 術後は、下腹部を少しだけ切って animal tatoo ink

というインクを入れていた。これで避妊を行ったとい

うのが、誰でも分かるようになっているらしい。 

 午後は、学生が診察室でオーナーと話し合っている

様子を録画しており、これを各自観察するポイントを

決めてから見て、話し合いが行われていた。 

 1 日の終わりの最後に、CP 担当の先生が次の日の診

察に関する話をしていた。この日はワクチンに関する

話しで、接種時期やワクチンの種類について学生とや

りとりしていた。 

 

・8/28(fri) 

  この日は麻酔科でお世話になった。挨拶をする際

に、今日はとても忙しい日だ！と言われ、予定の書い

てあるホワイトボードを見ると確かに結構な件数が

書き込んであった。麻酔導入の部屋には、薬の名前が

書いてあるシールが沢山おいてあった。これを、シリ

ンジやカテーテルに貼付けており、手軽だし、色で分

けられていたので見分けやすいと感じた。最初に見せ

てもらったのは、PSSのヨーキーだった。エコー検査

を行うと PSS の影響か膀胱中に多数の結石が確認さ

れた。 

 検査後、麻酔を導入しオペ室に運ばれた。麻酔記録

には、多数の項目があった。中でも、ASA(麻酔リス

クを表すもの)や BG(血糖値を表すもの？)は今まで見

た事が無かった。心電図は、直接金属製のクリップで

挟んでいた。こちらの方が、パッドのずれなどを気に

しなくてよいので、心電が取りやすそうだと感じた。 

 術後は、ICU に移動して覚醒していた。その際、覚

醒用のシートを用いて覚醒を行っていた。ある程度様

子をみたら、ICU の人と情報を共有して任せていた。 

 ２件目は、上顎歯茎？にメラノーマが出来た黒ラブ

のオペを見学した。既に、導入は済んでおり、オペが

始まる所から見学させてもらった。ラテの状態で、下

顎に気管チューブを固定して、オペを行っていた。 

 最後は、結膜移植を見学した。マイクロ顕微鏡の映

像は、オペ室内のテレビに映されるので、どういう処

置を行っているのか直接見る事が出来た。 

 

・8/29(sat) 

 この日はずっと楽しみにしていたラフティングの

日。２時間程車に揺られて、集合場所についた。ここ

で、注意事項を聞くのだが、やはり早くて聞き取りに

くい(笑) 

 一番前に座ったため、流れが凄い所ではおもいっき

り鼻に水がはいってきた…。しかし、天気もよくてめ

ちゃくちゃ楽しかった。 

  

・8/30(sun) 

 今日は、グレートスモーキーマウンテン国立公園に

連れて行ってもらった。ここは、アメリカでも人気の

国立公園らしい。運が良ければ、Black bear が見られ

るらしい。Black bear は見られなかったが、トナカイ

は見る事が出来た。また、途中で、水車で小麦を挽く

所などを見学した。 

 その後、kirk 先生も好きだというとても大きなソフ

トクリームを食べて、帰りにトレッキングをした。こ

のトレッキングはずっと坂道が続いたので結構疲れ

てしまった。 

 

・8/31(mon) 

 今日から２日間は、リハビリテーション科でお世話

になった。部屋につくと、一匹のダルメシアンが車椅

子に乗っていた。この子は、階段から落ちて、立てな

くなってしまったらしい。初めて車椅子にのっている

子を見たが、想像以上に器用に乗りこなしており驚い

た。 

 結構予約が入っていたようで、次々と患畜がやって

きた。その子達のリハビリを見ながら、どのような事

をやっているのか説明してもらった。 

 ここでは、オーナーさんが一緒にリハビリされる事

も多いみたいだった。また、ご褒美として、ペット用

のチーズがおいてあった事にアメリカらしさを感じ

た。肥満気味の子にはおやつをあげないのかと思った

が、そんな事は無く、むしろ好みのおやつがあるよう

で、チーズを結構な頻度であげていた(笑) 

 その後、Tennessee 学内の岩に皆でペイントを行っ

た。以外と岩の頂上は高かった(笑) 

 

・9/1(tue) 

 ２日目は、UWTM(アンダーウォータートレッドミ

ル)の見張りなどをやらせてもらえた。また、この日は、

初めてくる子がどのようなリハビリを必要としてい

るか、その子はどのような事をして欲しいかを見るた
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め、ミーティングのようなものをやっていた。 

 他には、前日に TPLOのオペを行った子をリハビリ

科で預かり、オーナーさんが迎えにくるまでどれだけ

関節が動くか測定したり、ストレッチを行っていた。 

 

・9/2(wed) 

 残りの２日間は、軟部外科でお世話になった。PDA

のオペや、インスリノーマ疑いの子の CT 撮影、MCT

と lipoma の摘出オペ、皮膚移植の見学をさせてもら

った。 

 PDA のオペでは、遺残してる血管の結紮が済んだ

ら残りの縫合などはレジデントと学生で行っていた。

また、腫瘍の摘出オペでは、一番大きな MCT の摘出

後は同時に３カ所の lipoma 摘出を行っていた。複数

箇所のオペでも、同時進行で行っていたので思ってい

たより早く終了した。 

 最後の皮膚移植は、交通事故で火傷を負ってしまっ

たこのオペだった。中々皮膚がくっつかなかったので、

今回皮膚移植に踏み切ったそうだ。大腿部の皮膚を切

開し、下腿部に引っ張ってきていた。 

 

・9/3(thr) 

 ２日目は、受け入れの日だったらしく、陰嚢が腫大

したゴールデンや、前肢に膿瘍？腫瘍？のようなもの

が出来たフレンチブルドッグなど色々な子がやって

きた。 

 また、Sclerotherapy(硬化療法)という治療法を、初

めて聞いたので、この子についてスライドで発表しよ

うと思い、この日はほぼこの子についてのカルテを見

させてもらっていた。それを見ていると、どうやら今

日オペをやっているらしい事がわかった。しかし、か

なり後になってからだったので、オペの内容はほとん

ど見る事が出来なかった…これが今回の実習で一番

後悔した事である。 

 

・9/4(fri) 

 前日にほぼ寝ずに原稿を作ったので、かなり眠かっ

た。午前中は、学内での買い物とスライドの最終調整

に時間を費やした。時間が近づくに連れてかなり緊張

したが、なんとか発表を終える事が出来た。 

 夕方からは、学部長のホームパーティに参加させて

もらった。むこうの 1、2 年生達に混じって、南部式

のホームパーティを満喫させていただいた。翌朝が早

朝のフライトだったので、早めにパーティーから帰宅

し、Kirk 先生へのアルバム作りや、パッキングを行っ

た…それでも寝れたのは２時間程度なのでかなり辛

かった…。 

 

・9/5〜6(sat〜sun) 

 寝過ごしてバタバタしたが、なんとか集合時間には

間に合わせる事が出来た。Kirk 先生夫妻に空港まで送

っていただいた。本当に色々とお世話になりました。

早めに保安検査を終えて、軽くご飯を食べた。乗り継

ぎのシアトル空港では、結構時間があったので、ずっ

とうろついていた。 

 復路は、見たい映画が見れなかったのでほとんど寝

て過ごした。復路便でも、食事の質問は聞き取り辛か

ったので、訛りのせいだと考える事にした。無事に成

田空港に到着し、解散となった。 

 

 

茂木 郁佳 

 

コミュニケーションプラクティス（CP） 

1 日目、木曜日の午前中は避妊、去勢手術の時間帯ら

しく学生がオペをしていた。その日は避妊のオペが行

われていてそれを見学していた。学生が麻酔から挿管、

オペまでできる環境はやはりすごい。しかもうらやま

しかったのは一回にオペをする学生の人数は 4人でそ

れに対し先生が 2人いるためオペをしながら先生のア

ドバイスを受けられる時間が多く、こういう時の手の

向きはこうした方が良いとか卵巣が見つかりにくい

時はこう探すだとか、もちろん事前に学生自身が勉強

していくものの、そういう技術は網羅しきれないため

先生がやりながらコツみたいなものを教えるという

システムだった。日本と違うところは、心電パットを

つけるのではなく皮膚に電極を挟む方法であったこ

と、血圧を測る機械が私は初めて見た機械（もしかし

たら外科の研究室の人は毎回見ているものかもしれ

ないが）であったことくらいで、オペの手順とかは実

習で私たちが行った方法とほぼ同じようであった。

（もちろん少し違ったところはあるが）それで午前中

は終了。昼を食べて今度はミーティングに臨んだ。こ

れは学生が実際にオーナーさんと会話をしていると

ころをビデオで録画したものをみんなで見返して意

見を言い合うためのミーティングである。医療面接実

習とすこしばかり形式が似ているがもちろんアメリ

カの方は実際のオーナーさんと会話をしてペットを

診断しているためこちらの方がスケールはでかい。ち

ょうど私がみたビデオのオーナーさんは会話が大好

きで色々なところに話が脱線してしまう。これで学生

の方が手を焼いているビデオだった。ビデオも長すぎ

て途中ですべてを見るのを諦めたほどだ。この時先生

はどのように会話をもとに戻すかという事を詳しく

話していたがすべては聞き取れなかった。面白かった

のは途中で電話が来て、新しい予約が入った体にして

あと少しだけ時間が取れると嘘をついてしまえとい

う事だった。なるほどと思ったが堂々と悪知恵を教え

る先生はなんか面白かった。あとは電話の予約の時点

でよく脱線するオーナーさんと知っていたら時間は

20 分しか取れませんとやんわりと予め伝えておいて、

診察の時になったらその時間をタイムリミットとし

てお話しするのもありだと話していました。もしかし

たら冗談でそういう技を教えたのかもしれませんが、

私にはまだ冗談と本気を聞き分ける能力がなくすべ

てを本気ととらえてしまいました。このミーティング

が終わり、今度は基礎知識の確認のための勉強会みた
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いなものに参加した。この日はコアワクチンとノンコ

アワクチンの種類、またそれぞれの病気にかかった時

の動物の症状など先生が学生にクイズ形式で出して

おりこういう方法なら楽しく覚えられそうだなと感

じた。ミーティングの途中であったが時間になったた

めこの日は終了せざるを得なかった。 

2 日目、最初は怖がっている子猫の保定の仕方を VT

さんが学生に教えていた。タオルを使った方法で感心

するものばかりであった。次はテネシーの学生さん

（ドミニック）と一緒に診察に入り、保定や検査を一

緒にやらせてもらった。普通に日本の 1 次診療と同じ

で、逆に学生が獣医さんと同じレベルにいることにび

っくりした。オーナーさんとの会話から始まって聞き

方がオープンからクローズになっていって犬を預か

ったのち一般的な血液検査、身体検査、眼底検査、関

節の検査、細菌検査などすべてをドミニク（学生）が

行っていた。知識量がまるで違うことに驚きもしたし、

やはり少し悔しかった。ただ検査の仕方は日本とはほ

ぼ同じで格別何かが違うというところはなかった。カ

ルテを見せてもらったらちゃんと SOAP で書いてい

た。この時に診察した犬の名前は Gizmo といい、最

終日のプレゼンでその犬について話したがその時の

話はまた後で書く。ドミニクとも 1 悶着あったからそ

れについても後で詳しく書こうと思う。午後はまた昨

日と同じくそのビデオをみてみんなで意見を出し合

っていた。その後のミーティングは何歳か分からない

子犬が診察にきた。という体でまず何をするべきかど

こを見るべきかをみんなで話し合っていた。やっぱり

少しこういう環境がうらやましかった。あともう少し

英語を聞き取れて話せるようになってこのミーティ

ングで意見を出してみたかった。CP 終了。 

 

エキゾチックアニマル 

エキゾチックはまず朝の入院患畜の面倒を見る。私が

いるときにはパスツレラにかかっているウサギ、飛べ

なくなった野生の鳩、生後何日かのネズミ。このネズ

ミはアメリカではすごい人気らしく盗まれたりする

らしい。このネズミにご飯を食べさせたり、鳩の保定

をしたりしたがどれもやはり向こうの学生のほうが

上手かった。ほかにも診察に来たのはオウムや亀、葉

状条虫みたいな寄生虫に感染したリス、骨折したアメ

リカライオンなどがいた。やはり一番印象に残ったの

はアメリカライオンだ。アメリカライオンといったが

こちらではクーガで有名だ。脛腓骨の骨折で来た。な

ぜ骨折したかは理由がわからないそうだ。ちなみに動

物園で飼われているわけではないらしい。タイガーヘ

ブンという団体が飼っているそうだ。そこらへんはよ

く分からなかった。オペをするとき麻酔記録はエキゾ

の人が書いて、オペは整形外科の人が行っていた。挿

管は学生が行っていた。すごく近くへ行き真後ろから

見てみたがやはりそこは犬、猫と格段違ったところは

なかった。ただ挿管の時、エキゾに限らず北里では舌

根部を喉頭鏡で押すと教えるがこちらでは喉頭蓋を

直接下に下げろと教えていた。些細な違いだが…。麻

酔記録をしていた学生が少し離れなければならなく

なり、30 分程度だったが麻酔記録をやらせてもらえた。

その時クーガの聴診を行って心音や肺音を聞けた事

が少しうれしかった。オペは自発呼吸を残して最初行

っていたが EtCO₂が最初から 46~50 付近をうろつい

ていてなんか心配になった。50 を超えたら 1 度バッ

クを押して値を下げてはいたがさすがにその頻度が

多くなり調節呼吸に変えていた。最初から調節にすれ

ばいいのにとは思った。最後までオペを見ていたかっ

たが時間が来てしまい途中で抜けることになってし

まった。ほかにも安楽殺を行った鳥を使って、腹腔鏡

を用いて腎臓のバイオプシーの仕方を教えてもらっ

た。実際に腹腔鏡を入れさせてもらい画像を見ながら

これが何の臓器で腎臓がここでとか色々と教わった。

日々が経つにつれてこの環境が羨ましくなった。鳥の

解剖を行って死因を究明することも学生が行ってい

た。エキゾ終了。 

 

ラジオロジー 

午前中は学生が読影の勉強を行う。読影を行うための

部屋があり先生が出した画像について学生が所見を

述べていく。何の画像を見るかはその日によって違い

私が行った 1日目は最近来た症例の面白い画像を先生

が提示しそれについて思った意見を学生が次々と言

っていく方式だ。私はパソコンの使い方が分からなか

ったため 1 人の学生について見せてもらった。教授は

早口すぎてほぼ聞き取ることができなかったがその

学生がとても親切だったため先生が話しているとこ

ろを指してくれていた。そこで思ったのが向こうの学

生の方が読影力は上ではあるが他の科のように果て

しなく上を行っているわけではなく、正直頑張れば追

いつけそうな気がした。ちゃんと頑張ればの話ではあ

るが。この時間が終わったら、学生は 2 人組になって

撮影、エコーの保定、読影の練習に分かれ 17 時まで

各々作業する形をとっていた。この方式もいいなと思

った。撮影は鎮静剤をうって動物の手足をロープで保

定して行っていた。この時思ったのが、画像がローテ

ーションしているかどうかの判断は先生が行ってい

て、どこを見てローテーションしているのかどう取り

直せばちゃんと撮影できるのかを学生は分かってい

なかったので北里の放射線科にいる学生の方が撮影

の方法を知っているのだなと少し誇らしく思った。そ

こで、ここを中心にしてとってみたらどうかと提案し

てみて上手くいったことも自分の自信に繋げること

ができた。しかし撮影室は 2 つあって 1 つの部屋では

学生がとり、主に整形や大型犬などは VT さんがもう

1 つの部屋で撮影していたが凄くうまかった。私たち

は動物を用手保定しているためローテーションして

いたら今度はこう動物を動かしてとってみようとな

るのだが、テネシー大学はさっき言ったように動物を

触らずにロープとテープで保定するためずれていた

らコリメーターを～度ずらしてみようとかテープの
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張り方をこうしてみようとか正直私が思いつけない

いくつもの方法で撮影していた。それでぴったり合う

のだから舌を巻くほかなかった。エコーは私の勉強不

足が明確になってしまった。技師さんがエコーを当て

ながら説明してくれるのだが、疑問が多く残ってしま

った。しかもそれをうまく伝えられなく、悔しい時間

となった。1 日目は主に撮影室にいて 2 日目は主に学

生と読影の練習をしていた。同じ部屋に先生たちもい

て先生は実際の患畜の画像を評価し、学生は先生が作

ってくれたパワポで勉強していた。分からない所はす

ぐに先生に聞ける環境だった。そこで色々分からない

所を聞いたり、自分の意見を言ったりして結構有意義

な時間が過ごせた。ラジオロジー終了。 

 

行動学 

1 日だけ行動学に行った。そこは学生はおらず先生と

1 対 1 だった。1 つの部屋に先生とオーナーさん問題

がある犬が来て少し距離をとって会話する方法だっ

た。本当にほぼ先生とオーナーさんの会話だけが続き、

ついていけなくなり心が折れそうにもなったが何と

かわかる単語だけで話をつなげていったが、1 件目は

庭に家族以外の人が入ってきた時に吠えてしまう問

題行動を抱えた犬がきた。入交先生はそういう時は人

がくる気配がしたら餌を床にばらまいて餌を拾わせ

るのに忙しくしたら良いと教えてくれた。そのうちに

人がくる気配がしたら餌をもらえると思い吠えなく

なり飼い主をじっと見つめるようになるのだそうだ。

テネシー大学では先生は決して怒ってはいけないと

説明し、その理由は犬が怒られた理由が吠えたからで

はなく、人が入ってきたから怒られたと勘違いをして

しまいもっと人が庭に入ってくることに嫌悪感を抱

いてしまうからだそうだ。そして人が入ってくるのを

1 つのサインにして、入ってきたらある一定のところ

（たとえば毛布が敷いてあるところなど）にお座りを

させると良いらしい。その理由は、犬は同時に 2 つの

ことは決してできないため、人が入ってきたから決め

られたところに行ってお座りをしないとと思わせる

ことで吠えなくなるそうだ。これで 1 つ終わり続いて

分離症のラブラドールが来た。オーナーさんと少しで

も離れるのが嫌らしい。ここでの治療法はほぼ聞き取

ることが出来なかった。ただなぜか分からないが私の

方に向かってラブラドールがよく突進してくるので

聞いている暇もなかった。1 度私が座っている椅子が

倒れかけて腰を後ろのテーブルに打ち付けてしまっ

た。痛かったが先生も少し困惑していた。申し訳なか

ったがこれはどうしようもなかった。午前中で診察が

終わり、午後から先生が行う行動学の授業があるらし

くそこに出席させてもらった。学生が授業中でも手を

挙げて質問していて、もちろん寝ている人もいなくて

意識の高さに圧倒された。そして英語があまり分から

ない私でも楽しい授業だった。色々なビデオを見せて

もらったり、ジェスチャーでなんとか理解することが

出来たり、私もこんなに面白い授業なら寝ないのにな

…と少し自分が授業中寝てしまうのを先生のせいに

してしまった。すみません。行動学終了 

 

小動物リハビリテーション 

おそらくここはいろんな人が行っただろうから少し

省略して書く。私が行ったときは主に前十字靭帯断裂

や IVDP、大腿骨骨折、股関節脱臼などのオペ後のリ

ハビリ。先天性に骨に異常があるドーベルマン、老化

による筋肉の減少を少しでも遅らせようとしている

犬など様々な症状を持った犬が来た。ウォータートレ

ッドミル、ハードル、バランスボール、プール、超音

波など規模が大きかった。プールでボールを投げて取

ってこさせたりするのは本当にただただ楽しかった。

自分で飼っている犬はなかなかとってきてくれない

ので・・・ 

他にも色々とあったが、リハビリテーション終了 

 

全体を通して 

獣医学的なことを学びに行ったのはもちろんだがそ

こはやはり言葉の壁というものがあり、ちゃんと理解

をするのは難しいため、そこは日本で学んだ方がいい

と思う。それでもアメリカに来て絶対よかったと思う

のは、第一に向こうの学生から刺激を受けるからであ

る。決して受け身ではなく、何を学ぶにしても積極的

な姿勢を示していて負けていられないと思った。第 2

にメンタルが強くなる。ここでさっき話をしたドミニ

クが出てくる。これは私にとってすごく嬉しい事だっ

たから長めに書く。1 週目の木と金曜日に CP に行っ

た。金曜日に Gizmo（犬）と会い、Gizmo を次の週

に行われるプレゼンに使おうと考えカルテの写真を

撮った。しかしドミニク（学生）の字が汚すぎて読め

ない。そこで次の週の月曜日の昼休みにドミニクのと

ころに行き読めない単語を聞きまくった。量が多すぎ

て最後の方とても嫌そうな顔をされた。その日の夜、

また理解できない単語が出てきた。また行くのは嫌だ

なと思いながら火曜日の昼も尋ねてみたら案の本当

に嫌な顔をされた。しかも私が分からないような早口

で説明してくる…もはや心が折れまくっていた。ちな

みにドミニクは 190 センチの女の人だ。それが上から

言ってくるため更に威圧感を感じる。なんとか聞き返

して理解しホテルに帰る。また分からないことが出て

きた。もう行けないかなと思いながらも、ダメでもと

もと精神であえての凄い笑顔で聞きに行った。そうし

たら逆にすごく爆笑され、よくまた来たね。といわれ

た。多分嫌味のつもりだが早口で説明されるより笑っ

てくれた方が良かった。そして最後にいつでもここに

いるから質問があったらまた来な。とまでいってくれ

た。気分やかな思ったがこれはもう毎日行ってやろう

となぜか闘志がわいた。次の日は木曜日でオペの日だ

ったから不在だった。金曜日。Gizmo についてうまく

発表できた。発表が終わり、お礼をしに行こうと寄っ

たら顔を見る前に今度は何の質問？と聞いてきた。ド

ヤ顔で今日は違うんだなと言ってやった。そして明日
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帰ることを説明しお菓子をあげた。そしたらなかなか

残念そうな顔をしてケーキでも食べていきなよと渡

してくれた。少し雑談をしながら食べていたら他の学

生が、楽しかった？と聞いてきたため冗談でドミニク

がすごく優しくしてくれたから楽しかったと答えて

みたら、このドミニクが？という反応をした。ドミニ

クは「冗談でしょ？？カルテを書いている時にこの子

が来る度に時間を割いて教えてあげたのよ！毎日毎

日来て！」と言った。私の前で言うか？とも思ったけ

どなんとなく冗談でわざとそう言ったのだなと思い

私も爆笑してしまった。何より冗談を言えるような仲

まで自分で築けたのだなと思うと本当に嬉しかった。

最後に今まで馬鹿にされてきたためやり返してやろ

うと思い腕相撲を申し込んだ。しかし相手は 190 セン

チの巨体。もちろんボロ敗け。しかも大丈夫？と同情

までされた。悔しかったから、また鍛えて勝負をしに

来ます。と言ったら、その時はアメリカを案内してあ

げると言ってくれた。しかしアドレスを交換すること

を忘れそのまま帰宅。気づいた時には遅かった。 

つい 1番いい思い出だったからだらだらと書いてしま

いました。結局私が言いたいことは嫌な顔をされた時

点で聞きに行くことをやめてしまったら、発表もうま

くいかなかったしドミニクとの関係も嫌な思い出と

して残ってしまったと思う。確かに相手にとっての嫌

な時間帯とかもあるとは思うがそれを避けようとし

て様子を見る時間は 2週間の中だけでは足りないと思

う。だからダメでもともと、傷ついて当たり前の精神

でこの実習に臨めば得るものはすごく大きいと思う。

それは日本でも同じで失敗するのが怖いから何も行

動しないというのは、結局自分が得るものもないのだ

なと分かった。自分にとってプラスになるアメリカ研

修だったと思う。そしてこういう気持ちは単なる海外

旅行では味わえないとも感じられた。 

 

 

安田 千穂 

 

今回は、私にとって初めての海外であり大きな不安を

抱えていた。さらに、胃腸がとても弱いためアメリカ

の食事に適応できるか、という問題もあった。しかし、

そんな私でも 2 週間無事に乗り越え、素敵な人たちに

出会い充実した時間を過ごすことができたので、この

報告書がいろいろな不安を抱えている後輩のみなさ

んに役立てばいいと思う。 

 

8/22 成田出発 

成田空港に集合時間の一時間前に到着。機内が予想以

上に寒く、もらったブランケットだけでは寒かった。

映画が見られるので退屈はしなかった。寝るときは首

枕とアイマスク、マスクをして寝た。機内食は乗って

すぐと着陸一時間ほど前に出た。ニューヨークで乗り

換え、無事にノックスビルに到着したが、迎えにきて

くれるカーク先生が空港に現れないという事態が発

生した。しかし、一時間後に無事合流できてホテルへ

到着し、現地時間の午前 2 時ごろ就寝。 

 

8/23 

疲れのせいか、朝4時くらいに足がつって激痛で起床。

この日は、午前中にみんなでホテル周辺を散策して、

お昼はカーク先生と大学近くのお店で食べた。量がか

なり多くてアメリカの洗礼を受けた気がする。大学に

行って帰宅。国立公園に行く案もあったが、雨が降っ

ていて天気が悪かったため来週に変更した。 

 

8/24 Small Animal Rehabilitation 1 日目 

緊張しながら茂木とリハビリテーションへ。そこには

3 人の VT さんと一人の獣医師、二人の獣医学生がい

た。部屋には車椅子を利用しながら元気に走り回る犬

たちがいて、まさにリハビリ科！と思った。患蓄につ

いて説明してもらえることはほぼないため、患蓄が来

る度に自分から質問した。教えてもらっても一度でわ

かることはなかった。初めは恥ずかしさからわかった

ふりをしてしまったが、それではダメだと思い、なる

べく何度も繰り返し聞くようにした。ほとんどが前十

字靭帯断裂によって手術した子だった。アメリカで飼

われているのは大きい犬が多いと聞いたが、患蓄もほ

とんどが大型～超大型で、そのような犬にはリハビリ

がより重要だと思った。ウォータートレッドミルはほ

ぼ全ての患蓄に用いられていて、嫌がったりすぐ疲れ

てしまったりする犬もいたが、励まされながらみんな

プログラムをこなしていた。リハビリが進んでいる子

はプールで泳がされていた。また、車に引かれひどい

怪我を負い、自力で起き上がれないようなラブラドー

ルも来たが、その子は酸素カプセルを使っていた。動

物用のものは初めてみたので驚いた。他にもバランス

ボールや低いハードルをまたぎながら歩くようなメ

ニューも行われていた。温熱療法も併用されていた。

一番印象的だったのは、４つの区画に分かれたボード

の上に犬を立たせて静止させ、四肢にどのような割合

で体重がかかっているかパソコンで測定するという

機械だ。測定していた子は、椎間板ヘルニアによる左

後肢の麻痺が起き手術を受けた子であったが、やはり

右側への体重負荷が大きかった。術後から割合の変化

を観察しているようだった。 

 

8/25 Small Animal rehabilitation 2 日目 

昨日でだいたいの流れがつかめたため、積極的に動け

るようになった。ホワイトボードにその日の予約一覧

が書かれているのだが、昨日私たちが何度も症状を聞

いたからか、診断名も一緒に書いてくれていた（ほと

んどが略語で結局質問したけれど…）。昨日、酸素カ

プセルに入っていた子がまた来ていたが、支えられな

がら立つのを数分キープするようなリハビリが行わ

れていた。顔色も良くなっているように見えた。午後

には、前肢だけで体を起こしたり、支えられながら部

屋の中を少し歩いたりと、日々回復の様子がわかるの

だなと思った。リハビリ科ではオーナーが嬉しそうに

一緒にリハビリに参加している様子が印象的であっ
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た。みんな我が子のように可愛がっていた。リハビリ

が終わるとみんな笑顔で帰っていて、リハビリを通し

て犬との関係が深まっているのだと感じた。リハビリ

することで良くなることが実感できているからこそ、

熱心に通っているのだと思う。犬自身はどう感じてい

るのかはわからないけれど、車椅子を使いながら動き

回る子たちはとても嬉しそうだったし、犬にとって動

けるというのは重要なことであり、QOL の向上にリ

ハビリが一躍を担っているとはっきりわかった。日本

のお土産は、コアラのマーチを渡したらとても喜んで

くれたので、オススメ。 

 

8/26 Exotic 1 日目 

新しい科ということで緊張したが、エキゾ 3 日目のえ

りちゃんと一緒だったため、かなり頼ってしまった。

行ってすぐにフェレットにご飯をあげるのを手伝っ

た。他にもリスの赤ちゃんや骨折中の鷹がいた。リハ

ビリ科ではまぁまぁ英語が聞き取れていたような気

がしていたが、それはきっとゆっくり話してくれてい

たからで、エキゾでは驚くほど聞き取れなかった。今

日はオペの日で、モルモットの卵巣摘出手術が二件入

っていた。手術は体の両側面からアプローチしていた。

話には聞いていたが、術中は音楽を流していて曲のリ

クエストをしたり、時には口ずさんだりしながらオペ

をしていた。VT の人に、なぜ音楽を流すの？と聞い

たらこれはもうオペの過程のひとつだから理由はわ

からないわ、と答えてくれた。二件のオペを見学して、

その後ペットのフクロモモンガが緊急でやってきた。

顔の左半面に異常があるようだった。小さなリュック

に入れられてやってきてとてもかわいかった。まず

Radiology へ行ってレントゲンを撮った。歯肉の部分

に膿瘍ができていたようで、麻酔下で膿瘍をかきとっ

てスライドグラスに乗せサンプルを作っていた。ダメ

になっている歯も抜いた。エキゾでは普段見られない

ような動物ばかりで面白い。会話が全然できないけれ

ど、Dr. パトリックがものすごくハンサムなのでどう

にか明日も頑張ろうと思った。夜はホテル隣のステー

キ＆シーフードのお店に行った。少し高級なお店だっ

た。ウェイターさんがとてもいい人で、日本語で話し

かけてくれた。ステーキはとてもおいしかったが、か

なり胃にはきつかった。 

 

8/27  Exotic 2 日目 

朝食を食べると吐き気を催した。早くも私の胃はリタ

イアしそうである。胃薬を飲んでお昼を抜いた。初め

ての１人デビューでどうなるかと思ったが、エキゾの

人がみんな優しく気遣ってくれてどうにかなった。骨

折治療後のオカメインコが再チェックでやってきた。

教育プログラムの一環として 4年生の獣医学生がオー

ナーから 1 対 1 で話を聞いて、それをドクターに伝え

ていた。その後預かって診察し、ドクターも交えて状

態の説明をオーナーにしていた。次に、両肢の関節炎

でレーザー治療に通っているコンゴインコが来た。レ

ーザーで温めて治癒を促したり、痛みを取ったりする

ために行うと教えてくれた。昨日からいた保護された

子リスは、死んでしまった。今日も猫に攻撃されて全

身に傷を負った子リスが保護されてきて、皮下補液や

サルファ剤の投与を行ったが、とても弱っていて安楽

死させることとなった。方法はイソフルランとペント

バルビタールの併用であった。それから、「blue slate 

turkey」がオーナーに連れて来られた。脚を怪我して

いるとのことだった。状態がひどく、立っていられな

い状態だった。触診をすると、両肢の脱臼で脚がねじ

れ、関節の感染が起きてひどく腫れているのがわかっ

た。レントゲン写真を見ると、鳥類は含気骨といわれ

るように本当に骨の中がスカスカだった。珍しい症例

を見られたのでよかった。 

夜は sushi bar の wasabi というお店にいった。久し

ぶりにお箸を持っただけでも嬉しかった。私は手巻き

寿司を頼んだ。お茶が恋しくなったので、帰りに緑茶

のティーパックを買った。 

 

8/28 Oncology 

朝起きたときから胸焼けがした。朝食を抜いて温かい

緑茶で胃を労った。 

骨肉腫、リンパ腫、肥満細胞腫の子がきた。リンパ腫

の犬は全身のリンパ節が腫れていて、触診で大きさを

測っていた。リンパ節の生検が行われていた。その子

はその日から抗がん剤治療を始めるようになってい

て、抗がん剤の投与が行われた。25 週間の化学療法の

プロトコールに従って行われるらしい。 

ガンでなくなった犬のオーナーさんに贈るための、

「dog heaven」という絵本をVTさんが見せてくれた。

所々にその犬の写真が貼られていたり、寄せ書きがさ

れていたりした。とても感動して、私も拙い英語を使

って図々しくも寄せ書きさせてもらった。お昼の後は、

私も誘われて外の木陰の下で意見交換会のようなも

のに参加した。内容はよくわからなかったが、たぶん

Oncology に来ている予後の悪い子の話で、どういう

ふうに対応するか、オーナーのケアはどうするかなど

についての内容だったと思う。そういう点までよく考

えているのだなと思った。そこからはレジデントの人

を中心とした勉強会が始まった。高カルシウム血症の

症状、検査、診断の問題を 4 年生に出していた。この

日は、昨日の疑問点をエキゾに聞きにいこうと思って

いたので、勇気を出して他の診療科もみたいと行って

早めに抜けさせてもらった。いざエキゾに行こうとし

ても、入っていく勇気が出なくて前でうろうろしてい

たら丁度エキゾの学生メーガンとDr パトリックが通

りががって、行ってもいい？と聞いたら、もちろん！

と言ってくれて行くことができた。こっちの人はみん

なフレンドリーでありがたい。鷲が来てるよ！と見せ

てくれた。その鷲は呼吸器の疾患で連れて来られたら

しい。酸素室にいれられていたがとても弱っているよ

うに見えた。その後、容態が悪化して慌ただしく処置

台へ運ばれた。気管挿管されて酸素が送られたが、脈
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が弱く脚も冷たくなってきた。輸液も試みたが血管が

確保できなかった。もう助けるのが厳しい状況になる

と、ドクターがオーナーに電話して安楽死の許可をと

り、処置が行われた。鷲は内視鏡検査する予定だった

ため、安楽死させたあとに内視鏡で気管を見せてもら

った。ドクターは肉芽腫を疑っていたが、クリアには

見えず写真のデータを探して見せてくれた。そのあと

は、大学のテネシーグッズの大きなお店に連れていっ

てもらっておみやげなど買い、夜は明日のラフィティ

ング用の靴を探しに行った。スーパーには丁度いいの

がなくて結局近くの靴屋さんで普通の運動靴を買っ

た。夕飯はハンバーガーのお店で食べた。ビールを買

って前田先生の部屋に集まって、みんなで飲んだ。 

 

8/29  

いざラフィティングへ出発。カーク先生の旦那さん、

ジョージも来てくれた。二時間くらい車を走らせ、途

中マックでお昼ごはんを食べた。どんどん山の中へ入

っていって、ついに到着。着替え等すませて説明を受

けるが、もちろん終始英語であり、説明のお姉さんの

声に迫力がありすぎて「これやばいかも…落ちて流さ

れていったらどうしよう」と完全にびびってしまった。

スタート地点へのバスも緊張でいっぱい。しかし、い

ざ始まってみると本当に本当に楽しかった。ボートが

欲しくなった。そんなこんなで帰路について、夜は去

年先輩が食べに行ってまずかったと書かれていた、ヌ

ードル屋さんへチャレンジ。私はチキンヌードルスー

プを頼んだ。もう食べたいとは思わない。みんなが頼

んだパスタもかなり独特の味がした。来年は誰か

Buttered パスタにチャレンジしてほしい。 

 

8/30 

ナショナルパークへ連れていってもらった。なかなか

の山道を登っていくので酔いやすい人は酔い止め必

須。道に人だかりができていて、降りてみるとブラッ

クベアが見えたようだった。私たちが行ったころには

遠くに行ってしまっていて見ることはできなかった。

その後もパーク内をいろいろ案内してもらった。野生

のトナカイを見ることができた。みんなでハイキング

をして楽しかった。夜は近所のピザ屋さんで食べた。 

 

8/31 Neuro 1 日目 

整形の授業でやったことばかりでとても勉強になっ

た。後肢麻痺のペットのミニブタも来た。ドクターが

優しかった。エキゾに骨折したピューマがきて、手術

していたので少し見学した。終わってから大学内にあ

る、誰でも自由にペイントできる石にみんなでペイン

トした。夜は、ジョージと合流してハンバーガーを食

べた。 

 

9/1 Neuro 2 日目 

午前中は頚部の椎間板ヘルニアのドーベルマンのオ

ペで、ベントラルスロット術が行われた。午後には後

肢麻痺のボーダーコリーが来た。まず四年生が神経学

的検査を行って、後肢の Lower が出ていると判断した。

その後、ドクターが再度検査して後肢が硬くなってい

ることなどから、これは Upper だと指導してくれた。

５年で勉強したことなので、聞いていてすごく面白か

った。オーナーに診断を伝えに行き、ベストな方法は

オペを行うこと、お金がとてもかかることなどを説明

していた。オーナーさんはうちには７人の子供がいる

の！と言っていて、夫と電話で相談させてほしいと言

っていた。その後、もう一度オーナーと話した。涙を

流しながら、この子の痛みをとってあげたいと話し、

オペを行うことが決まった。Neuro で私がみたオペは、

鎮静をかけて MRI をとり、診断を下してそのまま麻

酔導入し、オペに臨んでいて流れがとても速いと感じ

た。 

 

9/2 Exotic 3 日目 

鳥が多く来ていた。この日も野生のウサギやハト、リ

スが来ていたが、助けるのが困難と判断した時点です

ぐに安楽殺していた。野生の動物の治療費は科が負担

したり、募金から賄ったりしているため高価な治療は

難しく、治療を施しても野生に帰れるかも保証できな

い、と話してくれた。早い判断が必要なのだと感じた。

午前中には前肢の骨折で先端がもう壊死している、フ

クロモモンガが来て、その子の断脚が行われた。ドク

ターは、モモンガのような野生動物はとても管理が難

しいため、ペットとして飼うべきではないと思うと話

してくれた。その子の骨折も、指先で強くものを掴ん

でいるときにオーナーが引きはなそうとして、起きて

しまったらしい。手術が無事に終わり、覚醒したモモ

ンガは初めは起き上がることも上手くできず、ずっと

もがいていた。このままで大丈夫か心配だったが、し

ばらくして体を上手くつかってエサも食べられるよ

うになっていて安心した。午後は保護対象のハクトウ

ワシが保護団体の人に連れて来られた。その鷲は、銃

で撃たれて骨折し、その後創外固定が以前に行われて

いた。今日はレントゲンを撮って固定が外された。鷲

は大きなケージに入れられて来たが、まずドクターが

そこから出すのに苦労していた。とても大きくて力が

強くて危険なため、出したらすぐに目隠しして麻酔を

かけられレントゲンを撮った。 

金曜のプレゼンは、先週エキゾでみたターキーについ

て発表したかったため、カルテを見せてほしいと学生

のメーガンに話した。今までで一番必死に英語を話し

た気がする。無事に見せてもらえて一安心。その日は

お土産を渡してエキゾのみんなに感謝を伝えた。写真

を撮ったりハグまでしてもらえたり本当に嬉しかっ

た。 

 

9/3  Large Animal Rehabilitation 

数頭の馬が入院していた。まず、その日来た馬の跛行

診断をするのをみた。頭と腰、右前肢にセンサーがつ

いていて、それをパソコンで感知して上下の動きを記

録し異常を解析していた。屈曲試験も併せて行われた。
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データの解析から左の後肢と予想されエコーが行わ

れた。跛行診断は 2 時間以上、エコーは 1 時間ほどか

けてやられていた。跛行診断は局所的な鎮痛剤を投与

したら、歩行がどう変化するかも見られていた。エコ

ーの結果、繋靭帯の損傷がわかった。 

午後は走りが悪くなったという馬が、オーナーとその

ライダーと一緒に来た。跛行診断では異常は特に見ら

れず、ドクターの触診によって背中に痛みがあるとわ

かってレントゲンをとった。すると T7-8 間の狭窄が

起きていてそのせいで痛みがあり、走りが悪くなった

とわかった。ドクターは話すのが早くてわからなかっ

たため、後から学生に聞くとステロイドの投与で様子

をみて、良くならない場合はオペで棘突起のカットを

行うと教えてくれた。夜は明日のプレゼンに向けて準

備。夜食にハンバーガーとポテトを食べながらパワポ

を作った。 

 

9/4 Presentation 

午前中は買い物や空き教室でプレゼンの練習をした。

時間が近づくにつれてものすごく緊張した。十数人の

方が聞きにきてくれた。緊張で指先の感覚がなくなっ

た。自分の番がきて、なんとかやりきることができた。

笑わせたら勝ちだ！という思いでパワポを作ってい

たので、笑ってほしいポイントで笑いが起きて私はそ

れで満足だった。やる前は、シーンとなったらどうし

よう…やっぱりこの一文なくそうかなと思ったりし

たが、勇気を出して入れて本当によかったと思った。

終わったら放心状態。無事にみんなの発表が終わった。

夜は学長の家でのホームパーティーに招待してもら

い、参加した。超豪邸で、獣医学生の 1,2 年生が来て

いた(100 人くらい？)。完全にアウェーで戸惑ったが、

「日本人ですか？」と声をかけてくれた学生がいて話

すことができた。その人は、娘さんも連れて来ていて

一緒に遊んだり、アメリカのいろいろな話をしてもら

ったり、すごく楽しかった。別れ際、お互いがんばり

ましょうね！と言ってくれてとても嬉しかった。 

 

9/5 アメリカ出発 

朝 5:30にカーク先生とジョージが迎えに来てくれた。

昨日の夜みんなで作ったアルバムを、空港でカーク先

生に渡すとすごく喜んでくれた。お別れは本当に寂し

くて仕方なかった。カーク先生がぎりぎりまで見送っ

てくれた。またカーク先生に会いたい。 

 

この二週間は本当に素晴らしい時間だった。行く前は

多くの不安があったが、行って良かったと心から思う。

最終日のプレゼンも、なかなかない貴重な機会だと思

うのでやれて良かった。アメリカでの会話は、初めは

特に話しかける度に勇気がいるし聞き取るのも難し

く、挫けそうになるほど辛かったけれど、やはり段々

と慣れていった。そのためには、何度も何度も話しか

けるのが大事だと思った。どうしても聞き取れないと

きなどは、紙に書いてもらってコミュニケーションを

とった。話の全部は聞き取れなくても、単語がわかる

だけでもだいぶ違うので、専門英語はなるべく多く頭

に入れておいたほうがいいと思う。 

食事は、やはり油っこいものが多いので胃腸の弱い人

は胃薬必須。また、調子が悪くなっても食べられるよ

うなもの（ウィダーとか）を持っていけばさらに安心

だと思う。食べきれないときに食べてくれる友人がい

れば完璧。最後に、前田先生、準備を進めてくださっ

た先生方、二週間助け合って過ごしたみんな、本当に

ありがとうございました。 

 

 

成田 翼 

 

8 月 22 日(土) 

出発当日、成田空港に 14 時に集合し、出国手続きを

済ませた後、飛行機に乗り込んだ。飛行機はニューア

ークを中継して目的地であるノックスビルに向かっ

たが、機内で映画を 1 本見た後は退屈になり、ずっと

寝てしまっていた。目的地のノックスビルに到着後、

これからお世話になる Kirk 先生にお会いし、そのま

ま先生の車でホテルまで向かう事になった。ホテルは

周りにはウォルマートなどのショッピングセンター

やレストランがあり、非常に便利な所だった。ホテル

の設備も、プールや会議室、パソコンルーム、コイン

ランドリー等の便利な設備が整っていた。ホテルの部

屋割りは、男子 4 人、女子 4 人、前田先生となってい

た。初日に部屋に着いた後は、疲れた為、部屋に備え

付けのポップコーンとホテルの売店で買った、インス

タント麺を食べて寝てしまった。 

 

8 月 23 日(日) 

朝食後、ホテルの近くのスーパーに買い出しに行った

後、Kirk 先生の車でテネシー大学まで向かった。大学

近くの川沿いにある CALHOUN’S というレストラン

でリブステーキを食べた。ステーキの量が予想以上に

多いのと、食事の時間が日本とずれており胃があまり

動いていなかった為か、この初日の昼食は非常に苦し

かった。食事後、大学内を車で見学させてもらった後、

獣医学部の中を見学させてもらった。日本にはない治

療設備や、病院の広さにただただ驚かされた。一通り

の見学が済んだ後、アップルストアーウエストタウン

モールまで行き、ショッピングをする事になったが、

ほとんどの店が閉店間際であり、ほとんど何も買わず

にホテルに戻った。 

 

8 月 24 日(月) 

実習初日、本来は麻酔科であるところを眼科の実習に

替えてもらった。この日、眼科ではまず講義を受ける

事になった。細隙灯やシルマー涙試験など、眼科の診

療に必要な器具とその使い方の説明を受けた後、眼科

の診療の手順の説明を受けた。講義は教授 1 対学生 3

で行われ、学生が自由に教授に質問しているのが印象

的だった。また、教授の前で堂々とハーゲンダッツを

食べながら授業を受けている学生がいてびっくりし
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た。一通りの説明を受けた後、学生が一人で診療を行

い、それについて 2 人の教授が再度診察を行い、診断

の最終決定を下していた。初日は、クッシングのミニ

チュアシュナウザーの白内障、角膜潰瘍の犬、緑内障

の犬の診察を見学した。緑内障を見せてもらった時、

飼い主さんに許可をとったら、あなたが勉強したこと

がまわりまわって、私の犬の為になるのだから、構わ

ないと言われた事は、印象深かった。すべての診察が

終わった後、昼食の時間になり、大学近くの店で軽く

食事をとった。眼科に戻ると眼の悪い犬が数匹集めら

れて、眼のエコーをとっていた。それが終わると 17

時近い時間になっており、ホテルに戻る時間になって

いた。眼科の先生にあいさつを済ませた後、Kirk 先生

に車でホテルまで送ってもらった。この日の夕食はホ

テルが出す軽食のようなもので済ませた。その後、ウ

ォルマートまで行き、必要なものを買った。 

 

8 月 25 日(火) 

昨日に引き続き眼科の診察。この日は白内障のオペと

馬の眼の悪性腫瘍のオペ(眼摘)を見学した。この日オ

ペに入ってびっくりしたのは、麻酔は麻酔科の担当で、

眼科のオペであっても麻酔関係は麻酔科の人が担当

している事です。また、学生は診察はやらせてもらえ

ていましたが、オペは完全に教授や VT のみで行って

いる事も驚いた。科や先生によって違うのかもしれま

せんが、眼科ではオペの最中、音楽をかけながら手術

を行っていた。この日の昼食は大学内のウォルマート

でサンドウィッチを食べた。ホテルに戻ってから、男

子 4 人と前田先生とでホテルの近くにある Brixx 

Wood Fired Pizza でピザを食べた。 

 

8 月 26 日(水) 

今日から 2 日間は病理の見学。まず、最初は寄生虫の

病気にかかっている家畜の所見を渡され（一人一人、

違う所見が書いてある）、どの様な病気が疑われるか、

また、どの様な検査を行うかといった事を、大学の庭

のベンチで先生を囲みながらのディスカッションを

行った。英語のディスカッションを行うのは非常に大

変だったが、先生や他の学生達がひどい英語でも意味

を汲み取ってくれた為、何とかやりすごす事ができた。

ディスカッションの後は実際に自分の所見の家畜の

糞をショ糖遠心浮遊法にかけ、寄生虫卵の特定をした

後、その病原性、コントロール、人獣共通感染症かど

うか、治療法、種特異性、寄生虫の獲得方法等につい

てディスカッションを行った。これは先ほどのディス

カッションより大変だった。理由は教科書を持ってい

ないので、ネット検索で調べるしか方法がなかった事

と、アメリカにいる寄生虫がどの様なものがあるかわ

からない為、絞り込みが難しい事だった。この寄生虫

のディスカッションが終わった後、病理の人達と学内

のベンチで食事をとった。食事には先生も来ており、

午後に行う病理解剖の説明をしてくれた。午後になる

と、ツナギに着替えて病理解剖を行った。初日は馬の

解剖でウマバエに感染していた。この日は皮膚や筋肉

を切るのを手伝ったり、腸管の出血を確認したりする

作業を手伝った。解剖が終わった後、みんなと合流し

て、ホテルに戻った後、Connors Steak & Seafood で

ステーキを食べた。 

 

8 月 27 日(木) 

昨日と同様病理だが、開始が遅くなる為、小動物のリ

ハビリ科を見学した。ここでは車の事故でやけどを負

って、皮膚移植をする予定の犬がリハビリに来ていた。

リハビリ科を見学後、病理に戻ると biopsy 検査の説

明を受けた。それが終わると昨日同様、先生を囲んで

の昼食の後、病理解剖を行う事になった。この日は検

体数が多く、水牛 1 頭、ウサギ 1 羽、犬 2 匹の解剖だ

った。この日は水牛の解剖を手伝った。この水牛は胃

に大きな異物を飲み込んでいた。実習終了後、Kirk

先生とテネシーグッズが売っているテネシーショッ

プに行き、その後 Wasabi という和食料理の店で食事

をとった。 

 

8 月 28 日(金) 

この日は Soft Tissue に見学に行った。最初に見たの

は猫の膀胱結石の治療で切開を行い、膀胱内の結石を

取るものだった。次に見たのは PSS であり、シャン

ト部分にアメロイドリングをつけ治療していた。その

後、右後肢の指の骨折の所見を見て、先日リハビリで

見た犬の皮膚移植を見せてもらった。皮膚移植は予想

とは異なり、Medhoneyという蜂蜜成分でできたシー

トを創面に張り付けるものだった。これにより、傷の

修復が促進されるとのことだった。この日の昼食は研

究室で軽食が出された。この日は Soft Tissue に来て

いたインターンの学生にずいぶん助けられた。この日

の夜はウォルマートで次の日のラフティングの準備

をした後、ホテルの近くの Five guys burger でハンバ

ーガーを食べ、その後前田先生の部屋で飲み会になっ

た。 

 

8 月 29 日(土) 

この日はラフティングを行った。10 時に出発し、マク

ドナルドでお昼を食べ、15 時頃からラフティングを行

った。暑いテネシーでのラフティングは涼しく、気持

ちよかった。この日の夜は Noodle & Company とい

う店でパスタを食べた。 

 

8 月 30 日(日) 

この日は朝からグレートスモーキーマウンテンに向

かった。11 時に出発し、12 時頃お土産屋に立ち寄り、

古い教会や昔の小屋を見た後、再度お土産屋に立ち寄

り、水車を見学したり、動物の毛皮を見せてもらった

りした後、最初に立ち寄ったお土産屋まで戻り、アイ

スを食べた。その後、軽い山登りをして滝を見た後、

ホテルに戻った。この日の夜は、全員で火曜日に食べ

たピザ屋で食事を取った。 
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8 月 31 日(月) 

この日は CP の見学を行った。ワクチン接種の見学後、

歯肉炎の犬の歯の治療の見学を行った。超音波スケー

リングとポリッシングを行っていたが、これらを行う

前に必ずレントゲンが取られていた。これは、歯が無

かったり、骨折していたりしていないか確認する為に

行うそうで、実際、治療に来た子は何本かの歯が失わ

れていた。この日の夕食は 50’s diner という場所で

Kirk 先生とハンバーガーを食べた。 

 

9 月 1 日(火) 

この日も CP を見学した。この日はまず、朝は栄養学

の講義に参加したが、さっぱり専門用語が分からず苦

労した。その後犬のシャンプーを手伝ったり、保定を

したりしていたが、特にこれといった診療はなかった。

お昼になると会議室で研究室の人とお弁当を食べな

がら、腸管の病気の講義を受けた。講義が終わると病

理の初日と同じく、寄生虫のディスカッションがあっ

た。今度は前回と違い、犬猫の寄生虫についてだった。

前回の反省を生かし教室内から寄生虫の本を探し出

し、調べながら寄生虫の同定を行った結果、以前より

大分ましな答えを出すことができた。この日はほとん

ど授業で、かなり疲れる日だった。この日の夜はホテ

ルの軽食で夕食を済ませ、ウォルマートに買い出しに

行った。 

 

9 月 2 日(水) 

この日は Exotics の見学だった。Exotics では、ウサ

ギやリスなどの怪我をした野生動物が運ばれてくる

が、その多くはフェノバルビタールを大量投与して安

楽殺されていた。初日で印象的だったのは、ウサギヒ

フバエに寄生されたリス、急性腎不全のオウム、銃弾

で撃たれたアメリカンイーグル、足が壊死しているフ

クロモモンガである。急性腎不全のオウムは強制給餌

によって餌が与えられていた。銃弾で撃たれたアメリ

カンイーグルはアメリカと名付けられていた。足が壊

死したフクロモモンガは断脚を行い処置していた。断

脚後のモモンガは非常に歩きにくそうだった。この日

の昼食はウォルマートの近くにある店でチキンサン

ドを食べた。実習終了後、ホテルに帰った後、この日

の夕食は CHIPOTLEという店でメキシカン料理を食

べた。 

 

9 月 3 日(木) 

この日は Exotics を見学した。実習自体はこの日が最

終日である事、ポルトガルから来ている実習生がかな

り自分よりも色々と作業ができている事を見て、頑張

る気持ちが出てきた。この日はリスのフェノバルの注

射やリスの physical check 等の手伝いを行い、お昼に

subway で食事をとった。食事を取った後、帰る途中、

研究室の人に会い食事に誘われ、断る訳にもいかず、

再度一緒に食事に行く事になった。入った店は Jersey 

Mike’s subs という少し高めのハンバーガーショップ

だった。この日の二回目の昼食はバナナプティングだ

けだったが、量が多く、夕食は食べられなくなった。

昼食後、physical check を行ったリスのカルテを書く

ことになり、実習生のポルトガル人に教わりながらカ

ルテを書いた。自分のサイン入りのカルテができた時

は少し感動した。この日の夜は友人が Five guys 

burger に行くのに付き合い、その後、4 日の症例発表

のパワポを作り始めた。 

 

9 月 4 日(金) 

症例発表の日、内容は初日に見たクッシングを持って

いる白内障のミニチュアシュナウザーの症例にした。

Kirk 先生にスライドの最終チェックをしてもらった

後、昨日食べ損ねたハンバーガーショップに友人と昼

食を取りに行った。症例発表はお昼ちょっと過ぎあた

りから始まった。自分の発表はグダグダな感じに終わ

ってしまったので心残りはあるが、精一杯できたと思

う。発表終了後、お世話になった研究室のメンバーに

挨拶に回った後、一旦ホテルに戻って、学長主催のホ

ームパーティーに参加に向かった。ホームパーティー

は、2 年生が参加していたが、知り合いがいない為、

なかなか輪の中に入っていけず、気が付いたら、子供

と一緒にゲームで遊んでいた。次の日の出発が早い為、

ホームパーティーは途中で抜け出してホテルに戻る

事になった。ホテルに帰ったら、前田先生にお世話に

なったお礼に皆でケーキをプレゼントして食べた。ケ

ーキを食べ終わった後、荷造りをいそいで行って寝る

ことにした。 

 

9 月 5、6 日(土、日) 

早朝の便で、シカゴ経由で日本に帰る事になっていた

ので、朝早く出発し、搭乗手続きをすませた。Kirk

先生は最後まで見送ってくださり、うれしい気持ちと

さみしい気持ちが混ざったまま、お別れする事になっ

た。この 2 週間は Kirk 先生無しではやってこれなか

っただろうと思う。飛行機がシカゴ到着後、3 時間ほ

ど後、日本に向けて出発した。帰りの便は音楽を聴い

ていたら、ほとんど睡眠をとらないうちに日本に着い

てしまった。成田空港に到着した時、日本に帰ってき

たという安心感のようなものを感じた。空港の出口で

解散となり、テネシー大学の実習は修了した。 

 

今回の実習は Kirk 先生を始めとするテネシー大学の

スタッフと前田先生、北里大学の教員の方々の支えが

あって成り立っており、感謝の念にたえません。この

実習を通し、獣医学の面白さ、難しさなど様々な事を

学ぶことができました。また、大学には色々な国から

学生が来ており、彼らの話を聞く事で、多くの考え、

広い視野を学ぶことができました。2 週間の実習は大

変でしたが、とても有意義な 2 週間を過ごす事ができ

ました。 
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米国三大学夏季研修に同行して 

2015 年度テネシー大学同行教員  

大動物臨床学研究室 

前田  洋佑  

 

2015年 8月 22日から 9月 6日までテネシー大学研

修に同行し、無事海外研修を終えたことを同行教

員としてここに報告致します。また、今回の研修

は充実した素晴らしいものになったことに対し、

関係者の皆様にお礼申し上げます。  

 

テネシー州ノックスビルの地理、気候 

アメリカ合衆国の南部に位置するテネシー州は 8つ

の他の州と隣接している。テネシー州は、北部でケン

タッキー州とバージニア州に、東部でノースカロライ

ナ州に、南部でジョージア州、アラバマ州とミシシッ

ピ州に、西部でアーカンソー州とミズーリ州にそれぞ

れ接している。この州はテネシー川によって 3 等分さ

れている。 

ノックスビルはアメリカ合衆国テネシー州東部、ア

パラチア山脈の西麓のノックス郡に位置する工業都

市である。ノックス郡の郡庁所在地であり、テネシー

州の中で 3 番目に大きな都市である。 

テネシー大学は、米国テネシー州ノックスビル市に

本部を置くアメリカ合衆国の州立大学である。1794

年に設置され、UT の愛称で親しまれている。スクー

ル・カラーはオレンジ色と白である。週末になるとア

メフトやバスケットボールの試合があるので、大学は

オレンジカラーに染まるそうだ。大学のマスコットは

ブルーティック・クーンハウンドのスモーキー

（Smokey）で、テネシーグッズにもよく使用されて

おり見かけることが多かった。 

気候に関して、夏は概して暑く湿度が高い。夏季の

日中平均最高気温は 90°F (32 ℃) 近辺である。冬は

温暖から冷涼であり、高地では冷涼の程度が強まる。

研修の時期は夏に当たり、気温は十和田の真夏の時期

を想像してもらえばよいと思う。基本的に半袖のみで

生活できたが、室内や車内はクーラーが効いているの

で、長袖が一枚は必要になる。 

(一部 Wikipedia より抜粋) 

 

ノックスビル到着とホテル 

成田空港を8月22日（土）に出発し、ユナイテッド

航空の飛行機は順調にニューアーク空港を経由して、

ノックスビルへと到着した。ノックスビル空港で副学

部長であるDr. Kirkと合流する予定であったが、手違

いのため予定より1時間遅れで会うことができた。現

因は事前に伝えてあったフライトスケジュールの変

更が秘書のミスで予定に反映されていなかったそう

である。秘書とKirk 先生がダブルチェックしている

とのことだったが、こういったミスは起こり得るので

注意が必要である。その後、大学の車へ荷物を積み込

み、Kirk 先生にホテルまで送っていただいた。また、

学生だけでなく、教員にまでテネシー大学グッズを準

備してくれており、研修スケジュールとともにいただ

いた。彼女のおかげで、到着当日から最後の日まで、

何不自由することなく、米国生活を送ることができた

ことは誠にありがたかった。 

ホテルは男子 4 人で一部屋、女子 4 人で一部屋、私

は一部屋使うことができた。洗濯はコインランドリー

があり、誰でも使うことができた。 

連絡手段として、携帯電話が必要であれば

Wal-Mart でプリペイド式の携帯電話を購入しようと

考えていたが、結局その必要はなかった。学生に連絡

する場合は LINE による連絡が多かったが、特に不自

由することはなかった。ホテル内では「部屋番号」と

「Last Name」を打ち込めば、無料で Wi-fi を利用す

ることができ、大学内でも「メールアドレス」を打ち

込めば、無料で Wifi を利用することができた。 

 

大学見学とショッピング 

前日はホテルへの到着が遅かったこともあり、朝は

ゆっくりホテルで朝食を取った。午前中に学生とホテ

ル周辺の店を散策した後、13 時に Kirk 先生と合流し

た。テネシー川近くのステーキハウスでランチを取っ

た後、テネシー大学を小動物病院、大動物病院を中心

に案内してもらった。内視鏡、超音波診断装置などの

医療機器、大型レントゲン施設やＣＴ，ＭＲＩなどの

最新医療施設が備わっていた。しかし、大学内は広く

迷路のようで、一度の説明ですべて覚えることは無理

だろう。後で話を聞いたアメリカの学生も、最初の 2

週間は迷子になったと笑っていた。ローテーションの

各科の場所については当日 Kirk 先生または秘書の方

が案内してくれるので、拠点となる Kirk 先生の部屋

と病院の位置関係を最低限覚えておけば何とかなる

だろう。 

 

研修ローテーション 

ホテルから大学までは車で約 30 分かかり、毎朝 7

時 25 分～30 分頃に集合して、Kirk 先生が送り迎え

してくれた。本当に感謝である。いよいよ大学内での

研修が始まり、初日の学生たちは皆緊張した顔で各科

に配属されていった。 

私は自由に見学してよいと言ってくれたので、馬の

診療と産業動物の診療を見せてもらうことにした。馬

の診療は皮膚移植、肺炎、骨折、蹄葉炎など様々な症

例が来院していた。また、リハビリ設備も充実してい

たが、なかなか日本では真似できないと思った。産業

動物の診療は日本の大学病院と違い、豚や山羊の症例

が多かった。こちらでは豚をペットとして買っている

人がとても多いとのことで、入院した豚の爪切りや、

耳掃除を学生たちが行っていたのには驚いた。一方、

牛の症例は蹄疾患が多いとのことで、実際見学させて

もらった時も蹄疾患の牛ばかり入院していた。また、
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下顎に腫瘍があるラマが入院しており、全身麻酔下で

CT をとり、外科的に腫瘤の切除を行った。日本では

見られない非常に珍しい光景であった。人生で初めて

ラマを見たというと皆笑っていた。学生の話を聞くと、

多くは将来小動物に就職したいという人であった。ま

た、見かけた学生はほとんど 8割程度は女性であった。

女性の割合が高いという点では、日本も同様だと思う

が、米国はさらに先を進んでいるようであった。 

学生の服装は基本的に白衣で問題なく、オペや

大動物診療ではスクラブが必要であった。聴診器

は内科や大動物で使用する可能性が高いため持

って行った方が良い。 

研修は 17 時半には切り上げて、Kirk 先生の部屋

に集合し、ホテルまで送ってもらうのが通常であった。

米国はサマータイムのせいもあり、この時期は 20 時

頃でも外はとても明るく、逆に朝 6 時はまだ真っ暗な

ため、十和田との違いになかなか体が適応しなかった。 

 

図書館  

動物病院のある棟から歩いて 20 分くらいのと

ころに図書館があり、図書館でデスクワークする

こともできた。無料バスを利用することができる

が、街並みを眺め眺めながら歩くのも楽しみの一

つであった。図書館はかなり広く、スターバック

スや売店も入っていた。自習スペースもたくさん

あり、wi-fi も無料で使えた。多くの学生がレポ

ート作成や勉強に励んでおり、充実していように

感じた。北里大学にもこのような図書館があれば

きっと皆利用するだろう。  

 

獣医学校の授業料 

米国の大学は一般に授業料が高い。米国では、大学

授業料は習慣として、親が支払うことはなく、学生が

アルバイトや奨学金などを利用して支払い、奨学金を

利用する割合が高いといわれる。米国で獣医の大学に

通うということは、レベルの高さ、成績の問題だけで

なく、金銭面でも大きな壁となっているようである。 

 

外食 

滞在中はしばしば学生達と外食した。外食時にオー

ダーをすることも英会話力向上や米国の文化を知る

ことになるので良いことだと思う。ホテル周辺には、

ハンバーガーやステーキなどのアメリカン以外に、メ

キシカン料理、パスタ、スシなどを食べることができ

た。 

米国で食事をオーダーする際に気をつけなければ

いけない点は、予想した内容のものが来ないこと、量

が多いという点であろう。オーダー表には、日本のよ

うに気の聞いた写真などは掲載されておらず、説明文

を読んで考えるか、店員に聞くか、隣のテーブルの料

理を見て参考にするしかない。量が多残くても、残っ

た料理はボックスに入れて持ち帰りすることがこち

らでは一般的なので、体調崩すまで無理して食べる必

要はない。 

ファストフードを除いて、レストランで外食した際

には、かならずチップを支払った。多くの場合10-20％、

平均15％で計算し、チップの金額を記入してクレジッ

トカードで支払うことが多かった。 

 

研修最終日（プレゼンテーション） 

研修最終日は学生全員が症例発表に形でプレゼン

テーションを行った。私も北里大学と日本にことを紹

介して、最後に感謝の言葉を述べた。学生からは発表

前に、テネシーカラーのネクタイをプレゼントしても

らい、嬉しかった。5 年生はまだ日本語でのプレゼン

テーションの経験も無いのに、いきなり英語で発表し

たのだから、かなり大変だったと思う。しかし、皆立

派に発表をこなし、非常に良い経験になったと思う。 

夕方は学部長の自宅でのバーベキューに招待して

いただいた。獣医学科の 1、2 年生を対象に毎年行わ

れているそうだ。学部長の家はアメリカ映画で見るよ

うな広大な土地に建っており、まるでハリウッドスタ

ーのようであった。 

 

帰国 

9月5日（土）朝5時30分、Kirk先生が我々を空港へ

送るため、旦那さんとホテルまで迎えにきてくれた。

皆大きな荷物があるため、大きな車2台で来ていただ

いた。たった2週間の短い期間であったが、Kirk先生

とは安心して話ができるようになった。ホテルのチェ

ックアウトは特に手続きの必要はなく楽なものであ

った。やがて日本が近づき、成田空港へ到着したとき、

ほっとした気持ちになった。 

 

最後に 

Kirk先生には甘えっぱなしの2週間であり、心より

お礼を申し上げたい。これほどまで私たちに親切にし

てくれたことは、これから自身が研修生、留学生を迎

える際に見習って模範にしたい。Kirk先生のおかげで

楽しいアメリカンライフを送ることができたことは、 

私にとっても学生たちにとっても一生の思い出とな

ります。 

そして、今回テネシー研修に参加した8人の学生は、

自分たち何でもやってくれ、苦労をかけず、頑張って

くれたことに感謝したい。皆さんのお蔭で楽しく過ご

すことができました。今回の研修が皆さんの人生にと

ってプラスになれば、同行教員として嬉しいです。た

まにはこの報告書を開いて、米国研修で感じたことや

学んだことを思い出してみてください。 
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Acknowledgements 
 

I appreciate for every Tennessee staffs and Dr.Kirk. We 

had a good time and wonderful experience. I never forget 

everything to do in Tennessee. Thank you for everything.  

 

Masato Ikeo 

 

Dear Dr. Kirk and member of UTCVM 

 

I wanted to participate in a program of this overseas 

training all the time. I could really go to Tennessee, and I 

was glad, but there was the uneasiness this time. 

I am weak in English, and I am uneasy for communication. 

But you heard my English, and you were going to be 

understood and talking with me. And you taught me a lot 

of things using easy English.  

Other than the hospital, you took us to the various places 

with you any place and planned it. I was very fun and felt 

America! 

I have an unforgettable experience. I appreciate that you 

accepted us while you are busy. Thank you for two weeks. 

I want to visit at UTCVM sometime again! I will study 

more until then so that I can speak more English. 

 

Eika Ogawa 

 

Dear Dr.kirk and all of UTCVM 

  

 Thank you for two weeks. I was able to spend valuable life. 

I will never forget these memories in Tennessee. 

 I wasn’t good at speaking English but Dr.kirk talked me 

kindly, so I was saved by you. It was good that I could 

watch the case that I could not usually watch in Japan. I 

want to make use of my experience in Japan. 

I become the good veterinarian and want go to Tennessee 

again. 

 With best wishs. 

  

Tomotaka Saigo 

 

 

It was an affair for only 2 weeks.But, I didn’t think so 

because it was wonderful days that many experiences 

exsist. 

For example,I analysed cow,watched operation,and 

checked about disease.These things were stimulated for 

me. 

I enjoyed rafting and Great Smoky Mountain’s nature. 

However, I regretted about not to make more 

communication.I didn’t more question, either. 

But my friends advised me 「More relax」,so I could 

overcome the problem.  

This experience may help me somewhere. 

Thank you for your helps！ 

 

Hajimu Hara 

 

Dear Dr.Kirk 

 

At first, I really appreciate for your kindness. 

I had valuable experience and exciting time in this two 

weeks. 

I'll never forget about this trip and I'm looking forward to 

see you again! 

So I will study harder English and veterinary medicine. 

 

Eri Mihara 

 

 

Dear Dr.Kirk and all of UTCVM 

 

Thank you for two weeks. I had very good time at UT. I 

was surprised that all students of UT are enthusiasm and 

kindness. I will work hard too so that I won`t to lose them. 

My life of Tennessee made me grow. Thank you. 

 

Ayaka Motegi 

 

 

Dear everyone in Tennessee University 

 

Thank you for all of your supports and kindness. This time 

is first time for me to go abroad. I got bewildered in 

unfamiliar environments. But all people in UT were very 

kind and understood my poor English. I came to like 

talking in English. The time talking with you was 

interesting and very fun. Thank you for teaching a lot about 

Veterinary medicine. I was able to meet really nice people. 

I want to go UT again. I would like to use this experience 

and become a good veterinarian. 

 Thank you. 

               

  Chiho Yasuda 

 

 

Thank you for help of University of Tennessee’s staff for 

two weeks! 

We could spend meaningful two weeks. Though I 

struggled with English communication, I could gain 

precious experience. I’ve never forget this two weeks. The 

knowledge and skills Ophthalmology, Pathology, Soft 

Tissue, CP, Exotics which I studied at University of 

Tennessee was fresh for me. I wish to meet you again 

someday.  

 

Tsubasa Narita 

 

 

Dear Dr.Kirk, 

 

I appreciate all your kindness. Time flies, I can't believe 

that I was there. I had a wonderful time with you. I 

especially liked the “Paint the Rock” in the UT Tradition. 

The students also want to meet you. Please let me know 

when you come to Japan! 

 

With great regard, 

 

Yosuke Maeda, DVM PhD.
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インディアナ州立 パデュー大学 獣医学部（７名）

Purdue University, School of Veterinary Medicine 

West Lafayette, Indiana,  http://www.vet.purdue.edu 

 出国：8/８ （土） 成田17:30 発 UA 882 

 帰国：8/２３（日） 成田20:20 着 ANA 1011 

ジョージア州立 ジョージア大学 獣医学部（９名） 

The University of Georgia, College of Veterinary Medicine 

Athens, Georgia,  http://www.vet.uga.edu 

出国：8/15（土） 成田16:10発 DL0094 

帰国：8/30（日） 成田15:25着 DL0095 

テネシー州立 テネシー大学 獣医学部（８名） 

The University of Tennessee, College of Veterinary Medicine 

Knoxville, Tennessee,  http://www.vet.utk.edu 

出国：8/2２（土） 成田1７:００発 UA 78 

 帰国：9/６ （日） 成田1５:１0着 UA 881 

 

 

    学籍番号：         氏名             

 

    Passport No.                      

北里大学 獣医学部 獣医学科 

米国三大学夏期研修 2015 
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Schedule 1 Purdue University 
http://www.vet.purdue.edu 

 

研修先の担当の先生：Dr. J. Catharine Scott-Moncrieff 

Purdue University School of Veterinary Medicine, 

West Lafayette, IN 47907-1240, USA 

Tel : +1-765-494-1107 Fax : +1-765-496-1108 

 

研修期間の宿泊先：Purdue Village 

50 Nimitz Drive West Lafayette, IN 47907, USA 

Tel : +1- 765-494-2090  Fax : +1- 765-496-6828 

 

出国：8/8 （土） 成田 17:30発 UA882  

    帰国：8/23（日） 成田 20:20着 ANA1011 
 

参加者名簿（7名）  

学生番号 氏 名 Name 所属研究室 

V11005 井口 佳那 Kana IGUCHI 獣医公衆衛生学 

V11009 稲野辺 悠 Yu INANOBE 人獣共通感染症学 

V11045 小坂 潤平 Junpei KOSAKA 小動物第 2 内科学 

V11065 清水 瞳 Hitomi SHIMIZU 獣医臨床繁殖学 

V11066 白倉 萌々子 Momoko SHIRAKURA 獣医病理学 

V11074 須見 康代 Yasuyo SUMI 獣医病理学 

V11076 田内 昭成 Akinori TAUCHI 小動物第 2 外科学 

 

同行教員：前田 賢一 Kenichi MAEDA 

 

Flight information 
Date Flight Flight No 

8/8(土) 成田17:30 → シカゴ 15:15 

   シカゴ17:41 → インディアナポリス 19:44 

UA 882 

 UA 3642 

8/２２(土) インディアナポリス 15:03 → シカゴ15:10 

  シカゴ 17:25 → 成田20:20 ＜8/23（日）着＞ 

 UA 3447 

ANA1011 

 

出国時の集合日時と場所：8/8（土）14:30 
 

成田空港第１ターミナル／南ウイング 4F ユナイテッド航空チェックインカウンターB付近 

http://www.narita-airport.jp/jp/guide/t_info/c_list_t1_south.html 

（Tel : 03-3817-4411／0570-064-777 http://www.united.com/web/ja-JP/Default.aspx） 

※受託手荷物 往路および復路共に：重量 23kg（50 ポンド）/個を超えないこと。それぞれの手荷物の 3辺(縦・

横・高さ)の和が 158cm（62 インチ）を超えないこと。 

http://www.narita-airport.jp/jp/guide/t_info/c_list_t1_south.html
http://www.vet.purdue.edu/index.html
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Schedule 2 The University of Georgia 
http://www.vet.uga.edu 

 

研修先の担当の先生：Mary Hondalus, DVM, PhD, Dipl ACVIM 

Associate Professor, Director of Pre-Clinical Academic Affairs, DVM-MPH Dual Degree 

Program Coordinator, Department of Infectious Diseases, College of Veterinary Medicine. 

Athens, GA 30602. Phone: 706-542-5778 FAX: 706-542-5771, hondalus@uga.edu 

 

 Ms. Khaliala Ward; 

Program Coordinator of Diversity and International Affairs 

Ph: 706-542-9386 krward@uga.edu 

 

研修期間の宿泊先： 

8/15-28: The University of Georgia Center for Continuing Education (Georgia Center) 

1197 South Lumpkin St, Athens, GA 30602-3603, Tel：(706)-542-2654 Fax: (706)-542-2635 

http://www.georgiacenter.uga.edu/uga-hotel 

最終日 8/28（金）-8/29(土)：Best Western PLUS Atlanta Airport East (Add. 301 North Central 
Avenue, Hapeville, GA, 30354-1601, USA) 

          Aug 15  Narita 16:25 – Atlanta 16:10 (Delta Airlines  DL0094) 

          Aug 29  Atlanta 12:26 – Narita 15:25 (Delta Airlines  DL0095) 

  

学生番号 氏 名 Name 所属研究室 

V11027 笠井 一人 Kazuhito KASAI  獣医臨床繁殖学 

V11031 金澤 礼樹 Hiroki KANAZAWA 獣医薬理学 

V11053 齋藤 大士 Takaaki SAITO 小動物第 1 内科学 

V11063 柴田 曉 Akira SHIBATA 小動物第 2 外科学 

V11070 杉山 彰 Akira SUGIYAMA 獣医薬理学 

V11114 前道 一貴 Kazuki MAEMICHI 大動物臨床学 

V11115 牧 誉大 Takahiro MAKI  獣医臨床繁殖学 

V11120 松尾 芽衣 Mei MATSUO 小動物第 1 外科学 

V12501 池田 加奈 Kana IKEDA  獣医病理学 
 

同行教員： 佐々木 宣哉 

mailto:hondalus@uga.edu
mailto:krward@uga.edu
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Schedule 3 The University of Tennessee 
http://www.vet.utk.edu 

 

研修先の担当の先生：Claudia A. Kirk, DVM, Ph.D. 

Department Head Small Animal Clinical Sciences, University of Tennessee  

College of Veterinary Medicine, PO Box 1071, Knoxville, TN 37901-1071, USA 

Tel : +1-865-974-8387  Fax : +1-865-974-5554  E-mail: ckirk4@utk.edu 
 

研修期間の宿泊先：Homewood Suites at Turkey Creek 

 Address: 10935 Turkey Drive, Knoxville, TN 37922 

 Telephone: 1-865-777-0375 
 

出国：8/22（土）成田17:00発 UA78 

帰国：9/6（日）成田15:10着 UA 881 
 

参加者名簿（8名）  

学生番号 氏 名 Name 所属研究室 

V11006 池尾 真人 Masato IKEO 獣医生理学 

V11022 小川 瑛加 Eika OGAWA  獣医放射線学 

V11051 西郷 智貴 Tomotaka SAIGO 獣医生理学 

V11103 原 基 Hajimu HARA 獣医衛生学 

V11123 三原 衣理 Eri MIHARA 小動物第 2 外科学 

V11128 茂木 郁佳 Ayaka MOTEGI 獣医放射線学 

V11131 安田 千穂 Chiho YASUDA  実験動物学 

V12504 成田 翼 Tsubasa NARITA  小動物第 1 内科学 

 

同行教員： 前田 洋佑 Yosuke MAEDA 

 
 

Flight information 
Date Flight Flight No 

8/22（土） 成田17:00 → ニューアーク 16:45 

   ニューヨーク19:30 → ノックスビル21:41 

UA 78 

 UA4361 

9/5（土） ノックスビル0７:４０ → シカゴ８:２3 

シカゴ 1２:０５ → 成田1５:１０ ＜9/6（日）着＞ 

 UA4374 

UA881 
 

出国時の集合日時と場所：8/22（土）14:00 
 

成田空港第１ターミナル／南ウイング 4F ユナイテッド航空チェックインカウンターB付近 

http://www.narita-airport.jp/jp/guide/t_info/c_list_t1_south.html 

（Tel : 03-3817-4411／0570-064-777 http://www.united.com/web/ja-JP/Default.aspx） 

 

※受託手荷物 往路および復路共に：重量 23kg（50 ポンド）/個を超えないこと。それぞれの手荷物の 3辺(縦・

横・高さ)の和が 158cm（62 インチ）を超えないこと。 

http://www.narita-airport.jp/jp/guide/t_info/c_list_t1_south.html
http://www.tennessee.edu/
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注意事項 
 

1） 成田空港まで 
 

成田空港ホームページ  http://www.narita-airport.jp/jp/ 
 

JR、京成電鉄およびリムジンバスが成田空港に乗り入れています。 

何れも本数が限られていますので、余裕をもって乗車しましょう。 

目安の所要時間 

JR：総武線と成田線の快速で東京駅から 80分 

  成田エクスプレス（座席指定が必要）も各地（東京、横浜等）からあります。 

京成電鉄：京成上野駅からスカイライナー（座席指定が必要）で約 60 分。 

  特急約 75分、料金 1000 円は最も経済的。その他の快速や急行などでは、 

  乗り換えがあり、時間がかなりかかります。 

 

第２ターミナル利用 → 空港第２ビル駅下車 

第１ターミナル利用 → 成田空港駅（終点）下車 

 

リムジンバス：各地（東京、大宮等）からありますが、道路事情で所要時間が大き 

  く左右されますので利用は控えた方がよいでしょう。 

 

2） 飛行機へのチェックイン（搭乗 24 時間前より Web チェックイン可能） 

成田空港の各航空会社のカウンターで行います。 

旅行代理店から渡された搭乗券（boarding pass）とパスポートを航空会社のカウンターに

提示して、チェックインします。このとき、大きなスーツケースを預けます。これはアメ

リカ入国まで戻ってきません。貴重品や成田空港内、機内で必要なものは別に 1 個の手荷

物にして持っていきましょう。これから海外旅行を繰り返す可能性のある人は、マイレー

ジサービスなどの手続きをするのも良いでしょう。 

 

３）荷物チェックリスト 

 手荷物 

パスポート（紛失・盗難に備えてコピーと写真２枚も準備しておくと安心です） 

航空券 

現金／トラベラーズチェック 

海外旅行傷害保険証および関連資料（米国での医療費は大変高額です） 

ノートパソコン、デジカメなど（あるいはカメラとフィルム） 

筆記用具 

スリッパ（機内と宿舎内で便利） 

クレジットカード（パスワードがあれば覚えておく） 

その他（安眠枕、耳栓、アイマスク、ガム、ウェットティッシュ、コンタクトなど） 

一泊分の衣服（スーツケースが一緒に到着しなかった場合に重宝） 

 

 スーツケースなど 

常備薬（解熱薬、虫さされ、防虫スプレー、胃腸薬等） 

洗面用具（ボディーソープ、シャンプー・リンス、ひげ剃り、ブラシ、洗顔石鹸、 

       歯磨きセット、タオル、ハンカチ、ティッシュペーパー、爪切り） 

洗濯用具（洗剤、洗濯バサミ、洗濯ロープなど） 
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デイパックなど（ちょっと出かける際に便利） 

衣類（圧縮袋を使うと便利） 

ビニール袋（いろいろ便利） 

ガムテープ（スーツケース修理など、いざというときに重宝） 

目覚まし時計（遅刻しないように） 

  ＊眼鏡を使用している人は、予備の眼鏡を持って行くのが望ましい 

 

注意！！ 

 アメリカへ行く際、スーツケースに鍵をかけると、中身のチェックのために鍵を壊されます。無

用なトラブルを避けるには、鍵をかけないか、あるいは TSA ロックと呼ばれる鍵の付いたスー

ツケースやバンドを使用した方がよいでしょう。 

 テロ関連で機内持ち込みが制限されているもの（飲料水や化粧品、コンタクトレンズ洗浄液など）

は、手荷物ではなくスーツケースに入れましょう。詳しくはホームページ等で確認ください。

http://travel.univcoop.or.jp/shuppatsu/tokou_06.html 

 無料で預けられる荷物のサイズを航空会社ホームページで確認しましょう。 

 盗難や破損を防ぐため、カメラ・ビデオ・ノートパソコンは預けてしまうスーツケースに入れな

いで、機内に手荷物で持ち込みましょう。 

 渡航前に歯の治療を済ませておきましょう。米国での歯科治療費は保険でカバーできません。 

 

4） 報告書 

学外実習のレポート以外に、研修の報告書を作成してもらいます。原稿用紙 5 枚程度の体

験記をまとめ、コンピューターで作成した文章のデータをフロッピーや CD で提出しても

らいます。実習中に日々の研修活動やレクリエーションについて、こまめに記録をしてお

きましょう。お世話になった現地の先生方へも報告書を送るので、英語でまとめの文章を

必ず書いてください。（報告書提出締切 9 月 25（金）、同行教員まで） 

 

5） 海外旅行保険 

アメリカでは病気や怪我の治療には、保険がないため大変高額な医療費を要求されます。

そこで、皆さんには予め海外旅行用の損害保険に加入してもらいました。保険証書といっ

しょに、推奨の医療機関や日本語の通じる医者などのリストが渡されたはずですので、こ

の資料を各自が忘れずに携帯してください。 

 

６）その他 

 

パスポートと出国・入国手続き 

 出国カードは早めに書いておきましょう。出国審査官の前では混雑のため書けません。 

 機内で渡されるアメリカ入国審査用の用紙にはすぐに記入しましょう。 

その際にはパスポートの置忘れに注意！貴重品はいつも同じ場所にしまいましょう。 

 アメリカ入国の際、審査官が乗って来た航空機の便名、訪問理由、訪問先、滞在期間などを聞き

ます。予め英語で答えられるようにしておきましょう。 

 アメリカ入国審査官が出国時に必要なカードをパスポートにホッチキスで止めてくれます。これ

がないと帰国できなくなるので、紛失注意。 

 テロ対策で指紋を取られることがあります。その際、少しでも犯罪者のものと似ていると、取り

調べが行われます。何を調べられても良いように、荷物や持ち物はきちんと整理して入れておき

ましょう。 

 アメリカから植物や果物は持ち込めません。また、牛肉製品（ジャーキーなど）は成田空港で没

収される可能性が高いので注意してください。 
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 関連情報 http://www.narita-airport.jp/jp/travel/kinsi/index.html 

 お金など 

 クレジットカードは自分の信用証明にも役立ちます。JCB と American Express よりは VISA

と MasterCard の方が対応する店舗が多く、使いやすいかもしれません。ただし、いずれにし

ても、最近は使用する際に４桁のパスワードを求められる場合が多いので、各自確認しておきま

しょう。 

 最初に入る国の現金 100ドル程度を小銭 1-5ドル札と 20ドル札に分けて持っておけば何かと小

用の買い物に便利です（土日は銀行が休みだったり、朝早く、また夜遅くに飛行機が着いて両替

できないことがあります）。100ドル札（特に未使用札）の使用は嫌がられることもあります。 

 免税店は最後に搭乗する空港でだけ利用できます。チェックイン後、搭乗までが買い物時間。 

 チップについては、レストランでは 15％、タクシーでは 10％、ホテルではピローチップを毎朝

1 ドルぐらい、重いバッグを持ってもらっても 1 ドルで十分です。 

 帰国後、ドル札は日本円に換金できますが、コインは換金できません。帰国直前までに（空港等

で）コインを最優先で使い切るようにすればムダがありません。 

 大学内でも不用意に財布を置かないように！カバンと一緒でも置き忘れると盗難に遭う可能性

は高いので、注意しましょう。 

 その他 

 アメリカはサマータイム中のため、実際の時差より 1 時間早いことに注意しましょう。 

 室内は禁煙が原則です。ホテルの部屋でも禁煙の所も多いので、喫煙可能な場所を確かめましょ

う。 

 飛行機のリコンファーム（予約再確認）は不要です。 

 電気製品は電圧の違いで使えないことがあります。 

 水着を持って行っておくと、キャンパスにあるプールに入れるかも。 

 電話：海外から日本へ通話するには、オペレーターを通すよりもクレジットカードがあれば安く

て簡単です。かけ方は概ね次のとおり：受話器を取り、カードを通して、0081（日本の国番号）

を押し、その後にかけたい相手先の電話番号から最初の 0をとったものを押します。また、いざ

というときのために、出国前に自分の携帯電話をアメリカでも使用できる物に交換できるサービ

スを利用するのも良いでしょう。もちろん料金は割高です。 
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